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1-1. 備考

取扱説明書から特定のテーマを調
べる場合、50 音検索が適してい
ます。

不明な点は、いつでもトヨタ販売
店にお問い合わせください。

　取扱説明書に詳細情報が記載
されていることを示す車両部品の
マーク。

本書では、全てのモデルについて、
またモデルシリーズに提供される
全ての標準装備、オプション装備
について説明を行っています。し
たがってこの取扱説明書には、選
択されたオプション装備などの理
由により、車両には備わっていな
い装備や機能についての説明とイ
ラストも含まれています。
このことは、安全関連の機能とシ
ステムにも当てはまります。
該当する機能とシステムを使用す
る場合は、法律と規定に従ってく
ださい。

車両の機能および安全、ならびに
品質向上の観点から、道路運送車
両法および関連法令に基づき、装
備内容は変更される場合がありま
す。
車両の構造、装備および付属品の

注意事項

本取扱説明書について

手引き

補足情報

トヨタ販売店

シンボルと表示

取扱説明書の中のシンボル 
マーク

シンボル 意味

お客様ご自身と他者の安全
さらに車両の損傷を回避す
るために守らなければなら

ない警告

リサイクル案内

「...」
機能を選択するための車内
ディスプレイのテキスト

›...‹
スピーチコントロール用の

ボイス コマンド

››...‹‹
スピーチ コントロールシス

テムの応答

操作・作業の手順を示して
います。番号の順に従って

ください。

車両部品につけられたシンボ
ル

車両装備

本書の内容について

シンボル 意味
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仕様変更や改良などにより、本書
の内容とお客様の車両が一致しな
い場合がありますので、あらかじ
めご了承ください。
車両の仕様説明のために法定速度
を超える記載があります。これは
高速走行を奨励するものではあり
ません。事故予防のためにも走行
時には法定速度を遵守してくださ
い。

車両を使用する場合は、以下に注
意してください：
･ 取扱説明書
･ 車両の情報ラベル（はがさない
でください）

･ 車両のテクニカル データ
･ 車両を走行させる国の交通法規
および安全基準

･ 車検証および法定文書

お客様の車両は、新車で納車時に
型式承認が行われた国で定められ
ている運転条件や認可要求を技術
的に満たすように設計されていま
す。車両を外国で運転する場合は、
運転条件や認可要求が母国と異な
ることがあります。その場合はお
客様の車両を事前にその国で適用
される運転条件や認可要求に合わ
せる必要があります。車両が特定
の国の型式承認要求を満たしてい
ない場合、その車両に対する保証
申請が無効となる場合があります。

詳細はトヨタ販売店にお問い合わ
せください。

車両に採用される素材や高性能電
子機器の技術的進歩に伴い、適し
たメンテナンスや修理の方法が必
要になっています。
そのため車両メーカーは、該当す
る作業をトヨタ販売店に依頼する
ことを推奨しています。
メンテナンスや修理などで作業が
適切に行われなかった場合は、結
果として車両が損傷し、それが原
因で安全性が損なわれるおそれが
あります。
車両塗装に対し専門知識を欠いた
不適切な作業を行うと、レーダー
センサーなどのコンポーネントの
故障や異常を招き、安全性に問題
が生じるおそれがあります。

お客様ご自身の安全のために、部
品およびアクセサリーを使用する
場合はメーカーが承認した製品を
ご使用ください。
トヨタ販売店では、トヨタ純正部
品、アクセサリーならびにトヨタ
の承認する製品、およびそれらに
対する適切なアドバイスを提供し
ております。
これらの製品は、トヨタ車に装着
した場合の安全性と機能の有用性
についてトヨタが評価したもので
す。
トヨタはトヨタ純正部品およびア

お客様の安全のために

適切な使用

保証

点検整備および修理

部品およびアクセサリー



6 1-1. 備考

クセサリーに対して製造物責任を
負っています。ただし、メーカー
が承認していない部品およびアク
セサリーをお客様の車両に装着し
た場合、その装着または装着方法
に起因して発生した問題について
は、メーカーは一切その責任を負
いません。
メーカーでは、お客様の安全を第
一に考えています。他社の製品を
お客様の車両に装着した場合、装
着した部品の安全性を判断できな
いため、純正品または承認された
製品以外を、車両に取り付けるこ
とは認めていません。

下記サイトより取扱説明書（デジ
タル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサ
リーパーツの取扱説明書をご使用
前にお読みいただき、記載された
内容に従って正しくお使いくださ
い。
商品の使用方法や安全にお使いい
ただく上での注意点を記載してお
ります。
なお、デジタル配信により印刷や
輸送にともなうCO2 排出量の低減
が見込まれます。
持続可能な社会を構築するために
トヨタはこれからも取扱説明書の
あり方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲
載サイト：お持ちのスマートフォ
ンやタブレット、携帯電話等にて
QR コードを読み取りいただくか、
URL より閲覧してください。

URL:https://manual-accessori
es.toyota/CAWeb/index.html

QRコードは（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。
なお、紙面で必要な場合はサイト
より印刷いただくか、トヨタ販売
店にご相談ください｡

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故
や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。
トヨタ純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してトヨタ
は保証いたしません。

車両メーカーは、個人情報保護規
則のもと、車両またはそれに関連
するカスタマー サポートやオンラ
イン サービスの利用の範囲内での
個人情報の処理に対して責任を

アクセサリーパーツ・用品につ
いて サイバー攻撃のリスクについて

車両データおよび個人情報保護

責任および権利

データに対する責任
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負っています。

各車両には、車両特定番号が付け
られています。国に応じて車両識
別番号やライセンス プレート ナン
バー、該当官庁によって車両所有
者を特定することができます。さ
らに、使用しているToyota 
Supra Connect アカウントなど
によって車両から取得されたデー
タでドライバーや車両所有者を特
定する方法もあります。

車両使用者は、車両から取得され
た個人情報を処理する企業に対し
て、現行の個人情報保護法に基づ
き特定の権利を有しています。こ
の権利には、無料の包括的な情報
開示請求権などが含まれます。
この企業の例：
･ 車両メーカー
･ トヨタ販売店
車両使用者は、処理される個人情
報の種類、データの利用目的およ
びデータの出所の開示などを求め
ることができます。
開示請求権は、他の企業や機関に
転送されたデータに関する情報に
も適用されます。この開示請求に
は、所有証明または使用証明が必
要です。
車両メーカーのウェブサイトには、
適用される個人データの取扱いに
関する注意事項が記載されていま
す。この個人データの取扱いに関
する注意事項には、データの削除

や訂正を行う権利についての情報
も含まれています。車両メーカー
のインターネットサイトには、
メーカー問い合わせ先および個人
情報保護責任者の問い合わせ先も
記載されています。
車両所有者は、トヨタ販売店でも、
車両に保存されているデータを有
料で読み出すことができます。
車両データの読み出しは、車両の
法律で定められた診断ソケットを
介して行われます。

個人情報の処理は、車両メーカー
として顧客または立法機関に対す
る義務を履行するため、または高
品質な製品およびサービスを提供
するために必要になる場合があり
ます。
これには、例えば以下が含まれま
す：
･ 車両の販売、整備および修理の
範囲内での契約による義務履行。
販売プロセスや整備など。

･ 車両に関連したデジタルサービ
スの提供のための契約による義
務履行。Toyota Supra 
Connect など。

･ 製品品質の保証、新製品の研究、
開発およびサービスプロセスの
最適化。

･ 直営ディーラーおよび国内の販
売会社を含む販売プロセス、
サービスプロセスおよび管理プ
ロセスの実行。

･ カスタマー サポート。契約精算
時など。

･ 個人の同意にもとづいた広告に

個人の特定

データ保護法
データ処理
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関する通信および市場調査。
･ 権利義務の履行。テクニカル
キャンペーンに関する情報など。

･ 主張された保証請求の処理。

状況に応じて、車両に関連して以
下の個人情報が収集される可能性
があります。
n 連絡先データ
名前、住所、電話番号、E メール 
アドレス。
n 契約データ
･ 顧客番号、契約番号、購入済み
オンラインサービス。

･ 登録されている支払情報。クレ
ジットカード番号など。

n 取引およびインタラクション 
データ

製品・サービスの購入、またはカ
スタマー サポートとのやり取りに
関する情報。
n 自動車メーカーのアプリおよび
サービスの利用

携帯端末機器でのアプリの利用、
オンライン サービスの利用、なら
びに車両の機能と設定に関する情
報。
n 車両に関連するセンサー データ
および利用データ

車両に関連するセンサー データお
よび利用データ
･ ドライバー アシスタント シス
テム：センサーデータを処理す
ることで、車両の周囲またはド

ライバーの行動が評価されます。
･ 個人設定：車両プロファイルに
保存された設定。シート設定な
ど。

･ マルチメディア、ナビゲーショ
ン システム。目的地など。

個人データの収集は、以下の時点
で行われることがあります：
･ 車両メーカーに直接連絡したと
き。

･ サービスの直接の購入時。オン
ライン サービスなど。

･ 車両、製品、サービス、デジタ
ル サービスをアプリなどで利用
したとき。

･ トヨタ販売店による個人データ
の伝送時。個人情報保護法の前
提条件を満たしている場合。

･ 認められた住所情報提供業者に
よる個人データの準備時。個人
情報保護法の前提条件を満たし
ている場合。

･ サービス、整備、修理作業の間
に、車両識別番号を含む車両
データを読み出したとき。

車両には電子コントロール ユニッ
トが取り付けられています。電子
コントロール ユニットは、車両セ
ンサーなどから受信したデータや
内部で生成したデータ、交換した
データを処理します。多くのコン
トロール ユニットは車両の安全機

データ収集

収集するデータの種類 データ収集の時点

車内のデータ

一般事項
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能に必要であり、ドライバー アシ
スト システムなどのように走行を
サポートするものもあります。さ
らにコントロール ユニットはコン
フォート機能またはインフォテイ
メント機能を実行します。
車両に保存されたデータはいつで
も削除することができます。これ
らのデータを第三者へ転送するこ
とは、オンライン サービスの利用
の枠組みにおいて個人の希望に基
づいてのみ行われます。転送は
サービス利用時の希望設定によっ
て異なります。

レーダークルーズコントロールや
注意喚起アシスタントなどのドラ
イバー アシスタント システムは、
センサー データを処理すること
で、車両の周囲またはドライバー
の行動を評価します。
これには、例えば以下が含まれま
す： 
･ 車両とその個別コンポーネント
のステータスメッセージ。例え
ばホイール回転数、ホイール速
度、減速、横方向加速度、シー
ト ベルト装着など。

･ 周囲の状況、例えば気温、レイ
ン センサーの信号。

データは通常一時的なもので、車
内で処理されます。原則的に、こ
れらが使用期間を超えて処理され
るのは、お客様と取り決めたサー
ビスの提供に必要である場合、お
客様がそれに同意した場合、また
は法的義務の履行に必要な場合に
限られます。

コントロール ユニットや車両キー
などの電子部品は、技術情報を保
存するためのコンポーネントを含
みます。これは車両状態や部品へ
の負荷、メンテナンスの必要性、
イベント、エラーに関する情報を
一時的または長期的にメモリーす
ることができます。
これらの情報は一般に、以下のよ
うなコンポーネント、モジュール、
システム、および車両の周囲の状
態を記録するものです：
･ システム コンポーネントの作動
状態、例えば充填レベル、タイ
ヤ空気圧、バッテリー ステータ
スなど。

･ 重要なシステム コンポーネント
の機能異常、故障、例えばライ
トおよびブレーキ。

･ エアバッグの作動、ドライビン
グ スタビリティコントロールの
作動など、特別な走行状況での
車両の反応。

･ 車両損傷の状況に関する情報。
これらのデータはコントロール ユ
ニット機能の実行に必要です。さ
らにこれらのデータは機能不良の
検出と解消、車両機能の最適化に
使用されます。
これらのデータの大部分は揮発性
であり、車両自体でのみ処理され
ます。一部のデータのみ、状況に
応じてイベントまたはディフェク
ト メモリーに保存されます。

シート、エアコンまたはライト調

センサー データ

電子的なコンポーネント

個人設定
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節などのコンフォート機能は走行
をより快適にします。この機能の
個人設定は、車両プロファイルに
保存することができ、他のドライ
バーによって一時的に設定が変更
された場合などに、希望に応じて
これを呼び出すことができます。
装備に応じて、このユーザー プロ
ファイルを車両メーカーの安全な
データ システムに保存することが
できます。車両交換の際に、保存
したユーザー プロファイルを他の
車両に簡単に適用させることがで
きます。
車両プロファイルに保存された車
両設定は、いつでも変更および削
除することができます。

さらに、スマートフォンなどから
データを車両のエンターテイメン
トおよび通信システムに送信する
ことができます。送信したデータ
は車内で処理され、お気に入りの
曲を再生したりすることができま
す。
これは装備に応じて異なります：
･ 音楽、映画、写真などのマルチ
メディア データ、内蔵のマルチ
メディア システムでの再生用。

･ 内蔵のハンズフリー ユニットま
たは内蔵のナビゲーション シス
テムと接続して利用されるアド
レス帳データ。

･ 目的地：ナビゲーション システ
ムが学習した目的地を使用して、
装備に応じて自動的にルート案
内を開始することができます。

･ インターネット サービスの利用
に関するデータ。

これらのデータは車内でローカル
に保存することができるほか、ス
マートフォンやUSB メモリーな
ど、車両と接続された機器にも
入っています。

例えば修理作業、サービス プロセ
ス、保証、品質保証などでサービ
ス業務が要求される場合、車両か
らこれらの技術的な情報と車台番
号を読み出すことができます。

車両の電子コンポーネントには、
車両状況、イベントおよびエラー
に関する技術情報を保存するデー
タ メモリーが含まれる場合があり
ます。サービス処置に必要なデー
タは現地で処理され、処置終了後
に自動的に削除されます。情報の
読出しはトヨタ販売店で行うこと
ができます。サービスおよび修理
作業の枠内で、データは診断ソ
ケット経由で専用の診断装置を
使って読み出され、車両メーカー
に伝送されます。データの読み出
しと転送は拒否することができま
す。

車両メーカーは、最適なサービス
を得られるよう車両のドキュメン

マルチメディアおよびナビゲー
ション システム

サービスのデータ

一般事項

保存されたデータ

サービス プロセスの最適化
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トを保存します。法的な規則の範
囲内で、このドキュメントは専門
ワークショップなどの権限を持つ
第三者に提供されることがありま
す。
この権限を持つ第三者はこのデー
タを、該当するサービスおよび修
理作業を行う目的にのみ利用でき
ます。これによって、車両への不
必要な二重作業などの実行を防ぎ
ます。

このデータは車両の技術的な状態
を記録し、故障の発見や補償義務
および品質改善の遵守のために使
用されます。
製品品質の保証および新製品開発
のため、ライト、ブレーキ、パ
ワー ウィンドウ、ディスプレイな
どの個別コンポーネントやシステ
ムの利用に関するデータを読み出
すことがあります。これらのデー
タは、車両メーカーがコンポーネ
ントおよびシステムを最適化する
のに役立ちます。データの分析は
テクニカルキャンペーンや法的な
回収措置のベースにもなります。
さらにメーカーは製造物責任法に
より製品監視義務を担っています。
この義務を果たすために、車両
メーカーは車両からの技術的な
データを必要とします。これには、
車両のソフトウェア バージョンも
含まれます。

これに加えて、車両からのデータ

は顧客からの補償および保証要求
の調査にも使用されます。グッド
ウィルまたは保証要求が主張され
た場合、読みだしたデータは迅速
な要求説明のために車両メーカー
に伝送されます。
車両のエラーおよびイベント メモ
リーは、トヨタ販売店において修
理またはサービス作業の範囲でリ
セットすることができます。

製品品質の保証やサービス プロセ
スの最適化を目的とした車両メー
カーへのデータ伝送は、希望に応
じて差し止めることができます。

車両メーカーは、有効な法律の範
囲内において、保存されている
データを官庁に提供する義務があ
ります。必要範囲のデータ提供は、
犯罪行為の解明など個別のケース
で行われます。
国の機関には有効な法規の範囲内
で、個別のケースにおいて自身で
データを車両から読み出す権利が
あります。情報は事故の解明など
の場合に、主にエアバッグ コント
ロール ユニットから読み出されま
す。

装備に応じて、Toyota Supra 
Connect などを使用して車両の機
能を制御するために、スマート
フォンなどのモバイル端末機器を

製品品質の保証

グッドウィルおよび保証要求

データの点検

データ開示のための法的要求

モバイル端末機器
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車両と接続することができます。
その場合、モバイル端末機器の画
像と音声などをマルチメディア シ
ステムを介して車両に出力するこ
とができます。
同時に、一部の情報がモバイル端
末機器に伝送されます。接続方式
によって、位置データとその他の
一般車両情報などがこれに含まれ
ます。これにより、ナビゲーショ
ンや音楽再生など、選択したアプ
リを最適に利用することができま
す。その他のデータ処理の方式は、
使用される各アプリのプロバイ
ダーによって規定されます。

車両が無線ネットワークを使用す
る場合、車両とToyota Supra 
Connect などのその他のシステム
間でのデータ交換が可能となりま
す。

車両メーカーのオンライン サービ
スでは、一般取引条件やメーカー
のウェブページなど、それぞれ適
した箇所で各機能が説明されてい
ます。そこには、関連する個人情
報保護法の情報も記載されていま
す。
オンライン サービスを利用する際
には、個人に関するデータが使用
されることがあります。データ交
換は、例えば車両メーカーの専用
データシステムとの安全な接続を

介して行われます。
サービス提供の範囲を超える個人
情報の収集、処理、利用は、適切
な法的根拠、例えば契約による取
り決め、法的義務やユーザーの同
意などに基づいてのみ行われます。

Toyota Supra Connect はさま
ざまなデジタルサービスによって
車両のネットワーク化を行います。
ご利用時には原則的に、車両に保
存されており、取り決めたサービ
スの提供に必要なデータが、例え
ば車両の識別情報や現在位置を特
定するための情報などがオンライ
ンで転送されます。特定のデータ
処理では、ユーザーとの契約上の
取り決め、またはユーザーの事前
の明確な同意が根拠になります。
個別のケースでは、事前に定義さ
れたイベントによってデータ伝送
が行われます。SOS コールなど。
無線ネットワークは、車両固有の
送受信ユニットにより、または個
人的に使用するスマートフォンな
どのモバイル端末を介して実現さ
れます。データ伝送は希望に応じ
て作動解除することができます。
データ転送を無効にすると、場合
によっては一部の機能が使用でき
なくなることがあります。
無線ネットワークを介してオンラ
イン機能を利用することができま
す。これには、車両メーカーまた
は他のプロバイダーによって提供
されるオンライン サービスやアプ
リが含まれます。

サービス

一般事項

車両メーカーのサービス

Toyota Supra Connect
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他のプロバイダーのオンライン 
サービスを利用する場合、これら
のサービスは該当するプロバイ
ダーの責任ならびに個人情報保護
および利用条件に従うことになり
ます。車両メーカーはその際、や
り取りしたデータに影響を与えま
せん。
第三者のサービス範囲における個
人情報の収集および処理の方法、
範囲、目的についての情報は、該
当するプロバイダーにお問い合わ
せください。

各ユーザーは、サービスの契約を
結ぶか自分で決定します。Toyota 
Supra Connect など。データ処
理の範囲やコンテンツに関した書
面による情報はサービス提供前に
行われ、車両の引き渡し時に行わ
れます。
ユーザーはいつでもサービスを解
約し、サービスに必要なデータ処
理を差し止めることができます。
また、全てのデータ接続をオンま
たはオフにすることもできます。
ただしSOS コール システムなど、
法律で規定された機能やサービス
は除外されます。

CarData は、Toyota Supra 
Connect 利用時に車両データの取
り扱いを明確にすることができま
す。CarData を介して、Toyota 

Supra Connect の範囲で処理さ
れる車両データを第三者に伝送す
るかどうか、決定することができ
ます。個別のサービスでは、これ
によって保険会社などの第三者へ
のデータ使用許可に同意するか、
拒否するか決めることができます。
さらに、いつでもCarData の
アーカイブを要求することができ
ます。アーカイブには、Toyota 
Supra Connect の範囲内で送信
され、保存されたデータに関する
情報が含まれています。サード
パーティのプロバイダーの
CarData へのアクセスは、車両
メーカーのサーバーを介してのみ
行われます。車両およびそのデー
タへの直接のアクセスは認められ
ません。
CarData に関する詳細な情報は、
Toyota Supra Connect ポータ
ルをご覧ください。

この車両にはイベント データ レ
コーダーが装備されています。こ
のコンポーネントのメイン機能は、
衝突の状況や衝突寸前の状況にお
いて、エアバッグの作動や道路障
害物との衝突など、車両システム
がどのように動作したかを把握す
るのに役立つデータを記録するこ
とです。イベントデータ レコー
ダーは、走行ダイナミクスシステ
ムと走行安全システムに関する
データを短時間、最大でも30秒
間記録するために使用されます。
この車両に取り付けられているイ
ベントデータレコーダーは、以下

他のプロバイダーのサービス

自己判断

車両データの透明性

イベント データ レコーダー
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のデータなどを記録するために使
用されます：
･ 各種車両システムの作動状態。
･ ドライバーと助手席乗員がシー
トベルトを着用していたかどう
か。

･ ドライバーがアクセル ペダル・
ブレーキ ペダルを踏んでいた場
合は、どれくらい下まで踏んで
いたか。

･ 車両はどれくらいの速度で走行
していたか。

これらのデータは、衝突や負傷を
引き起こす状況をより良く把握す
るために使用することができます。
データは、事故が発生した場合に
のみ車両に記録されます。通常の
走行条件ではイベント データ レ
コーダーからデータが記録される
ことはなく、名前、性別、年齢、
事故現場などの個人データも保存
されません。
ただし、法執行機関などの他の関
係者が、これらの記録されたデー
タを事故調査時に定例的に照会さ
れる個人を特定できるデータに紐
づけることがあります。
記録されたデータを読み出すには、
専用の機器と、車両またはイベン
ト データ レコーダーへのアクセス
が必要になります。自動車メー
カーだけでなく、専用機器を使用
できる法執行機関などの関係者も、
車両またはイベント データ レコー
ダーにアクセスできる場合は、情
報を読み取ることができます。

車台番号はエンジン ルーム内の車
両右側にあります。

車台番号

エンジン ルーム

その他注意事項

警告
車両の改造は、行わないでください。

車を改造したり、トヨタ純正部品およ
びアクセサリー品、トヨタ社が承認し
た製品以外の不適切な部品（例：バッ
テリーや電装品等）を取り付けること
により、思わぬ故障や事故の原因にな
ることがありますので、絶対に行わな
いでください。トヨタ純正アクセサ
リー品の詳細については、トヨタ販売
店へお問い合せください。
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故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

警告
ウィンドウ ガラスにアクセサリー類を
取り付けないでください。

ガラス面やルーム ミラーなどにアクセ
サリーを取り付けると、視界を損なっ
たり、走行中に気をとられたりして思
わぬ事故につながる原因になります。
また、透明吸盤がレンズの働きをして
火災を起こす場合があります。また、
ルーム ミラーにワイド ミラーを取り付
けると、衝突時にけがをする原因とな
りますので、おやめください。

警告
車内にライターを放置しないでくださ
い。

炎天下で駐車すると車内が高温になり、
ライターなどの可燃物が爆発や自然発
火を起こす場合があり、たいへん危険
です。また、シートなどの可動部分に
ライターが入り込んだまま放置すると、
シートが動いたときに着火して火災を
起こすおそれがあります。

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

A
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2-1. クィックリファレンス

エンジンをかける前に、日常点検
を実施してください。関連法規に
より、使用者の責任において日常
点検と一年毎の法定定期点検の実
施が義務づけられています。点検
方法については、別冊の「メンテ
ナンスノート」をお読みください。

乗車

運転の前に

点検の実施

警告
燃えやすいものを積まないでください。

燃料を入れた予備タンクや可燃性の
カーケア用品、スプレー缶などを積ん
でいると、万一の場合、引火したり、
爆発することがあり危険です。また、
密閉された車内など、場所によっては
温度が50℃以上になる場合がありま
すので、車内に炭酸飲料などの容器を
放置しないでください。

警告
荷物は確実に固定してください。

車内に不安定な状態で荷物を載せてい
ると、急ブレーキをかけたときなどに
荷物が放り出されて乗員にぶつかるこ
とがあり、思わぬけがをするおそれが
あります。荷物はできるだけラゲッジ
ルームに積み、動かないように固定し
てください。

警告
運転席の足元にものを放置しないでく
ださい。

ブレーキペダルの後ろに異物がはさ
まってブレーキ操作ができなくなった
り、アクセルペダルが戻らなくなるこ
とがあり、非常に危険です。

警告
フロアマットは確実に固定してくださ
い。
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l 車の周囲には運転席から見えな
い、死角部分があります。発進
する前に、小さなお子様や高さ
の低い障害物がないか、車のま
わりを確かめてください。

l 後退（バック）するとき、十分
に後方の視界が見渡せない場合
は、車から降りて後方を確かめ
るようにしてください。

疲労しているときや、体調がすぐ
れない時は運転を控えてください。
また、長時間運転するときは適度

警告

フロアマットは、この車両専用のトヨ
タ純正品のみを使用し、付属の固定具
で確実に固定してください。清掃等で
フロアマットを脱着後も、固定具で確
実に固定してから運転をしてください。

固定具の破損などにより確実に固定で
きないフロアマットを使用すると、フ
ロアマットの位置がずれてアクセルペ
ダルを覆い、フロアマットを介しペダ
ルが誤操作される等、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

また、フロアマットを重ねて使用する
ことは絶対に止めてください。ペダル
操作を妨げるだけでなく、マットが丸
まってブレーキペダルが踏み切れなく
なるおそれもあり危険です。

警告
排気ガスを吸い込まないように注意し
てください。

排気ガスには、無色無臭で有毒な一酸
化炭素が含まれています。この一酸化
炭素は気づかないうちに吸い込んでし
まうおそれがあり、最悪の場合、死に
至るおそれがあります。密閉されたガ
レージのように換気の悪い場所では、
エンジンをかけたままにしないでくだ
さい。

排気管に腐食による亀裂や穴あきがあ
ると、走行中、車内に排気ガスが入っ
てくるおそれがあります。車内で排気
ガスのにおいを感じたときは、ウィン
ドウを全開にし、ただちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

周囲の安全確認

体調のすぐれない時
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に休憩を取るようにしてください。

1 ロック解除
2 ロック
3 トランクリッドロック解除
4 ホームライト

設定に応じて、運転席ドアのみ、
または全てのドア /リッドがロッ
ク解除されます。
運転席ドアのみがロック解除され
る場合、電子キーのボタンを再び
押すと、他の車両ドア /リッドが
ロック解除されます。

1 運転席ドアを閉じます。

2  電子キーのボタンを押し
ます。

全てのドア /リッドがロックされ

ます。

ドアロックスイッチ用ボタン。

フューエルリッドは、ロック解除
されたままです。

電子キーを操作しなくても、車両
にアクセスすることができます。
電子キーをズボンのポケットなど
に入れて携行するだけで十分です。
車両は自動的に、近くの、または

開閉

電子キーのボタン

車両をロック解除する

電子キーのボタンを押しま
す。

車両をロックする

ドアロックスイッチ用ボタン

概要

ロック

ボタンを押すと、フロント
ドアが閉じている場合は車
両がロックされます。

ロック解除

ボタンを押すと車両がロッ
ク解除されます。

スマートキーシステム

原理
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車内の電子キーを検知します。

車両ドアのハンドルを完全に握り
ます。

ドアが閉まっている状態で、ドア
ハンドルの溝の部分に指で約1 秒
間触れます。

 電子キーのボタンを約1 秒
間押し続けます。設定を変更する
ことでドアもロック解除されます
（88ページ参照）。

トランクリッドを手動で閉めます。

1 ターンインジケーター、ヘッド
ライト

2 メーターパネル
3 ワイパー
4 ランプスイッチ

表示灯と警告灯は、異なった組み
合わせと色で点灯します。
いくつかの表示灯 /警告灯は、エ
ンジンをスタートさせたとき、ま
たは作動スタンバイをオンにした
ときに、機能点検が行われ、短時
間点灯します。

車両をロック解除する

車両をロックする

トランクリッド

開ける

クローズ

表示と操作ボタン

ステアリングホイールの周辺

表示灯と警告灯
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1 ドアミラー
2 パワーウィンドウ
3 ドアロックスイッチ
4 トランクリッドロック解除

1 セレクターレバー
2 アイドリングストップキャンセ
ルスイッチ

3 スポーツモードスイッチ
4 パーキングブレーキ
5 Toyota Supra Safety スイッ
チ

6 VSC OFF スイッチ
7 パーキングアシスタントボタン 
8 コントローラー

Toyota Supra Command は、多
数のスイッチ機能を統合したもの
です。これらの機能はコントロー
ラーと、タッチスクリーンにより
操作することができます。

n コントローラーのボタン

運転席ドア

スイッチセンター

Toyota Supra Command

原理

コントローラー

ボタン 機能

1 回押す：メインメニュー
を呼び出します。

2 回押す：メインメニュー
の全てのメニュー項目を表
示します。

コミュニケーションメ
ニューを呼び出します。

メディア /ラジオ メニュー
を呼び出します。

ナビゲーションの目的地入
力メニューを呼び出しま
す。

ナビゲーションの地図を呼
び出します。

1 回押す：前の画面を呼び
出します。

押し続ける：最後に使用し
たメニューを呼び出しま
す。

オプションメニューを呼び
出します。
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n スピーチコントロールを作動さ
せる

1  ステアリングのボタンを
押します。

2 警告音を待ちます。
3 ボイスコマンドを話します。

コマンドが使用できない場合があ
ります。その場合はToyota 
Supra Command から機能を操作
してください。
n スピーチコントロールを終了す
る

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 バックレスト角度
2 高さ
3 前後

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 バックレスト幅
2 バックレスト角度
3 運転席メモリー
4 前後方向、高さ、シート角度

ボイス コマンドを話す

コントロールディスプレイ
のシンボルは、スピーチコ
ントロールシステムが作動
していることを示します。

ステアリングのボタンを押
す、または>キャンセル

<と発話する。

設定と操作

シート、ドアミラーおよびステ
アリングホイール

手動調節シート★

電動シート★
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5 ランバーサポート

1 調節
2 ドアミラーの選択、リバース連
動機能（105ページ参照）

3 折りたたみ

1 レバーを下に倒します。
2 シート位置に合わせてステアリ
ングホイールの前後方向と高さ
を調節します。

3 レバーを元に戻します。

メモリー機能により、以下の設定
を記憶させ、必要に応じて呼び出
すことができます：
･ シート位置
･ ドアミラー位置
･ ヘッドアップディスプレイの高
さ

1 希望する位置に調節します。

2 運転席の ボタンを押しま
す。ボタンの文字が点灯しま
す。

3 文字が点灯している間に、運転
席のボタン1 または2 の希望
する方を押します。ブザーが鳴
ります。

希望するボタン1 または2 を押し
ます。

電動ドアミラー

ステアリングの調節

ステアリングホイール調節

メモリー機能

原理

登録

シート位置の呼び出し
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1 エンターテイメントのソースの
切換え

2 音声出力オン /オフ、音量
3 プログラマブル ボタン
4 放送局 /トラックの切換え
5 交通情報

1「地図」
2 コントローラーを左に傾けま
す。

3 「目的地入力」

4 「施設」
5 検索の種類を選択します。
「現在地周辺」

「目的地周辺」

「ルート沿い」

「その他の場所」

6 必要に応じて、次のカテゴリー
とサブカテゴリーを選択しま
す。

周辺施設のリストが表示されます。

周辺施設をアルファベット順に、または
距離の順に並べ替えることができます。

7 周辺施設を選択します。
8「新規目的地に設定」または必
要に応じて目的地に関する更な
る機能を選択します。

目的地入力の終了後、自動的に
ルート案内が始まります。

携帯電話を車両と1 度接続すれ
ば、Toyota Supra Comman、ス
テアリングのボタン、またはス
ピーチコントロールよって携帯電
話を操作することができます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4「新規機器接続」
5 さらに携帯電話側の作業手順を
実行します。携帯電話の取扱説
明書を参照してください：
Bluetooth 機器を検索する、
接続する、または新しい機器な
ど。

車両のBluetooth 名が携帯電話のディ
スプレイに表示されます。車両の

インフォテインメント

ラジオ

ナビゲーションの目的地入力

目的地を入力する

ルート案内開始

携帯電話を接続する

一般事項

携帯電話をBluetooth で接続し
ます



26 2-1. クィックリファレンス

Bluetooth 名を選択します。

6 モバイル機器によっては、コン
トロール番号が表示されるか、
コントロール番号を自ら入力す
る必要があります。

･ コントロールディスプレイに表
示されたコントロール番号と、
機器のディスプレイに表示され
たコントロール番号を比較しま
す。

機器とコントロール ディスプレイ
でコントロール番号を確定します。
･ 機器と Toyota Supra 
Command で同一のコントロー
ル番号を入力して、確定します。

機器が接続され、機器リストに表
示されます。

装備に応じて、さまざまな方法で
着信電話を受けることができます。
･ Toyota Supra Command か
ら：「応答」

･ ステアリングのボタンを
押します。

･ メーターパネルの選択リストか
ら：ステアリングホイールのダ
イヤルで選択します：「応答」

Toyota Supra Command から：
1「通信 /電話」
2「番号ダイヤル」
3 電話番号を入力します。

4 シンボルを選択します。電話
機能が割り当てられている携帯
電話から接続されます。

サブ電話との接続を確立します：

1 ボタンを押します。

2「から電話をかける」

Apple CarPlay は、互換性のある
Apple iPhone の特定の機能を
Siri スピーチ コントロールおよび
Toyota Supra Command で操作
できるようにします。
Apple CarPlay の設定方法はナビ
ゲーションシステム取扱説明書を
参照。

通話する

電話に出る

番号をダイヤルする

Apple CarPlay の準備

原理
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1 ブレーキ ペダルを踏みます。
2 マニュアル トランスミッショ
ン：クラッチを踏んで、ニュー
トラル位置にします。

3 スタート /ストップボタンを押
します。

マニュアル トランスミッション：
1 停車した状態で、スタート /ス
トップ ボタンを押します。
エンジンがオフになります。

2 1 速またはリバース ギアに入
れます。

3 パーキングブレーキをかけま
す。

オートマチック トランスミッショ
ン：
1 停車している状態で、セレク
ターレバーをポジションPにし
ます。

2 スタート /ストップボタンを押
します。エンジンがオフになり
ます。

3 パーキングブレーキをかけま
す。

燃料を節約するため、アイドリン
グストップ機能は停車中にエンジ
ンを自動的に停止します。発進す
るときに、次の条件が満たされて
いればエンジンが自動的に始動し
ます：
マニュアル トランスミッション：
･ クラッチ ペダルを踏みます。
オートマチック トランスミッショ
ン：
･ ブレーキ ペダルを解除する。

LED と表示灯が消えます。

走行

走行

走行スタンバイ

走行スタンバイオン

走行スタンバイをオフにする

アイドリングストップ

パーキング ブレーキ

ブレーキをかける

スイッチを引き上げます。
LED と表示灯が点灯しま
す。

解除する

走行スタンバイがオンに
なっている場合：
マニュアル トランスミッ
ション：ブレーキを踏みな
がら、スイッチを押しま
す。
オートマチック トランス
ミッション：ブレーキを踏
む、またはセレクターレ
バーをポジションP にし
て、スイッチを押します。
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パーキングブレーキが解除されて
いる。

パーキング ブレーキがかかってい
ることを確認してください。

より低いギアにギアシフトする場
合、回転数が高くなりすぎてエン
ジンが損傷するおそれがあります。
また、周囲の物が損傷する危険が
あります。
5 速または6 速ギアにシフトする
際には、シフトレバーを右へ押し
ます。

必ず車両が完全に停車している場
合にのみ、シフトしてください。

･ D ドライブ ポジション
･ N ニュートラル
･ R 後退
運転席シートベルトが着用されて
いる場合、セレクターレバーを希
望する方向に軽く押し、必要な場
合は軽く止まる位置を越えるまで
押します。セレクターレバーはそ
れぞれ、中央位置に戻ります。
ギアがポジションDまたはリバー
スギアに入っている場合は車両が
動き出しますので、発進するまで
の間はブレーキを踏んでいてくだ
さい。
セレクターレバーロックは、セレ
クターレバーポジションR への間
違ったシフトまたはセレクターレ
バーポジションP からの間違った
シフトを防止するためのものです。
必ず停車している状態で、セレク
ターレバーをポジションR にしま
す。

駐車する

マニュアル トランスミッショ
ン

切替え

リバース ギア

オートマチックトランスミッ
ション

セレクターレバーをポジション
D、N、R にシフトする
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セレクター レバー ロックを解除す
るには、ボタンを押して、そのま
ま押し続けます。

必ず停車している状態で、セレク
ターレバーをポジションP にしま
す。

P ボタンを押します。

マニュアルモードをオンにする：
セレクターレバーをセレクターレ
バー ポジションD から出して、左
に押します。
マニュアルモード：
･ シフトダウン：セレクターレ
バーを前に押します。

･ シフトアップ：セレクターレ
バーを後方に引きます。

マニュアルモードを終了する：
セレクターレバーを右に押します。

レバーを前に押すか、後ろに引き
ます。

セレクターレバーロックの解除

P 位置にシフトする

オートマチックトランスミッ
ション、マニュアルモード

ヘッドライト、ハイビーム、
方向指示灯

ヘッドライト、ハイビーム
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･ ヘッドライトハイビームオン
（矢印 1）。ヘッドライトハイ
ビームは、ロー ビームがオンの
ときに点灯します。

･ ヘッドライトオフ /ハイビーム
オン（矢印 2）。

1 右折
2 右側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

右側方向指示灯が3回点滅します。

3 左側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

左側方向指示灯が3回点滅します。

4 左折

ワイパーは作動スタンバイがオン
のときに作動します。

n オンにする

レバーを、希望する位置になるま
で上方に押します。

方向指示灯

ライトと照明

ライト機能

シンボル 機能

リアフォグ ライト

ライトオフ、デイタイムラ
ンニングライト

2
1

3
4

スモールライト

オート ライト コントロー
ル、アダプティブ ライト機

能

ロービーム

メーターパネル照明

パーキングライト（右）

パーキングライト（左）

ワイパー

ワイパーのオン /オフ、ワンタッ
チワイパー

シンボル 機能
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･ ワイパーの停止位置：位置 0
･ レインセンサー：位置 1
･ 標準作動：位置 2
･ 高速作動：位置 3
n ワンタッチワイパーとスイッチ
オフ

レバーを下に押します。
･ オフ：レバーを、基本位置（位
置 0）になるまで下に押します。

･ ワンタッチ ワイパー：レバーを
基本位置（位置 0）から下に押
します。

作動させる /作動解除する

作動させる：レバーを基本位置か
ら1 回上方（位置 1）に押しま
す。
作動解除する：レバーを押して基
本位置（位置 0）に戻します。

n 感度を調節する

ワイパーレバーのダイヤルを回し
てください。

ワイパーレバーを引きます。
レインセンサー

フロントガラスを洗浄する

オートエアコン

ボタン 機能

温度

内気循環機能
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1 フューエル リッドを開くには、
フューエルリッドの後端を軽く
押します。

2 フューエルキャップを反時計回
りに回します。

3 フューエルキャップは、フュー
エルリッド裏のホルダーに差し
込みます。

最適な燃費を得るために、ガソリ
ンは無硫黄または硫黄分の少ない
ものを使用してください。
給油機に金属添加物の表示のある
燃料を使用しないでくださ
い。P.284

最大冷房

AUTO プログラム

送風口の手動調節

オフ

フロントウィンドウの結露
と曇りを取り除きます。

リアデフォッガー

シートヒーター

エアコンモード

風量の手動調節

ボタン 機能 給油

給油

給油口

ガソリン
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タイヤ空気圧規定値はドア ピラー
のタイヤ空気圧ラベルに記されて
います。

タイヤ空気圧警報の場合：
修正されたタイヤ空気圧が自動的
に適用されます。タイヤ設定が正
しく行われているか確認してくだ
さい。
コントロールディスプレイでタイ
ヤ空気圧規定値を確認することが
できないタイヤの場合、タイヤ空
気圧警報のリセットを行います。

定期的に点検し、必要に応じて調
整する：
･ 最低でも月2 回
･ 長距離ドライブの前

最新の計測値は、約30 分の通常
走行後に提供されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「エンジンオイルレベル」
エンジンオイルレベルに応じて、
コントロールディスプレイに異な
るメッセージが表示されます。こ
れらのメッセージに注意してくだ
さい。

エンジンオイルを補給する前に、
車両を確実に停止し、走行スタン
バイをオフにします。

エンジンオイルは、メーターパネ
ルにメッセージが表示されてから

ホイールとタイヤ

タイヤ空気圧の記載

タイヤ空気圧の調整後

タイヤ空気圧の点検

電子的なオイル計測

機能の前提条件

エンジンオイル レベルの表示

エンジンオイルの補給

一般事項

補給
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補給してください。
通知の補充量に注意します。
過剰な量のエンジンオイルを充填
しないように注意します。
推奨エンジンオイルを確認します。
（288ページ参照）

ボタンはセンターコンソールにあ
ります。

車両トラブルが発生したとき、
JAFへレッカーなどの救援車両を
手配するサービスです。
※上記サービス利用にかかる　料
金はお客様のご負担となります。
詳細はナビゲーションシステム取
扱説明書を参照。

車から離れるときは、エンジンを
止め、パーキングブレーキをかけ、

ドアを施錠してください。

迷惑駐車にならない安全な場所に
駐車し、セレクターレバーを
“P”（パーキング）にシフトし
てから、エンジンを止めます。

いざというときに

ハザードフラッシャー

ロードサイドアシスト

走行の後に

駐車するとき

警告
仮眠するときは、エンジンを止めてく
ださい。

やむを得ず車内で仮眠するときは、安
全な場所に駐車し、エンジンを止めて、
なるべく助手席で仮眠してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にアクセル ペダルを踏み込んだ
り、セレクターレバーを動かして思わ
ぬ事故の原因になります。また、停車
中にエンジンを長時間空ぶかしすると、
排気管やエンジンが過熱して火災を起
こす場合があります。

警告
駐停車するときは、燃えやすいものに
注意してください。
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警告

周囲に燃えやすいもの（枯れ草、落ち
葉、芝、紙くず、油など）がある場所
には駐停車しないでください。排気管
に燃えやすいものが触れたり、排気熱
で火災の原因となるおそれがあります。
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3-1. 操作方法
運転席まわり................................38

車両のセンサー ............................42

車両の作動状態 ............................45

Toyota Supra Command .......49

一般設定........................................61

個人設定........................................64

接続................................................69

開閉................................................76

シート、ドア ミラーおよびステアリ
ング ホイール............................94

お子様の安全について..............108

走行.............................................117

表示.............................................136

ライト.........................................154

安全性.........................................161

ドライビング スタビリティ コント
ロール......................................196

ドライバー アシスト システム
..................................................200

走行快適性.................................226

快適な温度調節 .........................227

インテリア.................................235

小物入れ.....................................240

ラゲッジ ルーム........................242
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3-1. 操作方法

この章では、モデルシリーズに提供される全ての標準装備、オプション装
備について説明しています。従って、選択されたオプション装備などの理
由により、お客様の車両では使用することができない装備および機能につ
いての説明も含まれています。このことは、安全関連の機能とシステムに
も当てはまります。該当する機能とシステムを使用する場合は、法律と規
定に従ってください。

1 ドアロックスイッチ

ロック解除P.84

ロックP.84

2 パワーウィンドウP.92

3 ドアミラーの操作P.103
4 ライト

リアフォグライトP.159

ライトオフ

デイタイムランニングライト
P.156

スモールライトP.155

運転席まわり

車両装備

ステアリングホイールの周辺
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オートライトコントロー

ルP.154
アダプティブライト機能
P.156
オートマチックハイビーム
P.157

ロービームP.155

メーターパネル照明

P.160

パーキングライト、右

P.156

パーキングライト、左

P.156
5 ワイパー レバー

ワイパーP.124

レインセンサーP.125

フロントウィンドウを清

掃するP.126
6 パドルスイッチP.132
7 ステアリングホイールの右側の
ボタン

選択リストP.146

音量、ナビゲーションシ

ステム取扱説明書を参照

スピーチコントロールシ

ステムP.57

電話、ナビゲーションシ

ステム取扱説明書を参照
選択リスト用ダイヤルP.146

8 メーターパネルP.136
9 ステアリングホイールの左側の
ボタン

マニュアルスピードリ

ミッターP.200

 クルーズ コントロール オ

ン /オフ P.202

レーダークルーズコント

ロールオン /オフP.206

クルーズコントロール：

速度の記憶P.202、206

クルーズコントロールを

中断するP.202

クルーズコントロールを

続行するP.202

レーダークルーズコント

ロールを中断する /レーダーク
ルーズコントロールを続行する
P.206

レーダークルーズコント

ロール：車間距離を増やす /車
間距離を狭めるP.206
レーダークルーズコントロール
用ダイヤル

10パドルスイッチP.132
11ターン インジケーター レバー

ターンインジケーター

P.123
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ヘッドライト、パッシン

グ ライト P.124

オートマチックハイビー

ムP.157

走行データP.147

12ステアリング調節P.105

13 ホーン、全面

14 ボンネットロック解除

P.283

15 トランクリッドロック解

除P.79

1 コントロールディスプレイ
P.52

2 ハザードフラッシャー

P.308
3 送風口P.232
4 グローブボックスP.241
5 ラジオ /マルチメディアについ
ては、ナビゲーションシステム
取扱説明書を参照

6 オートエアコンP.227
7 コントローラーとボタンP.52

8 スポーツモードスイッチ

P.135
走行モードSPORT

Toyota Supra Safety 

P.174

センターコンソールの周辺
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アイドリングストップ

P.118
クリアランスソナーP.214

リアビューカメラP.220

リヤクロストラフィックアラー
トP.223

ビークルスタビリティコ

ントロール（VSC）P.197

9 パーキングブレーキ

P.121
10オートマチックトランスミッ
ションセレクターレバー
P.129

11 走行スタンバイをオン /

オフにするP.117

1 助手席エアバッグの表示

灯P.172

2 リーディング ライト

P.160

3 ルームライトP.160

4 SOSコール、ナビゲー

ションシステム取扱説明書を参
照

ルーフ内張りの周辺
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

装備に応じて、以下のカメラとセ
ンサーが車両に取り付けられてい
ます：
･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ

･ リア ビュー カメラ
･ フロント レーダー センサー
･ リア サイド レーダー センサー
･ フロント /リア バンパー内の超
音波センサー

車両のカメラとセンサー付近は清
潔に保ち、遮るものがないように
してください。

カメラはルーム ミラー付近に取り
付けられています。

カメラのレンズは、ライセンスプ
レートランプの近くにあります。

次のような状況では、カメラの機
能が制限されたり、誤作動を起こ
す場合があります：
･ 濃い霧、激しい雨や降雪のとき
･ 急勾配の上りや下り、狭いカー
ブの走行

･ カメラの検知範囲がフロント 
ウィンドウのくもりやステッ

車両のセンサー

車両装備

概要

カメラ

フロント ウィンドウの裏のカ
メラ

リア ビュー カメラ

カメラのシステム限界
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カーなどで覆われている場合
･ カメラのレンズが汚れている、
または損傷している場合

･ 低い位置にある太陽などにより、
逆光が強いまたは反射が強い場
合

･ 暗がり
･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ：高温のためにカメラが過熱
し、一時的にオフになっている
場合

･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ：納車直後でカメラが校正さ
れている間

システムが故障すると、必要に応
じてチェックコントロール メッ
セージが表示されます。

レーダー センサーはフロント バン
パー内にあります。

レーダー センサーはリア バンパー
内にあります。

以下のような状況では、レーダー 
センサーの機能が制限されたり、
使用することができないことがあ
ります：
･ 氷結などによりセンサーが汚れ
ている場合

･ ステッカー、フィルム、ライセ
ンス プレート ホルダーなどで
センサーが覆われている場合

･ 駐車時の損傷などが原因でセン

レーダー センサー

安全に関する注意事項

警告
外部からの干渉などの影響により、車
両のレーダー センサー、それに伴って
ドライバー アシスト システムに障害が
発生する場合があります。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
交通状況と駐車状況に注意し、いつで
もステアリング操作およびブレーキ操
作ができるようにし、状況によっては
積極的に介入してください。

フロント レーダー センサー

リア サイド レーダー センサー

レーダー センサーのシステム
限界
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サーが正しく調整されていない
場合

･ 突き出ている荷物などでセン
サーの放射範囲が覆われている
場合

･ ガレージ壁、生け垣、雪溜めな
どでセンサーの検知範囲が隠れ
ている場合

･ センサー付近の車両塗装に対し
て不適切な作業が行われた後

･ 急勾配の上りや下り
システムが故障すると、必要に応
じてチェックコントロール メッ
セージが表示されます。

以下のような状況では、物理的限
界により、超音波測定で物体を検
知できないことがあります：
･ センサーが汚れている場合
･ ステッカーなどでセンサーが覆
われている場合

･ 駐車時の損傷などが原因でセン
サーが正しく調整されていない
場合

･ センサー付近の車両塗装に対し
て不適切な作業が行われた後

･ 小さい子供や動物の場合

･ コートなどの特定の衣服を着用
している歩行者

･ 横を通り過ぎる車両や音のやか
ましい機械、他の超音波源など
により、超音波が外的干渉を受
ける場合

･ 高い湿度、降雨、降雪、低温、
異常高温、激しい風など、特定
の気象条件の場合

･ 他の車両のけん引バーとけん引
フック

･ 薄い物体またはくさび形の物体
･ 動く物体
･ 高い位置で突出した物体、例え
ば壁の盛り上がりなどの場合

･ 角があり、先が尖り、表面がつ
るつるした物体

･ 細かい表面や構造を持った物体、
例えば垣根などの場合

･ 表面に穴がたくさんあいている
物体

･ 小さくて低い物体の場合、箱な
ど

･ 柔らかい障害物またはスポンジ
材で覆われた障害物の場合

･ 植物や茂みの場合
･ 洗車機およびドライブスルー洗
車機に入れる場合

･ 例えば速度を抑制するために施
された不均一な路面

･ 排気ガスがひどい場合
･ 車両から飛び出している荷物は、
超音波センサーでは考慮されま
せん

システムが故障すると、必要に応
じてチェックコントロール メッ
セージが表示されます。

超音波センサー

フロント /リア バンパー内の
超音波センサー

クリアランスソナーの超音
波センサーはバンパー内に
あります。

超音波センサーのシステム限
界
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この章では、モデルシリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

状況に応じて、車両は次の3つの
状態のいずれかになります：
･ 停止状態
･ 作動スタンバイ
･ 走行スタンバイ

車両が停止状態のとき、多くの電
装品はオフになっています。

外側から開ける前、またはロック
して車両を離れた後、車両は停止
状態になっています。

車両の作動状態

車両装備

一般事項

停止状態

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前に、車両が動
き出さないように固定します。

車両から離れない

以下のようにして、車両が動き出さな
いように確実に固定してください：

･ パーキングブレーキをかけます。

･ オートマチック トランスミッショ
ン：セレクター レバーがポジション
P に入っていることを確認してくだ
さい。

･ マニュアルトランスミッション：上
り坂では1 速ギアに、下り坂ではリ
バースギアにシフトされていること
を確認してください。

･ 上り坂または下り坂では、フロント
ホイールを縁石の方向に向けます。

･ 上り坂または下り坂では、例えば輪
止めなどで車両を補助的に固定して
ください。

警告
お子様やペットを車内に残したままに
すると、以下の操作などが行われるこ
とにより、車両が動き出したり、お子
様やペットがけがをしたり、他の道路
利用者が危険にさらされるおそれがあ
ります：

･ スタート /ストップボタンが押され
る

･ パーキングブレーキの解除

･ ドアやウィンドウの開閉
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例えば以下の条件で自動的に停止
状態に切り換わります：
･ 車両で操作がまったく行われず
に数分が経過した後

･ 車両バッテリーの充電状態が低
い場合

･ Toyota Supra Command で
の設定に応じて、走行後に車両
から離れる際に、片方または両
方のフロント ドアを開いた場合

電話中やロービームがオンになっ
ている状態など、多くの状況では、
自動的に停止状態に切り換わるこ
とはありません。

走行後、フロントドアを開くこと
によって待機状態にすることがで
きます。このためには、ドライ
バーと助手席乗員が車両から離れ
る必要があります。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」

4「ドア開時に車両電源オフ」

走行終了後に車両で停止状態を確
立する：

作動スタンバイがオンの場合は、
停止時にほとんどの機能を操作で
きます。希望の設定を行うことが
できます。

フロントドアを外側から開けた後、
車両は作動スタンバイになります。

作動可能状態は、スリープモード
が自動確立された後に再びオンに
することができます。

警告
･ セレクターレバーがポジションN に
入る

･ 車両装備の操作

事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。お子様やペットを車内
に残したままにしないでください。車
両を離れるときは、車両キーを携行し、
車両をロックしてください。

停止状態、自動

フロントドアを開けるときに
停止状態を確立する

停止状態、手動

メーターパネルの
OFF表示が消えるま
でボタンを押し続け
ます。

作動スタンバイ

原理

一般事項

作動可能状態 手動

一般事項
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走行スタンバイのオンはエンジン
スタートに相当します。

ビークルスタビリティコントロー
ルとトラクションコントロール
VSCなどのいくつかの機能は走行
スタンバイオン時にのみ操作でき
ます。

ラジオのボタンから

ラジオのボタンを押
します。コントロー
ルディスプレイと
メーター パネルが点
灯します。

スタート /ストップボタンから

スタート /ストップ
ボタンを押します。
コントロールディス
プレイとメーターパ
ネルが点灯します。

メーターパネル内の表示

メーターパネルに
OFFが表示されま
す。ドライブトレイ
ンがオフで、作動ス
タンバイがオンの状
態です。

走行スタンバイ

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
エキゾーストパイプが塞がれている場
合や換気が十分でない場合は、有害な
排気ガスが車内に侵入するおそれがあ
ります。排気ガスは無色で無臭の有害
物質を含んでいます。閉じられた空間
では、車両の外側にも排気ガスが溜ま
るおそれがあります。事故の危険があ
ります。エキゾーストパイプが塞がれ
ないよう、また十分に換気するように
注意してください。

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前に、車両が動
き出さないように固定します。

車両から離れない

以下のようにして、車両が動き出さな
いように確実に固定してください：

･ パーキングブレーキをかけます。

･ オートマチック トランスミッショ
ン：セレクター レバーがポジション
P に入っていることを確認してくだ
さい。

･ マニュアルトランスミッション：上
り坂では1 速ギアに、下り坂ではリ
バースギアにシフトされていること
を確認してください。

･ 上り坂または下り坂では、フロント
ホイールを縁石の方向に向けます。

･ 上り坂または下り坂では、例えば輪
止めなどで車両を補助的に固定して
ください。
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1 ブレーキペダルを踏みます。
2 クラッチを踏んで、ニュートラ
ル位置にします。

3 スタート /ストップボタンを押
します。

始動は、短時間自動的に行われ、
エンジンがかかると終了します。
メーターパネル内の大部分の表示
灯や警告灯が、異なった長さで点
灯します。

1 ブレーキペダルを踏みます。
2 スタート /ストップボタンを押
します。

始動は、短時間自動的に行われ、
エンジンがかかると終了します。
メーターパネル内の大部分の表示
灯や警告灯が、異なった長さで点
灯します。

エンジン仕様によっては、エンジ
ン始動後にフル駆動力が提供され、
全回転数範囲に達するまで約30
秒かかる場合があります。この場
合、車両は通常通りに加速しませ
ん。(143ページ参照 )

警告
ペダルを踏み間違えると、車両の思わ
ぬ動作につながるおそれがあります。
事故、けが、物的損害のおそれがあり
ます。エンジンスタート後、ブレーキ
とアクセルを踏み間違えないよう、ペ
ダルの位置を十分確認してください。

警告
車内で仮眠をすると、無意識にアクセ
ルを踏み込んだり、セレクターレバー
を動かしたりするおそれがあります。
火災や事故の危険があります。車内で
仮眠しないでください。

注意
スタートを繰り返し試みた場合や短時
間のうちに連続して何度もスタートさ
せた場合、スターターが異常過熱する
ことがあります。さらに、燃料が燃焼
しない、または不完全燃焼することで、
キャタライザーが異常過熱、または損
傷が発生するおそれがあります。短時
間のうちに連続してスタートを繰り返
すことは避けてください。

走行スタンバイオン

原理

走行スタンバイはス
タート /ストップボ
タンによりオンにな
ります：

マニュアル トランスミッション

オートマチックトランスミッショ
ン

ガソリンエンジン

メーターパネル内の表示

メーターパネルの文
字READYは、走行
スタンバイがオンの
状態であることを示
します。



49

3

3-1. 操作方法
操
作
方
法

1 停車した状態で、スタート /ス
トップ ボタンを押します。エン
ジンがオフになります。車両は
作動可能状態に切り替わりま
す。

2 1 速またはリバース ギアに入
れます。

3 パーキングブレーキをかけま
す。

1 停車している状態で、セレク
ターレバーをポジションPにし
ます。

2 スタート /ストップボタンを押
します。エンジンがオフになり
ます。車両は作動スタンバイに
切り換わります。

3 パーキングブレーキをかけま
す。

エンジンがオフになります。車両
は作動可能状態に切り替わります。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用できない装備につ
いての説明も含まれています。こ
のことは、安全関連の機能とシス
テムにも当てはまります。該当す
る機能とシステムを使用する場合
は、法律と規定に従ってください。

Toyota Supra Command は、多
数のスイッチ機能を統合したもの
です。

この機能は、次の手順にしたがっ
て操作することができます：
l コントローラー。
l タッチパッドから。
l スピーチコントロールシステム
により。

走行スタンバイをオフにする

マニュアル トランスミッション

オートマチックトランスミッショ
ン

Toyota Supra 
Command

車両装備

操作コンセプト

原理

一般事項
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目的地入力などでは、文字と記号
を選択することができます。
文字と記号はコントローラーを、
また装備に応じてコントロール
ディスプレイまたはスピーチ コン
トロール システムを使用して入力
することができます。その場合、
キーボードの表示は自動的に変更
されます。

名前と住所の入力の場合は、文字

を入力するにつれて、徐々に選択
が絞られ、場合によっては完全に
入力されます。
入力は、車両に保存されている
データと連続的に比較されます。
l 入力時には、データがある文字
のみが表示されます。

l 目的地検索：Toyota Supra 
Command で使用可能な全ての
言語で、場所の名前を入力する
ことができます

いくつかのメニュー項目の前に
チェックボックスが表示されます。
このチェックボックスは、機能が
作動しているか、または作動解除
されているかを示します。メ
ニュー項目の選択により、機能が
作動または作動解除されます。
 機能が作動しています。
 機能が作動解除されています。

n 一般事項
コントロール ディスプレイの上部
領域にステータス バーがありま
す。ステータス情報はシンボルで
表示されます。
n 電話シンボル

安全に関する注意事項

警告
走行中に統合インフォメーション シス
テムおよび通信機器を操作すると、交
通状況から注意がそれるおそれや、車
両を制御できなくなるおそれがありま
す。事故、怪我、物的損害が発生する
おそれがあります。システムや装置の
操作は、交通状況が許す場合にのみ
行ってください。必要な場合は車両を
止め、停止状態でシステムや装置を操
作してください。

入力と表示

文字と記号

シンボル 機能

文字を切換える機能です。

スペースを挿入します。

スピーチ コントロールを使用
します。

入力を確定します。

入力比較

機能を作動させる /作動解除する

ステータス情報

シンボル 意味

電話を受ける /かける

不在着信

モバイルネットワークの受信
感度
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

n エンターテイメントシンボル

n その他のシンボル

ラジオ放送局、ナビゲーションの
目的地、電話番号、メニューなど、

Toyota Supra Command の機能
は、プログラマブルボタンにメモ
リーし、直接呼び出すことができ
ます。

1 Toyota Supra Command で
機能を選択します。

2  ブザーが鳴るまで、希望
のボタンを押し続けます。

 ボタンを押します。

機能はすぐに実行されます。電話
番号が登録されている場合は、直
接その番号に電話をかけます。

ボタンを指で触れてください。手
袋をはめたり、他の物を使用しな
いでください。
ボタンの設定内容は画面の上端に
表示されます。

1 ボタン1 と 8 を同時に約5 秒
間押し続けます。

2「OK」

ネットワーク サーチ

モバイルネットワークが利用
できない

携帯電話の充電量が残りわず
かである

ローミングが作動中

新着 SMS あり

新着メッセージあり

リマインダー

送信ができない

連絡先をロードする

シンボル 意味

Bluetooth オーディオ

USB/ オーディオ インター
フェース

無線 LAN(WLAN)

シンボル 意味

チェック コントロール メッ
セージ

音声出力がオフ

現在の車両位置を検知

プログラマブル ボタン

一般事項

シンボル 意味

機能をメモリーする

機能を実行する

ボタンの設定を表示する

すべてのボタンの割当てを削除す
る
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1 コントロール ディスプレイ
2 コントローラー

コントロール ディスプレイは、
ロック解除後に自動的にオンにな
ります。
特定の状況では、例えば車両で操
作がまったく行われずに数分が経
過した後、コントロールディスプ
レイは自動的にオフになります。

コントロール ディスプレイは手動
でもオフにすることができます。

1  ボタンを押します。

2「コントロールディスプレイ オ
フ」

新たにオンにするには、コント
ローラーまたはコントローラーの
いずれかのボタンを押します。

直射日光などによってコントロー
ル ディスプレイが非常に高い温度
にさらされる場合、明るさが低下
し、完全にオフになることがあり
ます。影やエアコンにより温度が
下がると、再び通常の機能に戻り
ます。

ボタンを使って、メニューを直接
呼び出すことができます。コント
ローラーでメニュー項目を選択し、
設定を行うことができます。

･ 回す。メニュー項目などを切り
換えます。

コントロール ディスプレイとコ
ントローラー

概要

コントロール ディスプレイ

安全に関する注意事項

警告
コントロールディスプレイの前に物が
あると、物が滑ってコントロールディ
スプレイや他のパーツにあたり、損傷
するおそれがあります。けがをするお
それおよび損傷が発生する危険があり
ます。コントロール ディスプレイの前
には物を置かないでください。

自動でオン /オフにする

手動でオン /オフにする

システムの限界

コントローラー

一般事項

操作方法
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

･ 押す。メニュー項目などを選択
します。

･ 4 方向に傾ける。画面などを切
り換えます。

 ボタンを押します。

メイン メニューが表示されます。
Toyota Supra Command の全て
の機能は、メイン メニューに呼び
出すことができます。

コントローラーのボタン

ボタン 機能

1 回押す：メイン メニューを
呼び出します。
2 回押す：メイン メニューの
全てのメニュー項目を表示し
ます。

メディア /ラジオ メニューを
呼び出します。

コミュニケーション メニュー
を呼び出します。

1 回押す：前の画面を呼び出
します。
押し続ける：最後に使用した
メニューを呼び出します。

オプション メニューを呼び出
します。

コントローラーによる操作

メイン メニューを呼び出す
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1  ボタンを2 回押します。

メイン メニューの全てのメニュー項目が
表示されます。

2 メニュー項目を選択します。
3 メニュー項目を希望の位置に移
動させるには、コントローラー
を右または左に傾けます。

ハイライトされたメニュー項目を
選択することができます。
1 希望のメニュー項目がマークさ
れるまで、コントローラーを回
します。

2 コントローラーを押します。

使用しない機能項目をメニューか
ら削除する場合など、「メディア」、
「電話」および「ナビ」のメニュー
表示を変更することができます。
Toyota Supra Command から：
1 メニューを選択します。
2「メニュー項目選択」
3 表示しないメニュー項目を選択
します。

任意のメニュー項目（例：「システ
ム設定」）を選択すると、新しい画
面が表示されます。
･ コントローラーを左に傾けます。
現在の画面が閉じられ、前の画面が表示
されます。

･  ボタンを押します。

前の画面が再度開きます。
･ コントローラーを右に傾けます。
新しい画面が開きます。

矢印は、その他の画面を呼び出す
ことができることを示しています。

 ボタンを押し続けます。

前回使用したメニューが表示され
ます。

 ボタンを押します。

「オプション」メニューが表示され
ます。
メニューは、いくつかの項目に分
けて構成されています：
･ 画面設定、例：「サブ画面」。
･ メイン メニューで操作可能な項
目、例：「マルチメディア」用。

･ 場合によっては、メイン メ
ニューでその他の操作可能な項
目、例：「放送局登録」。

メイン メニューを適合化する

メニュー項目を選択する

メニューを調整する

表示される画面の切換え

前回使用したメニューを呼び出す

オプション メニューを呼び出す
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

明るさなどの調節を行うことがで
きます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「コントロールディスプレイ」
5「夜間の明るさ」
6 希望の設定が表示されるまでコ
ントローラーを回します。

7 コントローラーを押します。

n 入力
1 コントローラーを回す：列を
マークします。

2 コントローラーを押す：マーク
された列が選択されます。

コントローラーを左に傾ける：列の選択
に戻ります。

3 文字または音節をマークしま
す。

4 ：文字または音節を選択し

ます。
上の行に、文字または音節が表示されま
す。

n 削除する

アルファベット文字のリストに
30 以上の項目が含まれる場合、
項目のある文字を左縁部に表示さ
せることができます。
1 コントローラーを素早く左また
は右に回します。

左の縁部に、項目がある全ての文字が表
示されます。

2 希望する項目の最初の文字を選
択します。

選択した文字の最初の項目が表示されま
す。

一部の Toyota Supra command
機能をコントローラーのタッチ
パッドで操作することができます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「タッチパッド」
4 希望する設定を選択します：
･「手書き入力」：文字と記号を入
力します。

･「地図」：地図を操作します。
･「フィードバック音」：入力した
文字と記号を読み上げます。

設定を行う

文字または記号を入力する

シンボル 機能

コントローラーを押す：文字
または記号を削除します。

コントローラーを押し続け
る：全ての文字または記号を
削除します。

アルファベット文字のリストを操
作する

タッチパッドによる操作

一般事項

機能を選択する
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1 シンボルをタップします。
タッチパッドによる入力がオンになりま
す。

2 入力モードを選択します。
3 タッチパッドで文字、音節、数
字を入力します。

文字を削除するには、タッチパッド上で
左方向にスワイプします。

ナビゲーション システムの地図
は、コントロールディスプレイで
移動させることができます。

コントロール ディスプレイには
タッチスクリーンが付いています。
タッチスクリーンには指で触れて
ください。物を使用しないでくだ
さい。

 シンボルをタップします。

メイン メニューが表示されます。
Toyota Supra Command の全て
の機能は、メイン メニューに呼び
出すことができます。

1  シンボルをタップします。
メイン メニューの全てのメニュー項目が
表示されます。

2 メニュー項目を、希望の位置ま
で右または左にスライドしま
す。

希望のメニュー項目に触れます。

メニュー項目内で自動更新内容を
表示させることができます。メ
ニュー項目の内容、例えばナビ

文字または記号を入力する

スクロール地図を操作する

機能 操作方法

地図をスクロール
する。

該当する方向にス
ワイプする。

地図を拡大 /縮小
する。

タッチパッド上に
置いた2本の指を
狭めるか、広げる。

メニューを表示す
る。

1 回タップする。

コントロールディスプレイに
よる操作

一般事項

メイン メニューを呼び出す

メイン メニューを適合化する

メニュー項目を選択する

自動更新内容
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

ゲーションのアクティブ ルート案
内が自動的に更新されます。自動
更新内容に直接アクセスするには、
メニュー項目の下部を軽く押しま
す。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「メインメニューコンテンツ」

1 つのメニュー項目を選択すると、
新しい画面が表示されます。
矢印は、その他の画面を呼び出す
ことができることを示しています。
･ 左方向にはらいます。
･ 矢印を軽く押します。
新しい画面が開きます。

明るさなどの設定はタッチスク
リーンで行うことができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「コントロールディスプレイ」
5「夜間の明るさ」
6 希望する設定を行います：
･ 希望の設定が表示されるまで右
または左にスライドします。

･  シンボルをタップします。

n 入力
1 タッチスクリーンの シンボル
を軽く押します。

コントロール ディスプレイにキーボード
が表示されます。

2 文字と記号を入力します。
n 削除する

ナビゲーションの地図をコント
ロールディスプレイで動かすこと
ができます。

スピーチ コントロール システムを
介して、コントロール ディスプレ
イに表示されるほとんどの機能を
音声を使ったコマンドで操作でき
ます。システムは、ボイス コマン
ドでの操作をサポートします。

表示される画面の切換え

設定を行う

文字または記号を入力する

シンボル 機能

コントローラーを押す：文字
または記号を削除します。

コントローラーを押し続け
る：全ての文字または記号を
削除します。

ナビゲーションの地図を操作する

機能 操作方法

地図を拡大 /縮小
する。

指で表示を狭める
か、広げます。

スピーチ コントロールシステム

原理
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･ 車両停止時にのみ使用可能な機
能は、スピーチ コントロール 
システムでは一部しか操作でき
ません。

･ 運転席側にこのシステムの専用
マイクがあります。

･ ›...‹ は、取扱説明書に記載され
ているスピーチ コントロール 
システム用のボイス コマンドを
示します。

･ Toyota Supra Command か
ら、スピーチ コントロール シ
ステムに対応した言語を設定す
る必要があります。 言語を設定
します (62 ページ参照 ) 。

･ コマンドは、常に、スピーチ コ
ントロール システムの言語で話
してください。

1  ステアリングのボタンを
押します。

2 警告音を待ちます。
3 ボイス コマンドを話します。

その他のコマンドが可能でない場
合があります。その場合は、機能
をToyota Supra Command に

より操作します。

コントロール ディスプレイの多く
のメニューは、ボイス コマンドで
操作することができます。
他のメニューからのコマンドもボ
イス コマンドとして使用できま
す。
リスト エントリーの中には、例え
ば電話帳エントリーなど、同じく
スピーチ コントロール システムで
選択できるものがあります。その
際、リストエントリーを各リスト
の表示どおりに正確に発音します。

コントロール ディスプレイの上部
領域に以下が表示されます：
･ 現在のメニューのいくつかの利
用可能なコマンド

･ 他のメニューのいくつかの利用
可能なコマンド

･ 音声認識のステータス
･  暗号化された接続が使用でき
ません。

コントローラーでも選択できるメ

一般事項

機能の前提条件

ボイス コマンドを話す

スピーチ コントロールを作動さ
せる

シンボルは、スピーチ コント
ロール システムが作動してい
ることを示します。

スピーチ コントロールを終了す
る

ステアリングのボタンを押す
か、または › キャンセル ‹。

利用可能なボイス コマンド

一般事項

可能なコマンドの表示

例：音量調節を呼び出す
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操
作
方
法

ニュー項目のコマンドを発音しま
す。
1 必要に応じてオーディオの音声
出力をオンにします。

2  ステアリングのボタンを
押します。

3 › マルチメディア ‹
4 › サウンド ‹

･ 利用可能なボイス コマンドを読
み上げさせます：› 音声コマンド
‹。

･ スピーチ コントロール システ
ムの基本機能に関する情報を読
み上げさせます：› 音声操作情報
‹。

･ 現在のメニューに関するヘルプ
を読み上げさせます：› ヘルプ
‹。

緊急時の連絡にスピーチ コント
ロールを使用しないでください。
緊張した状態では、言葉や声の調
子が変わることがあります。その
ため、電話が接続されるまでに必
要以上の遅れが生じます。
その代わりに、SOS ボタン (308
ページ参照 ) を使ってください。

このシステムのスピーチ コント

ロールおよびアナウンスに使用す
る言語を設定することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3 必要に応じて「言語
(Language)」

4「言語 (Language):」
5 希望の言語を選択します。

システムが標準ダイアログまたは
ショート ダイアログのどちらを使
用するかを設定することができま
す。
ショート ダイアログの場合は、シ
ステムの読上げが短縮されて再生
されます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「言語 (Language)」
4「音声操作 :」
5 希望する項目を選択します。

スピーチ コントロール システムか
らの問いの最中に答えることがで
きます。背景の騒音や話し声など
によって問いが頻繁に中断される
場合は、この機能を作動解除する
ことができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「言語 (Language)」

スピーチ コントロール システム
のヘルプ

SOS コールに関する情報

設定

言語の設定

言語ダイアログの設定

音声出力中に話す
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4「案内音声出力中の発話」

オンライン音声処理によりディク
テーション機能と話し言葉による
目的地入力を行うことができ、 ボ
イス検知の質が向上します。これ
を利用する場合は、データが暗号
化された接続を介してサービス プ
ロバイダーに伝送され、そこで
ローカルにメモリーされます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「言語 (Language)」
4「サーバー経由の音声認識」

音声案内の再生中に、希望する音
量に調節されるまで音量ボタンを
操作します。
音量は、他の音源の音量が変えら
れても、維持されます。

車両と接続されているスマート
フォンはスピーチコントロールで
操作できます。
そのためには、スマートフォンの
音声コントロールを起動します。
1 ステアリング ホイールの 

 ボタンを約3 秒間押し
続けます。

スマートフォンの音声コントロールが起
動します。

2  ボタンを放します。

正常に作動した場合は、コントロール 
ディスプレイに確認が表示されます。

･ 特定のノイズが検知され、場合
によっては問題になることがあ
ります。ドアおよびウィンドウ
を閉めた状態に維持します。

･ 助手席またはリア シートからの
ノイズにより、システムが破損
するおそれがあります。話して
いる間は、車内で音をたてない
ようにしてください。

･ 方言が強すぎる場合は、ボイス
検知に問題が生じるおそれがあ
ります。大きな声ではっきりと
発音してください。

オンライン音声処理

音量を調節する

スマートフォンをスピーチ コ
ントロールで操作する

システムの限界
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操
作
方
法

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用できない装備につ
いての説明も含まれています。こ
のことは、安全関連の機能とシス
テムにも当てはまります。該当す
る機能とシステムを使用する場合
は、法律と規定に従ってください。

このメニューは、車両で受信され
る全てのメッセージを、中央にリ
ストで表示します。

以下のメッセージを表示させるこ
とができます：
･ 交通情報
･ 車両メッセージ
･ コミュニケーション メッセージ
（E メール、SMS、リマイン
ダーなど）

･ 必要なサービスについてのメッ
セージ

メッセージはさらにステータス 
バーにも表示されます。

Toyota Supra Command から：
1「通知」
2 希望のメッセージを選択しま
す。

メッセージが表示されるメニュー
が開きます。

車両メッセージ以外の全てのメッ
セージをリストから削除すること
ができます。車両メッセージは、
それが重要である間は残されます。
Toyota Supra Command から：
1「通知」
2 必要に応じて希望のメッセージ
を選択します。

3  ボタンを押します。

4「この通知を消去」または「全
ての通知を消去」

以下の設定を行うことができま
す：
･ メッセージの受信を許可するア
プリケーションを選択する。

･ メッセージの順序を日付順また
は優先順に並べ替える。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「通知」
4 希望する項目を選択します。

一般設定

車両装備

メッセージ

原理

一般事項

メッセージを呼び出す

メッセージを削除する

設定
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Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「タイムゾーン :」
5 希望する項目を選択します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「時刻 :」
5 希望する時間が表示されるま
で、コントローラーを回しま
す。

6 コントローラーを押します。
7 希望する分が表示されるまで、
コントローラーを回します。

8 コントローラーを押します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「時間形式 :」
5 希望する項目を選択します。

装備に応じて、時刻、日付、必要

に応じて時間帯が自動更新されま
す。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「自動時刻設定」

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「日付 :」
5 希望する日が表示されるまで、
コントローラーを回します。

6 コントローラーを押します。
7 月と年の設定を行います。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「日付と時刻」
4「日付表示 :」
5 希望する項目を選択します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」

時刻

時間帯を設定する

時刻設定

時刻表示方法を設定する

自動時間設定

日付

日付設定

日付表示方法の設定

言語

言語の設定
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2「システム設定」
3 必要に応じて「言語
(Language)」

4「言語 (Language):」
5 希望する項目を選択します。

スピーチ コントロール システム 
(57ページ参照 ) 用音声ダイアロ
グ。

装備に応じて、燃費、距離、温度
などのさまざまな値の表示単位を
設定できます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「単位」
4 希望のメニュー項目を選択しま
す。

5 希望する項目を選択します。

車両位置特定がオンになっている
場合、現在の車両位置をToyota 
Supra アプリに表示させることが
できます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」

2「車両設定」
3「車両位置測定」
4「車両位置測定」

多くの機能に関して、警告ウィン
ドウが自動的にコントロール ディ
スプレイに表示されます。これら
の警告ウィンドウの一部を作動ま
たは作動解除することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「警告ウィンドウ」
4 希望する項目を選択します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「コントロールディスプレイ」
5「夜間の明るさ」
6 希望の明るさに達するまで、コ
ントローラーを回します。

7 コントローラーを押します。
光の条件によっては、明るさの調
節が直接認識できません。

メイン メニューのいくつかのメ

言語ダイアログの設定

表示単位の設定

現在の車両位置の表示を有効に
する /無効にする

原理

作動させる /作動解除する

警告ウィンドウを作動 /作動解
除する

コントロール ディスプレイ

明るさ

メイン メニューの内容を選択
する
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ニュー項目では、表示された内容
を選択することができます。

1  ボタンを押します。

2「メインメニューコンテンツ」
3 希望のメニューと希望の内容を
選択します。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用できない装備につ
いての説明も含まれています。こ
のことは、安全関連の機能とシス
テムにも当てはまります。該当す
る機能とシステムを使用する場合
は、法律と規定に従ってください。

車両は、使用するためにサービス
プロバイダーへのデータ転送が必
要になる各種機能を提供します。
一部の機能については、データ転
送を無効にすることができます。

データ転送を無効にすると、その
機能は使用できません。
設定は、必ず車を止めた状態で
行ってください。

コントロール ディスプレイに表示
された指示に従ってください。

個人設定

車両装備

個人情報保護

データ転送

原理

一般事項

作動させる /作動解除する
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Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「データ保護」
4 希望する項目を選択します。

車両は利用に応じて個人データを
保存します（ラジオ局の保存な
ど）。これらの個人データは
Toyota Supra Command で完全
に削除することができます。

装備に応じて以下のデータを削除
することができます：
･ ドライバー プロファイルの設定
･ 保存されたラジオ局
･ 保存されたプログラマブル ボタ
ン

･ トラベルボードコンピュータ 
データ

･ 音楽ハードディスク
･ ナビゲーション（保存された目
的地など）

･ 電話帳
･ オンライン データ（お気に入
り、クッキーなど）

･ Office データ、例えばメモなど
･ ログイン アカウント
データの削除は最大15 分かかる
場合があります。

データは停車時にのみ削除できま

す。

コントロール ディスプレイの指示
を確認し、それに従ってください。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「データ保護」
4「個人データの削除」
5「個人データ削除」
6「OK」
7 車両を離れた後にロックしま
す。

15 分後に削除プロセスが完全に
終了します。
全てのデータが削除されていない
場合は、必要に応じて削除を繰り
返してください。

データの削除を中止するには、走
行スタンバイをオンにします。

ドライバープロファイルに複数の
運転者の個人設定をメモリーして、
必要に応じて再び呼び出すことが
できます。

3 つのドライバー プロファイルを
使用して、個人の車両設定を記憶

車両の個人データを削除する

原理

一般事項

作動条件

データを削除する

削除を中止する

ドライバープロファイル

原理

一般事項
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します。各電子キーはこれらのド
ライバー プロファイルのいずれか
に割り当てられています。
車両がいずれかの電子キーでロッ
ク解除されると、それに割り当て
られているドライバー プロファイ
ルが有効になります。ドライバー
プロファイルに記憶されている全
ての設定が自動的に実行されます。
複数の運転者がそれぞれ自分の電
子キーを使用すると、ロック解除
時に車両がその個人設定に適合し
ます。途中で他の電子キーによっ
て車両を使用した場合でも、これ
までの個人設定を復元できます。
設定の変更は、現在使用されてい
るドライバープロファイルに自動
的に記憶されます。
Toyota Supra Command で他の
ドライバー プロファイルが選択さ
れると、そこに記憶されている設
定が自動的に実行されます。新し
いドライバー プロファイルは、現
在使用されている電子キーに割り
当てられます。
さらに、電子キーに割り当てられ
ないゲスト プロファイルを使用で
きます。これは、個人のドライ
バー プロファイルを変更せずに車
両で設定を行うために使用するこ
とができます。

特定の運転者専用のドライバー プ
ロファイルを設定できるようにす
るには、検知された電子キーと運
転者の割当てが明確でなければな
りません。

この明確さは以下の条件により得
られます：
･ 運転者が自分の電子キーのみを
携行している

･ 運転者が車両をロック解除する
･ 運転者が運転席ドアから車両に
乗り込む

コントロール ディスプレイをオン
にすると、現在使用されているド
ライバー プロファイルの名前が表
示されます。
ドライバー プロファイルを選択し
ます (67 ページ参照 ) 。
エンジンをスタートするか、任意
のボタンを押すと、最後に選択さ
れた表示がコントロール ディスプ
レイに示されます。
Toyota Supra Command でウェ
ルカム画面を終了させるには：
「OK」

以下のシステムおよび機能の設定
が、現在使用されているドライ
バー プロファイルに記憶されま
す。記憶可能な設定の範囲は、装
備によって異なります。
･ ロック解除とロック
･ ライト
･ エアコンディショニング
･ ラジオ
･ メーターパネル
･ プログラマブル ボタン
･ 音量、音質
･ コントロールディスプレイ

機能の前提条件

現在使用されているドライ
バー プロファイル

設定
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･ ナビゲーション
･ TV
･ クリアランスソナー
･ リアビューカメラ
･ ヘッドアップディスプレイ
･ スポーツモードスイッチ
･ シート位置、ドアミラー位置
シートメモリーで保存したポジ
ションおよび最後に設定したポジ
ションが保存されます。
･ クルーズコントロール
･ Toyota Supra Safety

現在使用されている電子キーに関
係なく、他のドライバープロファ
イルを呼び出すことができます。
これにより、自分の電子キーで
ロック解除されなかった場合に、
個人の車両設定を呼び出すことが
できます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 ドライバープロファイルを選択
します。

4「OK」
･ 呼び出されたドライバープロ
ファイルに記憶されている設定
が自動的に実行されます。

･ 呼び出されたドライバープロ
ファイルは、現在使用されてい
る電子キーに割り当てられます。

･ ドライバープロファイルがすで
に他の電子キーのひとつに割り

当てられている場合、このドラ
イバープロファイルは両方の電
子キーに有効です。

ゲストプロファイルにより、3 つ
の個人ドライバープロファイルの
いずれにも保存されない個人設定
を行うことができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3「ゲスト ( プロファイルなし )」
4「OK」
ゲストプロファイルの名前を変更
することはできません。ゲストプ
ロファイルは現在使用中の電子
キーには割り当てられません。

ドライバープロファイルの混同を
防ぐために、現在使用中のドライ
バープロファイルに個人的な名前
を付けることができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 ドライバープロファイルを選択
します。
 この記号の付いたドライバープロ

ファイルの名前を変更することができま
す。

4「ドライバープロファイル名の
変更」

5 プロファイル名を入力します。

プロファイルの管理

ドライバープロファイルを選択す
る

ゲストプロファイル

ドライバープロファイルの名前を
変更する
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6 シンボルを選択します。

現在有効なドライバープロファイ
ルの設定が初期設定にリセットさ
れます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 ドライバープロファイルを選択
します。
 この記号の付いたドライバープロ

ファイルをリセットすることができます。

4「ドライバープロファイルのリ
セット」

5「OK」

現在使用されているドライバープ
ロファイルの大部分の設定をエク
スポートすることができます。
エクスポートは、例えばトヨタ販
売店入庫前に個人設定をバック
アップし、再び呼び出す際に便利
です。保存されたドライバープロ
ファイルは、他の車両に転送する
ことができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 ドライバープロファイルを選択
します。
 この記号の付いたドライバー プロ

ファイルをエクスポートすることができ
ます。

4「ドライバープロファイルのエ
クスポート」

5 ドライバープロファイルのエク
スポート用メディアを選択しま
す。

･「USB 機器」
必要に応じてUSB メモリー (72ページ
参照 ) を選択します。

現在使用されているドライバープ
ロファイルの既存の設定に、イン
ポートされたドライバープロファ
イルの設定が上書きされます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 上書きするドライバープロファ
イルを選択します。
 この記号の付いたドライバー プロ

ファイルを上書きすることができます。

4「ドライバープロファイルのイ
ンポート」

5 ドライバープロファイルのイン
ポート用メディアを選択しま
す。

･ USBメモリー：「USB機器」
必要に応じてUSB メモリーを選択しま
す。

6 インポートするドライバープロ
ファイルを選択します。

電子キーと運転者の明確な割当て

ドライバー プロファイルをリ
セットする

ドライバープロファイルをエクス
ポートする

ドライバープロファイルをイン
ポートする

システムの限界
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は、例えば以下の場合には必ずし
も可能ではありません。
･ 助手席乗員が自分の電子キーで
車両をロック解除し、走行は別
の者が行う場合。

･ 運転者がスマートキーシステム
により車両をロック解除し、そ
の際に複数の電子キーを携行し
ている場合。

･ 運転者を交代する際に、車両を
ロックおよびロック解除しな
かった場合。

･ 車外に複数の電子キーがある場
合。

この章では、モデルシリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用できない装備につ
いての説明も含まれています。こ
のことは、安全関連の機能とシス
テムにも当てはまります。該当す
る機能とシステムを使用する場合
は、法律と規定に従ってください。

車内でモバイル機器を使用できる
ようにするために、さまざまな接
続方法があります。適切な接続方
法はモバイル機器および希望する
機能によって異なります。

次の概要は、使用可能な機能とそ
れに適した接続方法を示したもの
です。機能範囲はモバイル機器に
よって異なります。

接続

車両装備

モバイル機器と車両を接続する

原理

一般事項
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以下の接続方法の場合、車両に1 
回登録する必要があります：

･ Bluetooth
･ Apple CarPlay
･ スクリーン ミラーリング
その後は、登録した機器は自動検
知され、車両に接続されます。

･ Bluetooth インターフェースと
互換性のある機器

･ リモートコントロールが車内に
あること

･ 機器が作動可能な状態
･ Bluetooth が機器と車両でオン
になっている (70ページ参照 ) 

･ 場合によっては、表示などのた
めに機器でBluetooth を事前に
設定する必要があります。機器
の取り扱い説明書を参照してく
ださい。

Toyota Supra Command から：

機能 接続方法

ハンズフリー ユニット
を使用した通話。

電話機能を Toyota 
Supra Command で操
作します。

スマートフォンの
Office 機能を利用しま
す。

Bluetooth

スマートフォンまたは
オーディオプレーヤーの
音楽を再生します。

Bluetooth ま
たはUSB

互換性のあるアプリを
Toyota Supra 
Command で操作しま
す。

Bluetooth ま
たはUSB

USB メモリー：

ドライバー プロファイ
ルのインポートおよびエ
クスポート。

記憶されたルートのエク
スポートおよびインポー
ト。

音楽の再生。

USB

スマートフォンまたは
USB 機器のビデオを再
生します。

USB

Apple CarPlay アプリ
を Toyota Supra 
Command および音声
で操作します。

Bluetooth お
よびWi-Fi

スクリーン ミラーリン
グ：

コントロール ディスプ
レイにスマートフォン画
面を表示します。

無線 LAN
（WLAN）

安全に関する注意事項

警告
走行中に統合インフォメーション シス
テムおよび通信機器を操作すると、交
通状況から注意がそれるおそれや、車
両を制御できなくなるおそれがありま
す。事故、怪我、物的損害が発生する
おそれがあります。システムや装置の
操作は、交通状況が許す場合にのみ
行ってください。必要な場合は車両を
止め、停止状態でシステムや装置を操
作してください。

Bluetooth 接続

機器の前提条件

Bluetooth をオンにする
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1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4「設定」
5「Bluetooth」

サポートされる全ての携帯電話機
能を利用できるようにするには、
携帯電話を車両に登録する前に以
下の機能をオンにする必要があり
ます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4「設定」
5 希望する設定を選択します：
･「Office」
ショート メッセージ、E メール、カレン
ダー、タスク、メモ、リマインダーを車
両に送信するための機能をオンにします。
全てのデータを車両に送信することによ
り、費用が発生することがあります。

6 コントローラーを左に傾けま
す。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4「新規機器接続」
5 機能を選択します：

･ 「電話」
･ 「Bluetooth オーディオ」
･ 「Apps」
･ 「Apple CarPlay」
･ 「Screen Mirroring」
車両のBluetooth 名がコントロール 
ディスプレイに表示されます。

6 モバイル機器で周囲の
Bluetooth 対応機器を検索し
ます。

車両のBluetooth 名がモバイル機器の
ディスプレイに表示されます。

車両のBluetooth 名を選択します。

7 モバイル機器によっては、コン
トロール番号が表示されるか、
コントロール番号を自ら入力す
る必要があります。

･ コントロール ディスプレイに表
示されたコントロール番号と、
機器のディスプレイに表示され
たコントロール番号を比較しま
す。

機器とコントロール ディスプレイでコン
トロール番号を確定します。
･ 機器と Toyota Supra 
Command で同一のコントロー
ル番号を入力して、確定します。

機器が接続され、機器リストに表示され
ます (75ページ参照 ) 。

全ての前提条件が満たされており、
全ての必要な手順が規定の順序で
実施されました。しかしモバイル
機器が期待どおりに機能しません。
この場合は以下の説明が役に立つ
場合があります：
なぜ携帯電話を登録または接続す

電話機能を作動させる /作動
解除する

モバイル機器を車両に登録す
る よくある質問
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ることができなかったのですか？
･ 携帯電話または車両と接続され
ているBluetooth 機器の数が
多すぎます。

車両で他の機器とのBluetooth 接
続を解除してください。
全ての既知のBluetooth 接続を携
帯電話の機器リストから削除し、
新たに機器検索を開始してくださ
い。
･ 携帯電話が省電力モードになっ
ているか、または充電池の残り
容量がわずかしかありません。

携帯電話を充電してください。
なぜ携帯電話が応答しないのです
か？
･ 携帯電話のアプリケーションが
正常に作動していません。

携帯電話のスイッチをオフにし、
再びスイッチをオンにしてくださ
い。
･ 携帯電話の作動にとって周囲の
温度が高すぎます、または低す
ぎます。

携帯電話を極端な周辺環境にさら
さないでください。
なぜ電話機能をToyota Supra 
Command で操作できないのです
か？
･ 携帯電話が、例えばBluetooth 
オーディオ機器として正しく設
定されていない場合があります。

携帯電話を電話またはサブ電話の
機能に接続します。
電話帳登録の全てまたは一部が表
示されないか、不完全な状態で表
示されるのはなぜですか？
･ 電話帳登録の転送がまだ終了し

ていません。
･ 携帯電話またはSIM カードの電
話帳登録だけが転送される場合
があります。

･ 電話帳に特殊記号が用いられて
いる場合、表示することができ
ないことがあります。

･ ソーシャルネットワークの連絡
先を伝送できないことがありま
す。

･ 登録しようとする電話帳登録の
数が多すぎます。

･ 例えばメモなどの記憶された情
報により、連絡先のデータ量が
大きくなりすぎています。

連絡先のデータ量を減らしてくだ
さい。
･ 携帯電話はオーディオ音源また
は電話としてのみ接続できます。

携帯電話を設定し、電話またはサ
ブ電話の機能に接続します。
電話接続の質を向上するにはどう
したらよいですか？
･ 携帯電話によっては、
Bluetooth 信号の強度を携帯電
話で調整します。

･ マイクおよびスピーカーの音量
を音質設定で個別に調整します。

リストの全項目を点検した後でも
希望の機能を実行することができ
ない場合は、トヨタ販売店にお問
い合わせください。

USB インターフェースには、
USB ポート付きのモバイル機器を

USB ポート

一般事項
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操
作
方
法

接続します。
･ 携帯電話
･ MP3 プレーヤーなどのオー
ディオ機器

･ USB メモリー デバイス
一般的なファイル システムに対応
しています。FAT32 および
exFAT のフォーマットを推奨しま
す。
機器がサポートしていれば、接続
されているUSB 機器にはUSB 
インターフェースから充電電流が
供給されます。USB インター
フェースの最大充電電流値に注意
してください。
データ転送用USB インター
フェースでは、以下を行うことが
できます：
･ ドライバー プロファイル (65
ページ参照 )のインポートおよ
びエクスポート

･ 音楽ファイルをオーディオUSB 
を介して再生する

･ ビデオをビデオUSB を介して
再生する

接続の際は、次のことに注意して
ください：
･ コネクターをUSB インター
フェースに無理やり差し込まな
いでください。

･ 柔軟なアダプター ケーブルを使
用してください。

･ USB 機器を機械的な損傷から
保護してください。

･ 市場には無数のUSB 機器が存
在するため、どの機器 /携帯電
話に対しても、車両からの操作
が保証されるものではありませ
ん。

･ USB 機器を非常に高い温度な
ど、極端な環境条件にさらさな
いでください、機器の取扱説明
書を参照してください。

･ 多数の異なる圧縮技術が使用さ
れるため、USB 機器に記憶さ
れているメディアの正常な再生
が常に保証されるわけではあり
ません。

･ 記憶されたデータを確実に伝送
するため、USB 機器がUSB イ
ンターフェースに接続されてい
る場合は電源ソケットで充電し
ないでください。

･ USB 機器の利用の仕方に応じ
て、USB 機器での設定が必要
になる場合があります、機器の
取扱説明書を参照してください。

不適切なUSB 機器：
･ USB ハードディスク
･ USB ハブ
･ 複数のスロット付きUSB メモ
リー カード リーダー

･ HFS 形式のUSB 機器
･ ベンチレーターなどの装置やラ
ンプ

USB インターフェースと互換性の
ある機器

適切なアダプター ケーブルを用い
てUSB 機器とUSB インター
フェース (237ページ参照 ) を接
続します。
USB 機器が機器リスト (75 ペー
ジ参照 ) に表示されます。

作動条件

機器を接続する
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Apple CarPlay は、互換性のある
Apple iPhone の特定の機能を
Siri スピーチ コントロールおよび
Toyota Supra Command で操作
できるようにします。
設定方法はナビゲーションシステ
ム取扱説明書を参照。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

スクリーン ミラーリングは、コン
トロール ディスプレイでのスマー
トフォン画面の再生を可能にしま
す。

･ スクリーン ミラーリング イン
ターフェースと互換性のあるス
マートフォン

･ スマートフォンでスクリーン ミ
ラーリングがオンになっている

･ 車両でWi-Fi がオンになってい
る

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」

4「設定」
5「車両WiFi」

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「Toyota Supra Command 設
定」

3「携帯機器」
4「新規機器接続」
5 「Screen Mirroring」
車両のWi-Fi 名がコントロール ディスプ
レイに表示されます。

6 スマートフォンで周囲のWi-Fi 
対応機器を検索します。

車両のWi-Fi 名が機器のディスプレイに
表示されます。車両のWi-Fi 名を選択し
ます。

7 接続をToyota Supra 
Command で確定します。

機器が接続され、機器リストに表
示されます (75ページ参照 ) 。

･ 1 度登録した後は、作動スタン
バイがオンのときに機器が自動
検知され、再び接続されます。

･ 機器によっては、承認などの特
定の設定が必要な場合がありま
す、機器の取扱説明書を参照し
てください。

Apple CarPlay

原理

スクリーン ミラーリング★

一般事項

機能の前提条件

Wi-Fi のオン

スクリーン ミラーリング対応
のスマートフォンを登録する

モバイル機器を管理する

一般事項
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操
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車両に登録または接続されている
全ての機器が機器リストに表示さ
れます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
シンボルは、どの機能にどの機器
が使用されるかを示します。

これらの機能は、機器が登録また
は接続されている場合にオンまた
はオフにすることができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4 希望する機器を選択します。
5 希望する項目を選択します。
1 つの機器に機能が割り当てられ
ると、すでに接続済みの機器の機
能が必要に応じて作動解除され、
切り離されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4 機器を選択します。
5「機器の接続解除」
機器は登録された状態にあり、再
び接続することができます (75
ページ参照 ) 。

接続を解除した機器を再び接続す
ることができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4 機器を選択します。
5「機器接続」
機器の切離し前に割り当てられた
機能は、再接続の際に機器に割り
当てられます。すでに接続済みの
機器の場合、この機能は必要に応
じて作動解除されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4 機器を選択します。
5「機器の消去」
機器が接続解除され、機器リスト

機器リストを表示する

シンボル 機能

「電話」

「サブ電話」

「Bluetooth オーディオ」

「Apps」

「Apple CarPlay」

「Screen Mirroring」

機器を設定する

機器を切り離す

機器を接続する

機器を削除する
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から削除されます。

2 台の携帯電話が車両と接続され
ている場合、電話とサブ電話の機
能を交換することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「携帯機器」
4「設定」
5「メイン /サブ電話切替え」

この章では、モデルシリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

お客様へお渡しのキーには、2個
の内蔵キー付き電子キーが含まれ
ています。
全ての電子キーに交換可能なバッ
テリーが入っています。バッテ
リーの交換 (80 ページ参照 ) 。
装備に応じて、ボタンの機能を設
定することができます。設定 (88
ページ参照 ) 。
電子キーに、個人設定のあるドラ
イバープロファイル (65ページ参
照 ) を割り当てることができます。
電子キーの閉じ込めを防ぐため、
車両を離れるときには電子キーを
携行します。

電話とサブ電話の交換

開閉

車両装備

電子キー

一般事項
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1 ロック解除
2 ロック
3 トランクリッドロック解除
4 ホームライト

安全に関する注意事項

警告
車両キーには、バッテリーとしてボタ
ン電池が入っています。バッテリーや
ボタン電池を誤って飲み込むと、2時
間以内に体内の火傷や化学火傷などに
より重傷や命にかかわる負傷につなが
るおそれがあります。けがをするおそ
れおよび生命の危険があります。車両
キーおよびバッテリーは、お子様の手
の届かない場所に保管してください。
バッテリーやボタン電池が誤って飲み
込まれた、または、身体の中に入って
いる疑いがある場合は、直ちに救急隊
を呼んでください。

警告
車内に残されたお子様やペットが、車
内からドアをロックして、閉じ込めら
れてしまうことがあります。この場合、
車両を外側から開けることができませ
ん。けがをするおそれ、および生命の
危険があります。車両を外側から開け
られるように、電子キーを携行してく
ださい。

警告
車内からロック解除できないため、車
内に乗員またはペットがいる場合には、
車外からロックしないでください。

乗員またはペットが比較的長い間車内
に残され、それによって極端な温度に
さらされると、けがをするおそれおよ
び生命の危険が生じます。車内に乗員
またはペットがいる場合は、車両を外
側からロックしないでください。赤
ちゃん、幼児やペットを単独で車内に
放置しないでください。

警告
お子様やペットを車内に残したままに
すると、以下の操作などが行われるこ
とにより、車両が動き出したり、お子
様やペットがけがをしたり、他の道路
利用者が危険にさらされるおそれがあ
ります：

･ スタート /ストップボタンが押され
る

･ パーキングブレーキの解除

･ ドアやウィンドウの開閉

･ セレクターレバーがポジションN に
入る

･ 車両装備の操作

事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。お子様やペットを車内
に残したままにしないでください。車
両を離れるときは、車両キーを携行し、
車両をロックしてください。

概要
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電子キーでロック解除した場合の
車両の動作は、ロック解除および
ロック用の以下の設定 (88ページ
参照 ) により異なります：
･ 最初にボタンを押したときに、
運転席ドアとフューエルリッド
のみがロック解除されるか、ま
たは全てのドア /リッドがロッ
ク解除されるかの設定

･ 車両がロック解除されたときに
確認のために、ハザードフラッ
シャーを点滅するかの設定

･ ロック解除時にウェルカムライ
ト (156ページ参照 ) をオンに
するかの設定

･ ロック解除およびロック時にド
アミラーを自動的に開く /折り
たたむかの設定

･ 乗車を容易にするため、ウィン
ドウをさらに下げるかどうかの
設定

設定に基づいて、運転席ドアと
フューエルリッドのみがロック解
除された場合、電子キーのボタン
を再び押すと、他の車両ドア /
リッドがロック解除されます。
さらに以下の機能が実行されま
す：
･ 電子キーにドライバープロファ
イルが割り当てられている場合、
そのドライバープロファイルが

有効になり、そこに記憶されて
いる設定が実行されます。

･ 手動でオフにされていない場合、
ルームライトがオンになります。
ルームライトを手動でオン /オ
フにします。

･ 折りたたまれたドア ミラーが展
開します。

車内のボタンでドア ミラーが折り
たたまれると、ロック解除時には
展開しません。
･ アラームシステム装備：アラー
ムシステムがオフになります。

設定に応じて、ドアを開けると
ウィンドウがさらに下がります。
ライト機能は周囲の明るさによっ
て異なる場合があります。

電子キーのボタンが押されている
間、パワーウィンドウが開きます。
コンフォートクローズで折りたた
まれたドアミラーが展開します。

電子キーによるロック時の車両の
動作は、以下の設定により異なり
ます：

ロック解除

一般事項

車両をロック解除する

電子キーのボタンを押します。

コンフォートエントリーを作
動させるには、電子キーのボ
タンを2回連続で押します。

コンフォートオープン

開ける

電子キーのボタンを押し続け
ます。

ロック

一般事項
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作
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法

･ 車両がロックされたときに確認
のために、ハザードフラッ
シャーが点滅されるかの設定

･ ロックおよびロック解除時にド
アミラーを自動的に折りたたむ
/開くかどうかの設定

･ ロック時にホームライトがオン
になるかの設定

1 運転席ドアを閉じます。

2  電子キーのボタンを押し
ます。

以下の機能が実行されます：
･ 全てのドア、トランクリッド、
フューエルリッドがロックされ
ます。

･ アラームシステム装備：アラー
ムシステムがオンになります。

ロック時に走行スタンバイがまだ
オンになっている場合は、車両の
ホーンが2回鳴ります。この場合
は、走行スタンバイをスタート /
ストップボタンでオフにします。

電子キーのボタンが押されている
間、パワーウィンドウが閉じます。
ドアミラーが格納されます。
ハザードライトがオンの場合、ド
アミラーは折りたたまれません。

ロック後に最初の10秒が経過す
るまで、この機能は使用できませ
ん。
･ 手動でオフにされていない場合、
ルームライトがオンになります。
ルームライトを手動でオン /オ
フにします (160ページ参照 ) 。

･ 設定に応じて、車外ライト 
(156ページ参照 ) がオンにな
ります。

ライト機能は周囲の明るさによっ
て異なる場合があります。

電子キーの閉じ込めを防ぐために、
電子キーをラゲッジ ルーム内に置
かないでください。
トランク リッドを電子キーで開く
際にドアをロック解除するかを設
定することができます。設定 (88

車両をロックする

コンフォートクローズ

安全に関する注意事項

警告
コンフォートクローズの場合、身体の
一部が挟まれるおそれや、けがをする
危険があります。コンフォートクロー
ズ時には、動く範囲に身体の一部がな
いことを確認してください。

閉める

ロック後、電子キーのボタン
を押し続けます。

ルームライトと車外ライトを
オンにする

車両がロックされているとき
に、電子キーのボタンを押し
てください。

トランクリッド

一般事項
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ページ参照 ) 。
オートマチックトランスミッショ
ン：車両キーでトランク リッドを
開くことができるようにするには、
セレクター レバー ポジションP 
に入っていなければなりません。

時間を設定します (156ページ参
照 ) 。

1 内蔵キーを電子キーから取り出
します (83ページ参照 ) 。

2 バッテリーケースカバーの下部
に内蔵キーを当て（矢印 1）、
内蔵キーをテコにしてカバーを
持ち上げます（矢印 2）。

安全に関する注意事項

警告
トランクリッドを操作する場合、身体
の一部が挟まれるおそれや、けがをす
る危険があります。開閉時には、トラ
ンクリッドの動作範囲に遮るものがな
いことを確認してください。

警告
トランク リッドを開けるときは、後方
および上方にスペースが必要です。け
がをするおそれおよび損傷が発生する
危険があります。開閉時には、トラン
ク リッドの動作範囲に遮るものがない
ことを確認してください。

ロック解除

電子キーのボタンを約1 秒間
押し続けます。

ホームライトをオンにする

電子キーのボタンを約1 秒間
押し続けます。

バッテリーの交換

安全に関する注意事項

警告
電子キー内のバッテリーはボタン電池
です。ボタン電池を飲み込むと、わず
か2時間で化学熱傷などの重症や致命
的な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。電子
キーや電池はお子さまの手の届かない
ところに保管してください。電池を飲
み込んだり体内の一部に入れてしまっ
た場合は、すぐに医師の診察を受けて
ください。

注意
適切でない電池を使用すると、電子
キーを損傷させるおそれがあります。
消耗した電池は同じ電圧、サイズ、仕
様の電池とのみ交換してください。

バッテリーの交換
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操
作
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3 小さなマイナスドライバーなど
でバッテリーを矢印方向に押し
て、取り出します。

4 タイプCR2032 3Vのバッテ
リーを、プラス側を上にして入
れます。

5 カバーを押して、元通りに閉め
ます。

6 内蔵キーを車両キーに挿入し、
内蔵キーがロックするまで押し
込みます。

追加の電子キーはトヨタ販売店で
お求めいただけます。

紛失した電子キーはトヨタ販売店
でロックし、交換することができ
ます。
紛失した電子キーにドライバープ
ロファイル (65 ページ参照 ) が割

り当てられている場合、この電子
キーへの接続を削除する必要があ
ります。その後でドライバープロ
ファイルを新しい電子キーに割り
当てることができます。

車両メッセージ (136ページ参照
) が表示されます。
車両の電子キー検知は、特に以下
の状況で妨害される可能性があり
ます：
･ 電子キーのバッテリーが放電し
ている。バッテリーの交換 (80
ページ参照 ) 

･ 電波塔や送信出力の大きい他の
施設による無線接続の妨害

･ 金属性の物による電子キーの遮
蔽

電子キーを金属性の物と一緒に運
ばないでください。
･ 電子キーのすぐ近くにある携帯
電話や電子機器による無線接続
の妨害
電子キーを電子機器と一緒に運
ばないでください。

･ 携帯電話の充電など、モバイル
機器の充電動作による無線送信
の障害

･ 車両キーがワイヤレス充電用ト
レイのすぐ近くにある
車両キーを別の場所に置いてく
ださい。

故障の場合は、内蔵キー (82 ペー
ジ参照 ) で車両を外側からロック
解除およびロックすることができ

使用済みの電池は、各自治体
の定める取決めをご確認の上、
廃棄してください。
バッテリーには有害物質が含
まれています。家庭ゴミと一
緒に廃棄することは法律で禁
止されています。

追加の電子キー

電子キーの紛失

故障

一般事項
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ます。

電子キーが検知されなかった場合
は、走行スタンバイをオンにする
ことができません。
この場合は以下のように行いま
す：
1 電子キーの裏面をステアリング
コラムのマークのところで保持
します。その際にはメーターパ
ネルの表示に注意してくださ
い。

2 電子キーが検知された場合：
10 秒以内に走行スタンバイが
オンになります。

電子キーが検知されない場合は、
電子キーの位置を少し変更し、手
順を繰り返してください。

誤って電子キーがロックされた場
合でも車両を開けられるようにす
るために、どのような対策をとる
ことができますか？
･ Toyota Supra Connect アプ
リ、または Toyota Supra 

Connect ユーザーサイトから、
リモートサービスをご利用いた
だくことで、スマートフォンか
らロック /ロック解除が行えま
す。

リモートサービスでは、アラームシステ
ムは作動しません。

詳細はナビゲーションシステム取
扱説明書を参照。

内蔵キーで運転席ドアを電子キー
を使わずに ロック解除およびロッ
クすることができます。
内蔵キーはさらにグローブボック
スに適合しています。
内蔵キーで助手席エアバッグ用
キースイッチ (171ページ参照 ) 
を操作することができます。

電子キーのエマージェンシー機能
により走行スタンバイをオンにす
る

よくある質問

内蔵キー

一般事項

安全に関する注意事項

警告
車内からロック解除できないため、車
内に乗員またはペットがいる場合には、
車外からロックしないでください。

乗員またはペットが比較的長い間車内
に残され、それによって極端な温度に
さらされると、けがをするおそれおよ
び生命の危険が生じます。車内に乗員
またはペットがいる場合は、車両を外
側からロックしないでください。赤
ちゃん、幼児やペットを単独で車内に
放置しないでください。
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作
方
法

ボタン、矢印 1、を押し、内蔵
キーを引き抜きます、矢印 2。

1 片方の手でドアハンドルを外側
に引き、保持します。

2 もう片方の手の指を1 本、後ろ
からカバーフラップの下に入
れ、カバーフラップを外側に押
します。

カバーフラップがドアハンドルから落ち
ないよう、親指で保持します。

3 カバーフラップを取り外しま
す。

4 ドアのキーシリンダーを内蔵
キーでロック解除またはロック
します。

他のドアは内側からロック解除ま
たはロックする必要があります。

ドアのキーシリンダーを回して
ロック解除すると、ドアを開ける
際にスタンバイ中のアラーム シス
テムが作動します。
車両を内蔵キーでロックした場合、
アラーム システムはオンになりま
せん。

注意
ドアのキーシリンダーはドアと固定接
続されています。ドアハンドルは動か
すことができます。内蔵キーを差し込
んだ状態でドアハンドルを引くと、塗
装または内蔵キーが損傷するおそれが
あります。アウタードアハンドルを引
く前に、内蔵キーを抜いてください。

取出し

ドアのキーシリンダーからの
ロック解除 /ロック

アラーム システム
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重大な事故が起きた場合、車両は
自動的にロック解除されます。ハ
ザードフラッシャーとルームライ
トのスイッチが入ります。

ドアロックスイッチ用ボタン。

フューエルリッドは、ロック解除
されたままです。

･ 開くドアのドアオープナーを引
きます。他のドアはロックされ
たままです。

･  ドアを一斉にロック解除
するには、ボタンを押しドア
オープナーを引きます。

電子キーを操作しなくても、車両
にアクセスすることができます。
電子キーをズボンのポケットなど
に入れて携行するだけで十分です。
車両は自動的に、近くの、または
車内の電子キーを検知します。

スマートキーシステムでは、以下
の操作ができます：
･ ドアハンドルによる車両のロッ
ク解除とロック。

ドアロックスイッチ用ボタン

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ドアを開いたまま走行すると、乗員が
車両から投げ出されるおそれがありま
す。また、不用意にドアを開くと、他
の通行車などとぶつかる危険や、事故、
けが、物的損害のおそれがあります。
ドアは必ず完全に閉じてください。ド
アを開くときは、周囲の安全に注意し
てください。

概要

ロック

フロントドアが閉まった状態
でボタンを押します。

ロック解除

ボタンを押します。

開ける

スマートキーシステム

原理

一般事項
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操
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l 運転者は、常に電子キーを携帯
し車内に電子キーを残したまま
車両から離れないでください

l 周辺の環境や電波状態などによ
り、正常に作動しないことがあ
りますので、パソコンや携帯電
話などと一緒に電子キーを携帯
しないでください。

l 内蔵電池が消耗したときや故障
したとき等を考慮して、車両か
ら離れるときは必ず電子キーを
携行してください。

留意点

安全に関する注意事項

警告

スマートキーシステムでは、ドアやト
ランクリッドをロック /ロック解除す
るときやスタート / ストップボタンを
操作するときなどに、車両から電波が
発信されます。その際、植込み型の心
臓ペースメーカーおよび植込み型除細
動器等の動作に影響を与える可能性が
あります。

植込み型の心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器等をご使用の方は、
安全のため車両から約22 cm以上離
れた位置からドアを開閉してください。
また、ドアの開閉時には車両に寄りか
かったり、窓から車内を覗き込まない
ようにしてください。

その他の医療用電子機器を使用してい
る方は、医師や医療用機器製造者に影
響を確認してからご使用ください。
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センターコンソール前部周辺

センターコンソール後部周辺

ラゲッジルーム周辺、リアバンパー周辺

ドアハンドルおよびドア周辺

･ 車両をロックをするためには、
電子キーが車外のドア付近にあ
る必要があります。

･ ロック解除およびロックを続け
て行うときは、約2 秒以上時間
を空けてください。

スマートキーシステムによるロッ
ク解除時の車両の動作は、以下の

設定 (88 ページ参照 ) により異な
ります：
･ 車両がロック解除されたときに
確認のために、ハザードフラッ
シャーが点滅されるかの設定。

･ ロック解除時にウェルカムライ
ト (156ページ参照 ) をオンに
するかの設定。

･ ロック解除およびロック時にド
アミラーを自動的に開く /折り
たたむかの設定。

コンフォートクローズで折りたたまれた
ドアミラーはコンフォートオープンで展
開する必要があります。

スマートキーシステムの電波が発信される範囲

A

B

C

D

機能の前提条件

ロック解除

一般事項
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法

車両ドアのハンドルを完全に握り
ます。
さらに以下の機能が実行されま
す：
･ 電子キーにドライバープロファ
イルが割り当てられている場合、
そのドライバープロファイルが
有効になり、そこに記憶されて
いる設定が実行されます。

･ 手動でオフにされていない場合、
ルームライトがオンになります。
ルームライトを手動でオン /オ
フにします。

･ 折りたたまれたドア ミラーが展
開します。

車内のボタンでドア ミラーが折り
たたまれると、ロック解除時には
展開しません。
･ アラームシステム装備：アラー
ムシステムがオフになります。

スマートキーシステムによるロッ
ク時の車両の動作は、以下の設定 
(88ページ参照 ) により異なりま
す：

･ 車両がロックされたときに確認
のために、ハザードフラッ
シャーが点滅されるかの設定

･ ロック解除およびロック時にド
アミラーを自動的に開く /折り
たたむかの設定

･ ロック時にホームライトがオン
になるかの設定

運転席ドアを閉じます。

ドアが閉まっている状態で、ドア
ハンドルの溝の部分に指で約1 秒
間触れます。
以下の機能が実行されます：
･ 全てのドア、トランク リッド、
フューエル リッドがロックされ
ます。

･ アラーム システム装備：アラー
ム システムがオンになります。

電子キーの閉じ込みを防ぐために、
電子キーをラゲッジルーム内に置
かないでください。
装備に応じて、ドアもロック解除
するかどうかを設定することがで

車両をロック解除する

ロック

一般事項

車両をロックする

トランクリッド

一般事項
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きます。設定 (88 ページ参照 ) 。

設定を変更することでドアもロッ
ク解除されます。電子キーによる
オープン (79 ページ参照 ) 。

トランクリッドのアウターハンド
ルをつかんで下に引きます。

装備に応じて、電子キー機能に対
してさまざまな設定を行うことが
できます。
この設定は、そのとき使用してい
るドライバープロファイルに記憶
されます。

安全に関する注意事項

警告
トランクリッドを操作する場合、身体
の一部が挟まれるおそれや、けがをす
る危険があります。開閉時には、トラ
ンクリッドの動作範囲に遮るものがな
いことを確認してください。

警告
トランク リッドを開けるときは、後方
および上方にスペースが必要です。け
がをするおそれおよび損傷が発生する
危険があります。開閉時には、トラン
ク リッドの動作範囲に遮るものがない
ことを確認してください。

注意

トランクリッドを閉めるときは、ラ
ゲッジカバーにストラップが引っ掛
かっていないことを確認してください。

ストラップが引っ掛かったままトラン
クリッドを閉めると、トランクリッド
のストラップ取り付け部が破損するお
それがあります。

開閉

車外から開ける

電子キーのボタンを約1秒間
押し続けます。

車内から開ける

運転席ドアのトレイ内のボタ
ンを押します。

閉める

設定

一般事項
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Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4 「運転席ドア」または 「全て
のドア」

5 希望する設定を選択します：
･「運転席ドアのみ」
ロック解除ボタンを押すと、運転席ドア
とフューエルリッドのみがロック解除さ
れます。もう1 度押すと、車両全体の
ロックが解除されます。
･「全てのドア」
ロック解除ボタンを押すと、車両全体が
ロック解除されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4「ロック /ロック解除の確認点
滅」

ロック解除の確認として2 回の点滅が行
われ、ロックの確認として1 回の点滅が
行われます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」

4「ドアロック時にミラーを閉じ
る」

ロック時、ドア ミラーは自動的に折りた
たまれます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4「走行終了後ロック解除」
スタート /ストップ ボタンを押す
と、走行スタンバイがオフになっ
た後に、ロックされている車両が
自動的にロック解除されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4「オート再ロック」
ロック解除後にどのドアも開けられない
場合は、一定時間経過後に自動的に再び
ロックされます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライバープロファイル」
3 ドライバープロファイルを選択
します。
 この記号の付いたドライバープロ

ファイルに設定を行うことができます。

ロック解除とロック

ドア

車両の確認シグナル

ミラーを自動で折りたたむ /開く

自動ロック解除

自動ロック

前回のシートおよびミラー位置を
設定する
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4「前回のシートポジションに自
動調節」

車両のロック解除時に、最後に設
定された運転席シートとドアミ
ラーの位置が設定されます。
前回のポジションはシートメモ
リーで保存したポジションに影響
されません。

装備に応じて、この設定は提供さ
れない場合があります。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4 「テールゲート」または

「テールゲートおよびドア」
5 希望する設定を選択します：
･「テールゲート」
トランクリッドが開きます。
･「テールゲートおよびドア」
トランクリッドが開き、ドアがロック解
除されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ドア /キー」
4「ドア開時に車両電源オフ」
フロントドアを開けるときに停止状態 
(45 ページ参照 ) にされます。

アラームシステムは、ロックされ
た車両を開けようとする不正な試
みを視覚と音響を通して通知しま
す。

車両がロックされている場合、ア
ラームシステムは以下の変化に反
応します：
･ ドア、ボンネット、トランク
リッドのいずれかが開けられた
とき

･ 車内での動き
･ 車両の傾きが変化したとき（ホ
イールが盗まれそうなときやけ
ん引を行うとき）

･ バッテリー電圧が遮断されたと
き

･ 診断ソケットの不適切な使用
アラームシステムは以下の変化を
表示と音によって知らせます：
･ 音によるアラーム：国の規定に
よっては、警告音がオフにされ
る場合があります。

･ 視覚的なアラーム：ハザードフ
ラッシャーおよび場合によって
はヘッドライトの点滅によって。

アラームシステムの機能を確保す
るために、システムを変更しない
こと。

電子キーまたはスマートキーシス
テムで車両をロック /ロック解除

トランク リッド

フロント ドアを開けた後に停
止状態にする

アラームシステム

原理

一般事項

オン /オフにする
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すると同時に、アラームシステム
もオン /オフにされます。

内蔵キーでドアのキーシリンダー
を回してドアをロック解除した場
合、ドアを開けるとアラームシス
テムが作動します。
警報アラームを止める (92ページ
参照 ) 。

トランクリッドはアラームシステ
ムがオンのときでも開けることが
できます。
トランクリッドを閉めると、再び
ロックされ、ドアがロックされて
いる間はアラームシステムがオン
の状態になります。ハザードライ
トが1 回点滅します。

･ 表示灯が2 秒ごとに点滅する：
アラームシステムがオンになっ
ています。

･ 表示灯が約10 秒間点滅し、そ

の後2 秒間隔で点滅する：ド
ア、ボンネット、またはトラン
クリッドが正しく閉まっていな
いため、車内検知機能および傾
斜センサーが作動していません。
正しく閉められたドア /リッド
にはロックがかかります。

まだ開いている部分が閉められる
と、車内検知機能および傾斜セン
サーがオンになります。
･ ロック解除後に表示灯が消え
る：車両には、何も不正な操作
はされませんでした。

･ 表示灯が、ロック解除後に走行
スタンバイがオンになるまで、
最長約5 分間点滅する：何らか
の要因でアラームが作動しまし
た。

車両の傾きを監視します。
例えばホイールを盗もうとしたり、
けん引しようとしたりすると、ア
ラームシステムが反応します。

車内はシート面の高さまで監視さ
れます。このため、ウィンドウが
開いている場合でも、車内検知機
能を含むアラームシステムはオン
になります。例えば、木の葉など
が入り込むことで、意図せずにア
ラームが作動することがあります。

アラームシステムがオンの状
態でドアを開く

アラームシステムがオンの状
態でトランクリッドを開く

ルームミラーについている表
示灯

傾斜センサー

車内検知機能
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権限のない操作が行われていなく
ても、傾斜センサーおよび車内検
知機能によってアラームが作動す
ることがあります。
意図しないアラームの考えられる
状況：
･ 洗車機またはドライブスルー洗
車機に入れる場合

･ 二段式ガレージ
･ 自動車運搬専用の列車、船舶、
またはトレーラーで輸送される
場合

･ 車内に動物がいる場合
･ 給油が開始された後に車両が
ロックされる場合

このような状況では、傾斜セン
サーおよび車内検知機能をオフに
することができます。

表示灯が約2 秒間点灯してから、
点滅します。
傾斜センサーと車内検知機能は、
次にロックをかけるまで、スイッ
チがオフになっています。

･ 車両を電子キーでロック解除し
ます。

･ 車両を内蔵キーでロック解除し、
電子キーのエマージェンシー機
能により走行スタンバイをオン
にします (81ページ参照 ) 。

･ 電子キーを携行し、運転席ドア
または助手席ドアのドアハンド
ルを完全に握ります。

ウィンドウが外側から電子キーで
開閉することができるようになっ
ている。
詳しい情報：電子キー (76 ページ
参照 ) 。

意図しないアラームを防止す
る

一般事項

傾斜センサーおよび車内検知機能
をオフにする

車両をロックしてから10 秒
以内に電子キーのボタンを押
します。

警報アラームを止める

パワーウィンドウ

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ウィンドウを操作する場合は、身体の
一部や物が挟まれるおそれや、けがを
負ったり、損傷が発生するおそれがあ
ります。開閉時には、ウィンドウが動
く範囲に身体の一部がないことを確認
してください。

概要
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操
作
方
法

以下の前提条件が満たされている
場合、ウィンドウを操作すること
ができます。
･ 作動スタンバイが確立されてい
ること

･ 走行スタンバイが確立されてい
ること

･ 停車状態が確立された後の特定
の時間

電子キーが車内にあること

･  スイッチを軽く止まる位
置まで押します。

ウィンドウは、スイッチが保持されてい
る間、開きます。

･  スイッチを軽く止まる位
置を越えるまで押します。

ウィンドウは自動的に開きます。スイッ
チを再び押すと、動きが止まります。

･  スイッチを軽く止まる位
置まで引きます。

ウィンドウは、スイッチが保持されてい
る間、閉まります。

･  スイッチを軽く止まる位
置を越えるまで引きます。

ドアが閉まっている場合、ウィンドウは
自動的に閉まります。もう1 度引くと、
動きが止まります。

はさみ込み防止機能は、ウィンド
ウ クローズ時に物や体の一部がド
ア フレームとウィンドウの間に挟
まることを防ぎます。

ウィンドウを閉めるときに、一定
の力が加わると、閉まる動作が中
断されます。

車外からの危険がある場合やウィ
ンドウが凍り付いていて通常の閉
め方ができない場合は、次のよう
に操作してください：

1  スイッチを軽く止まる位
置を越えるまで引き、保持しま
す。

はさみ込み防止機能が制限されてウィン
ドウが閉まります。閉める力が特定の値
を超えると、閉まる動作が中断されます。

パワーウィンドウ

機能の前提条件

開ける

閉める

はさみ込み防止

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ウィンドウにアンテナなどのアクセサ
リーを付けていると、はさみ込み防止
機能が影響を受けるおそれや、けがを
する危険があります。ウィンドウが動
く範囲にはアクセサリーを付けないで
ください。

はさみ込み防止機能を作動させず
に閉める
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2  スイッチを約4 秒以内
にもう1 度、軽く止まる位置を
越えるまで引き、保持します。

ウィンドウは、はさみ込み防止機能を作
動させずに閉まります。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

乗員に最適なシート位置は、リ
ラックスし疲労することなく運転
するための前提条件といえます。
事故の際には、正しいシート位置
が重要な役割を果たします。以下
の章の注意事項を守ってくださ
い：
･ シート (95ページ参照 ) 
･ シート ベルト (98ページ参照 ) 
･ ヘッドレスト (103ページ参照
) 

･ エアバッグ (162ページ参照 ) 

シート、ドア ミラーおよび
ステアリング ホイール

車両装備

安全な座り方
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操
作
方
法

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 バック レスト角度
2 高さ
3 前後

レバーを引いて、シートを希望の
方向に動かします。

シート

安全に関する注意事項

警告
走行中にシート設定を行うと、不意に
シートが動くおそれがあります。事故、
けが、物的損害が発生するおそれがあ
ります。シートの調整は必ず停車状態
で行ってください。

警告
バック レストを後ろに傾けすぎること
により、シート ベルトの保護効果が保
証されなくなります。事故の際に体が
シート ベルトの下に滑り込んでしまう
危険があります。けがをする危険およ
び生命の危険があります。シートは走
行前に調節してください。バック レス
トはできるだけ垂直の位置にして、走
行中には変更しないでください。

警告
シートが動く際に挟まれる危険があり
ます。けがを負ったり、損傷が発生す
るおそれがあります。設定の前に、
シートが動く範囲に物がないことを確
認してください。

手動調節シート★

概要

前後

警告
シートがロックされていないと、走行
中に不意にシートが動くおそれがあり
ます。車両を制御できなくなるおそれ
があります。事故、怪我、物的損害が
発生するおそれがあります。調整後、
シートを軽く前後に動かして、確実に
ロックします。
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シートが希望の高さになるまで、
レバーを何度か上に引くか、下に
押します。

レバーを引き、必要に応じてバッ
ク レストに力を加えるか、力を抜
くようにします。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転席のシート調節は、そのとき
使用しているドライバー プロファ
イル (65 ページ参照 ) に記憶され
ます。ドライバー プロファイルを

選択すると、記憶されている位置
が自動的に呼び出されます。
現在のシート位置をメモリー機能 
(106ページ参照 ) で記憶させる
ことができます。

1 バック レスト幅
2 バック レスト角度
3 運転席シートメモリー
4 前後方向、高さ、シート角度
5 ランバー サポート

スイッチを前または後ろに押しま
す。

高さ

バック レスト角度

電動シート★

一般事項

概要

前後
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操
作
方
法

スイッチを上または下に押します。

スイッチを上または下に押します。

スイッチを前または後ろに動かし
ます。

n 一般事項
電動シート設定が正確に機能しな
くなると同時に、コントロール 
ディスプレイにチェック コント
ロール メッセージが表示されま
す。
電動シート設定の精度を回復させ
るには、前部座席を校正する必要
があります。
n 安全上の注意事項

n 前部座席を校正する
1 シートが停止するまで、スイッ
チを前に押し続けます。

2 もう一度、シートが停止するま
でスイッチを前方に押し続けま
す。

3 希望するシート位置を再び設定
します。

コントロール ディスプレイのメッ
セージが消えると、校正が完了し
ています。依然としてメッセージ
が表示されている場合には、校正
を繰り返して下さい。
校正を繰り返してもメッセージが
消えない場合は、トヨタ販売店に
システムの点検を依頼して下さい。

高さ

シート角度

バック レスト角度

前部座席の校正

警告
シートが動く際に挟まれる危険があり
ます。けがをするおそれおよび損傷が
発生する危険があります。設定の前に、
シートの動作範囲に物がないことを確
認してください。
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バック レストの湾曲は、腰椎、脊
椎前わんをサポートするように、
変化させることができます。正し
い乗車姿勢になるよう、骨盤の上
縁と脊椎がまっすぐになるように
支えます。

バック レスト幅を適切に調節する
ことで、カーブ走行時に体の側面
がより良く支えられるようになり
ます。

バック レスト幅を調節するため
に、運転席側バック レストのサイ
ド サポートを変更することができ
ます。

同乗者の安全のために、車両には
2 つのシートベルトが装備されて
います。シート ベルトは、正しく
着用された場合にのみ保護機能を
発揮します。
走行を開始する前に、全ての乗員
が必ずシートベルトを着用してく
ださい。エアバッグは補助的な安
全装置としてシート ベルトの機能
を補助します。エアバッグはシー
ト ベルトに代わるものではありま
せん。
ベルト固定ポイントはすべて、
シート ベルトの使用とシート調節
が正しい場合にシート ベルトの最
大限の保護効果が発揮されるよう
に設計されています。安全な座り
方に関する注記 (94 ペー ジ参照
) 。

ランバー サポート

原理

調節

･ フロント /リア ボタンを押
します：湾曲が強く /弱く
なります。

･ ボタンの上 /下を押します：
湾曲が上に /下に移動しま
す。

バック レスト幅

原理

一般事項

調節

･ フロント ボタンを押しま
す：バック レスト幅が小さ
くなります。

･ リア ボタンを押します：
バック レスト幅が大きくな
ります。

シート ベルト

一般事項
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操
作
方
法

･ シート ベルトはねじれないよう
に、骨盤と肩にたるまないよう
にかけ、体に密着するように着
用します。

･ シート ベルトを骨盤部分で腰の
深い位置に当てます。シート ベ
ルトが腹部を押さえつけないよ
うに注意してください。

･ シート ベルトを鋭利なものでこ
すったり、硬いものや壊れやす
い物の上にかけたり、それらの
物を挟んだりしないでください。

･ かさのある厚手の衣服を避けて
ください。

･ 胸元部分のシート ベルトをとき
どき上に引いて張り直してくだ
さい。

安全に関する注意事項

警告
1 本のシート ベルトを2 人以上の乗員
が着用すると、シート ベルトの保護効
果が保証されなくなります。けがをす
る危険および生命の危険があります。
必ず1 本のシート ベルトを1 人が着
用してください。乳児や子供は膝の上
にのせないで、専用のチャイルド レス
トレイント システムを使用して固定し
てください。

警告
シート ベルトを正しく着用していない
と、シートベルトの保護効果が制限さ
れるか、正常に働かないおそれがあり
ます。シート ベルトを正しく着用して
いないと、事故が起こったとき、ある
いはブレーキ操作や障害物を回避する
ステアリング操作を行ったときなどに
けがをするおそれがあります。けがを
する危険および生命の危険があります。
全ての乗員がシート ベルトを正しく装
着していることを確認してください。

警告
以下のような状況では、シート ベルト
の保護効果が制限されるか、正常に働
かないおそれがあります：

･ シート ベルトまたはベルト キャッチ
が損傷している、汚れている、ある
いは他の方法で改造されている

･ シート ベルト プリテンショナーまた
はシート ベルト リトラクターが改造
されている

事故が起こった場合、シート ベルトは
気がつかない程度に損傷している場合
があります。けがをするおそれおよび
生命の危険があります。シート ベル
ト、ベルト バックル、シート ベルト 
プリテンショナー、シート ベルト リト
ラクター、ベルト アンカーは改造せず
に、清潔に保ってください。事故後は、
トヨタ販売店にシート ベルトの点検を
依頼してください。

シート ベルトの正しい使用

正しい運転姿勢
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安全運転の基本は、正しい運転姿
勢です。運転姿勢を正しくすると、
余分な疲れを減らすだけでなく、
万一衝突したときでもシート ベル
トやエアバッグなどの乗員保護装
置が適切に機能を発揮し、人体が
受ける衝撃やけがを軽減すること
ができます。

乗員保護の基本はシート ベルトで
あり、エアバッグはシート ベルト
の補助装置にすぎません。シート 
ベルトを正しく着用すれば、万一
衝撃を受けたときでも身体がシー
トに確実に固定されるので、身体
を他の部分にぶつけたり、車外へ
放り出されることもありません。
そのため、全員がシート ベルトを
着用する必要があります。ただし、
着用方法を間違えると、乗員保護
機能が著しく損なわれます。以下
の説明に従い、正しい乗車姿勢と
正しいシート ベルト着用方法を
守ってください。

シート ベルトの正しい着用
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操
作
方
法

ヘッドレストの中央部が耳の高さと同じ

ベルトがねじれないように着用

ひじを少し曲げ、ステアリング ホイールの最上部を握れること

ゆるみがなく、締め上げた状態で着用

腰ベルトが腰骨に　あたるように着用

深く座り、背もたれは寝かせすぎない

背中全体が背もたれに接すること

首にかからず、肩から外れない高さにする

正しい乗車姿勢とシート ベルトの着用方法

H

A

G

F

E

B

C

D

A

B

C

D

E

F

G

H

警告
走行中は背もたれを倒しすぎないでく
ださい。
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1 シート ベルトを着用する際は、
肩と腰の上にゆっくりと伸ばし
ます。

2 ベルトのプレートをシート ベル
ト キャッチに差し込みます。ベ
ルト キャッチからロックする音
が聞こえます。

1 シート ベルトを保持します。

警告
背もたれを倒しすぎていると、急ブ
レーキをかけたときや万一衝突したと
き、シート ベルトの乗員保護機能は
まったく期待できません。また、身体
が固定できないだけでなく、身体が前
方へ滑り出して首などにシート ベルト
が巻き付くことがあり、非常に危険で
す。

警告
全員がシート ベルトを正しく着用して
ください。

シート ベルトの着用は法律で義務づけ
られています。シート ベルトを正しく
着用していないと、急ブレーキや万一
の事故のときなどにシートから滑り落
ちたり、車外へ放り出されてしまい、
けがをしたり、死亡するおそれがあり
ます。また、正しい姿勢で乗車してい
ないと、エアバッグが作動しても乗員
保護効果が得られないばかりか、エア
バッグがふくらむときに思わぬけがを
することがあります。

警告
妊娠中のシート ベルト着用について：

妊娠中も、必ずシート ベルトを着用し
てください。ただし、着用にあたって
は、かかりつけの医師に相談し、その
注意に従ってください。着用の際は、
腰ベルトを下方にずらして腰骨の低い
位置にかけ、肩ベルトは肩の中央から
胸にかけるようにし、ベルトが腹部を
圧迫しないようにしてください。

シート ベルトを締める

シート ベルトを外す
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操
作
方
法

2 ベルト キャッチの赤いボタンを
押します。

3 シート ベルトを巻取装置に巻き
取らせます。

運転席側のシート ベルトが着用さ
れていない場合、シート ベルト警
告機能が作動します。
助手席シート ベルトが着用されて
いない場合や助手席に物が置かれ
ている場合にも、シート ベルト警
告が作動します。
走行中にシートベルトが外された
場合も、シートベルト警告が作動
します。

ヘッドレストの高さは調節できま
せん。

バック レストの角度を調節して、
後頭部との間隔を調節します。
ヘッドレストができるだけ後頭部
に近づくように間隔を調節してく
ださい。

ヘッドレストを取り外すことはで
きません。

現在使用しているドライバー プロ
ファイル (65 ページ参照 ) に対し
て、ミラー設定がメモリーされま
す。ドライバー プロファイルを選
択すると、記憶されている位置が
自動的に呼び出されます。
メモリー機能 (106ページ参照 ) 
で現在のドア ミラー位置を記憶さ
せることができます。

運転席および助手席用シート 
ベルト警告

一般事項

メーター パネル内の表示

車両メッセージが表示されま
す。シート ベルトが正しく着
用されているか点検してくだ
さい。

フロント ヘッドレスト

安全に関する注意事項

警告
ヘッドレストに物を付けていると、頭
部および頚部の保護効果が低下します。
けがをする危険があります。

･ シート カバーまたはヘッドレスト カ
バーを使用しないでください。

･ ハンガーなどをヘッドレストに直接
掛けないでください。

･ ヘッドレストに固定するのは、安全
であることが確認されているアクセ
サリーのみを使用してください。

･ 走行中にはクッションなどのアクセ
サリーを使用しないでください。

高さ調整

間隔の調節

取り外す

ドア ミラー

一般事項
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1 調節
2 ドア ミラーの選択、リバース連
動機能

3 折りたたみ

ボタンを押します。

選択されたミラーはボタンの動き
と同じように動きます。

逆のミラーへの切換え：ス
イッチを操作します。

電気系統の故障の場合は、ミラー 
ガラスの縁を押してミラーを調節
してください。

ボタンを押します。

折りたたみは、約20km/h 以下の
速度のときに行うことができます。
ドア ミラーの折りたたみは以下の
状況で便利です：
･ 自動洗車機に入れる場合
･ 狭い道路に入る場合
折りたたまれたミラーは、速度が
約40km/h になると、自動的に開
きます。

左右のドア ミラーは、必要時およ
び走行スタンバイをオンにすると
自動的に温められます。

運転席側のドア ミラーは自動的に
防眩されます。制御を行うのは、
ルーム ミラー (105ページ参照 ) 
のフォト セルです。

安全に関する注意事項

警告
ミラーに映る物体は、実物よりも近く
あるように見えます。例えば車線変更
の際に、後方の道路利用者との車間距
離を正しく判断できない場合がありま
す。事故、怪我、物的損害が発生する
おそれがあります。後方の道路利用者
との車間距離は、肩ごしに直接目で確
かめてください。

概要

ドア ミラーを調整する

ミラーの選択

故障

折りたたみ

注意
車両の幅によっては、車両が自動洗車
機で損傷する場合があります。損傷が
発生するおそれがあります。洗車する
前にドア ミラーを手で、またはボタン
で折りたたんでください。

ドア ミラー ヒーター

自動防眩
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操
作
方
法

リバース ギアにシフトされている
場合、助手席側のミラーが下方へ
傾きます。これにより、駐車する
際に縁石や路上近くの障害物が良
く見えるようになります。

1 スイッチを運転席側ドア 
ミラー位置にします。

2 セレクター レバーをポジション
Rにシフトします。

スイッチを助手席側ドア ミラー位
置にします。

ルーム ミラーが自動的に防眩され
ます。
制御用のフォト セルは以下に設置
されています：
･ ミラー ガラス内
･ ミラーの裏側

･ フォト セルを清潔に保ってくだ
さい。

･ ルーム ミラーとフロント ウィ
ンドウ間の領域が覆われること
のないようにしてください。

ドア ミラー下向き調節

原理

作動させる

作動解除する

ルーム ミラー、自動防眩

一般事項

概要

機能の前提条件

ステアリング ホイール

安全に関する注意事項

警告
走行中にステアリング ホイール調整を
行うと、ステアリング ホイールが予期
しない動きをするおそれがあります。
事故、けが、物的損害が発生するおそ
れがあります。ステアリング ホイール
は、必ず車両を停止した状態で調整し
てください。
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1 レバーを完全に下に倒します。
2 ステアリングホイールを両手で
つかみ、シート位置に合わせて
ステアリングホイールの前後方
向と高さを調節します。

3 レバーを元に戻します。

メモリー機能により、以下の設定
を記憶させ、必要に応じて呼び出
すことができます：
･ シート位置
･ ドア ミラー位置
･ ヘッドアップ ディスプレイの高
さ

ひとつのドライバー プロファイル 
(65ページ参照 ) につき 2 つのメ
モリー場所が割り当てられ、そこ
に異なる設定を記憶させることが
できます。
以下の設定はメモリーできませ
ん：
･ バック レスト幅

･ ランバー サポート

メモリー ボタンは運転席にありま
す。

1 希望する位置に調節します。

2 ボタンを押します。ボタ
ンの文字が点灯します。

ステアリング ホイール調節

メモリー機能

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
走行中にメモリー機能を使用すると、
不意にシートが動くおそれがあります。
事故、けが、物的損害が発生するおそ
れがあります。メモリー機能は、必ず
車両を停止した状態で呼び出してくだ
さい。

警告
シートが動く際に挟まれる危険があり
ます。けがを負ったり、損傷が発生す
るおそれがあります。設定の前に、
シートが動く範囲に物がないことを確
認してください。

概要

登録



107

3

3-1. 操作方法
操
作
方
法

3 文字が点灯している間に、希望
するボタン1または2 を押し
ます。ブザーが鳴ります。

希望するボタン1 または 2 を押し
ます。
保存された位置が呼び出されます。
シート調節のスイッチを押した場
合やいずれかのメモリー ボタンを
再び押した場合、この動作は中止
されます。
運転席側のシート位置の調節は、
走行中しばらくすると中断します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを1 回押す

ごとに温度が段階的に切り換わり
ます。
最高温度では、3 個の LED が点
灯します。

LEDが消えるまで

ボタンを押し続けます。

シート位置の呼び出し

シート ヒーター★

概要

シート ヒーター

オンにする

オフにする
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

お子様の安全について

車両装備

お子様を乗せるとき

警告
保護者の責任でシート ベルトを着用さ
せてください。

お子様を抱きかかえたり、ひざに乗せ
たまま走行することは危険です。急ブ
レーキをかけたときや万一の衝突時、
ダッシュボードやフロントウィンドウ
などに頭や顔を打ちつけたり、最悪の
場合は、お子様が車外へ放り出される
ことがあります。

シート ベルトは、成人の身長や体重を
前提に乗員の保護効果を発揮するよう
に、設計されています。身長150cm 
以下のお子様には適切なサイズのトヨ
タ純正チャイルド シートを使用してく
ださい。また、走行中に車内を移動す
ることは、非常に危険です。

警告
お子様だけを車内に残さないでくださ
い。

エンジンを止め、お子様も一緒に外に
出て、ドアを施錠します。たとえ短時
間であっても、以下のような場合があ
りますので、お子様だけを車内に残す
ことはたいへん危険です。

l直射日光下では冬季でも車内温度が
50℃以上になることがあり、車内
にいると熱射病や脱水症状を起こす
おそれがあります。

l操作スイッチなどをいたずらして、
思わぬけがをするおそれがあります。

lドアは大人が開閉し、ドアを閉める
ときは、お子様の手や足がはさまれ
ないように注意してください。

lウィンドウの開口部から、お子様が
顔や手足を出さないように注意し、
パワーウィンドウの開閉スイッチに
手を触れないようにしてください。
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操
作
方
法

助手席シートにチャイルド レスト
レイント システムを取り付ける前
に、助手席側のフロントおよびサ
イド エアバッグが作動解除されて
いることを確認してください。助
手席エアバッグは、助手席エア
バッグ用キー スイッチ (P.171) 
からのみ作動解除することができ
ます。

お子様の正しい乗車位置

安全に関する注意事項

警告
お子様やペットを車内に残したままに
すると、以下の操作などが行われるこ
とにより、車両が動き出したり、お子
様やペットがけがをしたり、他の道路
利用者が危険にさらされるおそれがあ
ります：

lスタート/ストップボタンが押される

lパーキング ブレーキの解除

lドアやウィンドウの開閉

lセレクター レバーがポジションN に
入る

l車両装備の操作

事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。お子様やペットを車内
に残したままにしないでください。車
両を離れるときは、車両キーを携行し、
車両をロックしてください。

警告
高温になった車両は、人、特にお子様
やペットの生命の危険をまねくおそれ
があります。けがをする危険および生
命の危険があります。人、特にお子様
やペットを車内に残したままにしない
でください。

警告
チャイルド レストレイント システムお
よびその部品は、日光が当たると非常
に高温になるおそれがあります。高温
になった部分に触れると、やけどやけ
がをするおそれがあります。チャイル
ド レストレイント システムは直射日光
にさらさないようにするか、必要に応
じてカバーをかけて、お子様を乗せる
前にチャイルド レストレイント システ
ムを冷ましてください。お子様を車内
に残したままにしないでください。

助手席シート上のお子様

一般事項

安全に関する注意事項

警告
助手席エアバッグが作動した場合には、
後ろ向きのチャイルド レストレイント 
システムを使用しているお子様の生命
に危険がおよぶおそれがあります。生
命の危険があります。助手席エアバッ
グが無効になっており、表示灯
PASSENGER AIRBAG OFF が点灯
することを確認します。
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トヨタ販売店では、お子様の年齢
や体重に合った適切なチャイルド 
レストレイント システムをご用意
しています。
チャイルド レストレイント システ
ムの選択、取付け、使用の際には、
チャイルド レストレイント システ
ムのメーカーの指示、使用上およ
び安全上の注意事項を守ってくだ
さい。

警告
身長が150cm 未満のお子様は、適切
な補助チャイルド レストレイント シス
テムを用いなければ、シート ベルトを
正しく着用することができません。
シート ベルトを正しく着用していない
と、シート ベルトの保護効果が制限さ
れるか、正常に働かないおそれや、事
故が起こったとき、あるいはブレーキ
操作や障害物を回避するステアリング
操作を行ったときなどにけがをするお
それがあります。けがをする危険およ
び生命の危険があります。身長が
150cm 未満のお子様は適切なチャイ
ルド レストレイント システムで固定し
てください。

チャイルド シートの取付け方法

一般事項

安全に関する注意事項

警告
チャイルド レストレイント システムと
固定システムが損傷した場合または事
故により変形した場合は、保護効果が
制限されたり、働かなくなるおそれが
あります。事故が起こったとき、ある
いはブレーキ操作や障害物を回避する
ステアリング操作を行ったときなどに、
お子様を十分に拘束することができま
せん。けがをする危険および生命の危
険があります。

チャイルド レストレイント システムと
固定システムが損傷した場合または事
故により変形した場合は、引き続き使
用しないでください。

固定システムが損傷または事故により
変形した場合は、トヨタ販売店に点検
および交換を依頼してください。

警告
シート設定が正しくない場合やチャイ
ルド シートの取り付けが正しくない場
合は、チャイルドレストレイント シス
テムの安定性が制限されるか、損なわ
れます。けがをするおそれおよび生命
の危険があります。チャイルド レスト
レイントシステムがバックレストに
しっかり固定されていることを確認し
てください。該当する全てのバックレ
ストで、バックレスト角度をできるだ
け適切に合わせ、シートを正しく調整
してください。シートとバックレスト
が正しくかみ合っていること、または
ロックされていることを確認してくだ
さい。必要であれば、ヘッドレストの
高さを調整するか取り外してください。
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操
作
方
法

助手席に後ろ向きチャイルド レス
トレイント システムを取り付ける
前に、助手席エアバッグが解除さ
れていることを確認します。エア
バッグを解除することができない
場合は、チャイルド レストレイン
ト システム取り付けないで下さ
い。
助手席エアバッグをキー スイッチ
で作動解除します (P.171) 。

助手席側のサンバイザーに警告ラ
ベルが貼付されていますので、記
載内容をご確認ください。

汎用チャイルド レストレイント シ
ステムを取り付けた後に、助手席
シートをできるだけ後ろの位置に、
また最も上の位置に調節します。
このシート位置と高さでは、事故
が起きた場合にシート ベルトが最
適に伸びてお子様を効果的に保護
できます。
シート ベルトの上部固定ポイント
がチャイルドシートのシート ベル
ト ガイドより前にある場合、助手
席シートを慎重に前方にずらしな
がら、シート ベルト ガイドを最適
な位置にします。

助手席シート上のお子様

エアバッグを作動解除する

警告
助手席エアバッグが作動した場合には、
後ろ向きのチャイルド レストレイント 
システムを使用しているお子様の生命
に危険がおよぶおそれがあります。生
命の危険があります。助手席エアバッ
グが無効になっており、表示灯
PASSENGER AIRBAG OFF が点灯
することを確認します。

助手席へのチャイルド シート取
付けに関する警告ラベル

警告
助手席エアバッグの作動の際、後ろ向
きのチャイルド レストレイント システ
ムに着座している子供が致命的なけが
を負うおそれがあります。けがの危険
および生命の危険があります。助手席
には後ろ向きにチャイルド シートを取
り付けないでください。

シート位置とシートの高さ



112 3-1. 操作方法

バック レスト幅が調整可能な場
合：助手席シートにチャイルド レ
ストレイント システムを取り付け
る前に、バック レスト幅を完全に
開いてください。この位置でバッ
ク レスト幅を変更しないでくださ
い、またメモリー ポジションを呼
び出さないでください。

ISOFIX チャイルド レストレイン
ト システムの選択、取付け、使用
の際には、チャイルド レストレイ
ント システムのメーカーの指示、
使用上および安全上の注意事項を
守ってください。

特定の ISOFIX チャイルド シート
のみ、それに適したシートで使用
することができます。対応する体
格クラスと体格カテゴリーは、
チャイルド シートの注意書にアル
ファベットまたは ISO 表記で記さ
れています。
チャイルド レストレイント システ
ム（ISOFIX）に適しているまたは
ISOFIX に準拠する場合の、各
シートでのチャイルド レストレイ
ント システムの使用についての情
報：チャイルド レストレイントシ
ステムに適したシート (P.114) 

を参照。

ベルト一体型のチャイルド レスト
レイント システムを下の ISOFIX 
チャイルド シート アンカーに固定
する場合は、以下の点に注意して
ください：
お子様とチャイルド レストレイン
ト システムを合わせた総重量が
33kg を超えないようにします。

バック レスト幅

ISOFIX チャイルド シート マウ
ント

一般事項

適切な ISOFIX チャイルド 
シート

ISOFIX チャイルド シート用
の下部マウント

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ISOFIX チャイルド レストレイント シ
ステムが正しくロックされていないと、
ISOFIX チャイルド レストレイント シ
ステムの保護効果が制限されるおそれ
があり、けがをする危険および生命の
危険があります。下部アンカーが正し
くロックされていること、ISOFIX 
チャイルド レストレイント システムが
バック レストにしっかり固定されてい
ることを確認してください。

警告
車両のチャイルド レストレイント シス
テム用の固定点は、チャイルド レスト
レイント システムの取付け専用です。
他のものを固定すると、固定ポイント
が損傷するおそれがあります。けがを
負ったり、損傷が発生するおそれがあ
ります。この固定点にはチャイルド レ
ストレイントシステムのみを固定して
ください。
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操
作
方
法

ISOFIX 下部アンカー用のマウン
トは、シートとバック レストの間
の隙間にあります。

チャイルド シート マウントの領域
からシート ベルトを引き出しま
す。

1 チャイルド レストレイント シ
ステムを取り付けます。メー
カーの注意事項を参照してくだ
さい。

2 左右の ISOFIX チャイルド 
シートアンカーが正しく固定さ
れていることを確認してくださ
い。

位置

ISOFIX チャイルド レストレイン
ト システムの取付け前

ISOFIX チャイルド レストレイン
ト システムの取付け

ISOFIX トップ テザー用マウン
ト

安全に関する注意事項

警告
チャイルド レストレイント システムで
トップ テザーを不適切に使用すると、
保護効果が低下するおそれがあり、け
がをする危険があります。トップ テ
ザーが鋭いエッジの上を通らないよう、
またねじれないようにして、トップ テ
ザーを上部固定ベルトまで取り回すよ
うに注意してください。

警告
車両のチャイルド レストレイント シス
テム用の固定点は、チャイルド レスト
レイント システムの取付け専用です。
他のものを固定すると、固定ポイント
が損傷するおそれがあります。けがを
負ったり、損傷が発生するおそれがあ
ります。この固定点にはチャイルド レ
ストレイントシステムのみを固定して
ください。

固定ポイント

シンボル 意味

シンボルはトップ テザー
の固定ポイントを示して
います。
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ISOFIX チャイルド レストレイント シス
テムのトップ テザー用として、1つの固
定点があります。

1 走行方向
2 ヘッドレスト
3 トップ テザーのフック
4 固定ポイント /固定用アイ
5 車両フロア
6 シート
7 トップ テザー

1 固定ポイントのカバーを開けま
す。

2 トップ テザーをヘッドレスト上
から固定点に取り回します。

3 固定ベルトのフックを固定ポイ
ントにかけます。

4 固定ベルトをたるみがないよう
に締めます。

法規定が定める各チャイルド シー
トの対象年齢や身長は、国によっ
て異なる場合があります。各国の
法規に注意してください。
詳しい情報はトヨタ販売店にお問
い合わせください。
それぞれのシートにおけるチャイ
ルド レストレイント システムの有
効性についての情報、規格ECE-R 
16 および ECE-R 129 に準拠。

トップ テザーの取り回し

トップ テザーを固定ポイント
に取り付ける

チャイルド レストレイント シス
テムに適した座席

概要

一般事項

助手席におけるチャイルドシート
の適合性

*1, 2

*3
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※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ

い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※3助手席エアバッグが作動する場合は、
チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席エアバッグを作動解除して
ください。チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでく
ださい。

チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

着座位置

シート位置の番号 エアバッグ作動スイッチ

ON OFF

ユニバーサル（汎用）ベルト式が搭載可
能な着座位置（有 /無）

有

前向きのみ
有

アイサイズ着座位置（有 /無） 無 無

搭載可能な横向きチャイルドシートの治
具（L1/L2）

× ×

搭載可能なうしろ向きチャイルドシート
の治具（R1/R2X/R2/R3/×）

× R1, R2※

搭載可能な前向きチャイルドシートの治
具（F2X/F2/F3）

F2X, F2, F3 F2X, F2, F3

搭載可能なジュニアシートの治具
（B2/B3）

B2, B3 B2, B3
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※シート高さを一番低い位置に調整してください。

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ
ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

l サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート
ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してださい。

l シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、
シートを前方に動かします。

l ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート
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ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

l サポートレッグ付きチャイルド
シートを使用する場合は、フロ
アマットを取り除いてください。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

マニュアル トランスミッション：
クラッチを踏みながらスタート /
ストップ ボタンを押すと、走行ス
タンバイがオンになります。
オートマチックトランスミッショ
ン：ブレーキを踏みながらスター
ト /ストップボタンを押すと、走
行スタンバイがオンになります。
スタート /ストップボタンを再度
押すと、走行スタンバイがオフに
なり、作動スタンバイ (P.45) 
がオンになります。

走行

車両装備

スタート /ストップボタン

原理

スタート /ストップ
ボタンを押すことに
より、走行スタンバ
イ (P.45) をオン
またはオフにするこ
とができます。
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詳しい情報：
l 走行スタンバイ (47ページ参照) 
l 作動スタンバイ (46ページ参照)

1 走行スタンバイをオンにしま
す。

2 ドライブ ポジションにシフトし
ます。

3 パーキング ブレーキを解除しま
す。

4 発進します。

アイドリングストップは燃料の節
約に役立ちます。そのため、この
システムは、渋滞時や信号待ちな
どでの停車時にエンジンを停止し
ます。走行スタンバイはオンのま
まです。発進するときに、エンジ
ンが自動的に始動します。

スタート /ストップボタンによる
エンジン スタートのたびに、アイ
ドリングストップが作動可能状態
になります。この機能は、約
5km/h 以上で作動します。
選択した走行モード (P.135) に
応じて、システムは自動的に作動
または作動解除されます。

マニュアル トランスミッション
以下の条件下では、停車中にエン
ジンが自動的に停止します：
l ギアがニュートラル位置で、ク
ラッチ ペダルが踏まれていな
い。

l 運転席シート ベルトが締められ
ている、または運転席ドアが閉
じている

オートマチックトランスミッショ
ン
以下の条件下では、停車中にエン
ジンが自動的に停止します：
l セレクター レバーがポジション
D

l ブレーキ ペダルが車両停止状態
の間、踏まれている

l 運転席シート ベルトが締められ
ている、または運転席ドアが閉
じている

車両を停止させたときにエンジン
が自動的にオフにならなかった場
合は、エンジンを手動でオフにす
ることができます：
l ブレーキ ペダルを現在の位置か
ら素早く踏み込みます。

l セレクター レバーをポジション
Pにシフトします。

発進

アイドリングストップ機能

原理

一般事項

エンジン ストップ

機能の前提条件

オートマチックトランスミッショ
ン：手動によるエンジン ストッ
プ
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全ての機能前提条件が満たされて
いれば、エンジンがオフになりま
す。

エンジンを停止した状態では、エ
アコンの風量が減少します。

n 一般事項

以下の状況では、エンジンは自動
的に停止しません：
l 急な下り坂の場合
l ブレーキが十分に強く踏まれて
いないとき

l 外気温度が高く、オートエアコ
ンが作動している

l 車内がまだ希望の温度に暖めら
れていない、または冷却されて
いない

l オートエアコンをオンにした状
態でウィンドウが曇りそうなと
き

l エンジンまたはその他の部品が
まだ暖機状態に達していない

l エンジン冷却が必要
l ステアリング アングルが大き
い、または急ハンドルが切られ
たとき

l 車両バッテリーが著しく放電し
ている

l 標高が高い場合
l ボンネットがロック解除されて
いる

l パーキング アシスタントが作動
している

l 停止と発進を繰り返す渋滞
l オートマチックトランスミッ
ション：セレクター レバー ポ
ジションがN またはR

l 後退走行の後
l エタノール濃度が高い燃料の使
用

マニュアル トランスミッション
発進するときに、次の条件が満た
されていればエンジンが自動的に
始動します：
l クラッチ ペダルを踏みます
オートマチックトランスミッショ
ン
発進するときに、次の条件が満た
されていればエンジンが自動的に
始動します：
l ブレーキ ペダルを解除する

エンジン停止時のエアコン

メーター パネル内の表示

メーターパネルの表示は、
アイドリングストップ機能
が自動エンジン スタートの
準備を完了していることを
示しています。

この表示は、アイドリング
ストップの条件が整ってい
ないことを示すものです。

機能制限 エンジン スタート

機能の前提条件
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エンジンを始動した後、通常通り
加速します。

次の条件の一つに当てはまると、
エンジンは自動停止後、自動的に
は始動しません：
l 運転席シート ベルトが外れてい
て、運転席ドアが開いている

l ボンネットがロック解除された
いくつかの警告灯の点灯時間は異
なります
スタート /ストップボタンでのみ
エンジンをスタートすることがで
きます。

発進するつもりでない場合でも、
停止したエンジンは以下の状況で
自動的に始動します：
l 高温の車内で、エアコンをオン
にしたとき

l 低温の車内で、ヒーターをオン
にしたとき

l オートエアコンをオンにした状
態でウィンドウが曇りそうなと
き

l ステアリングを操作した場合
l オートマチックトランスミッ
ション：セレクター レバーをポ
ジションD からN またはR に
シフトしたとき

l オートマチックトランスミッ
ション：セレクター レバーをポ

ジションP からN、DまたはR 
にシフトしたとき

l 車両バッテリーが著しく放電し
ている

l オイル レベル測定の開始

エンジンは自動的に停止しません。
オート ストップ中はエンジンが始
動します。

ボタンを押します。

アイドリングストップは、セレク
ター レバー ポジションがMのと
きにもオフになります。

アイドリングストップは、走行
モードSPORT になっているとき
もオフになります。

発進

セーフティ機能

システムの限界

システムを手動で作動解除す
る /作動させる

原理

ボタンによる

セレクター レバー ポジションか
ら

スポーツモードスイッチ
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n 一般事項
オート ストップの際に、例えば車
両を離れるために車両を確実に停
止させることができます。
n マニュアル トランスミッション
1 スタート /ストップボタンを押
します。

l 走行スタンバイがオフになると
き

l 作動スタンバイがオンになりま
す

2 1 速またはリバース ギアに入
れます。

3 パーキング ブレーキをかけま
す。

n オートマチック トランスミッ
ション

1 スタート /ストップボタンを押
します。

l 走行スタンバイがオフになると
き

l 作動スタンバイがオンになりま
す

l セレクター レバーがポジション
P に自動的にシフトされます。

2 パーキング ブレーキをかけま
す。

ドライバー不在が検知されるなど
の特定の状況では、安全を確保す

るためにアイドリングストップが
自動的に作動解除されます。

アイドリングストップは、エンジ
ンを自動的に停止しなくなります。
車両メッセージが表示されます。
走行を続けることはできます。シ
ステムの点検をトヨタ販売店に依
頼してください。

パーキング ブレーキは、停車中の
車両が動き出さないようにするた
めに使います。

オート エンジン ストップ中に車
両を駐車させる

自動的作動解除

一般事項

故障

パーキング ブレーキ

原理

安全に関する注意事項

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前に、車両が動
き出さないように固定します。

以下のようにして、車両が動き出さな
いように確実に固定してください：

lパーキング ブレーキをかける

lオートマチック トランスミッショ
ン：セレクター レバーがポジション
P に入っていることを確認してくだ
さい。

lマニュアルトランスミッション：上
り坂では1 速ギアに、下り坂ではリ
バースギアにシフトされていること
を確認してください。
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n 一般事項
走行中に使用する場合は緊急ブ
レーキ機能として働きます。
スイッチを引き上げ、保持します。
車両は、スイッチが引かれている
間、強くブレーキをかけます。

車両メッセージが表示されます。
車両停止時にパーキング ブレーキ
がかかります。

1 走行スタンバイをオンにしま
す。

2 マニュアルトランスミッ
ション：ブレーキを踏みなが

警告
l上り坂または下り坂では、フロント 
ホイールを縁石の方向に向ける

l上り坂または下り坂では、輪止めな
どを使用して車両を補助的に固定す
る

警告
お子様やペットを車内に残したままに
すると、以下の操作などが行われるこ
とにより、車両が動き出したり、お子
様やペットがけがをしたり、他の道路
利用者が危険にさらされるおそれがあ
ります：

lスタート/ストップボタンが押される

lパーキング ブレーキの解除

lドアやウィンドウの開閉

lセレクター レバーがポジションN に
入る

l車両装備の操作

事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。お子様やペットを車内
に残したままにしないでください。車
両を離れるときは、車両キーを携行し、
車両をロックしてください。

概要

パーキング ブレーキ

ブレーキをかける

車両停止時

スイッチを引き上げます。
LED が点灯します。
メーター パネルの表示灯が
赤色に点灯します。パーキ
ング ブレーキが作動してい
ます。

走行中

メーター パネルの表示灯が
赤色に点灯し、ブザーが鳴
り、ブレーキ ライトが点灯
します。

解除する

手動で解除する
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ら、スイッチを押します。
オートマチックトランス

ミッション：ブレーキを踏ん
で、またはセレクター レバーを
ポジションP にして、スイッチ
を押します。

LED と表示灯が消えます。

パーキング ブレーキが解除されている。

発進すると、パーキング ブレーキ
が自動的に解除されます。
LED と表示灯が消えます。

パーキング ブレーキに故障または
障害がある場合：
降車後、輪止めなどで車両を動き
出さないように固定します。

電源の遮断後にパーキング ブレー
キの機能を回復させるため：
1 走行スタンバイをオンにしま
す。

2 ブレーキを踏んで、またはセレ
クター レバーをポジションP
にして、 スイッチを引き、そ
の後押します。

このプロセスは数秒かかる場合が
あります。場合により音がするこ
とがありますが、異常ではありま
せん。

ドア ミラーの方向指示灯はよく見
えるようにしておく必要があるの
で、走行時および方向指示灯また
はハザード フラッシャーの作動中
にドア ミラーを折りたたまないで
ください。

レバーを上または下へ軽く止まる
位置を越えるまで押します。

レバーを軽く上または下へ押しま
す。
3 ターン シグナルの継続時間を設
定することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エクステリアライト」

自動解除

故障

電源が遮断した後

パーキング ブレーキが再び
作動可能な状態になると、
表示灯が消えます。

方向指示灯

ドア ミラーの方向指示灯

方向指示灯を使う

3 ターン シグナル
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4「ターンシグナル」
5 希望する項目を選択します。

レバーを上または下へ軽く止まる
位置まで押し、点滅を続けたい間、
保持します。

レバーを前に押すか、後ろに引き
ます。

1 ヘッドライトハイビーム オン
（矢印 1）

ヘッドライトハイビームは、ロー ビーム
がオンのときに点灯します。

2 ヘッドライト オフ/ハイビーム 
オン（矢印 2）

ワイパー ブレードの摩耗が早まっ
たりワイパーブレードが損傷する
おそれがあるため、フロントウィ
ンドウが乾いているときにワイ
パーを使用しないでください。
ワイパーは作動スタンバイがオン
のときに作動します。

短時間の点滅

ヘッドライト、ハイビーム

ワイパー

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ワイパーを起こした状態で動かすと、
身体の一部が挟まれたり、車両の一部
が損傷するおそれや、けがを負ったり、
損傷が発生するおそれがあります。ワ
イパーを起こすときにはイグニッショ
ンがオフになっていること、またイグ
ニッションをオンにするときにはワイ
パーが折りたたまれていることを確認
してください。

注意
ウィンドウガラスが乾いた状態でワイ
パーを長時間作動させると、ワイパー 
ブレードが摩耗したり、損傷したりす
るおそれがあります。ワイパーモー
ターが異常過熱するおそれがあります。
また、周囲の物が損傷する危険があり
ます。ウィンドウガラスが乾燥してい
る状態でワイパーを使用しないでくだ
さい。

注意
ワイパーが凍結している場合、ワイ
パーをオンにしたときにワイパー ブ
レードが裂けたり、ワイパー モーター
が過熱したりするおそれや、損傷が発
生するおそれがあります。ワイパーを
オンにする前にウィンドウガラスの霜
取りをしてください。
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

レバーを、希望する位置になるま
で上方に押します。
l ワイパーの停止位置：位置 0
l レイン センサー：位置 1
l 標準作動：位置 2
停車中は、間欠作動に切換えられ
ます。
l 高速作動：位置 3
停車中は、標準作動に切り換わり
ます。
ワイパー システムをオンにした状
態で走行を中断した場合：走行が
再開されると、ワイパーはあらか
じめ設定されたレベルで動作しま
す。

レバーを下に押します。
l オフにする：レバーを0位置に
なるまで下に押します。

l ワンタッチ ワイパー：レバーを
0位置から下に押します。

手をは放すと、レバーは0位置に
戻ります。

レイン センサーは、雨の強さに合
わせてワイパー作動を自動的に制
御します。

センサーは、フロント ウィンドウ
のルーム ミラーのすぐ前にありま
す。

オンにする

スイッチをオフ、ワンタッチ 
ワイパー

レイン センサー

原理

一般事項

安全に関する注意事項

注意
レイン センサーがオンになっている
と、洗車機に入れたときにワイパーが
不意に動き出すおそれや、損傷が発生
するおそれがあります。洗車機ではレ
イン センサーを作動解除してくださ
い。



126 3-1. 操作方法

レバーを基本位置から1 回上方に
押します、矢印 1。
ワイパー動作がスタートします。
ワイパー レバーの LED が点灯し
ます。
氷点下ではワイパー動作がスター
トしない場合があります。

レバーを押して基本位置に戻しま
す。

レイン センサーの感度を調節する
にはダイヤルを回します。
上に回す：レイン センサーの感度
が上がります。
下に回す：レイン センサーの感度

が下がります。

レバーを引きます。
ウォッシャー液がフロント ウィン
ドウに吹き付けられ、ワイパーが
短時間オンになります。

作動させる

作動解除する

レイン センサー感度を設定する

ウィンドウ ウォッシャー

安全に関する注意事項

警告
温度が低すぎる場合、ウォッシャー液
がウィンドウガラス上で凍って、視野
が狭くなるおそれがあります。事故、
怪我、物的損害が発生するおそれがあ
ります。ウィンドウ ウォッシャー シス
テムは、ウォッシャー液が凍らないと
きにのみ使用してください。必要に応
じて凍結防止剤を使用してください。

注意
ウォッシャー タンクが空のときには、
ウォッシャー ポンプが所定の作動を行
えません。損傷が発生するおそれがあ
ります。ウォッシャータンクが空のと
きにはワイパーを使用しないでくださ
い。

フロント ウィンドウを清掃する
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操
作
方
法

作動スタンバイをオンにすると、
ウォッシャー ノズルが自動的に温
められます。

ワイパーサービスポジションでは
ワイパーをフロント ウィンドウか
ら起こすことができます。

ワイパー ブレードの交換や、また
は氷点下時にワイパーを起こす際
に用います。

1 作動スタンバイをオンにしま
す。

2 ワイパーがほぼ垂直の位置に自
動で止まるまで、ワイパー レ
バーを下に押し続けます。

3 ワイパーを持ち上げて、フロン
ト ウィンドウから完全に離しま
す。

ワイパーを倒した後、ワイパー シ

ウォッシャー ノズル

ワイパーサービスポジション
への切換え

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ワイパーを起こした状態で動かすと、
身体の一部が挟まれたり、車両の一部
が損傷するおそれや、けがを負ったり、
損傷が発生するおそれがあります。ワ
イパーを起こすときにはイグニッショ
ンがオフになっていること、またイグ
ニッションをオンにするときにはワイ
パーが折りたたまれていることを確認
してください。

注意
ワイパーが凍結している場合、ワイ
パーをオンにしたときにワイパー ブ
レードが裂けたり、ワイパー モーター
が過熱したりするおそれや、損傷が発
生するおそれがあります。ワイパーを
オンにする前にウィンドウガラスの霜
取りをしてください。

ワイパーを起こす

ワイパーを倒す
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ステムを再び作動させる必要があ
ります。
1 ワイパーをフロント ウィンドウ
に完全に倒します。

2 作動スタンバイをオンにして、
ワイパー レバーを再び下に押し
続けます。

3 ワイパーが停止位置に戻り、再
び作動可能な状態になります。

 1～ 6：前進ギア。
 R：リバース ギア。

バランスの良いシフトチェンジの
ために、必要に応じてシフト動作
時にエンジン回転数が自動的に調
整されます。

必ず車両が完全に停車している場
合にのみ、シフトしてください。

例えば自動洗車機や車両の移動な
どの状況で、車両をエンジン パ

マニュアルトランスミッション

安全に関する注意事項

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前に、車両が動
き出さないように固定します。
以下のようにして、車両が動き出さな
いように確実に固定してください：

lパーキング ブレーキをかけます。

l上り坂または下り坂では、フロント 
ホイールを縁石の角の方向に向けま
す。

l上り坂では1 速ギアに、下り坂では
リバースギアにシフトされているこ
とを確認してください。

l上り坂または下り坂では、例えば輪
止めなどで車両を補助的に固定して
ください。

注意
より低いギアにギアシフトする場合、
回転数が高くなりすぎてエンジンが損
傷するおそれがあります。また、周囲
の物が損傷する危険があります。5 速
または6 速ギアにシフトする際には、
シフト レバーを右へ押します。

シフトパターン

切替え

一般事項

リバース ギア

車両を動かす /移動する
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3-1. 操作方法
操
作
方
法

ワーなしで動かさなければならな
いことがよくあります。
1 作動可能状態をオンにします。
2 クラッチを踏んで、前進ギアま
たはリバースギアからニュート
ラル位置にします。

3 パーキング ブレーキを解除しま
す。

オートマチック トランスミッショ
ンでは、必要に応じて手動でシフ
トできる機能が統合されています。

通常走行するときのセレクター レ
バー ポジションです。前進走行用
の全てのギアに自動的にシフトさ
れます。

必ず停車している状態で、セレク

ター レバーをポジションR にしま
す。

セレクター レバー ポジションN 
では、例えばドライブスルー洗車
機で車両を動かすか、または自車
の駆動力なしで動かす (P.131) 
ことができます。

例えば車両を停止するとき用のセ
レクター レバー ポジションです。
セレクター レバー ポジションP 
では、トランスミッションによっ
て駆動輪がブロックされます。
必ず停車している状態で、セレク
ター レバーをポジションP にしま
す。
n P への自動シフト
例えば以下の状況のときに、セレ
クター レバーはポジションP に自
動的にシフトされます：
l 走行スタンバイをオフにした後
に、セレクターレバー ポジショ
ンがR、D またはM になって
いるとき

l セレクター レバーがポジション
Nに入っているときに、作動ス
タンバイをオフにした後

l 停車時にセレクター レバー ポ
ジションがD、M またはR の
状態で、運転席シートベルトを
外し、運転席ドアを開けた場合。

オートマチック トランスミッ
ション

原理

安全に関する注意事項

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前にパーキング 
ブレーキを作動させるなどして、車両
が動き出さないように固定します。

セレクター レバー ポジション

D ドライブ ポジション

R リバース（後退）

N ニュートラル

P パーキング
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ギアがドライブ ポジションに入っ
ている場合は車両が動き出します
ので、発進するまでの間はブレー
キを踏んでいてください。
例外的なケースでは、例えば前後
に移動して雪から脱出するために、
ブレーキを踏まずにリバース ギア
とシフト ポジションD の間でシフ
トチェンジすることができます。

走行スタンバイがオンでブレーキ
を踏んでいる場合にのみ、セレク
ター レバー ポジションP から別
のセレクター レバー ポジションへ
のシフトが行われます。
全ての技術的な前提条件が満たさ
れている場合にのみセレクター レ
バー ポジションP を終了すること
ができる場合があります。

セレクター レバー ロックは、以下
の誤操作を防止します：
l セレクター レバー ポジションR 
への間違ったシフト

l セレクター レバー ポジションP 
から別のセレクター レバー ポ
ジションへの間違ったシフト

1 運転席シート ベルトを着用しま
す。

2 セレクター レバー ロックを解
除するには、ボタンを押して、
そのまま押し続けます。

3 セレクター レバーを希望する方
向に軽く押します。必要に応じ
て軽く止まる位置まで押しま
す。手を離すと、セレクター レ
バーは中央位置に戻ります。

P ボタンを押します。

セレクター レバー ポジション
に入れる

一般事項

機能の前提条件

セレクター レバーをポジション
D、N、R にシフトする

セレクター レバーをポジション
Pにする
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操
作
方
法

例えばドライブスルー洗車機内や
車両を押す場合などの特定の状況
では、車両を自車の駆動力なしで
少しだけ動かすことが求められま
す。

1 ブレーキを踏みながら走行スタ
ンバイをオンにします。

2 必要に応じてパーキング ブレー
キを解除します。

3 必要に応じてシートベルトを外
します。

4 必要に応じてドアを開けます。
5 ブレーキ ペダルを踏みます。
6 セレクター レバー ロックを操
作し、ニュートラル ポジション
N にします。

7 走行スタンバイをオフにしま
す。

この方法で作動スタンバイはオンに維持
され、車両メッセージが表示されます。

車輪がロックされないので、車両を移動
させることができます。

作動スタンバイに関係なく、約
35 分後にセレクター レバーはポ
ジションP に自動的にシフトされ
ます。
故障の場合は、セレクター レバー 
ポジションの切換えができないこ
とがあります。
必要に応じてトランスミッション 
ロックを電子的にロック解除しま
す (P.133) 。

キック ダウンにより、最大の走行
能力が得られます。
アクセル ペダルを抵抗を超えて踏
み込みます。

マニュアル モードでは、手動でギ
アをシフトすることができます。

車両を動かす /移動する

一般事項

セレクター レバー ポジションN 
にシフトする

注意
作動可能状態がオフになると、自動的
にセレクター レバー ポジションが P 
に切り換わります。ホイールがロック
されます。また、周囲の物が損傷する
危険があります。自動洗車機内などで
車両を動かしたい場合には、作動可能
状態ををオンのままにします。

注意
作動スタンバイがオフになると、自動
的にセレクター レバー ポジションがP 
になります。損傷が発生するおそれが
あります。自動洗車機では作動スタン
バイをオフにしないでください。

キック ダウン

マニュアル モード

原理
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セレクター レバーをセレクター レ
バー ポジションD から出して、左
に押します。
メーター パネルには、シフトされ
ているギアが表示されます（例：
1M）。
トランスミッションのスポーツ プ
ログラムが作動しています。

l シフト ダウン：セレクター レ
バーを前方に押します。

l シフト アップ：セレクター レ
バーを後方に引きます。

セレクター レバーを右に押しま
す。
メーター パネル内に、D が表示さ
れます。

ステアリング ホイールのパドル ス
イッチを使用すると、手をステア

リング ホイールから離さずにギア
を素早くシフトすることができま
す。

n シフト動作
シフト動作は、回転数と速度が適
切な場合にのみ行われます。
n 短時間のマニュアル モード
セレクター レバー ポジションD 
では、パドル スイッチの操作後に
一時的にマニュアル モードに切り
換えられます。
マニュアル モード時に一定時間控
えめに走行し、加速せず、パドル 
スイッチでシフトを行わなかった
場合、トランスミッションは再び
オートマチック モードに切り換わ
ります。
以下の手順でオートマチック モー
ドへの切換えが行えます：
l 右のパドル スイッチを長く引き
ます。

l 右のパドル スイッチを短く引
き、さらに左のパドル スイッチ
を短く引きます。

n 継続的なマニュアル モード
セレクター レバー ポジションM 
では、パドル スイッチの操作後に
持続的にマニュアル モードに切り
換えられます。

マニュアル モードを作動させる

切換え

マニュアル モードを終了する

パドル スイッチ

原理

一般事項
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操
作
方
法

l シフト アップするときは、右の
パドル スイッチを短く引きま
す。

l シフト ダウン：左のパドル ス
イッチを短く引きます。

l 左パドル スイッチを長く引くこ
とにより、可能な限り低いギア
にシフト ダウンされます。

メーター パネルには選択したギア
が短時間表示され、その後、実際
にシフトされているギアが表示さ
れます。

車両を危険領域から移動させるた
めに、トランスミッション ロック
を電子的にロック解除します。

始動装置がエンジンを回転させる
ことができる場合に、ロック解除
が可能です。
トランスミッション ロックを解除
する前に、パーキング ブレーキを
かけて、車両が動き出すのを防止
してください。

1 ブレーキ ペダルを踏み、そのま
ま保持します。

2 スタート /ストップボタンを押
します。始動装置の始動音が聞
こえる必要があります。スター
ト /ストップボタンを押し続け
ます。

3 空いている手でセレクター レ
バーのボタン (矢印 1) を押し、
セレクター レバーをポジション
Nに押し、メーター パネルに
セレクターレバー ポジション
N が表示されるまでそのまま維
持します。

車両メッセージが表示されます。

4 スタート /ストップボタンおよ
びセレクター レバーを放しま
す。

5 始動装置が止まったらブレーキ
をゆるめます。

切換え

メーター パネル内の表示

セレクター レバー ポジ
ション（例えばP）が表示
されます。

トランスミッション ロックを
電子的にロック解除

一般事項

セレクター レバー ポジションN 
にシフトする
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6 車両を危険領域から移動し、車
両が動き出さないように固定し
ます。

詳しい情報については、けん引 
(P.310) の章を参照してくださ
い。

乾燥した周囲条件の場合に、ロー
ンチ コントロールはグリップの良
い路面での最適な加速を実現しま
す。

ローンチ コントロール機能は車両
に非常に高い負荷をかけるので、
この機能の使用により構成部品の
摩耗が早まります。
慣らし運転 (P.248) の期間中は
ローンチ コントロールを使用しな
いでください。
ローンチ コントロールを使用して
発進する際には、ステアリングを
切ってはなりません。

ローンチ コントロールは、エンジ
ンが暖機状態になっているときに
使用できます。エンジンは、
10km 以上の距離を中断なく走行
した後に暖機状態になります。

1 走行スタンバイをオンにしま
す。

2 スポーツモードスイッチを押し
ます。

メーターパネルにSPORTが表示され、
スポーツモードが選択されます。

3 ボタンを押します。

メーター パネルに TRACTION が表示さ
れ、VSC OFF 表示灯が点灯します。

4 セレクターレバーをポジション
Dにシフトします。

5 左足でブレーキを強く踏みま
す。

6 アクセル ペダルを、フルロード 
ポイントでの抵抗を超えて踏み
込み、維持します（キックダウ
ン）。

メーター パネル内に、フラッグ シンボ
ルが表示されます。

7 エンジンは発進回転数に制御さ
れます。3 秒以内にブレーキを
ゆるめます。

ローンチ コントロールの使用後
は、再使用する前にトランスミッ
ションを約5 分間冷ます必要があ
ります。再使用する場合、ローン
チ コントロールは周囲条件に適合
するように調整されます。

走行安定性を高めるために、ビー
クルスタビリティコントロールと

ローンチ コントロール

原理

一般事項

機能の前提条件

ローンチ コントロールによる発
進

1 回の走行での再使用

ローンチ コントロールの使用後
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操
作
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トラクションコントロール、VSC
をできるだけ早く再作動させてく
ださい。

熟練したドライバーはVSC OFF
モードで、さらに高い加速度値を
得られる場合があります。

スポーツモードスイッチは車両の
走行ダイナミクスを調整します。

例えば、以下のシステムが調整さ
れます：
l エンジン特性曲線
l オートマチック トランスミッ
ション

l アダプティブバリアブルサスペ
ンション

l ステアリング
l メーター パネル内の表示
l レーダークルーズコントロール 走行スタンバイをオンにしたとき

には、走行モードNORMALが自
動的に選択されます。

n 原理
スポーティな走行と燃費を重視し

システムの限界

スポーツモードスイッチ

原理

一般事項

概要

メーター パネル内の表示

メーター パネルに走行モー
ドが表示されます。

走行モード

車両のスイッチ

ボタン
走行モー
ド

設定

SPORT SPORT
INDIVID
UAL

走行モードの詳細

NORMAL
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た走行の間のつり合いの取れた調
整です。

n 原理
サスペンションの最適化により、
俊敏性を高めた、ダイナミックな
調整。
n オンにする

n 原理
走行モードカスタマイズ設定 では
個別の設定を行うことができます。
n 設定
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「SPORT INDIVIDUAL設定」
4「カスタマイズ設定」
5 希望する項目を選択します。
カスタマイズ設定を標準設定にリ
セットする：「SPORT 
STANDARD にリセットします」.

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

メーター パネルは可変表示されま
す。スポーツモードスイッチによ
りプログラムを変更すると、メー
ター パネルの表示が走行モードに
合ったものとなります。

メーター パネルの表示の変更は
Toyota Supra Command でオフ
にすることができます。
メーター パネルの表示は、この取
扱説明書に示した表示と一部異な
る場合があります。

SPORT

スイッチを押して、
SPORT を表示させます。

カスタマイズ設定

表示

車両装備

メーター パネル

原理

一般事項
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操
作
方
法

1 燃料計 (P.143)
2 スピードメーター
3 タコメーター (P.143)
スポーツモードスイッチステー
タス (P.135)

4 時刻 (P.62)
5 可変表示 (P.137)
6 外気温度 (P.144)
7 エンジン冷却水温度 
(P.144)

8 車両メッセージ (P.137)
総航続可能距離 (P.148)

9 セレクター レバー ポジション

表示 (P.129)
10可変表示 (P.137)

メーター パネルの一部の領域に、
レーダークルーズコントロールな
どのさまざまなアシスタンス シス
テムを表示させることができます。
装備に応じて表示が異なる場合が
あります。

メーター パネルでは、表示をス
ポーツモードに変更することがで
きます。

走行モードがスポーツモードに変
更されます。

車両メッセージは、車両の機能を
モニターし、モニターされたシス
テムに故障がある場合、メッセー
ジを出します。

車両メッセージは、表示灯または

安全に関する注意事項

警告
スピード メーターなどのドライブ情報
の表示が機能停止した場合は、車両を
使用してはなりません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
直ちに車両を安全な場所に停車します。
走行スタンバイをオフにしてもう一度
オンにすると、場合によっては機能障
害が解消され、走行を継続することが
できます。機能障害を解消できない場
合は、トヨタ販売店にシステムの点検
を依頼してください。

概要

可変表示

スポーツモード表示

原理

表示を変更する

ボタンを押してSPORTを
表示させます。

車両メッセージ

原理

一般事項



138 3-1. 操作方法

警告灯とメーター パネル内のテキ
スト メッセージとを組み合わせ
て、また必要に応じてヘッドアッ
プ ディスプレイに表示されます。
さらに、必要に応じてブザーが鳴
り、コントロール ディスプレイに
テキスト メッセージが表示されま
す。

ターン インジケーター レバーのボ
タンを押します。

いくつかの車両メッセージは持続
的に表示され、故障が解消される
まで消えません。複数の故障があ
る場合、メッセージは順番に表示
されます。
これらのメッセージは、約8 秒
間、非表示にすることができます。
その後メッセージは再び自動的に
表示されます。

一部の車両メッセージは、約20
秒後に自動的に非表示になります。
これらの車両メッセージはメモ
リーされ、再び表示させることが

できます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「車両メッセージ」
4 テキスト メッセージを選択す
る。

メーター パネル内のテキスト メッ
セージは、表示されるシンボルと
の組み合わせにより、車両メッ
セージおよび表示灯や警告灯の意
味を説明します。

故障の原因や、対応する操作の必
要性などの補足情報を、車両メッ
セージによって呼び出すことがで
きます。
緊急メッセージの場合、コント
ロール ディスプレイに自動的に補
足テキストが表示されます。
車両メッセージに応じて、詳細な
ヘルプを選択することができます。

車両メッセージの非表示

持続的な表示

一時的な表示

記憶された車両メッセージを
表示する

表示

車両メッセージ

車両メッセージが1 件以上
表示されるか、保存されて
います。

テキスト メッセージ

補足情報の表示
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操
作
方
法

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「車両メッセージ」
4 希望するテキスト メッセージを
選択します。

5 希望する設定を選択します

走行中に表示された特定のメッ
セージは、作動スタンバイをオフ
にした後に再表示されます。

メーター パネルの表示灯と警告灯
は、車両のいくつかの機能のス
テータスを示し、モニターされた
システムに故障がある場合に、そ
のことを伝えます。

表示灯と警告灯は、異なった組み
合わせと色で点灯します。
いくつかの表示灯 /警告灯は、走
行スタンバイがオンにされたとき
に機能点検が行われ、短時間点灯
します。

走行後のメッセージ表示

表示灯と警告灯

原理

一般事項

赤色のライト

シート ベルト警告

運転席側のシート ベルトが
着用されていません。助手
席シートベルトが着用され
ていないか、または助手席
シート上に重い物があるこ
とが検知されました。

シート ベルトが正しく着用
されているか点検してくだ
さい。

エアバッグ システム

警告灯が短時間点灯：走行
スタンバイをオンにする際
に、すべてのエアバッグ シ
ステムとシート ベルト プ
リテンショナーが機能可能
状態あることを通知しま
す。

警告灯が消灯または常時点
灯：エアバッグ システムま
たはシート ベルト プリテ
ンショナーの機能が損なわ
れている可能性がありま
す。直ちに車両の点検をト
ヨタ販売店に依頼してくだ
さい。

エアバッグ　(P.69)

パーキング ブレーキ

パーキング ブレーキが作動
しています。

パーキング ブレーキを解除
します (P.121) 。
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ブレーキ システム

ブレーキ パッドが摩耗して
いるか、ブレーキ システム
に障害があります。

ブレーキ ブースターの機能
に異常がある可能性があり
ます。ブレーキ動作時に、
より強いペダル踏力が必要
となる場合があります。直
ちに車両の点検をトヨタ販
売店に依頼してください。

一般的な衝突の危険

衝突のおそれがある場合、
警告灯が点灯または点滅
し、警報音が鳴ります。

プリクラッシュセーフティ 
( 対歩行者・自転車 ) 
(P.180)

黄色のライト

アンチロック ブレーキ システム
（ABS）

機能障害が発生している
か、システムに異常があり
ます。アンチロック ブレー
キシステムは使用できませ
ん。フル ブレーキ時にステ
アリングの操作性が制限さ
れます。

直ちに、トヨタ販売店に点
検を依頼してください。

アンチロック ブレーキ シ
ステム (P.196)

ブレーキ システム

ブレーキ パッドが摩耗して
いるか、ブレーキ システム
に障害があります。

車両の点検をトヨタ販売店
に依頼してください。

ビークルスタビリティコントロー
ル

警告灯が点滅：VSCが駆
動力と制動力を制御してい
ます。車両が安定化されま
す。速度を下げて、道路の
状況に合わせてドライビン
グ スタイルを適合します。

警告灯が点灯：VSCの機
能が停止しているか、初期
化されています。走行安定
性が制限されているか、ま
たは機能が停止していま
す。

警告が継続的に点灯する場
合、直ちにシステムの点検
をトヨタ販売店に依頼して
ください。

VSC (P.197)

ビークルスタビリティコントロー
ル（VSC）が作動解除またはト
ラクションモードが作動

VSCが作動解除されてい
ます、またはトラクション
モードが作動しています。

VSC (P.197) と トラク
ションモード (P.199)
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操
作
方
法

タイヤ空気圧警報（TPM）

警告灯が点灯：パンクまた
はタイヤ空気圧の低下が検
知されました。チェックコ
ントロール メッセージの情
報を確認してください。

警告灯が点滅してから継続
的に点灯：タイヤのパンク
またはタイヤ空気圧低下を
検知できません。

l同じ無線周波数を持つシ
ステムや機器による障
害：障害エリアから離れ
ると、システムは自動的
に再び作動します。

lTPM ホイール エレクト
ロニクスなしのホイール
が取り付けられている：
必要に応じてトヨタ販売
店に点検を依頼してくだ
さい。

l機能障害：システムの点
検をトヨタ販売店に依頼
してください。

タイヤ空気圧警報 
(P.268)

ステアリング システム

ステアリング システムが故
障している場合がありま
す。

システムの点検をトヨタ販
売店に依頼してください。

エンジン警告灯

l警告灯が点滅した場合：
エンジンが故障している
可能性があり、キャタラ
イザーの損傷を引き起こ
すことがあります。

l警告灯が点灯した場合：
排気ガスの値が高くなっ
ています。走行を続ける
ことができます。

車両の点検をトヨタ販売店
に依頼してください。

衝突警告の制限または機能停止

カメラのシステム限界によ
る制限やシステムの機能停
止など、機能制限が検知さ
れました。引き続き、走行
することは可能です。必要
に応じて、チェック コント
ロール メッセージの注記を
確認します。

ブレーキ機能付き警告
(P.178)

プリクラッシュセーフ
ティ（対歩行者・自転
車） (P.180)

衝突警告をオフ

システムがオフになってい
ます。

ブレーキ機能付き警告
(P.178)

プリクラッシュセーフ
ティ（対歩行者・自転
車） (P.180)
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レーン ディパーチャー ウォーニ
ング

警告灯が点灯：太陽の位置
が低いことやシステムの機
能停止などに起因する機能
制限が検知されました。引
き続き、走行することは可
能です。必要に応じて、
チェック コントロール 
メッセージの注記を確認し
ます。

警告灯が点滅：能動的に警
告が出力されます。システ
ムはステアリング介入を行
いません。

レーン ディパーチャー 
ウォーニング (P.184)

リア フォグ ライト

リア フォグ ライトがオン
になっています。

リア フォグ ライト 
(P.159)

緑色のライト

ターン インジケーター

ターン インジケーターがオ
ン。

表示灯の点滅や点滅作動音
が通常よりも速い場合は、
ターン インジケーターの1 
箇所が故障しています。

ターン インジケーター 
(P.123)

スモール ライト

スモール ライトがオンに
なっています。

スモール ライト /ロー 
ビーム (P.155)

ロービーム

ロー ビームがオンになって
いる。

スモール ライト /ロー 
ビーム (P.155)

レーン ディパーチャー ウォーニ
ング

表示灯が点灯する：システ
ムがオンになっています。
少なくとも車両の片側に1
本の車線が検知されたの
で、警告を発することがで
きます。

レーン ディパーチャー 
ウォーニング (P.184)

オートマチックハイビーム

オートマチックハイビーム
がオンになっています。

ヘッドライトは交通状況に
応じて自動的にオンおよび
オフにされます。

オートマチックハイビーム 
(P.157)
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操
作
方
法

燃料タンクの現在の充填レベルが
表示されます。

車両の傾きの結果、表示が変動す
ることがあります。
給油のためのヒント (P.259)

いかなる場合も、回転数が赤色の
警告ゾーンまで上がらないように
してください。警告ゾーンでは、
エンジンを保護するために燃料供
給が制限されます。

装備に応じて、タコメーターのシ
フト ライトは、最適な加速値が得
られるシフトアップ タイミングを
示します。

装備と仕様に応じて、シフト ライ
トはオートマチックトランスミッ
ションのマニュアル モードおよび
マニュアル トランスミッションで
作動します。
走行プログラムがスポーツモード
のとき、シフト ライトが表示され
ます。

1 スポーツモードスイッチで
SPORTを選択します。

クルーズ コントロール

システムは作動中です。

詳しい情報：

クルーズ コントロール 
(P.202)

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）

システムがオンになってい
ます。

詳しい情報：

レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き） (P.206)

青色のライト

ヘッドライト

ヘッドライトがオンになっ
ています。

ヘッドライト (P.124)

燃料計

原理

一般事項

表示

給油シンボル横の矢印は、
フューエル リッドが車両の
どちら側にあるかを示すも
のです。

タコメーター

シフト ライト

原理

作動条件

オートマチックトランスミッ
ション：シフト ライトをオン
にする
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2 トランスミッションのマニュア
ル モードを作動させます。

･ セグメントが順にオレンジ色に
点灯する場合は、シフト タイミ
ングが目前であることを知らせ
ています。

･ セグメントが赤色点灯。遅くと
もここでシフトしてください。

最高回転数に達した場合、表示全
体が赤で点滅し、エンジンを保護
するために燃料供給が制限されま
す。

詳しい情報は、停止状態、作動お
よび走行スタンバイ (P.45) を

参照。

表示が+3℃以下に下がると、ブ
ザーが鳴ります。
車両メッセージが表示されます。
路面が凍結しているおそれがあり
ます。

表示

作動スタンバイと走行スタンバ
イ

メーターパネルにOFF が
表示されます。走行スタン
バイがオフで、作動可能状
態がオンになっている。

メーターパネルにREADY 
が表示されます。オート ス
タート /ストップ機能で自
動エンジン スタートの準備
が完了しています。

エンジン冷却水温度

表示

lエンジンが冷えている場
合：セグメントは低温度
値の範囲にあります。適
度な回転数と速度で発進
してください。

l通常の作動温度の場合：
セグメントは中央または
下半分の範囲にありま
す。

lエンジンが高温の場合：
セグメントは高温度値の
範囲にあります。補助的
に車両メッセージが表示
されます。

冷却水レベルを点検する 
(P.290)

メーター パネルの表示灯

表示灯が赤色に点灯しま
す。

外気温度

一般事項



145

3

3-1. 操作方法
操
作
方
法

時刻はメーター パネルに表示され
ます。
時刻と時刻表示方法の設定 (62
ページ参照 ) 

サービス通知は、メンテナンス作
業を推奨しています。

走行スタンバイをオンにすると、
必要に応じて次回のサービス アポ
イントまたは次に推奨される点検
整備までの残りの走行距離が、
メーターパネルに短時間表示され
ます。

詳細情報をコントロール ディスプ
レイに表示することができます。
Toyota Supra Command から：

1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「点検実施時期」
メンテナンス作業、そして場合によって
は法定点検が表示されます。

4 詳細情報を表示するには、項目
を選択してください。

車両の法定点検の期日を入力しま
す。
車両の日付と時刻が正しく設定さ
れていることを確認してください。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「点検実施時期」
4「日付 :」
5 希望する項目を選択します。

安全に関する注意事項

警告
温度が+3℃を超えた場合でも、橋の
上や日陰の路面等では凍結のおそれが
高い可能性があります。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
温度が低いときには、ドライビング ス
タイルを天候状況に合わせてください。

時刻

サービス通知

原理

一般事項

表示

サービス通知についての詳細情報

表示されるシンボル

表示される
シンボル

説明

現時点での点検は不要で
す。

点検整備または法定点検の
実施時期が迫っています。

点検すべき時期が過ぎてい
ますので、直ちにトヨタ販
売店で点検を受けてくださ
い。

期日の入力
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シフト インジケーターは、現在の
走行状況に対して最適なギアを推
奨し、効率的なドライビングスタ
イルをサポートします。

シフト ポジション インジケーター
は装備に応じて、オートマチック 
トランスミッションのマニュアル 
モードおよびマニュアルトランス
ミッションで作動します。

シフト アップまたはシフト ダウン
に関する注意事項は、メーター パ
ネル内に表示されます。
シフトされているギアが表示され
ます。

シフト アップまたはシフト ダウン
に関する注意事項は、メーター パ
ネル内に表示されます。

シフトされているギアが表示され
ます。

必要に応じて操作することができ
ます。
l エンターテイメントの音源
l 使用中のオーディオ音源
l 通話履歴リスト
必要に応じて、該当するメニュー
がコントロールディスプレイで開
きます。

装備に応じてリスト表示は異なり
ます。

リストは、ステアリング ホイール
のボタンで表示させることや操作
することができます。

シフト ポジション インジケー
ター

原理

一般事項

マニュアル トランスミッショ
ン：表示

例 説明

消費の向上に最適なギアに
入っている。

消費の良いギアにギアシフ
トします。

オートマチック トランスミッ
ション：表示

例 説明

燃費の向上に最適なギアに
入っている

燃費の良いギアにシフトし
ます。

選択リスト

原理

表示

リストの表示および操作
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操
作
方
法

ボード コンピュータは、平均値な
どの車両のさまざまなデータを
メーター パネルに表示します。

ターン インジケーター レバーのボ
タンを押します。

情報はメーター パネルに表示され
ます。繰り返し押すと、その他の
情報が表示されます。

ボード コンピュータから以下の情
報を表示することができます：
l オドメーター /トリップ メー
ター

l 総航続可能距離
l 燃費表示
l 平均燃費と平均速度
l 工場出荷時からの平均燃費

ボード コンピュータのいくつかの
情報をメーター パネルで呼び出す
ことができるようにするかを設定
できます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム 設定」
3「ディスプレイ」
4「メーターパネル」
5「ボードコンピュータ」
6 希望する項目を選択します。

ボタン 機能

エンターテイメントの音
源を切り換えます。

再度ボタンを押すと、現
在表示されているリスト
が閉じます。

通話履歴リストを表示し
ます。

ダイヤルを回して、希望
の設定を選択します。

ダイヤルを押して、設定
を確定します。

ダイヤルを回すと、現在
選択されているリストを
ヘッドアップディスプレ
イに再び表示させること
ができます。

メーター パネルのボード コン
ピュータ

原理

情報を呼び出す

インフォメーションの概要

ボード コンピュータの情報を
設定する
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n キロメートル表示 /リセット

･ トリップ メーターを表示させる
には、ボタンを押します。

走行スタンバイがオフのときに、オド
メーターとトリップ メーターが表示され
ます。
･ トリップ メーターをリセットす
るには、ボタンを押し続けます。

n 表示

n 原理
総航続可能距離は、現在のタンク
充填量でこの先走行できる距離を
示します。

n 一般事項
残りの燃料で走行可能な予測距離
がメーターパネルに連続的に表示
されます。
総航続可能距離がわずかになると、
車両メッセージが短時間表示され
ます。例えば、すばやいコーナリ
ングなどのスポーティなドライビ
ングスタイルの場合、エンジン機
能は必ずしも保証されません。
総航続可能距離が約50km 以下に
なると、車両メッセージはそのま
ま表示され続けます。
n 安全に関する注意事項

n 表示

n 原理
瞬間燃費はその瞬間の燃費を表示
します。どれだけ経済的で、環境
に優しい走行をしているかを確認

インフォメーションの詳細

オドメーター /トリップ メー
ター

総航続可能距離

注意
総航続可能距離が50km 以下の場合
は、エンジンに十分な燃料が供給され
なくなるおそれがあります。エンジン
機能が保証されなくなります。損傷が
発生するおそれがあります。適切な時
期に給油してください。

燃費表示
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操
作
方
法

することができます。
n 一般事項
瞬間燃費をメーターパネルにバー
表示で示すことができます。
n 表示

n 一般事項
平均速度と平均燃費は、最後にリ
セットしてから走行した距離に基
づいてボード コンピュータが計算
します。
手動でエンジンを止めて停車した
時間は、平均速度の計算には考慮
されません。
n 平均値のリセット

ターン インジケーター レバーのボ
タンを押し続けてください。

n 表示

ボード コンピュータは、平均値な
どの車両のさまざまなデータをコ
ントロール ディスプレイに表示し
ます。

コントロール ディスプレイでは2 
種類のボードコンピュータが利用
可能です：
･「ボードコンピュータ」：燃費な
どの平均値が表示されます。値
は個別にリセットすることがで
きます。

･「トラベルボードコンピュー
タ」：値は特定の距離に関して概
要を知らせるもので、自由に何
度もリセットすることができま
す。

Toyota Supra Command から：

平均速度と平均燃費

コントロール ディスプレイの
ボード コンピュータ

原理

一般事項

ボード コンピュータまたはト
ラベルボードコンピュータを
呼び出す
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1「車両情報 /設定」
2「ドライブ情報」
3「ボードコンピュータ」または
「トラベルボードコンピュータ」

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライブ情報」
3「ボードコンピュータ」
4「燃費」または「平均速度」
5「OK」

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「ドライブ情報」
3「トラベルボードコンピュータ」
4 必要に応じて、コントローラー
を左に傾けます。

･  「リセット」：全ての値がリ
セットされます。

･  「自動的にリセットする」：
約4 時間の車両停止状態後、全
ての値がリセットされます。

5 必要に応じて「OK」

装備に応じて、コントロールディ
スプレイに現在の出力とトルクが
表示されます。

以下の情報が表示されます：
l トルク
l 出力

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「スポーツ表示」

速度制限を設定して、その速度に
達したときに警告が出されるよう
にすることができます。

設定した速度制限を5km/h 下
回った後に再び超過すると、再び
警告が出されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「速度警告」
4「警告速度 :」
5 希望する速度が表示されるま
で、コントローラーを回しま
す。

ボード コンピュータをリセッ
トする

トラベルボードコンピュータ
をリセットする

スポーツ表示

原理

コントロール ディスプレイの
表示

概要

表示

速度警告

原理

一般事項

速度警告の設定
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操
作
方
法

6 コントローラーを押します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「速度警告」
4「速度警告」

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「速度警告」
4「現在の速度を設定」

いくつかのシステムについて状態
を表示したり、処置を実施したり
することができます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」

l 「タイヤ空気圧警告」：タイヤ
空気圧警告システムのステータ
ス (P.268)

l 「エンジンオイルレベル」：
電子式エンジンオイル レベル点
検システム (P.286)

l 「車両メッセージ」：車両メッ
セージはバックグラウンドに記
憶され、コントロール ディスプ
レイに表示させることができま
す。メモリーされている車両
メッセージの表示 (P.138)

l 「点検実施時期」：サービス
通知の表示 (P.145)

l リモートメンテナンスコール

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

システムが運転者の視界内に速度
などの重要な情報を投影します。
運転者は、路面から目を離さずに、
このような情報を得ることができ
ます。

ヘッドアップ ディスプレイの清掃
に関する情報に注意してください 
(P.321) 。

速度警告を作動させる /作動
解除する

現在の速度を警告速度に設定
する

車両ステータス

一般事項

車両ステータスを呼び出す

インフォメーションの概要

ヘッドアップ ディスプレイ★

原理

一般事項
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Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「ヘッドアップディスプレイ」
5「ヘッドアップディスプレイ」

ヘッドアップ ディスプレイには以
下の情報が表示されます：
l 速度
l ナビゲーション情報
l 車両メッセージ
l メーター パネルの選択リスト
l ドライバー アシスト システム
これらの情報のいくつかは、必要
に応じて短時間のみ表示されます。

ヘッドアップ ディスプレイではさ
まざまな画面を利用できます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「ヘッドアップディスプレイ」
5 希望する項目を選択します。

表示の周囲の明るさに合わせて自
動的に調整されます。
基本設定を手動で調整することが
できます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「ヘッドアップディスプレイ」
5「明るさ」
6 希望の明るさに達するまで、コ
ントローラーを回します。

7 コントローラーを押します。
ロービームがオンになっている場
合、ヘッドアップ ディスプレイの
明るさは、メーター パネル照明に
よってさらに影響を受けることが
あります。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「ヘッドアップディスプレイ」
5「高さ」

概要

オン /オフにする

表示

概要

画面を選択する

明るさを調整する

高さ調節
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操
作
方
法

6 コントローラーを回して、希望
の高さに設定します。

7 コントローラーを押します。
ヘッドアップ ディスプレイの高さ
は、メモリー機能 (P.106) でも
記憶させることができます。

ヘッドアップ ディスプレイの表示
を回転させることができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ディスプレイ」
4「ヘッドアップディスプレイ」
5「ローテーション」
6 コントローラーを回して、希望
の設定にします。

7 コントローラーを押します。

ヘッドアップ ディスプレイの表示
の見やすさは、以下の影響を受け
ます：
l シート位置
l ヘッドアップ ディスプレイの保
護ガラス上の物

l ヘッドアップ ディスプレイ保護
ガラスにほこりや汚れがある

l フロント ウィンドウの内側また
は外側が汚れている

l 特定の偏光フィルター付きサン
グラス

l 濡れた路面
l 不適切な照明状況

画像がゆがんで表示される場合は、
トヨタ販売店に基本設定の点検を
依頼してください。

フロント ウィンドウは、ヘッド
アップ ディスプレイ用に専用部品
を使用しています。
専用フロント ウィンドウの形状
が、正確な画像投影を可能にして
います。
フロント ウィンドウのフィルム
は、画像が二重に見えるのを防ぎ
ます。
このような理由から、専用フロン
ト ウィンドウの交換は必要な場合
に、トヨタ販売店に依頼すること
を強く推奨します。

傾きの調整

表示の見やすさ

専用フロント ウィンドウ
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

ランプスイッチはステアリング ホ
イールの横にあります。

トンネルや夜明け前や日没時、ま
た降水時など、周囲の明るさに合
わせて、ロー ビームが自動的にオ
ン /オフされます。

晴天時、太陽が傾きかけている時
間帯などではライトが点灯するこ
とがあります。
ロー ビームを手動でオンにする
と、オート ライトコントロールが
オフになります。

ライト

車両装備

ライトと照明

車両のスイッチ

シンボル 機能

リア フォグ ライト

ライト オフ

デイタイム ランニング ラ
イト

スモール ライト

オート ライト コントロー
ル

アダプティブ ライト機能

ロー ビーム

メーター パネル照明

パーキング ライト（右）

パーキング ライト（左）

オート ライト コントロール

原理

一般事項

シンボル 機能
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操
作
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ボタンの LED が点灯します。

オート ライト コントロールは、運
転者に代わって明るさの状態を判
断することはできません。
センサーは、霧やもやの立ち込め
た天気などを検知できません。そ
のような状況では、ライトを手動
でオンにしてください。

走行スタンバイがオフの状態で運
転席ドアを開くと、車外ライトが
少し経ってから自動的に消灯しま
す。

スモール ライトは低速範囲でのみ
オンにすることができます。

車両の周囲が照らされます。
車両バッテリーが放電し、走行ス
タンバイをオンにできなくなるお
それがありますので、スモールラ
イトのスイッチを長い間オンのま
まにしないでください。

走行スタンバイのオン後、オート 
ライト コントロールがオンになり
ます。

ロー ビームは走行スタンバイがオ
ンのときに点灯します。

作動スタンバイをオンにしたとき
にロー ビームを点灯させるには、
ボタンを再び押します。

仕様に応じて、ロー ビームは低速
域でオフにすることができます。
周りの状況によっては、オフできないこ
とがあります。

作動させる

ランプスイッチのボタンを押
します。

ロー ビーム オン時にメーター 
パネルの表示灯が点灯します。

システムの限界

スモール ライト、ロービームお
よびパーキング ライト

一般事項

スモール ライト 

一般事項

オンにする

ランプスイッチのボタンを押
します。

メーター パネルの表示灯が点
灯します。

オフにする

ランプスイッチのボタンを押
すか、または走行スタンバイ
をオンにします。

ロービーム

オンにする

ランプスイッチのボタンを押
します。

メーター パネルの表示灯が点
灯します。

オフにする
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車両を駐車する際に、片側のパー
キング ライトをオンにすることが
できます。

パーキング ライトをオフにする：

装備に応じて、車両のエクステリ
ア ライトを個別に調節することが
できます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エクステリアライト」
4 希望する設定を選択します：
l「ウェルカムライト」
車両をロック解除したときに、個
別のライト機能が一定時間だけオ
ンになります。

走行スタンバイ オフ後にハイビー
ム ヘッドライトをオンにすると、
ロー ビームがさらに一定時間だけ
点灯します。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エクステリアライト」
4「ホームライト」
5 希望する設定を選択します。

デイタイム ランニング ライトは走
行スタンバイがオンのときに点灯
します。

アダプティブ ライト機能は路面を
ダイナミックに照明することがで
きます。

装備に応じて、アダプティブ ライ
ト機能は1 つまたは複数のシステ
ムで構成されています：

ランプスイッチのボタンを押
します。

パーキング ライト

ボタン 機能

パーキング ライト（右）、
オン /オフ

パーキング ライト（左）、
オン /オフ

ライト スイッチ エレメントの
ボタンを押すか、または走行
スタンバイをオンにします。

ウェルカム ライト

一般事項

作動させる /作動解除する

ホーム ライト

一般事項

点灯時間を設定する

デイタイム ランニング ライト

一般事項

アダプティブ ライト機能

原理

一般事項
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操
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l 可変の光分配 (157ページ参照) 
l コーナリング ライト (157ペー
ジ参照 ) 

ボタンの LED が点灯します。
アダプティブ ライト機能は、走行
スタンバイがオンのときに作動し
ています。

可変の光分配が、路面がさらに良
く照明されるように配慮します。

光分配は、自動的に速度に合わせ
られます。
ナビゲーション システム装備の場
合、光分配はナビゲーション デー
タと速度に応じて自動的に調整さ
れます。

ロービームの照射範囲が左右両側
で拡張されます。

ロー ビームの照射幅が拡張されま
す。

ヘアピン カーブなどの急カーブや
右左折の場合、特定の速度まで、
コーナリング ライトがオンにな
り、カーブの内側を照らします。
コーナリング ライトはステアリン
グ アングルまたはターン インジ
ケーターに応じて自動的にオンに
なります。
後退走行時、場合によってはステ
アリング アングルとは無関係に
コーナリング ライトが自動的に点
灯します。

オートマチックハイビームは早期
に他の道路利用者を検知し、交通
状況に応じて自動的に増光および
減光します。

オートマチックハイビームは、交
通状況が許す限りヘッドライトが
オンにされるように配慮します。
低速時には、ヘッドライトはシス
テムによってオンにされません。
システムは、対向車や前走車の照
明や、また町の中などの周囲の照
明に反応します。
ヘッドライトは、いつでも手動で
オン /オフすることができます。
防眩オートマチックハイビームを
装備している車両の場合は、対向
車または前走車があってもヘッド

作動させる

ランプスイッチのボタンを押
します。

可変配光

原理

一般事項

市街地走行用ライト

高速走行用ライト

コーナリング ライト

オートマチックハイビーム

原理

一般事項



158 3-1. 操作方法

ライトがオフにならず、対向車ま
たは前走車を眩惑させる範囲だけ
を減光します。この場合、青色の
表示灯は継続して点灯します。
ヘッドライトが変更 (159ページ
参照 ) されると、オートマチック
ハイビームの使用が制限される場
合があります。

1 ランプスイッチの ボタン
を押します。

ボタンの LED が点灯します。

2 ターン インジケーター レバー
のボタンを押します。

ロービームとヘッドライトの切換
えは自動的に行われます。

オートマチックハイビームが作動
した状態で走行を中断した場合：
走行が再開されると、オートマ
チックハイビームは引き続き作動
します。

手動で増光および減光 (124ペー
ジ参照 ) を行う場合は、オートマ
チックハイビームが作動解除され
ます。
オートマチックハイビームを再び
作動させるには、ターン インジ
ケーター レバーのボタンを押して
ください。

ターン インジケーター レバーのボ
タンを押します。

オートマチックハイビームは、運
転者自身に代わってヘッドライト
の使用 /不使用を決定することは
できません。そのため、必要な状
況では手動でロー ビームに切り換
えてください。
以下の状況では、システムは作動
しないか、制限付きでのみ作動す
るので、運転者自身の反応が必要
となります：
l 霧や激しい降水のような極端に
不適切な天候条件の場合

l 道路利用者（歩行者、自転車、
騎手、荷車）を照明不良の状態
で確認する場合、道路に近い鉄

作動させる

ロー ビーム オン時にメーター 
パネルの表示灯が点灯します。

ヘッドライトがシステムに
よってオンにされると、メー
ター パネルの青色の表示灯が
点灯します。

作動解除する

システムの限界
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道や船舶交通の場合、野生動物
の道路横断の場合

l 狭いカーブ、急な上り /下り、十
字交差点、高速道路上の半分隠
れた対向車

l 照明の暗い集落、道路標識の反
射が強い場合

l ルーム ミラー前の範囲のフロン
ト ウィンドウに曇りや汚れがあ
るとき、フロント ウィンドウが
ラベルで覆われているとき

リア フォグ ライトをオンにする前
に、ロー ビームをオンにしてくだ
さい。

オート ライト コントロール (154
ページ参照 ) がオンになっている
場合、リア フォグ ライトを点灯さ
せると、ロー ビームが自動的に点
灯します。

日本とは通行帯が反対側の国等で
走行する場合、走行する国の法規
に従ってヘッドライトの眩惑作用
を防止するための措置が必要とな
る場合があります。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「設定」
3「エクステリアライト」
4「右側 /左側通行」
5 希望する項目を選択します。

オートマチックハイビームの使用
が制限される場合があります。
アダプティブ ライト機能の使用が
制限される場合があります。

フォグ ライト

リア フォグ ライト

作動条件

オン /オフにする

ボタンを押します。

リア フォグ ライトをオンにす
ると、メーター パネルの黄色
の表示灯が点灯します。

警告
リア フォグ ライトは、霧などによる視
界不良時の追突事故を防止するための
灯火装置です。視界が良好なときには、
このライトが後続車を眩惑する可能性
があります。事故、けが、物的損害の
おそれがあります。視界が良好なとき
には、リア フォグ ライトを点灯しない
でください。

右側通行 /左側通行

右側通行帯での走行

ヘッドライトを変更する

システムの限界
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明るさを調節するには、スモール 
ライトまたはロー ビームをオンに
してください。

装備に応じて、ルーム ライト、足
元ライト、エントランス ライトが
自動的に制御されます。

常時オフにする：ボタンを約3 秒
間押し続けます。

メーター パネル照明

作動条件

調節

明るさは、ダイヤルで調節
できます。

ルーム ライト

一般事項

概要

車両のボタン

ルーム ライト

リーディング ライト

ルーム ライトをオン /オフに
する

ボタンを押します。

リーディング ライトをオン /
オフにする

ボタンを押します。
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

安全性

車両装備
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1 ニーエアバッグ
2 フロント エアバッグ、運転席
3 フロント エアバッグ、助手席
4 カーテンシールドエアバッグ
5 サイドエアバッグ

フロント エアバッグは、シート ベ
ルトの保護効果だけでは十分でな
いような正面衝突の際、運転者お
よび助手席同乗者を衝撃から保護
するための装置です。

側面衝突の際、サイド エアバッグ
が身体の胸部、腰部および頭部領
域の側面をサポートします。

ニー エアバッグは、正面衝突の際
に脚部をサポートします。

カーテンシールドエアバッグは、
側面衝突が起きたときに頭部を保
護します。

エアバッグ

フロント エアバッグ

サイド エアバッグ

ニー エアバッグ

カーテンシールドエアバッグ
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エアバッグは、どの衝突状況でも
作動するわけではなく、軽度の事
故や追突などでは作動しません。

l エアバッグとの間隔を保ってく
ださい。

l シートベルトを正しく着用しま
す。

l 常にステアリング ホイールのグ
リップ部分を握ってください。
手や腕にけがをする危険をでき
るだけ少なくするために、ステ
アリングホイールは常に両手を
3 時と 9 時の位置に保ってくだ
さい。

l シートとステアリング ホイール
は、手を斜めに交差させてステ
アリング ホイールをつかめるよ
うに調整します。手を交差させ
てつかんだときにバックレスト
に肩がつき、上体とステアリン

グ ホイール間の間隔ができる限
り大きく保たれるように調整し
ます。

l 助手席の同乗者が足 /脚をダッ
シュボードの上に載せずに足元
スペース内に置くなど、正しい
座り方をするよう注意してくだ
さい。

l 同乗者がサイド エアバッグに頭
を近づけたままにしないように
注意してください。

l エアバッグと乗員の間には、お
子様やペット、または物がない
ようにしてください。

l ダッシュボードやフロント ウィ
ンドウの助手席側の部分は空け
ておき、シールやカバーなどで
覆ったり、ナビゲーション機器
や携帯電話のホルダーを取り付
けたりしないでください。

l エアバッグ カバーの上にステッ
カー類を貼ったり、カバーをか
けたり、その他どのような変更
も行わないでください。

l 助手席側のフロント エアバッグ
のカバーに物を載せないでくだ
さい。

l エアバッグ付近のストレージ 
ボックス、例えばグローブ ボッ
クスは、閉じたままにしてくだ
さい。

l サイド エアバッグ内蔵シートに
適合していないシート カバー、
シート クッション、その他の物
をフロント シートに取り付けな
いでください。

l 背広などの衣服をバック レスト
に掛けないでください。

保護効果

一般事項

エアバッグの最適な保護効果のた
めの注意事項

警告
シート位置が正しくない場合、シート 
ベルトが正しく着用されていない場合
やエアバッグの膨張範囲が妨げられて
いる場合は、エアバッグシステムが適
切な保護効果を発揮できないだけでな
く、作動によって負傷するおそれがあ
ります。けがをするおそれおよび生命
の危険があります。エアバッグ システ
ムの最適な保護効果のための注意事項
を確認してください。
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l 各構成部品や配線などは、絶対
に改造しないでください。これ
はステアリング ホイール カ
バーやダッシュボード、シート
に対しても当てはまります。

l 携帯電話ホルダーや装飾品など、
ステアリングホイールに物を取
り付けないでください。

l エアバッグ システムは取り外さ
ないでください。

全ての注意事項を守っても、状況
によっては、エアバッグとの接触
により、けがをする危険がありま
す。
同乗者によっては、エアバッグの
点火音や膨張時の音により、一時
的に聴覚が影響を受ける場合があ
りますが、通常、しばらく時間を
おくことで回復します。

エアバッグ システムまたはシート 
ベルト プリテンショナーの機能が
損なわれている可能性があります。
直ちに車両の点検をトヨタ販売店
に依頼してください。

シート設定の精度を継続して維持

エアバッグ システムの機能ス
タンバイ

安全に関する注意事項

警告
エアバッグ システムの作動後は、個別
の構成部品が高温になっている場合が
あります。けがをする危険があります。
個別の構成部品に触れないでください。

警告
不適切な作業を行うと、エアバッグ シ
ステムの故障や障害、または誤作動が
発生するおそれがあります。障害が発
生すると、事故の際、エアバッグ シス
テムが作動すべき事故の程度であって
も、予定どおりに作動しない可能性が
あります。けがをするおそれや命に関
わる危険があります。エアバッグ シス
テムの点検、修理、取外しおよびスク
ラップは、トヨタ販売店にご依頼くだ
さい。

その他の点検、修理、取外し、および
ガス ジェネレーターの処理について
も、トヨタ販売店へお問い合わせくだ
さい。

メーター パネル内の表示

走行スタンバイをオンにする
と、メーターパネルの警告灯
が短時間点灯し、全エアバッ
グ システムおよびシート ベル
トロックの機能が作動可能状
態であることを示します。

故障

l走行スタンバイをオンにし
たときに警告灯が点灯しな
い

l警告灯が点灯し続ける

フロントシートの位置設定
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するために、該当する通知がコン
トロールディスプレイに表示され
た場合には、できるだけ早くフロ
ントシートを校正して下さい (96
ページ参照 ) 。

エアバッグは、シート ベルトに代
わるものではありません。
SRS フロント エアバッグとニー 
エアバッグは、シート ベルトに代
わるものではなくシートベルトに
よる乗員保護機能を補助する装置
です。
SRS とは、Supplemental Restraint 
System の略称で、乗員保護補助装置を
意味しています。

万一の衝突が起きたとき、シート 
ベルトが乗員の身体をシートに拘
束することで乗員を保護しようと
しますが、衝突の衝撃が大きなと
きは上半身が倒れ、頭や胸がステ
アリング ホイールやダッシュボー
ド、さらにはフロント ガラスにぶ
つかるおそれがあります。このよ
うなときにSRS フロント エア
バッグとニー エアバッグは、風船
のようなエア クッションを瞬間的
にふくらませ、乗員の頭や胸や膝
がステアリング ホイールなどにぶ
つかる衝撃を緩和させようとしま
す。
SRS フロント エアバッグとニー 
エアバッグは、一定以上の衝撃を
感知したときにだけ作動します。
衝突後、ボディの変形や損傷具合
の判断から、大きな衝撃を受けた
と思えるときでも、衝撃が分散さ

れたり、ボディの衝撃吸収構造に
より衝撃が段階的に吸収されたと
きは、エアバッグが作動しない場
合があります。エアバッグが作動
しないような衝撃を受けたときは、
シート ベルトが乗員を保護しま
す。
エアバッグが瞬間的に大きくふく
らむため、エアバッグ自体の衝撃
で負傷したり、エアバッグ点火時
や膨張時の作動音で一時的に耳が
聞こえにくくなることがあります。
また、エアバッグが作動した直後
に各構成部品を触ると、やけどを
するおそれがあります。そのため、
エアバッグの作動による危険性も
皆無ではありませんが、その危険
性を差し引いても乗員に与える衝
撃が軽減されるときに限り、エア
バッグが作動するように設定され
ています。

SRSフロントエアバッグ /
ニーエアバッグ

警告
正しい乗車姿勢で座り、シート ベルト
を正しく着用してください。

顔がステアリング ホイールに近すぎる
と、エアバッグがふくらむときに余分
な衝撃を受けることがあります。正し
い運転姿勢でシートに座り、ステアリ
ング ホイールと適切な間隔を保ってく
ださい。
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強固で衝突しても変形したり動い
たりしないコンクリート壁などに
前面衝突し、一定以上の衝撃を受
けたとき

警告

助手席シートがダッシュボードに近す
ぎたり、ダッシュボードに足をのせて
いると、エアバッグがふくらむときに
思わぬけがをするおそれがあります。
正しい乗車姿勢でシートに座り、ダッ
シュボードと適切な間隔を保ってくだ
さい。

警告
エアバッグの近くにものを置いたり、
ステッカーなどを貼り付けないでくだ
さい。

ステアリング ホイールのパッド部分や
ニー エアバッグの近くに、ステッカー
など、いかなるものも取り付けたり、
貼り付けをしないでください。また、
助手席エアバッグの近くに市販品アク
セサリーや芳香剤などを置いたり足元
に物を置かないでください。エアバッ
グが作動できなかったり、エアバッグ
がふくらむときに取り付けていたもの
が吹き飛ばされ、乗員の顔や体にぶつ
かりけがをするおそれがあります。

SRSフロントエアバッグ /ニー
エアバッグが作動するとき
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車の前方左右約30 度以内 (A) の
角度から、一定以上の衝撃を受け
たとき

車の下側に一定以上の衝撃を受け
たとき

縁石などに衝突したとき

深い穴や溝に落ちたとき

車がジャンプして硬い地面に着地
したとき

重量がほぼ同じ停車中の車に前面
衝突したとき

SRSフロントエアバッグ /ニー
エアバッグが作動する可能性が高
いとき

SRSフロントエアバッグ /ニー
エアバッグが作動しない可能性が
高いとき
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トラックなどの下にもぐり込んだ
ようなとき

電柱や立木などに衝突したとき

ガードレールなど変形しやすいも
のに衝突したとき

追突されたとき

側面から衝撃を受けたとき

横転したり、転覆したとき

スリップを伴った車両前面の大破
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事故

前面大破事故でも、横方向から衝
撃を受けた場合

l SRS フロント エアバッグ / 
ニー エアバッグが作動した後に
衝撃を受けたとき

l 小さな衝撃で正面に衝突したと
き

l SRS エアバッグ警告灯が点灯し
ているとき

エアバッグは、シート ベルトに代
わるものではありません。
SRS サイド エアバッグとカーテ
ンシールドエアバッグは、側面か

らの大きな衝撃を受けたとき、乗
員の胸部や頭部に対する衝撃を分
散ならびに緩和しようとする乗員
保護装置です。
万一側面衝突が起きたとき、SRS 
サイド エアバッグとカーテンシー
ルドエアバッグが風船のようなエ
ア クッションを乗員の側面へ瞬間
的にふくらませ、乗員の頭や胸が
ドア ガラスやドアなどにぶつかる
衝撃を緩和しようとするものです。
ただし、エアバッグが瞬間的に大
きくふくらむため、エアバッグ自
体の衝撃で負傷したり、エアバッ
グ点火時や膨張時の作動音で一時
的に耳が聞こえにくくなることが
あります。また、エアバッグが作
動した直後に各構成部品を触ると、
やけどをするおそれがあります。
そのため、エアバッグの作動によ
る危険性も皆無ではありませんが、
その危険性を差し引いても乗員に
与える衝撃が軽減されるときに限
り、エアバッグが作動するように
設定されています。
このエアバッグが作動しないよう
な衝撃を受けたときは、シート ベ
ルトが乗員を保護します。

SRSフロントエアバッグ /ニー
エアバッグが作動しないとき

SRSサイドエアバッグ /カー
テンシールドエアバッグ

警告
承認されていないシート カバーやクッ
ションその他アクセサリー類を取り付
けたり、背もたれに上着をかけたりし
ないでください。シートの側面周囲に
はものを置かないでください。SRS サ
イド エアバッグの取り付け位置につい
ては、162ページをご覧ください。
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側面から大きな衝撃を受けたとき

落下物を巻き込むなど、車の下側
に大きな衝撃を受けたとき

タイヤホイールや足回りに大きな
衝撃を受けたとき

警告

警告
ドアやサイド ウインドウに寄りかから
ないでください。

またSRS サイド エアバッグの近くに
カップ ホルダーやアクセサリーを取り
付けないでください。

SRS サイド エアバッグが作動できな
かったり、SRS サイド エアバッグが
ふくらむとき、顔や頭、腕などにエア
バッグの衝撃を受け、けがをするおそ
れがあります。また、SRS サイドエア
バッグがふくらむときに取り付けてい
たものが吹き飛ばされ、乗員の顔など
にぶつかりけがをするおそれがありま
す。

カップ ホルダーは、車内に備え付けの
ものをご使用ください。カップ ホル
ダーを使用する際は、ホルダーに合っ
たサイズの容器を使ってください。や
けどや、けがの原因となりますので、
熱い飲みものやガラス製の容器は置か
ないでください。走行中は危険ですの
で、ご使用は控えてください。

SRSサイドエアバッグ /カーテ
ンシールドエアバッグが作動する
とき

SRSサイドエアバッグ /カーテ
ンシールドエアバッグが作動する
可能性が高いとき
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乗車用スペース以外の部分（エン
ジン ルームやラゲッジ ルームな
ど）に側面から衝撃を受けたとき

側面に斜め方向から衝撃を受けた
とき

l SRS サイド エアバッグ/カーテ
ンシールドエアバッグが作動し
た後に衝撃を受けたとき

l 小さな衝撃で側面に衝突したと
き

l SRS エアバッグ警告灯が点灯し
ているとき

l 初期衝撃がドアのみに大きく加

わる衝突を受けたとき

助手席で後ろ向きチャイルド レス
トレイント システムを使用する場
合は、助手席エアバッグ用キー ス
イッチで助手席エアバッグを作動
解除する必要があります。助手席
エアバッグは、車両キーの内蔵
キーで作動解除または有効にする
ことができます。

法規定が定める各チャイルド シー
トの対象年齢や身長は、国によっ
て異なる場合があります。各国の
法規に注意してください。助手席
エアバッグが作動解除できるかど
うかは、装備または国別仕様に
よって異なります。

助手席エアバッグ用のキー スイッチは
ダッシュボードの外側にあります。

SRSサイドエアバッグ /カーテ
ンシールドエアバッグが作動しな
い可能性が高いとき

SRSサイドエアバッグ /カーテ
ンシールドエアバッグが作動しな
いとき

助手席エアバッグ用キー スイッ
チ

原理

一般事項

概要
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1 キーを差し込み、必要に応じて
さらに押します。

2 押したまま、OFF 位置で止ま
るまで回します。止まった位置
でキーを抜きます。

3 エアバッグが作動解除されるに
は、キー スイッチがOFF 位置
にあることを確認してくださ
い。

助手席エアバッグが作動解除され
ます。運転席エアバッグは、引き
続き作動可能な状態です。
助手席シートにチャイルド シート
を取り付ける必要がなくなった際
は、事故が起きた場合に適切に作
動するよう、再び助手席エアバッ
グを作動可能な状態にします。
エアバッグの状態は、ルーフ パネ
ルの表示灯 (172ページ参照 ) に
より示されます。

1 キーを差し込み、必要に応じて
さらに押します。

2 押したまま、ON 位置で止まる
まで回します。止まった位置で
キーを抜きます。

3 エアバッグが作動可能な状態に
なるには、キー スイッチがON
位置にあることを確認してくだ
さい。

助手席エアバッグは再び作動可能
な状態になり、必要な状況になる
と作動します。

ルーフ パネルの助手席エアバッグ
警告灯は、助手席エアバッグの状
態を表示します。
走行スタンバイをオンにした後、
警告灯は短時間点灯し、その後エ
アバッグが作動可能な状態にある
のか、作動解除されているのかを
示します。

助手席エアバッグを作動解除
する

助手席エアバッグを作動させ
る

助手席エアバッグ警告灯
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ポップアップフードは、車両前部
が歩行者と衝突した場合にボン
ネットを持ち上げます。検知には、
バンパー裏にあるセンサーを使用
します。

ポップアップフードが作動すると、
ボンネットの下に空間を確保し、
歩行者の頭部への衝撃を緩和させ
ます。
このシステムのガスダンパーには
使用期限が設定されています。車
両の整備時にガスダンパーを点検
し、必要に応じて交換してくださ
い。

表示 機能

助手席エアバッグが作動可
能な状態にある場合は、表
示灯が短時間点灯し、その
後消灯します。

助手席エアバッグが作動解
除されていると、警告灯は
常時点灯します。

ポップアップフード

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ヒンジやボンネット ロックの個別部品
に触れると、システムが不意に作動す
るおそれや、けがを負ったり、損傷が
発生するおそれがあります。ヒンジや
ボンネット ロックの個別部品に触れな
いでください。

警告
ポップアップフードを改造すると、故
障や異常、または誤作動を招くおそれ
や、けがをする危険および生命の危険
があります。ポップアップフードの各
構成部品や配線は、絶対に改造しない
でください。システムを取り外さない
でください。

警告
専門知識を欠いた不適切な作業を行う
と、システムの故障や異常、または誤
作動を招くおそれがあります。異常が
あると、事故の際に、該当する重度の
事故であるにもかかわらずシステムが
正常に作動しないおそれがあります。
けがをする危険および生命の危険があ
ります。システムの点検、修理、取外
し、廃棄は、トヨタ販売店に依頼して
ください。

警告
作動後や損傷した場合はシステムの機
能性が制限されるか、または作動しな
くなります。けがをする危険および生
命の危険があります。

作動後や損傷した場合は、トヨタ販売
店にシステムの点検と交換を依頼して
ください。
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ポップアップフードは、速度が約
30km/h ～ 55km/h の範囲にあ
るときにのみ作動します。
安全上の理由から、次のような状
況では、歩行者との衝突である可
能性を考慮し、システムが作動す
る場合があります：
l ドラム缶やガードレールなどの
物体への衝突の場合

l 動物との衝突の場合
l 飛石の衝突の場合
l 雪溜まりへの侵入の場合

直ちにトヨタ販売店まで慎重に走
行し、システムの点検と修理を依
頼してください。

Toyota Supra Safety でドライ

バー アシスタンス システムを集中
的に操作することができます。

装備に応じて、Toyota Supra 
Safety は、衝突の危険回避をサ
ポートする1 個または複数のシス
テムから構成されています。
l プリクラッシュセーフティ 
(176ページ参照 ) 

l プリクラッシュセーフティ（対
歩行者・自転車） (180ページ
参照 ) 

l レーン ディパーチャー ウォー
ニング (184ページ参照 ) 

l ブラインドスポットモニター 
(188ページ参照 ) 

注意
ポップアップフードが作動した状態で
ボンネットを開けると、ボンネットま
たはシステムが損傷するおそれがあり
ます。車両メッセージが表示された後
にボンネットを開けないでください。
トヨタ販売店に点検を依頼してくださ
い。

システムの限界

故障

車両メッセージが表示されま
す。

システムが作動したか、また
は故障しています。

Toyota Supra Safety

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。
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Toyota Supra Safety システム
の一部は、毎走行開始後に自動的
にオンになります。いくつかの
Toyota Supra Safety システム
は、最新の設定に基づいて作動し
ます。

Toyota Supra Safety システム
に関するメニューが表示されます。
l「全てオン」：全てのToyota 
Supra Safety システムがオン
になります。メニューを開くた
びに、自動的にこの設定が選択
されます。

l「カスタマイズ」：個別設定はコ
ントロール ディスプレイで行う
ことができます。

l「全てオフ」：車両を停止してい
る場合には、全てのToyota 
Supra Safety システムがオフ
になります。一部のシステムで
は、オフにする際にコントロー
ル ディスプレイで順に確定する
必要があります。

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。

概要

車両のボタン

Toyota Supra Safety

オン /オフにする

ボタン ステータス

インジケーターが緑色に点
灯：全てのToyota Supra 
Safety システムがオンに
なっています。

インジケーターがオレンジ
色に点灯：いくつかの
Toyota Supra Safety シ
ステムがオフになっている
か、または現在使用するこ
とができません。

インジケーターが点灯しな
い：全てのToyota Supra 
Safety システムがオフに
なっています。

ボタンを押します：
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このシステムは、事故を防ぐため
のサポートを行います。事故を避
けることができない場合、システ
ムは衝突速度を抑えるように努め
ます。
このシステムは、追突の危険があ
る場合に警告を発し、必要に応じ
て自動的にブレーキをかけます。

装備に応じてシステムは以下のセ
ンサーにより制御されます：
l ルーム ミラー領域のカメラ
l フロント バンパーのレーダー 
センサー

プリクラッシュセーフティは、ク
ルーズ コントロールが作動解除さ
れている場合も利用可能です。
このシステムは、約5km/h 以上
から、車両との衝突の危険がある
場合に2 段階で警告を出します。
その時の走行状況によって警告を
出すタイミングが決まります。
意識的にある車両に向かって近づ
くときは、不適切なシステム反応
を避けるために、遅れて後方車両
への接近警報とブレーキ介入が行
われます。

プリクラッシュセーフティ

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。
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このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ

･ レーダー センサー装備：フロン
ト レーダーセンサー

詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

システムは毎発進後に自動的にオ
ンになります。

Toyota Supra Safety システム
に関するメニューが表示されます。
l「全てオン」：全てのToyota 
Supra Safety システムがオン
になります。メニューを開くた
びに、自動的にこの設定が選択
されます。

l「カスタマイズ」：個別設定はコ
ントロール ディスプレイで行う
ことができます。

l「全てオフ」：車両を停止してい
る場合には、全てのToyota 
Supra Safety システムがオフ
になります。一部のシステムで
は、オフにする際にコントロー
ル ディスプレイで順に確定する
必要があります。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「Toyota Supra Safety」

概要

車両のボタン

Toyota Supra Safety

センサー

オン /オフにする

自動的にセンサーをオンにする

手動でオン /オフにする

ボタンを押します：

ボタン ステータス

インジケーターが緑色に点
灯：全てのToyota Supra 
Safety システムがオンに
なっています。

インジケーターがオレンジ
色に点灯：いくつかの
Toyota Supra Safety シ
ステムがオフになっている
か、または現在使用するこ
とができません。

インジケーターが点灯しな
い：全てのToyota Supra 
Safety システムがオフに
なっています。

警告タイミングの設定
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4「正面衝突警告」
5 希望する設定を選択します：
l「早めに」
l「中」
l「遅めに」：緊急警告のみが表示
されます。

装備に応じて、警告音を有効にし
たり、無効にすることができます。
音声警告は、走行を開始するたび
に自動的に有効になります。
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「Toyota Supra Safety」
4「正面衝突警告」
5 希望する設定を選択します：

検知された車両に衝突する危険が
せまっている場合、メーター パネ
ルと必要に応じてヘッドアップ 
ディスプレイに警告灯が表示され
ます。

予備警告は、衝突の危険がある場
合、または前走車との車間距離が
短すぎる場合などに表示されます。
予備警告の場合は、運転者が自ら
介入操作を行います。

緊急警告は、車両が大きい速度差
で他の物体に近づいていて、衝突
が避けられない危険がある場合に
表示されます。
緊急警告の場合は、運転者が自ら
介入操作を行います。走行状況に
応じて、緊急警告は短時間の制動
によってサポートされます。
警告タイミング設定の場合、「遅め

警告音を有効 /無効にする

警告音を有効 /無効にする

シンボル 対応

カメラのシステム限界やシ
ステムの機能停止など、機
能制限が検知されていま
す。引き続き、走行するこ
とは可能です。必要に応じ
て、チェック コントロール 
メッセージの注記を確認し
ます。

カメラのシステム限界 (42
ページ参照 ) 

システムがオフになってい
ます。

ブレーキ機能付き警告

表示

シンボル 対応

警告灯が赤色で点灯：予備
警告。

ブレーキをかけ、車間距離
を拡げてください。

警告灯が赤色で点滅し、信
号音が鳴る：緊急警告。

ブレーキを踏み、必要に応
じて障害物を回避します。

予備警告

ブレーキ機能付き緊急警告
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に」制動は行われません。
衝突の危険がある場合は、必要に
応じてシステムがさらに自動ブ
レーキ介入によってサポートしま
す。
予備警告がなくても緊急警告が作
動することがあります。

警告は自身で制御することを要求
します。警告中には、状況に応じ
てブレーキ ペダルを操作した場合
に必要となる最大制動力が働きま
す。前提条件は、ブレーキを一気
に踏み込むことです。
さらにシステムは、衝突の危険が
ある場合、必要に応じて自動ブ
レーキ介入によってサポートする
ことができます。
低速の場合は、車両が停止するま
で制動することができます。
マニュアル トランスミッション：
停止状態になるまでブレーキ自動
操作が行われた場合、エンジンが
停止することがあります。
ブレーキ機能：ブレーキ介入は約
85km/h 以下の速度で行われま
す。
レーダー センサー付き：ブレーキ
介入は約250km/h 以下の速度で
行われます。
速度が約210km/h を上回ると、
短時間の制動としてブレーキ介入
が行われます。自動的な減速は行
われません。
ブレーキ介入は、アクセル ペダル
を踏むか、自分でステアリングを

動かすことにより中止することが
できます。
物体の検知が制限されることがあ
ります。検知範囲には境界および
機能制限のあることに注意してく
ださい。

システムによって検知される物体
が考慮されます。
システムの検知性能には限界があ
ります。
システムによって検知される物体
が考慮されます。
そのため、システムの反応が行わ

ブレーキ介入
システムの限界

安全に関する注意事項

警告
システム限界の理由により、システム
のレスポンスが行われなかったり、遅
れたり、間違ったり、または理由なく
行われたりする可能性があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。システムの限界について
の注意事項を確認し、必要に応じて積
極的に介入してください。

検知範囲
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れなかったり、遅れたりする可能
性があります。
例えば以下が検知されない場合が
あります：
l 低速走行の前走車両に高速で接
近している状況

l 突然割り込んでくる車両または
急激に減速する車両

l 後部外観が異様な車両
l 前走する2 輪車

ブレーキ機能付き：速度が約85 
km/h を超えると、システムが一
時的に無効になります。
レーダー センサー付き：速度が約
250km/h を超えると、システム
が一時的に無効になります。
速度がこの値を下回ると同時に、
システムが再び有効になります。

詳しい情報：
･ カメラ (P.42)
･ レーダー センサー (P.43)

以下のような状況では、機能が制
限されている可能性があります：
l 急カーブ
l ドライビング スタビリティ コ
ントロール システムが制限され
ている場合またはオフになって
いる場合、例えばVSC OFF

l スタート/ストップボタンでエン
ジンを始動してから10 秒以内

また、けん引する場合には、絶対
にこのシステムを使用しないでく
ださい。

警告タイミングなど、警告の感度
を上げるほど、より多くの警告が
表示されます。しかしこれにより、
警告や反応が早すぎる、または理
由なく行われることが多くなるこ
ともあります。

このシステムは、歩行者および自
転車との事故を防ぐためのサポー
トを行うことができます。事故を
避けることができない場合、シス
テムは衝突速度を抑えるように努
めます。
このシステムは、市街走行の速度
域で追突の危険がある場合に警告
を発し、必要に応じて自動的にブ
レーキをかけます。

このシステムは、約5km/h 以上
の速度のとき、歩行者および自転
車との衝突の危険がある場合に警
告を出します。
システムの検知範囲内にある歩行
者および自転車が検知されます。
装備に応じてシステムは以下のセ
ンサーにより制御されます：

速度上限

センサーのシステム限界

機能制限

警告の感度

プリクラッシュセーフティ（対
歩行者・自転車）

原理

一般事項
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操
作
方
法

l ルーム ミラー領域のカメラ
l フロント バンパーのレーダー 
センサー

このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ (P.42)

･ レーダー センサー装備：フロン
ト レーダーセンサー (P.43)

詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

車両前の検知範囲は次の2 つの部
分に分けることができます：
l 中央範囲（矢印 1）、車両のまっ
すぐ前方

l 拡張範囲（矢印 2）、中央範囲の
右側と左側

歩行者や自転車などが中央領域に
いる場合は、衝突する危険が迫っ
ています。拡張範囲にいる歩行者
については、中央範囲に向かって
動く場合にのみ警告が出されます。

センサー

検知範囲

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。



182 3-1. 操作方法

システムは毎発進後に自動的にオ
ンになります。

Toyota Supra Safety システム
に関するメニューが表示されます。
l「全てオン」：全ての Toyota 
Supra Safety システムがオン
になります。メニューを開くた
びに、自動的にこの設定が選択
されます。

l「カスタマイズ」：個別設定はコ
ントロール ディスプレイで行う
ことができます。

l「全てオフ」：車両を停止してい
る場合には、全てのToyota 
Supra Safety システムがオフ
になります。一部のシステムで
は、オフにする際にコントロー
ル ディスプレイで順に確定する
必要があります。

検知された歩行者または自転車に
衝突する危険がせまっている場合、
メーター パネルと必要に応じて
ヘッドアップ ディスプレイに警告
灯が表示されます。

直ちにブレーキ操作や障害物を回

概要

車両のボタン

Toyota Supra Safety

オン /オフにする

自動的にセンサーをオンにする

手動でオン /オフにする

ボタンを押します：

ボタン ステータス

インジケーターが緑色に点
灯：全てのToyota Supra 
Safety システムがオンに
なっています。

インジケーターがオレンジ
色に点灯：いくつかの
Toyota Supra Safety シ
ステムがオフになっている
か、または現在使用するこ
とができません。

インジケーターが点灯しな
い：全てのToyota Supra 
Safety システムがオフに
なっています。

ブレーキ機能付き警告

表示

警告灯が赤色で点灯し、信号
音が鳴る：衝突がせまってい
ることが検知されました。

装備に応じて、代わりにメー
ター パネルで赤色の非常停止
表示板が点灯します。
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操
作
方
法

避する操作を行ってください。

警告は自身で制御することを要求
します。警告中には、ブレーキ シ
ステムは最大の制動力が働きます。
制動力サポートの前提条件は、ブ
レーキを十分に速く、また強く踏
むことです。
さらにシステムは、衝突の危険が
ある場合、ブレーキ介入によって
サポートすることができます。
低速の場合は、車両が停止するま
で制動することができます。
マニュアル トランスミッション：
停止状態になるまでブレーキ自動
操作が行われた場合、エンジンが
停止することがあります。
ブレーキ介入は、アクセル ペダル
を踏むか、自分でステアリングを
動かすことにより中止することが
できます。
物体の検知が制限されることがあ
ります。検知範囲には境界および
機能制限のあることに注意してく
ださい。

自車の速度が約85km/h 以下の場
合、システムは歩行者および自転
車に反応します。

カメラの検知性能には限界があり
ます。
そのため、警告がされなかったり、
遅れたりする可能性があります。
例えば以下が検知されない場合が
あります：
l 一部が隠れた歩行者
l カメラ アングルまたは輪郭に
よって、正しく検知されない歩
行者

l 検知範囲外の歩行者
l 身長が約80cm 未満の歩行者

詳しい情報：
･ カメラ (P.42)

ブレーキ介入

システムの限界

安全に関する注意事項

警告
システム限界の理由により、システム
のレスポンスが行われなかったり、遅
れたり、間違ったり、または理由なく
行われたりする可能性があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。システムの限界について
の注意事項を確認し、必要に応じて積
極的に介入してください。

速度上限

検知範囲

センサーのシステム限界
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･ レーダー センサー (P.43)

以下のような状況では、機能が制
限されている可能性があります：
l 濃い霧、激しい雨や降雪のとき
l 急カーブ
l ドライビング スタビリティ コ
ントロール システムがオフに
なっている場合、例えばVSC 
OFF

l カメラの撮影範囲またはルーム 
ミラー前のフロント ウィンドウ
部分が汚れているか、覆われて
いる場合

l 高温のためにカメラが過熱し、
一時的にオフになっている場合

l 装備に応じて：レーダー セン
サーが汚れているか、覆われて
いたりする場合

l 装備に応じて：車両塗装に対し
専門知識を欠いた不適切な作業

l スタート/ストップボタンでエン
ジンを始動してから10 秒以内

l 納車直後でカメラが補正されて
いる間

l 低い位置にある太陽などにより、
逆光が常時当たっている場合

l 暗がり
また、けん引する場合には、絶対
にこのシステムを使用しないでく
ださい。

レーン ディパーチャー ウォーニン
グは、車両が車道からそれたり車
線からはみ出ようとする場合に警
告を発します。

このカメラベースのシステムは、
最低速度を超えると警告を発しま
す。
最低速度は国によって異なり、
Toyota Supra Safety システム
に関するメニューに表示されます。
ステアリング ホイールの振動によ
り警告が出されます。ステアリン
グ ホイールの振動の強さは調節で
きます。
車線からはみ出す前にターン イン
ジケーターを該当する方向に作動
させると、システムは警告しませ
ん。
装備に応じて：速度範囲
250km/h 以下のときに車線境界
線を超えた場合は、システムがス
テアリング ホイールの振動に加え
て、必要に応じて短時間アクティ
ブにステアリング制御を行います。
このシステムは、車両を車線内に
維持するように運転者をサポート
します。

機能制限

レーン ディパーチャー ウォーニ
ング

原理

一般事項
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操
作
方
法

このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ リア サイド レーダーセンサー
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

レーン ディパーチャー ウォーニン
グが作動するには、車線境界線が
カメラによって検知されなければ
なりません。

Toyota Supra Safety システム
に関するメニューが表示されます。
l「全てオン」：全てのToyota 
Supra Safety システムがオン
になります。メニューを開くた
びに、自動的にこの設定が選択
されます。

l「カスタマイズ」：個別設定はコ
ントロール ディスプレイで行う
ことができます。

l「全てオフ」：車両を停止してい
る場合には、全てのToyota 
Supra Safety システムがオフ

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、通行する
コースや交通状況を正しく判断すると
いう運転者自身の責任からは免れられ
ません。事故、怪我、物的損害が発生
するおそれがあります。運転の仕方を
道路状況に合わせてください。交通状
況に注意し、状況によっては積極的に
介入してください。警告が出た際に、
ステアリング ホイールを不必要に激し
く動かさないでください。

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。

概要

車両のボタン

Toyota Supra Safety

センサー

機能の前提条件

オン /オフにする

手動でオン /オフにする

ボタンを押します：
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になります。一部のシステムで
は、オフにする際にコントロー
ル ディスプレイで順に確定する
必要があります。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「Toyota Supra Safety」
4「車線逸脱警告」
5 希望する設定を選択します：
l「早め」：危険な状況が検知され
た場合に毎回システムが早期に
警告します。

l「標準」：システムは標準的な安
全要求に応えます。

l「弱」：状況に応じて、いくつか
の警告が抑制されます。例えば
ターン インジケーターを出さな
いで追越しを行う場合やカーブ
で車線を超える場合など。

l「オフ」：警告は行われません。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ステアリング振動」
4 希望する設定を選択します：
設定が全てのToyota Supra 
Safety システムに適応されます。

ステアリング介入制御は、レーン 
チェンジウォーニングまたはレー
ン ディパーチャーウォーニング用
に別々にオン /オフすることがで
きます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「Toyota Supra Safety」
4「ステアリングサポート」
装備に応じて、走行を開始するたびにス
テアリング介入が自動的に有効になりま
す。

ボタン ステータス

インジケーターが緑色に点
灯：全ての Toyota Supra 
Safety システムがオンに
なっています。

インジケーターがオレンジ
色に点灯：いくつかの
Toyota Supra Safety シ
ステムがオフになっている
か、または現在使用するこ
とができません。

インジケーターが点灯しな
い：全ての Toyota Supra 
Safety システムがオフに
なっています。

警告タイミングの設定

ステアリング ホイール振動の強
さを設定する

ステアリング介入制御をオン /オ
フにする
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車線からはみ出て、車線境界線が
検知されると、ステアリング ホ
イール振動の設定に基づいてステ
アリング ホイールが振動します。
車線変更の前にターン インジケー

ターをオンにすると、システムは
警告を発しません。

速度範囲210km/h 以下のときに
車線境界線を超えそうな場合は、
必要に応じてシステムがステアリ
ング ホイールの振動に加えて、短
時間アクティブにステアリング制
御を行います。ステアリング介入
制御は、車両を車線内に維持する
ように運転者をサポートします。
ステアリング介入制御はステアリ
ング ホイールで感知でき、いつで
も運転者自身の操作で割り込むこ
とができます。ステアリング介入
制御の作動中は、メーター パネル
の表示が点滅します。
例えば以下の状況では、ステアリ
ング介入が抑制されます：
l 強い加速または制動時。
l ターン インジケーターを点滅さ
せたとき。

l ハザードライトがオンになって
いる場合。

l ドライビングダイナミクスが高
い走行状況。

l VSC制御中。
l 車両システムによるステアリン
グ介入直後。

l 追い越し後、元の車線に戻ろう
としているとき。

装備に応じて：運転者がステアリ
ング ホイールを操作せず、3 分以

メーター パネル内の表示

マーク 意味

表示灯が緑色で点滅：能動
的に警告が出力されます。
必要に応じて、システムは
ステアリングに介入しま
す。

警告灯が黄色で点灯：太陽
の位置が低いことやシステ
ムの機能停止などに起因す
る機能制限が検知されまし
た。引き続き、走行するこ
とは可能です。必要に応じ
て、チェック コントロール 
メッセージの注記を確認し
ます。

警告灯が黄色で点滅：能動
的に警告が出力されます。
システムはステアリング介
入を行いません。

警告灯が灰色で点灯：VSC 
OFF が有効になったこと
などが原因で、システムが
オフになっているか、自動
的に無効になっています。

警告灯が灰色で点滅：能動
的に警告が出力されます。
システムはステアリング介
入を行いません。

警告機能

車線からはみ出た場合

ステアリング介入制御

警告音
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内にシステムによってアクティブ
なステアリング介入が何度か行わ
れる場合、警告音が鳴ります。2 
回目のステアリング介入時には短
い警告音が鳴ります。3 回目以降
のステアリング介入時には長い警
告音が鳴ります。補助的に車両
メッセージが表示されます。
警告音と車両メッセージは、車線
にもっと厳密に注意が払われるま
で継続します。

例えば以下の状況のときに警告は
中止されます：
l 数秒後に自動的に
l 自車の車線に戻ったとき
l 強いブレーキのとき
l ターン インジケーターを点滅さ
せたとき

l ビークルスタビリティコント
ロールVSCが制御を行ってい
るとき

詳しい情報：
･ カメラ (P.42)

以下のような状況では、機能が制
限されている可能性があります：
l 車線が欠けていたり、擦り減っ
ていたり、見えにくかったり、
合流または分離していたりする
場合や、工事現場付近など車線
の境界が明確に定められていな
い場合

l 車線の境界が雪、氷、汚れ、水
で覆われている場合

l 急カーブや狭い路面
l 車線の境界が白線でない場合
l 車線の境界が物体で覆われてい
る場合

l 前走車との車間距離を詰めすぎ
ているとき

l スタート/ストップボタンでエン
ジンを始動してから10 秒以内

機能が制限されている場合、必要
に応じて車両メッセージが表示さ
れます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ブラインドスポットモニターは、
死角にある車両や、隣の車線で後
ろから近づいてくる車両を検知し

警告の中断

システムの限界

安全に関する注意事項

警告
システム限界の理由により、システム
のレスポンスが行われなかったり、遅
れたり、間違ったり、または理由なく
行われたりする可能性があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。システムの限界について
の注意事項を確認し、必要に応じて積
極的に介入してください。

センサーのシステム限界

機能制限

ブラインドスポットモニター★

原理
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ます。ドア ミラーの警告灯は、さ
まざまな段階でドライバーに警告
します。

最低速度以上になると、レーダー 
センサーが車両の後方および横の
空間をモニターします。
最低速度は国によって異なり、
Toyota Supra Safety システム
に関するメニューに表示されます。
このシステムは、死角となるエリ
アに他の車両がある場合（矢印
1）、または隣の車線で車両が後ろ
から近づいてくる場合（矢印 2）、
これを運転者に知らせます。
ドア ミラーの警告灯が弱く点灯し
ます。
ターン インジケーターを作動させ
て車線変更を行う場合、上記にあ
げられた状況の際に、システムは
警告を発します。
ドア ミラーの警告灯が点滅し、ス
テアリング ホイールが振動しま
す。

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。
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このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ リア サイド レーダー センサー
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

前回の走行終了時にブラインドス
ポットモニター機能がオンになっ
ていた場合、走行開始後にこれが
自動的に再びオンになります。

Toyota Supra Safety システム

に関するメニューが表示されます。
l「全てオン」：全てのToyota 
Supra Safety システムがオン
になります。メニューを開くた
びに、自動的にこの設定が選択
されます。

l「カスタマイズ」：個別設定はコ
ントロール ディスプレイで行う
ことができます。

l「全てオフ」：車両を停止してい
る場合には、全てのToyota 
Supra Safety システムがオフ
になります。一部のシステムで
は、オフにする際にコントロー
ル ディスプレイで順に確定する
必要があります。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「Toyota Supra Safety」
4「ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｽﾎﾟｯﾄﾓﾆﾀｰ」

概要

車両のボタン

Toyota Supra Safety

センサー

オン /オフにする

自動的にセンサーをオンにする

手動でオン /オフにする

ボタンを押します：

ボタン ステータス

インジケーターが緑色に点
灯：全てのToyota Supra 
Safety システムがオンに
なっています。

インジケーターがオレンジ
色に点灯：いくつかの
Toyota Supra Safety シ
ステムがオフになっている
か、または現在使用するこ
とができません。

インジケーターが点灯しな
い：全てのToyota Supra 
Safety システムがオフに
なっています。

警告タイミングの設定



191

3

3-1. 操作方法
操
作
方
法

5 希望する設定を選択します。
「オフ」：この設定の場合、警告は出力さ
れません。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「ステアリング振動」
4 希望する設定を選択します：
設定が全てのToyota Supra 
Safety システムに適応されます。

衝突するおそれがあると、ドア ミ
ラーの警告灯で警告します。

他の車両が死角にあるか、または
後ろから近づいている場合、ドア 
ミラーの警告灯が減光してそれを
知らせます。

車両が危険な領域にある間にター
ン インジケーターをオンにする
と、ステアリング ホイールが短く
振動し、ドア ミラーの警告灯が明
るく点滅します。
他の車両が危険な領域から離れた
場合またはターン インジケーター
を止めた後に警告が終了します。

車両のロック解除時のドア ミラー
内の警告灯の点滅は、システムの
セルフ テストに使用されます。

速度が約250km/h を超えると、
システムは一時的に作動解除され
ます。
速度が約250km/h を下回ると、
システムは再び設定通りに反応し
ます。

ステアリング ホイール振動の強
さを設定する

警告機能

ドア ミラーの警告灯

予備警告

緊急警告

警告灯の点滅

システムの限界

安全に関する注意事項

警告
システム限界の理由により、システム
のレスポンスが行われなかったり、遅
れたり、間違ったり、または理由なく
行われたりする可能性があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。システムの限界について
の注意事項を確認し、必要に応じて積
極的に介入してください。

速度上限
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詳しい情報：
レーダー センサー (P.43)

以下のような状況では、機能が制
限されている可能性があります：
l 接近する車両の速度が自車の速
度より著しく速い場合

l 急カーブや狭い路面
l バンパーが汚れている、氷結し
ている、またはステッカーなど
で覆われている場合

機能が制限されている場合、車両
メッセージが表示されます。

警告タイミングなど、選択した警
告の設定に応じて、より多くの警
告が表示されることがあります。
しかしこれにより、危険な状況に
対して早すぎる警告が増加するこ
ともあります。

後方車両への接近警報は後方から
近づいてくる車両に反応すること
ができます。

レーダー センサーは車両後方の空
間をモニターします。
後方から車両が該当する速度で近
づいてくる場合、システムは以下
のように反応することができま
す：
l 必要に応じてハザードライトが
オンになります。

l 必要に応じてプリクラッシュ機
能が作動します。

センサーのシステム限界

機能制限

警告の表示

後方車両への接近警報

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。
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このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ リア サイド レーダー センサー
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

システムは毎発進後に自動的にオ
ンになります。
システムは以下の状況で作動解除
されます：
l 後進走行時

詳しい情報：
･ レーダーセンサー (P.42)

この機能は、接近してくる車両の
速度が自車の速度とほぼ同じかそ
れ以上の場合に制限されることが
あります。

ブレーキ ライトの点滅によって、
後続の道路利用者に緊急ブレーキ
を知らせます。

l 通常のブレーキ：ブレーキ ライ
トが点灯します。

l 急ブレーキ：ブレーキ ライトが
点滅します。

停止状態になる直前に、ハザード 
フラッシャーがオンになります。
ハザード フラッシャーをオフにす
る：
l 加速する
l ガレージ壁、生け垣、雪溜めな
どでセンサーの検知範囲が隠れ
ている場合

l ハザード フラッシャー ボタン

警告
表示および警告が行われても、運転者
は自身の責任を免れることはできませ
ん。システムには限界があるため、警
告やシステムのレスポンスが行われな
かったり、遅れたり、間違ったり、ま
たは理由なく行われたりする可能性が
あります。事故、怪我、物的損害が発
生するおそれがあります。ドライビン
グ スタイルを道路状況に合わせてくだ
さい。交通状況に注意し、状況によっ
ては積極的に介入してください。

概要

センサー

オン /オフにする

システムの限界

センサーのシステム限界

機能制限

緊急ブレーキシグナル

原理

一般事項
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を押す。

このシステムは特定の事故状況で、
運転者の操作なしに自動的に車両
を停止状態にします。これにより、
その後の衝突の危険とその影響を
低減することができます。

停止状態になった後、ブレーキは
自動的に解除されます。

特定の状況では、車両をより素早
く停止状態にする必要があります。
そのためには、素早く、力強くブ
レーキをかけます。このような場
合、ブレーキ圧が自動ブレーキ機
能の圧力よりも一時的に高くなり
ます。自動ブレーキングは中止さ
れます。

特定の状況では、回避操作などの
ために自動ブレーキの中止が必要
になることがあります。
自動ブレーキを中止する：
l ブレーキ ペダルをやや長めに踏
み込む。

l アクセル ペダルをやや長めに踏
み込む。

このシステムは、例えば高速道路
などでの長時間の単調な走行の場
合に、運転者の注意力の低下や疲
労の増加を検知することができま
す。このような状況のときには休
憩を入れるようにしてください。

このシステムは、走行スタンバイ
をオンにするとオンになります。
走行開始後、システムは運転者を
学習し、注意力の低下や疲労の増
加を検知できるようにします。
この動作は以下の基準を考慮しま
す：
l 運転者の運転の仕方、例えばハ
ンドル操作など

l 走行条件、例えば時刻、走行継
続時間など

衝突被害軽減ブレーキ

原理

停止状態

車両により強くブレーキをか
ける

自動ブレーキを中止する

注意喚起アシスタント

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
自分の体調を正しく判断するという責
任を免れることはできません。システ
ムは注意力の低下や疲労の増加を適時
に検知するものではありません、また
は検知が行われないこともあります。
事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。ドライバーは十分に休
憩を取って注意して走行するように気
をつけてください。ドライビング スタ
イルを道路状況に合わせてください。

機能
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このシステムは、約50 km/h 以
上で有効になり、さらに休憩メッ
セージを表示することができます。

注意喚起アシスタントは、走行ス
タンバイをオンにするたびに自動
的にオンになり、休憩の勧めを表
示することができます。
休憩の勧めはToyota Supra 
Command でもオン /オフおよび
設定することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「注意喚起アシスタント」
4 希望する設定を選択します：
l「高感度」：休憩の勧めが早期に
表示されます。

l「標準」：定義された値で休憩の
勧めが表示されます。

l「オフ」：休憩の勧めは表示され
ません。

運転者の注意力が低下したり、疲
労が増してくると、休憩を取るよ
うに勧めるメッセージがコント
ロール ディスプレイに表示されま
す。
表示中に以下の設定を選択するこ
とができます：
l「これ以上表示しない」

l「立ち寄り地点」
l「後で通知する」
休憩の勧めは20 分後に繰り返されま
す。

1 回休憩を取った後は、次の休憩
を勧める表示は早くて約45 分後
となります。

この機能は、例えば次の状況では
制限されている可能性があり、警
告が出なかったり、間違った警告
が出されます：
l 時刻が間違って設定されている
場合

l 主な走行速度が約50 km/h を
下回る場合

l スポーティな運転の仕方、例え
ば強い加速や高速でのカーブ走
行の場合

l 活発な走行状況、例えば頻繁な
車線変更の場合

l 路面の状態が悪い場合
l 強い横風の場合
長時間の高速道路走行での休憩時
など、システムは車両停止から約
45 分後にリセットされます。

休憩の勧め

調節

表示

システムの限界
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

アンチロック ブレーキ システム
は、ブレーキ動作時に車輪がロッ
クすることを防ぎます。フル ブ
レーキ時であっても操縦性が維持
されるので、アクティブ セーフ
ティが高まります。

エンジンをスタートすると、ABS
が作動可能な状態になります。
ABSが作動しても避けられないと
き：
l カーブへの進入速度が速すぎる
とき

これらの補助装置が作動しても危
険な状況を避けられません。路面
の状況に応じた安全な速度で運転
することは、運転者の義務です。

l アンチロック ブレーキ システ
ムは使用できません。

l フル ブレーキ時に、ステアリン
グの操作性が制限されます。

直ちにシステムの点検をトヨタ販
売店に依頼してください。

ブレーキ ペダルを素早く踏むと、
ブレーキ アシストは自動的にでき
るだけ大きな制動力を発生させま
す。これにより、フル ブレーキ時
の制動距離が最小限に保たれます。
ブレーキ ブースターをフル活用で
きるよう、フルブレーキ中にはブ
レーキ ペダルへの圧力を弱めない
でください。

ドライビング スタビリティ 
コントロール

車両装備

アンチロック ブレーキ システム
（ABS）

原理

一般事項

機能障害

メーターパネルの警告灯が
点灯する。

チェック コントロール 
メッセージが表示されま
す。

ブレーキ アシスト
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このシステムは、坂道で発進する
ときに運転を サポートします。

1 ブレーキを踏んで、車両を停止
させます。

2 ブレーキをはなし、素早く発進
させます。

ブレーキをはなした後、車両は約
2 秒間、停止した状態を維持しま
す。
積載重量によっては、車両が少し
後方へ動く場合があります。
発進時の後退を防ぐため、パーキ
ング ブレーキを使用します。

1 発進のすぐ前にスイッチ

を引いて放します。
パーキング ブレーキが作動して
います。

2 発進するには、アクセル ペダル
を踏みます。

このシステムは、物理的な限界内
で、エンジン出力の低減や個々の
車輪へのブレーキ制御により、車
両を安全なコースに保つサポート
をします。

VSCは例えば以下のような不安定
な走行状態を検知します：
l 車両後部が振られてオーバー ス
テアになる可能性

l 前輪のグリップ力が失われてア
ンダー ステアになる可能性

ヒルスタートアシスト

原理

発進

ビークルスタビリティコント
ロール

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
ルーフ キャリアなどを使用してルーフ
に荷物を載せて走行する場合には重心
が高くなるため、危険な走行状況では
走行安全性を維持できなくなります。
事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。ルーフ上に荷物を載せ
て走行する場合は、ビークルスタビリ
ティコントロール（VSC）をオフにし
ないでください。
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VSCの作動解除により、加速時や
コーナリング時の走行安定性が制
限されます。
走行安定性を高めるために、VSC
をできるだけ早く再作動させてく
ださい。

VSCがオフになると、メーター 
パネルにVSC OFF が表示されま
す。

状況に応じてToyota Supra 
Safety システムによってビークル
スタビリティコントロールが自動
的に有効になります。

l カーブへの進入速度が速すぎる
とき

これらの補助装置が作動しても危

概要

車両のボタン

VSC OFF

VSCをオフ /オンにする

一般事項

VSCを作動解除するには

メーター パネルにVSC OFF
が表示され、VSC OFF 表示
灯が点灯するまでボタンを押
し続けます。

VSCを作動させる

ボタンを押します。

VSC OFF と VSC OFF の表
示灯が消えます。

表示

メーター パネル内

表示灯と警告灯

表示灯が点灯する：VSCは、
作動解除されています。

警告灯が点滅する：VSCが、
駆動力と制動力を調節してい
ます。

警告灯が点灯する：VSCが故
障しています。

プログラムの自動切換え

VSCが作動しても避けられな
いとき
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険な状況を避けられません。路面
の状況に応じた安全な速度で運転
することは、運転者の義務です。

トラクションモードは、駆動力を
最適化するビークルスタビリティ
コントロールのバリエーションで
す。
このシステムは、除雪されていな
い道路やぬかるんだ地面などの特
別な道路状況で、走行安定性を制
限することで最大の駆動力を保証
します。

トラクションモードが作動してい
る場合、最大の駆動力が発揮され
ます。加速時やコーナリング時の
走行安定性が制限されます。
以下のような状況では、必要に応
じてトラクションモードを一時的
にオンにしてください：
l 雪泥の走行または除雪されてい
ない路面の走行

l 深い雪やぬかるみからの発進

トラクションモードが作動してい
る場合、メーター パネルに、
TRACTION が表示されます。

トラクションモード

原理

一般事項

概要

車両のボタン

VSC OFF

トラクションモードを作動さ
せる /作動解除する

トラクションモードを作動させる

ボタンを押します。

メーター パネルに
TRACTION が表示され、
VSC OFF 表示灯が点灯しま
す。

トラクションモードを作動解除す
る

ボタンをもうー度押します。

TRACTION と VSC OFF の
表示灯が消えます。

表示

メーター パネル内の表示
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特定の状況のとき、自動的にVSC
に切り換わります：
l レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き） がオンに
なるとき

l Toyota Supra Safetyシステム
によるブレーキ介入時

l タイヤ パンクの場合

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

アクティブ ディファレンシャルは
走行状況に応じてファイナル ドラ
イブを無段階でロックします。こ
れにより、個々のリア ホイールの
空転が回避され、あらゆる走行状
況で最適な駆動力が供給されます。
運転者には状況に合った運転をす
る責任があります。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

このシステムにより、例えば速度
制限を超えないように速度制限を
設定することができます。

このシステムにより、30km/h 以
上の速度を制限することができま
す。設定された速度リミットを下
回る場合は、制限なく走行できま
す。

表示灯

表示灯が点灯する：トラク
ションモードが作動していま
す。

プログラムの自動切換え

アクティブ ディファレンシャル
★

ドライバー アシスト シス
テム

車両装備

マニュアルスピードリミッター

原理

一般事項
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操
作
方
法

現在の走行速度が速度リミットと
して設定されます。
停止状態でオンにした場合または
低速のときは、速度制限が
30km/h に設定されます。
速度制限をオンにすると、必要に
応じてビークルスタビリティコン
トロール（VSC）がオンになり、
状況に応じて走行モードが
NORMALに切り換わります。

以下のような状況では、システム
が自動的にオフになります：
l エンジンを停止した場合

l レーダークルーズコントロール
をオンにした場合

l スポーツモードスイッチでス
ポーツプログラムをオンにした
場合

表示が消えます。

リバース ギアまたはニュートラル
にシフトされた場合、システムは
中断されます。

希望の速度リミットが設定される
まで、タンブラー スイッチを何度
か上か下に押してください。
l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置まで押すたびに、速度制
限が1km/h ずつ上下します。

l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置を越えるまで押すたびに、
スピードメーター内の速度制限
が10km/h ずつ変化します。

設定された速度リミットに達した
場合や無意識のうちに超過した
（下り坂走行など）場合、アクティ
ブな制動は行われません。
走行中に、走行速度を下回る速度

概要

ステアリング ホイールのボタン

ボタン 機能

システムのオン /オフ 
(201ページ参照 ) 

現在の速度を記憶します。

タンブラー スイッチ：

速度制限を変更します 
(201ページ参照 ) 。

操作方法

オンにする

ステアリングのボタンを押し
ます。

オフにする

ステアリングのボタンを押し
ます。

中断

速度リミットを変更する
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制限を設定すると、設定された速
度制限になるまで車両が惰性で走
行します。
ボタンを押すことによっても、現
在の速度を記憶することができま
す：

走行速度が設定された速度リミッ
トを超過すると、警告が出されま
す。
速度リミットを意識的に超過させ
ることができます。
設定された速度制限を意識的に超
過させるには、アクセル ペダルを
下までいっぱいに踏み込んでくだ
さい。
現在の走行速度が設定された速度
制限を下回ると、制限が自動的に
再び有効になります。

l 設定された速度制限を無意識に
超過すると、ブザーが鳴ります。

l 走行中に速度リミットを走行速

度よりも下げると、少し経って
からブザーが鳴ります。

l アクセル ペダルをいっぱいまで
踏み込むことによって意識的に
速度リミットを超過した場合は、
ブザーは鳴りません。

装備に応じて、スピードメーター
のマークでシステムのステータス
が示されます。

装備に応じて、設定された速度制
限の値が表示されます。

このシステムでは、ステアリング 
ホイールのボタンにより希望速度
を設定することができます。
設定速度がシステムにより維持さ
れます。
そのために、システムは自動的に
加速したり、必要に応じてブレー

ステアリングのボタンを押し
ます。

速度リミットの超過

速度制限を超過したときの警
告

視覚的な警告

速度リミットを超過した場合：
設定された速度リミット以上
で走行している間、メーター 
パネルの表示灯が点滅します。

音による警告

メーター パネル内の表示

表示灯

l表示灯が点灯する：システ
ムがオンになっています。

l表示灯が点滅する：設定さ
れた速度リミットを超過し
ています。

l表示灯が灰色：システムは
中断されています。

ステータス表示

マニュアルトランスミッション：
クルーズコントロール

原理
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操
作
方
法

キをかけたりします。

このシステムは、速度が約
30km/h を上回ると有効にするこ
とができます。
車両設定に応じて、クルーズ コン
トロールの特性が特定領域で変化
する場合があります。

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
以下の状況では、システムの使用によ
り事故の危険性が高まる場合がありま
す。

lカーブの多い道路。

l交通量が激しい場合。

l路面凍結、霧、雪、濡れた路面、ぬ
かるんだ地面の場合。

事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。一定の速度で走行でき
る場合にのみシステムを使用してくだ
さい。

警告
設定速度が間違って設定されたり、呼
び出されたりすることがあります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。設定速度を道路状況に合
わせてください。交通状況に注意し、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

概要

ステアリング ホイールのボタン

ボタン 機能

クルーズコントロール オン
/ オフ (204ページ参照 ) 

前回の設定でクルーズ コン
トロールを続行する。

クルーズコントロールを中
断する(204ページ参照) 。

現在の速度を記憶します。

タンブラー スイッチ：

速度を設定します (204
ページ参照 ) 。
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メーターパネル内の表示灯が点灯
します。
クルーズコントロールが作動中。
走行速度が維持され、希望速度と
して記憶されます。
必要に応じてビークルスタビリ
ティコントロール（VSC）がオン
になります。

停車中にシステムをオフにする場
合、同時にブレーキを踏みます。
ステアリング ホイールの以下のボ
タンを再度押します：

表示が消えます。保存された設定
速度が消去されます。

作動状態で、ステアリング ホイー
ルの以下のボタンを押します：

停車中にシステムを中断する場合、
同時にブレーキを踏みます。

システムは次の状況で、自動的に

中断します：
l 運転者がブレーキを操作したと
き

l クラッチを数秒踏むか、または
ギアが入っていない状態でク
ラッチを放す。

l 速度に対して高すぎるギアに
入っている。

l トラクションモードがオンにさ
れたとき、またはビークルスタ
ビリティコントロールとトラク
ションコントロールVSCがオ
フにされたとき

l ビークルスタビリティコント
ロールとトラクションコント
ロールVSCが制御を行ってい
るとき

中断した状態でタンブラー スイッ
チを上または下に1 回押します。
システムがオンになります。
現在の走行速度が維持され、希望
速度として記憶されます。
記憶されている速度がスピード
メーターに表示されます。

クルーズコントロールのオン /
オフと中断

オンにする

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

オフにする

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

手動中断

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

自動中断

速度の設定

速度の維持と記憶
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操
作
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必要に応じてビークルスタビリ
ティコントロールとトラクション
コントロールVSCがオンになり
ます。
ボタンを押しても速度を記憶する
ことができます。

希望速度が設定されるまで、タン
ブラー スイッチを何度か上か下に
押してください。
作動状態では、表示された車速が
記憶され、前走車がない場合はそ
の速度が維持されます。
l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置まで押すたびに、設定速
度が1km/h ずつ上下します。

l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置を越えるまで押すたびに、
スピードメーター内の設定速度
が10km/h ずつ変化します。

タンブラー スイッチを押した状態
で保持すると、設定速度が連続し
て変わります。

記憶された速度を呼び出すことで、
中断されたクルーズコントロール
を続行することができます。
その際は、現在の速度と保存され
ている速度との差ができるだけ小
さいことが求められます。

クルーズコントロールが、記憶さ
れている値で続行されます。
以下の場合には、記憶された速度
が消去され、呼び出すことができ
なくなります：
l システムをオフにしたとき
l 走行スタンバイをオフにしたと
き

システムのいくつかの情報はヘッ
ドアップ ディスプレイにも表示す
ることができます。

ボタンを押します。

速度の変更

クルーズコントロールを続行
する

警告
設定速度が間違って設定されたり、呼
び出されたりすることがあります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。設定速度を道路状況に合
わせてください。交通状況に注意し、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

システム中断時にボタンを押
します。

ヘッドアップ ディスプレイの
表示

希望速度
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けん引する場合には、絶対にク
ルーズ コントロールを使用しない
でください。

このシステムでは、ステアリング 
ホイールのボタンにより希望速度
および前走車との車間距離を設定
することができます。
道路が混んでいないときは、希望
速度がシステムにより保たれ、車
両の加速やブレーキを自動的に行
います。
前走車との車間距離が狭すぎる場
合、システムは自車の速度を、設
定した前走車との車間距離に合わ
せて調整します。速度の調整は、
与えられた可能性の範囲内で行わ
れます。

車両設定に応じて、レーダーク
ルーズコントロールの特性が特定
領域で変化する場合があります。
車間距離はさまざまなレベルで設
定可能で、安全上の理由から速度
に左右されます。
前走車がブレーキをかけて停止し、

再びすぐ発進した場合、システム
は規定の範囲内でこれに対応しま
す。

設定された希望速度に達する
と、シンボルが表示されます。

システムの限界

オートマチックトランスミッ
ション：レーダークルーズコン
トロール（全車速追従機能付き）

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
固定されていない車両は自然に動き出
してしまうことがあります。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両から離れる前に、車両が動
き出さないように固定します。

車両から離れない

以下のようにして、車両が動き出さな
いように確実に固定してください：

lパーキング ブレーキをかけます。

lセレクターレバーがポジションPに
入っていることを確認してください。

l上り坂または下り坂では、フロント 
ホイールを縁石の方向に向けます。

l上り坂または下り坂では、例えば輪
止めなどで車両を補助的に固定して
ください。



207

3

3-1. 操作方法
操
作
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法

このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ フロント ウィンドウの裏のカメ
ラ

･ フロント レーダー センサー
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

システムの使用は、よく整備され
た道路での走行に最適です。
設定可能な最低速度は30km/h で
す。
設定可能な最高速度は制限されて
おり、例えば車両や車両装備に
よって異なります。
車間距離コントロールなしのレー
ダークルーズコントロールに切り
換えることにより、さらに高い希

警告
設定速度が間違って設定されたり、呼
び出されたりすることがあります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。設定速度を道路状況に合
わせてください。交通状況に注意し、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
例えば以下の状況で、他の車両との速
度差が非常に大きい場合は事故の危険
があります：

l低速で走行中の車両に高速で近づく
場合

l他の車両が自車の車線に突然割り込
んでくる場合

l静止している車両に高速で迫る場合

けがをする危険および生命の危険があ
ります。交通状況に注意し、状況に
よっては積極的に介入してください。

概要

ステアリング ホイールのボタン

ボタン 機能

レーダークルーズコント
ロール オン /オフ (208
ページ参照 ) 

現在の速度を記憶します。

作動状態で、ボタンを押し
ます：レーダークルーズコ
ントロールを中断する
(208ページ参照 ) 。

システム中断時にボタンを
押します：前回の設定で
レーダークルーズコント
ロールを続行する (210
ページ参照 ) 。

車間距離を設定する (209
ページ参照 ) 。

タンブラー スイッチ：

速度を設定します (209
ページ参照 ) 。

センサー

使用領域

ボタン 機能
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望速度を選択することもできます。
システムは停車時にも作動させる
ことができます。
けん引する場合には、絶対にク
ルーズ コントロールとディスタン
ス コントロールを使用しないでく
ださい。

メーター パネル内の表示灯が点灯
します。
レーダークルーズコントロールが
作動中。走行速度が維持され、希
望速度として記憶されます。
必要に応じてビークルスタビリ
ティコントロール（VSC）がオン
になります。

停車中にシステムをオフにする場
合、同時にブレーキを踏みます。
ステアリング ホイールの以下のボ
タンを再度押します：

表示が消えます。保存された設定
速度が消去されます。

作動状態で、ステアリング ホイー
ルの以下のボタンを押します：

停車中にシステムを中断する場合、
同時にブレーキを踏みます。

システムは次の状況で、自動的に
中断します：
l 運転者がブレーキを操作したと
き

l セレクター レバー ポジション
がD から切り換わった場合

l トラクションモードがオンにさ
れたとき、またはビークルスタ
ビリティコントロールとトラク
ションコントロールVSCがオ
フにされたとき

l ビークルスタビリティコント
ロールとトラクションコント
ロールVSCが制御を行ってい
るとき

l 車両停車時にシート ベルトが外
され、運転席ドアが開けられた
場合

l システムが比較的長い間物体を
検知しなかった場合、例えば交
通量が極端に少なく、縁石のな
い道路の走行など

l レーダーの検知範囲が汚れや激
しい降水などにより遮られてい
る場合

l システムにより停止するまでブ
レーキをかけ、比較的長い時間
停車した後

レーダークルーズコントロー
ルのオン /オフと中断

オンにする

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

オフにする

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

手動中断

ステアリングホイールのボタ
ンを押します。

自動中断
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中断した状態でタンブラー スイッ
チを上または下に1 回押します。
システムがオンになります。
現在の走行速度が維持され、希望
速度として記憶されます。
記憶されている速度がスピード
メーターに表示されます。
必要に応じてビークルスタビリ
ティコントロールとトラクション
コントロールVSCがオンになり
ます。
ボタンを押しても速度を記憶する
ことができます。

希望速度が設定されるまで、タン
ブラー スイッチを何度か上か下に
押してください。
作動状態では、表示された車速が
記憶され、前走車がない場合はそ
の速度が維持されます。
l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置まで押すたびに、設定速
度が1km/h ずつ上下します。

l タンブラー スイッチを軽く止ま
る位置を越えるまで押すたびに、
スピードメーター内の設定速度
が10km/h ずつ変化します。

タンブラー スイッチを押した状態
で保持すると、設定速度が連続し
て変わります。

速度の設定

速度の維持と記憶

ボタンを押します。

速度の変更

車間距離の設定

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者自
身の責任からは免れられません。シス
テムには限界があるため、ブレーキが
遅れてしまうおそれがあります。事故、
けが、物的損害が発生するおそれがあ
ります。常に交通状況に十分注意して
ください。車間距離を交通や天候状態
に合わせ、必要に応じてブレーキ操作
により規定の安全車間距離を維持して
ください。

車間距離を設定する

希望の車間距離がセットされ
るまで、繰り返しボタンを押
してください。
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記憶された速度を呼び出すことで、
中断されたレーダークルーズコン
トロールを続行することができま
す。
その際は、現在の速度と保存され
ている速度との差ができるだけ小
さいことが求められます。

レーダークルーズコントロールが、
記憶されている値で続行されます。
以下の場合には、記憶された速度
が消去され、呼び出すことができ
なくなります：
l システムをオフにしたとき
l 走行スタンバイをオフにしたと
き

クルーズ コントロールをオンにし
て走行しているときに、車間距離
コントロールをオン /オフにする
ことができます。

車間距離コントロール付きクルー
ズ コントロールに切り換えるに
は、ボタンを再度押してください。
切り換わった後に車両メッセージ
が表示されます。

装備に応じて、スピードメーター
のマークでシステムのステータス
が示されます。

レーダークルーズコントロー
ルを続行する

警告
設定速度が間違って設定されたり、呼
び出されたりすることがあります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。設定速度を道路状況に合
わせてください。交通状況に注意し、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

システム中断時にボタンを押
します。

レーダークルーズコントロー
ルの車間距離調節付き／無し
の切換え

安全に関する注意事項

警告
このシステムは前走車に対して反応す
るものではなく、記憶されている速度
を維持するものです。事故、怪我、物
的損害が発生するおそれがあります。
設定速度を道路状況に合わせ、必要に
応じてブレーキを操作してください。

車間距離コントロールなしのク
ルーズ コントロールに切り換え
る

ボタンを押し続けます。

メーター パネル内の表示

ステータス表示

設定された速度の値が表示さ
れます。

SET 110
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選択されている前走車との車間距
離レベルが表示されます。

検知された車両が発進するとすぐ
に、距離表示の中の車両シンボル
が動き去ります。
加速するには、例えばアクセル ペ
ダルを短く踏むか、タンブラー ス
イッチを操作して、ACC をオンに
します。

車間距離

シンボル 説明

車間距離レベル1

車間距離レベル2

車間距離レベル3

km/h 表示の値の約半
分（メートル）に相当
します。システムを最
初にオンにしたときに
設定されています。

車間距離レベル4

システムは中断してい
ます。

アクセル ペダルが踏ま
れたので、車間距離コ
ントロールは表示され
ません。

検知された車両

シンボル 説明

シンボルが緑色：

前走車が検知されてい
ます。システムは設定
された前走車との車間
距離を維持します。

表示灯と警告灯

シンボル 説明

表示灯が緑色：システ
ムが作動中です。

表示灯なし：システム
はオフになっています。

車両シンボルが点滅：

システムの作動のため
の前提条件が満たされ
ていません。

システムが作動解除さ
れましたが、ブレーキ
またはアクセル ペダル
を踏んで積極的に介入
するまで制動されます。

車両シンボルと距離
バーが赤で点滅し、ブ
ザーが鳴る：

ブレーキを踏み、必要
に応じて障害物を回避
します。
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システムのいくつかの情報はヘッ
ドアップ ディスプレイにも表示す
ることができます。

以下の状況では車間距離情報が有
効です：
l レーダークルーズコントロール
がオフ

l ヘッドアップ ディスプレイの表
示が選択されている (151ペー
ジ参照 ) 

l 車間距離が短すぎる
l 速度が約70km/h 以上

詳しい情報：
･ カメラ (P.42)
･ レーダーセンサー (P.43)

システムの検知機能および自動ブ
レーキ制御には限界があります。
例えば2 輪車は検知できないこと
があります。

システムは以下の状況のときに減
速しません：
l 歩行者または歩行者と同じくら
いの速さの道路利用者の場合

l 赤信号の場合
l 交差する道路の場合
l 対向車の場合

自車の車線に前走車が突然割り込
んできた場合、状況によってはシ
ステムは選択されている車間距離

ヘッドアップ ディスプレイの
表示

希望速度

設定された希望速度に達する
と、シンボルが表示されます。

車間距離情報

前走車との車間距離が短すぎ
る場合、このシンボルが表示
されます。

システムの限界

センサーのシステム限界

検知範囲

減速

車両の割り込み
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を自動的に確保できないことがあ
ります。選択された車間距離は、
状況によっては、トラックに速く
近づく場合など、前走車との速度
の違いが大きい場合にも確立でき
ません。前走車を確実に検知して
いる場合、システムは運転者に対
してブレーキ操作または危険回避
動作を要求します。

カーブに対して設定速度が高すぎ
る場合、カーブ走行時の速度が少
し減速しますが、カーブは前もっ
て検知されません。そのため、適
切な速度でカーブに入ってくださ
い。
システムの検知範囲が制限されま
す。急カーブの場合には、前走車
を検知できなくなったり、または
検知が大幅に遅れてしまうことが
あります。

カーブにさしかかったとき、カー
ブの大きさによっては、一時的に
システムが隣の車線の車両に反応
する場合があります。このような
ときは、短時間加速することで車
両の減速を補整することができま
す。アクセル ペダルをはなすと、
システムは再び作動状態となり速
度を自動制御します。

例えば以下の状況では、車両が自
動的に発進できない場合がありま
す：
l きつい上り坂
l 路面の隆起の前
これらの場合はアクセル ペダルを
踏みます。

天候や光の条件が良くない状況で
は、以下の制限が生じる場合があ
ります：
l 車両が検知しにくくなる
l すでに検知された車両が一時的
に見えなくなる

注意して走行し、現在の交通状況
に自ら対応してください。必要に
応じてブレーキ、ステアリングや
回避操作などにより積極的に介入
を行ってください。

急勾配の道でも希望速度が維持さ
れます。上り坂ではエンジン出力
が不十分な場合に、その速度を下

コーナリング 発進

天候

エンジン出力
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回ることがあります。

クリアランスソナーは駐車の際に
運転者をサポートします。車両の
前後にある物体に低速で接近する
と、ブザーとコントロール ディス
プレイの表示で知らせます。
装備バージョンに応じて：サイド
の超音波センサーが車両横側で障
害物を検知すると、必要に応じて
サイド プロテクター (219ページ
参照 ) 機能により通知されます。

距離測定用の超音波センサーは、
バンパー内および必要に応じて車
両の側面にあります。
検知可能距離は、障害物と環境に
応じて、約2m です。
対象物までの距離が約70cm で衝
突の危険がある場合、警告音が出
されます。
車両の後方に障害物がある場合は、
距離が約1.50m になった時点で
すでに警告音が出されます。

クリアランスソナー

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、交通状況
を正しく判断するという運転者自身の
責任からは免れられません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、けが、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と車両の周
囲を直接見て補足的なチェックを行い、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

警告
クリアランスソナーがオンのときに速
度が速いと、物理的な条件のために警
告が遅れて発せられることがあります。
けがを負ったり、損傷が発生するおそ
れがあります。高速で障害物に向かう
ような運転は避けてください。クリア
ランスソナーがまだ作動していない間
は、速い速度で発進しないでください。

概要

車両のボタン

パーキング アシスタント ボタ
ン
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このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ フロント /リア バンパー内の超
音波センサー

詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

システムは以下の状況で、自動的
にオンになります：
l エンジン作動時にセレクター レ
バーをポジションR に入れたと
き。

l 装備バージョンに応じて：速度
が約4km/h より遅いときに、
検知された障害物に近づく場合。
オンになるときの距離はそれぞ
れの状況に左右されます。

障害物を検知した場合の自動ス
イッチ オンはオン /オフにするこ
とができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「パーキング」
4 必要に応じて：「クリアランス
ソナー自動起動」

5「クリアランスソナー自動起動」
装備に応じて、さらに該当するカ
メラ ビューがオンになります。

特定の走行距離または速度を超え
ると、システムはオフに切り換わ
ります。
必要な場合はシステムを再作動さ
せてください。

l オン：LED が点灯します。
l オフ：LED が消灯します。
パーキング アシスタント ボタンを
押したときにリバース ギアにシフ
トされている場合、リア ビューカ
メラの画像が表示されます。
装備によっては、リバース ギアに
シフトされている場合、システム
を手動でオフにすることはできま
せん。

n 一般事項
障害物に近づくと、位置に応じて、
断続音による警告が行われます。
例えば車両の左後方に物体が検知
された場合、左リアのスピーカー
から警告音が鳴ります。
障害物との距離が近ければ近いほ
ど、間隔が短くなります。
検知された障害物との距離が約
20cm 未満になると、連続音が鳴
ります。

センサー

オン /オフにする

自動的にセンサーをオンにする

前進走行時の自動スイッチ オフ

手動でオン /オフにする

パーキング アシスタント ボタ
ンを押します。

警告

警告音
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車両の前と後ろに同時に障害物が
あり、その距離が約20cm 未満に
なると , 交替で連続音が鳴ります。
断続音と連続音は、セレクター レ
バーをポジションP にシフトする
とオフになります。
車両を停止すると、すぐに断続音
がオフになります。
停車時に物体が近づくと、信号音
が再び有効になります。
n 音量調節
クリアランスソナーブザーの音量
を調節することができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「サウンド」
4「音量設定」
5「クリアランスソナー」
6 希望する値を設定します。

障害物への接近は、コントロール 
ディスプレイに表示されます。さ
らに遠くの障害物は、ブザーが鳴
るよりも前の時点でそこに表示さ
れます。
クリアランスソナーを作動させる

と、すぐにイラストが表示されま
す。
センサーの検知範囲で障害物が検
知された場合、検知範囲は緑、黄、
赤で表示されます。
駐車に必要なスペースをより良く
判断できるように、車幅確認線が
表示されます。
リア ビュー カメラの画像が表示さ
れると、クリアランスソナーまた
は障害物マーク付きの他の画面に
切り換えることができます：
1 必要に応じて、コントローラー
を左に押します。

2 例えば、「クリアランスソナー
のみ」

リヤクロストラフィックアラート 
(223ページ参照 ) ：装備に応じ
て、クリアランスソナーの表示で
は、車両の前側または後側に横方
向から近づいてくる車両も警告さ
れます。

視覚的な警告
システムの限界

安全に関する注意事項

警告
システム限界の理由により、システム
のレスポンスが行われなかったり、遅
れたり、間違ったり、または理由なく
行われたりする可能性があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。システムの限界について
の注意事項を確認し、必要に応じて積
極的に介入してください。
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詳しい情報：
･ 超音波センサー (P.44)

以下のような状況では、超音波測
定の物理的限界により、物体を検
知できないことがあります：
l 車線の縁部の障害物と人の場合
l すでに検知していた低い位置の
物体（縁石など）は、連続音が
鳴る前後にセンサーの死角にく
ることがあります。

このシステムは次の条件の場合、
検知範囲内に障害物がなくても、
警告を発することがあります。
誤警告を防ぐため、ドライブス
ルー洗車機などで障害物が検知さ
れるような場合には、クリアラン
スソナーの自動オンを必要に応じ
てオフにします (215ページ参照
) 。

車両メッセージが表示されます。

クリアランスソナーが機能しない
可能性があります。システムの点
検をトヨタ販売店に依頼してくだ
さい。

衝突の危険がある場合、システム
が発進時に駆動力を減少させます。
これによってシステムは、ドライ
バーがタイミングよくブレーキで
きるようにします。

このシステムはクリアランスソ
ナーの超音波センサーを使用しま
す。

さらに、クリアランスソナーの安
全に関する注意事項が適用されま
す。
詳しい情報：クリアランスソナー 
(214ページ参照 ) 。

以下の前提条件を満たしていると、

センサーのシステム限界

超音波による測定の限界

警告の誤作動

故障

白色のシンボルが表示され、
センサーの検知範囲がコント
ロール ディスプレイに暗く表
示されます。

発進制限

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、交通状況
を正しく判断するという運転者自身の
責任からは免れられません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、けが、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と車両の周
囲を直接見て補足的なチェックを行い、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

機能の前提条件
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駆動力が制限されます：
l 車両停止時、セレクター レバー 
ポジションはR またはD にシ
フトされたとき。

l 車両のシステムによって、進行
方向の障害物が検知されます。

l アクセル ペダルが、ほぼエンド 
ポジションまで強く押されます。

l セレクター レバー ポジション
のシフト後および障害物検知後
すぐに、アクセル ペダルが押さ
れます。

以下の状況で駆動力の制限が解除
されます：
l アクセル ペダルから足を放した
とき。

l 特定の距離を走行したとき。
l 特定の時間が経過した後。
l アクセル ペダルが2 回深く踏ま
れた後。

一定の時間が経過した後や一定の
距離を走行した後に、駆動力の低
減が解除されると、駆動力は段階
的に上昇します。

クリアランスソナーのシステムの
限界が適用されます。

クリアランスソナーの緊急ブレー
キ機能は、衝突の危険が迫ってい
るときに緊急ブレーキを開始しま
す。

システムには限界があるので、あ
らゆる状況で衝突を回避できるわ
けではありません。
この機能は、徐行速度以下で後進
走行する場合に使用できます。
アクセル ペダルを操作すると、ブ
レーキ介入が中止されます。
緊急ブレーキの作動により車両が
停止した後は、障害物に当たらな
いようにさらに接近することがで
きます。接近するにはアクセルペ
ダルを軽く操作してから、再び放
します。
アクセル ペダルの踏み方が強い
と、車両は通常の発進を行います。
手動ブレーキはいつでも可能です。
このシステムはクリアランスソ
ナーの超音波センサーを使用しま
す。

制限の解除

システムの限界

オートマチックトランスミッ
ション：緊急ブレーキ機能（ク
リアランスソナー）

原理

一般事項
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全に関する注意事項が適用されま
す。
詳しい情報：クリアランスソナー 
(214ページ参照 ) 。

緊急ブレーキ機能を一時的にオフ
にすることができます：
コントロール ディスプレイで通知
を確定します。
この状況での走行続行中に、さら
なる緊急ブレーキは行われません。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「パーキング」
4 必要に応じて「クリアランスソ
ナー 緊急ブレーキ」

5「クリアランスソナー 緊急ブ
レーキ」

クリアランスソナーのシステムの
限界が適用されます。
必要な場合は、システムを
Toyota Supra Command でオフ
にしてください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

このシステムは車両の側面に障害
物がある場合に警告を発します。

このシステムはクリアランスソ
ナーの超音波センサーを使用しま
す。

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、交通状況
を正しく判断するという運転者自身の
責任からは免れられません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、けが、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と車両の周
囲を直接見て補足的なチェックを行い、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

一時的なオフ

設定

システムの限界

横方向パーキング エイド★

原理

一般事項
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さらに、クリアランスソナーの安
全に関する注意事項が適用されま
す。
詳しい情報：クリアランスソナー 
(214ページ参照 ) 。

車両のサイド部を保護するために、
車両の横側に障害物マークが表示
されます。
l カラーのマーク：検知された障
害物があることを警告していま
す。

l 灰色のマーク、斜線が入った
面：障害物は検知されませんで

した。
l マークなし、黒い面：車両の横
の領域がまだ検知されていませ
ん。

このシステムは、通過する際にあ
らかじめセンサーによって検知さ
れた静止状態の障害物のみを表示
します。
障害物が後で動くかどうかを検知
することはできません。マークは、
停車時にしばらく経った後で黒色
の表示になります。この場合は、
車両付近の領域をあらためて検知
する必要があります。

リア ビュー カメラは、バックで駐
車するときや操車するときにサ
ポートします。このために、車両
後方領域がコントロール ディスプ
レイに表示されます。
さらに、補助線などのアシスタン
ト機能を表示させることができま
す。

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、交通状況
を正しく判断するという運転者自身の
責任からは免れられません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、けが、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と車両の周
囲を直接見て補足的なチェックを行い、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

表示

横方向パーキング エイドの限
界

リア ビュー カメラ

原理
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操
作
方
法

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ リア ビュー カメラ
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

エンジン作動時にセレクター レ
バーをポジションR に入れると、
このシステムは自動的にオンにな
ります。

特定の走行距離または速度を超え
ると、システムはオフに切り換わ
ります。
必要な場合はシステムを再作動さ
せてください。

l オン：LED が点灯します。
l オフ：LED が消灯します。
コントロール ディスプレイにパー
キング アシスタント機能が表示さ
れます。

リア ビュー カメラの画面が表示さ
れない場合は、Toyota Supra 
Command で画面を切り換えま
す：
1 必要に応じてコントローラーを
横に傾けます。

2 「リヤビューカメラ」

リア ビューカメラの画像が表示さ

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、交通状況
を正しく判断するという運転者自身の
責任からは免れられません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、けが、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と車両の周
囲を直接見て補足的なチェックを行い、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

概要

車両のボタン★

パーキング アシスタント ボタ
ン

センサー

オン /オフにする

自動的にセンサーをオンにする

前進走行時の自動スイッチ オフ

装備に応じて：手動でオン /オフ
する

パーキング アシスタント ボタ
ンを押します。

画面を Toyota Supra 
Command で切り換える
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れます。

l リア ビューカメラがオンになっ
ている

l カメラの検知範囲に物がないよ
うにします。突き出ている荷物
により、カメラの検知範囲が制
限されることがあります。

複数のアシスタント機能を同時に
作動させることができます。
アシスタント機能は手動でオンに
することができます。
1 必要に応じて、コントローラー
を右に傾けます。

2 該当する装備の場合： 「カメ
ラ画像」

3
l 「パーキングヘルプライン」

車幅確認線と旋回予想線が表示さ
れます (222ページ参照 ) 。
l 「障害物マーク」

装備に応じて、クリアランスソ
ナーによって検知された障害物は
マークで表示されます (223ペー
ジ参照 ) 。

n 車幅確認線

平坦な路面で駐車や車両の入れ換
えをするとき に、車幅確認線は必
要なスペースを予測するの に役立
ちます。
車幅確認線はそのときのステアリ
ング切れ角に応じて、連続的に調
整されます。
n 旋回予想線

旋回予想線は車幅確認線と一緒に
のみ、カメラの画像の中に表示さ
せることができます。
旋回予想線は、平坦な路面上での
最小旋回予測コースを示します。
ステアリング ホイールの角度が一
定以上になると、旋回予想線は1 
本しか表示されません。

機能の前提条件

コントロール ディスプレイの
表示

一般事項

駐車補助線
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操
作
方
法

n 車幅確認線と旋回予想線による
駐車サポート

1 赤色の旋回予想線が駐車スペー
スの境界と合致するように、車
両を移動します。

2 緑色の車幅確認線が旋回予想線
に重なるようにステアリング ホ
イールを切ります。

装備に応じて、車両後方の障害物
は、クリアランスソナーセンサー
によって検知されます。
障害物マークをリア ビュー カメラ
の画像の中に表示することができ
ます。
障害物マークの色の段階は、クリ
アランスソナーのマーキングに対
応しています。

リア ビュー カメラがオンになって
いる場合：
1 必要に応じて、コントローラー
を右に傾けます。

2 「カメラ画像」
3

l 「明るさ」

l 「コントラスト」
4 希望する値を設定します。

詳しい情報：
･ カメラ (P.42)

例えばトランク リッドが開けられ
てカメラが作動解除された場合、
カメラ画像は灰色の斜線付きで示
されます。

非常に低い位置の障害物や高い位
置で突出した物体（壁の盛り上が
りなど）は、システムによって検
知できません。
装備に応じて、いくつかのアシス
タント機能はクリアランスソナー
のデータも考慮します。
クリアランスソナーの章の注意事
項を参照してください。
コントロール ディスプレイに表示
される物体は、場合によっては、
見た目よりも近くにあります。物
体との距離をディスプレイで判断
しないでください。

★：グレード、オプションなどにより、

検知物表示

明るさとコントラストを
Toyota Supra Command で
調節する

システムの限界

センサーのシステム限界

カメラの作動解除

障害物の検知

リヤクロストラフィックアラー
ト★
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装備の有無があります。

見通しの悪い所から出る場合や並
列駐車スペースから出る場合、横
方向から接近してくる道路利用者
があれば、運転席から確認できる
ようになる前に、システムがいち
早くこれを検知します。

リア バンパー内にある2 個のレー
ダー センサーが車両後方の空間を
モニターします。
他の道路利用者が接近してくる場
合、システムがこれを表示します。

このシステムは以下のセンサーに
より制御されます：
･ リアビューカメラ
詳しい情報：
車両のセンサー (P.42)

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
システムが作動していても、運転者は
交通状況を正しく判断するという責任
を免れることはできません。システム
には限界があるため、あらゆる交通状
況でシステムが自動的に適切に反応で
きるわけではありません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
ドライビング スタイルを道路状況に合
わせてください。交通状況と駐車状況
に注意し、いつでもステアリング操作
およびブレーキ操作ができるようにし、
状況によっては積極的に介入してくだ
さい。

概要

車両のボタン

パーキング アシスタント ボタ
ン

センサー
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操
作
方
法

1 パーキング アシスタント 
ボタンを押します。

2 コントローラーを右に傾けま
す。

3 「設定」
4「クロストラフィックアラート」
5「クロストラフィックアラート」
またはToyota Supra Command
から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「パーキング」
4「クロストラフィックアラート」
5「クロストラフィックアラート」

システムがコントロール ディスプ
レイでオンにされた場合、クリア
ランスソナーまたはパノラマ 
ビューがオンにされ、いずれかの
ギアにシフトされると、システム
が自動的にオンになります。
リバース ギアに入れると、リアの
システムがオンになります。

システムは以下の状況で、自動的
にオフになります：
l 徐行速度を上回った場合
l 特定の走行距離を超えた場合

コントロール ディスプレイに対応
する表示が呼び出され、必要に応
じて信号音が鳴り、ドア ミラーの
警告灯が点滅します。

リア センサーによって車両が検知
され、自車が後進すると、ドア ミ
ラーの警告灯が点滅します。

センサーによって車両が検知され
ると、 クリアランスソナーの画面
の縁の部分が赤く点滅します。

オン /オフにする

システムを作動させる /作動解除
する

自動的にセンサーをオンにする

自動スイッチ オフ

警告

一般事項

ドア ミラーの警告灯

クリアランスソナーの画面での表
示
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自車が該当する方向に動くと、視
覚的な表示に加えて警告音が鳴り
ます。

詳しい情報：
･ レーダーセンサー (P.42)

以下のような状況では、機能が制
限されている可能性があります：
l 急カーブ
l 横方向に動く物体が非常に遅く
移動する場合

l センサーの検知領域に、横方向
交通を覆い隠す他の物体がある
場合

この章では、モデルシリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

最大限のドライビング体験を提供
するため、サスペンション コン
ポーネントが車両および用途に合
わせて最適化されています。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

アダプティブバリアブルサスペン
ションは、インテリジェントな制
御式のスポーツサスペンションで
す。このサスペンションは、ス
ポーティなドライビングスタイル
や平坦でない路面の場合に、ボ
ディの動きを減少させます。
路面状態やドライビングスタイル

音による警告

システムの限界

センサーのシステム限界

機能制限

走行快適性

車両装備

サスペンション コンポーネント

アダプティブバリアブルサスペ
ンション★

原理
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操
作
方
法

に応じて、サスペンションのイン
テリジェントな制御によって走行
ダイナミクスと走行快適性が高め
られます。

このシステムは、快適なトリップ
からスポーティなドライビング ス
タイルまで、さまざまなダンパー
調整を提供します。
ダンパー調整はスポーツモードス
イッチ (135ページ参照 ) のさま
ざまな走行モードに割り当てられ
ています。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

車内の空気は以下の構成要素によ
り改善されます：
l 車内への排気ガス侵入防止
l マイクロ フィルター
l エアコンシステムの温度調整、
風量、内気循環機能

l 自動内気循環コントロールAUC
l パーキング ベンチレーション

一般事項

快適な温度調節

車両装備

車内の空気

安全に関する注意事項

警告
エアコンやシート ヒーター等を長時間
使用したり、エアコンの送風口に身体
を近づけすぎると、やけどや、しもや
けなどを起こすおそれがあります。使
用中に異常を感じたときは、使用を中
止するか設定を変更してください。
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希望のボタンを押します。ただし
以下を除きます：
l オフ
l リア デフォッガー
l シート ヒーター

運転席および助手席側：

オートエアコン

概要

車両のボタン

エアコン機能

ボタン 機能

温度 (229ページ参照 ) 

エアコン モード (228
ページ参照 ) 

最大冷房 (230ページ参照
) 

AUTO プログラム (230
ページ参照 ) 

内気循環機能 (230ページ
参照 ) 

オフにする (228ページ参
照 ) 

送風口の手動調節 (231
ページ参照 ) 

フロント ウィンドウの結露
と曇りを取り除く (231
ページ参照 ) 

リア デフォッガー (232
ページ参照 ) 

シート ヒーター (107
ページ参照 ) 

風量の手動調節 (231ペー
ジ参照 ) 

オン /オフにする

オンにする

オフにする

ボタン 機能
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操
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長時間車内にとどまり、エア コン
ディショナーがオフになっている
場合 ( たとえば睡眠中など ) には、
十分な換気を確保してください。

オートエアコンは、必要に応じて
最大の冷房または暖房能力を使い、
設定された温度にできるだけ早く
調節し、これを一定に保ちます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エアコン」
4「上半身の温度調整」
5 希望の温度に設定します。
温度設定は、短時間に何度も変更
しないでください。オートエアコ
ンが、設定された温度に制御する
ための十分な時間を取ることがで
きなくなります。

車内の空気が冷却および除湿され
て、設定温度に応じて再度温めら
れます。
車内の冷房は、走行スタンバイが
オンになっている場合にのみ可能
です。

エアコンディショナーはエンジン
作動時にオンになっています。
空気を乾燥させ、ウィンドウの曇
りを防ぐために、内気循環機能で
はエア コンディショナーも自動的
にオンになります。
走行スタンバイをオンにした後、
天候によってはフロント ウィンド
ウおよびサイド ウィンドウが一時
的に曇る場合があります。
AUTO プログラムを使用すると、
エア コンディショナーも自動的に
オンになります。
車両のエア コンディショナー内に
結露水が発生する可能性がありま
す。車両の下から結露水が流出す
るのは技術的な理由によるもので、
機能不良ではありません。

ボタンを長押しします。

温度

原理

調節

温度を上げるときは右へま
わし、下げるときは左にま
わします。

エア コンディショナー

原理

オン /オフにする

ボタンを押します。
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走行スタンバイがオンになってい
る場合、システムは最低温度、最
適な風量および内気循環機能に設
定されます。

この機能は、外気温度が約0℃以
上で走行スタンバイがオンになっ
ている場合に使用できます。

システムがオンになっている場合、
LEDが点灯します。
胸元用送風口から送風されます。
そのため吹出口を開いておきます。
作動しているプログラムの風量は、
調整することができます。

AUTO プラグラムは車内を自動的
に冷房、換気または暖房します。
その際は車内温度と設定された希
望温度に応じて、風量、送風口、
温度が自動制御されます。

AUTO プログラムがオンになって
いる場合、LED が点灯します。
選択された温度、車外の状況など
に応じて、エアがフロント ウィン
ドウ、サイド ウィンドウ、胸元方
向、または足元に送風されます。
AUTO プログラムでは、自動的に
エア コンディショナー (229ペー
ジ参照 ) もオンになります。
手動の送風口調節が設定されると、
AUTO プログラムは自動的にオフ
になります。

外気に臭いや有害物質が含まれて
いる場合、外気導入を一時的に遮
断することができます。この場合、
車内の空気が循環されます。

内気循環機能をオンにすると、
LED が点灯します。
左の LEDが点灯しているとき：自
動内気循環モード
センサーが外気中の汚染物質を感知し、
自動で侵入を遮断します。

最大冷房

原理

一般事項

オン /オフにする

ボタンを押します。

AUTO プログラム

原理

オン /オフにする

ボタンを押します。

内気循環モード

原理

操作方法

ボタンを何度か押して、作
動モードを呼び出します。
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右の LEDが点灯しているとき：内
気循環モード
外気の侵入を常に遮断します。

ウィンドウの曇りを防ぐために、
エアコンディショナーも自動的に
オンになります。
内気循環機能を長時間使用すると、
車内の空気が次第に悪くなり、
ウィンドウの曇りが増加します。
ウィンドウが曇る場合、内気循環
機能をオフにするか、曇りを取り
除いてください (231ページ参照
) 。

エア コンディショニング用の風量
を手動で調整することができます。

風量を手動で調節するために、先
にAUTO プログラムをオフにしま
す。

選択した風量がエアコン ディスプ
レイに表示されます。
バッテリーの消耗を抑えるため、
風量が減少する場合があります。

エア コンディショニング用の送風
口調節を手動で調整することがで
きます。

l ウィンドウ ガラス、胸元と足元
（運転席側ボタンのみ）。

l 胸元と足元。
l 足元。
l ウィンドウ ガラスと足元（運転
席側ボタンのみ）。

l 胸元。
選択した送風口がエアコン ディス
プレイに表示されます。
ウィンドウが曇っている場合に曇
りを取り除く (231ページ参照 ) 。

フロント ウィンドウや前席のサイ
ド ウィンドウから、氷と曇りが素
早く除去されます。

風量を手動で調節する

原理

一般事項

操作方法

ボタンの左側または右側を
押す：風量が弱くなるか、
または強くなります。

エア配分を手動で調節する

原理

操作方法

ボタンを何度か押して、以
下のいずれかのプログラム
を選択します：

フロント ウィンドウの結露お
よび曇りを取り除く

原理
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システムがオンになっている場合、
LEDが点灯します。
システムがオンになっている場合、
風量を手動で調整することができ
ます。

機能は、エンジン作動時に使用可
能です。
リア デフォッガーは、一定時間経
過後に自動的にオフになります。

マイクロ フィルターは、車内に取
り入れる外気のちりや花粉を除去
します。
このフィルターは、車両のメンテ
ナンス (292ページ参照 ) の際に
交換してください。

送風方向を個別に調整することが
できます。

送風方向を直接送風または間接的
な送風に調整することができます。
エアコンの効果を高めるため、送
風口を開き、適切な向きします。

直接乗員に向かって風が送られま
す。設定された温度に応じて、送
られてくる風が暖かく、または冷
たく感じられます。

直接乗員に風が当たらないように
送風の向きを調整してください。
設定された温度に応じて、車内が
間接的に暖房されるか、冷房され
ます。

オン /オフにする

ボタンを押します。

ウィンドウが曇る場合は、
運転席側のボタンを押すか、
エアコンをオンにします。
エアがフロント ウィンドウ
に当たることを確認してく
ださい。

リア デフォッガー

ボタンを押します。LED が
点灯します。

マイクロ フィルター

送風口

原理

送風の調節

一般事項

直接送風

間接的な送風
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操
作
方
法

l 送風の向きを調節するレバー
（矢印 1）。

l 送風口を無段階に開閉するダイ
ヤル ( 矢印 2)。

パーキング ベンチレーションによ
り、走行開始前に車内の温度を調
整することができます。設定され
た温度と周囲温度に応じて、車内
が換気されるか、またはモデル バ
リエーションに応じて、エンジン
余熱がある場合は余熱暖房によっ
て暖められます。

システムは直接オン /オフにする
か、または、あらかじめ設定した
出発時刻に合わせてオン /オフに
することができます。
スイッチ オン時刻は外気温度に基
づいて計算されます。システムは、
あらかじめ設定された出発時刻前
の適切な頃合いにオンになります。

l 車両が停止状態であるか、作動
スタンバイ状態であり、走行ス
タンバイ状態ではない。

l バッテリーが十分に充電されて
いる。

パーキング ベンチレーションがオ
ンのときには、車両バッテリーが
放電されます。そのため、車両
バッテリーを節約するために最大
オン時間が制限されています。エ
ンジン スタート後または短距離の
走行後、システムは再び使用でき
るようになります。
l 車両の日付と時刻が正しく設定
されていることを確認してくだ
さい。

l 換気できるようにエアコンの送
風口を開けておきます。

システムは、さまざまな方法で直
接オン /オフにすることができま
す。
システムは、一定時間経過後に自
動的にオフになります。システム
はオフにされた後、さらに少しの
間作動し続けます。

車両が作動スタンバイ状態のとき、
パーキングベンチレーションを
オートエアコンのボタンでオン /
オフにすることができます。

フロント用送風口

パーキング ベンチレーション

原理

一般事項

機能の前提条件

直接オン /オフにする

一般事項

ボタンによる
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n オンにする
希望のボタンを押します。ただし
以下を除きます：
l リア デフォッガー
l シート ヒーター
l メニュー
n オフにする
車両をロックして車両から離れる
と、システムはオフになります。

1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エアコン」
4「パーキングベンチレーション」
5「即起動」

すでに走行開始時に車内の温度を
快適にしておくために、異なる出
発時刻を設定することができます。
l 1 回の出発時刻：時刻を設定で

きます。
システムが1 回オンになります。
l 曜日と出発時刻：時刻と曜日を
設定できます。

システムは、希望の曜日のあらか
じめ設定された出発時刻前の適切
な頃合いにオンになります。
出発時刻の事前設定は2 ステップ
で行います：
l 出発時刻を設定します。
l 出発時刻を有効にします。
パーキング ベンチレーションは、
出発時刻に1回だけ有効化できま
す。出発時刻の調整 /スタンバイ
と予定された出発時刻の間は、温
度調整のための十分な時間を確保
するため、10 分以上あける必要
があります。

n Toyota Supra Commandから
の操作

1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エアコン」
4「パーキングベンチレーション」
5 希望の出発時刻を選択します。
6 出発時刻を設定します。
7 必要に応じて曜日を選択しま
す。

n 作動条件
出発時刻がパーキング ベンチレー
ションのオンに作用するようにし

Toyota Supra Commandから
の操作

表示

シンボル 説明

システムがオンになると、
オートエアコンのシンボル
がこれを知らせます。

オートエアコンにREST 
が表示されます。エンジン
の余熱が利用されます。

出発時刻

原理

出発時刻を設定する

出発時刻を有効にする
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操
作
方
法

たい場合は、該当する出発時刻を
事前に有効にしてください。
n Toyota Supra Commandから
の操作

1「車両情報 /設定」
2「車両設定」
3「エアコン」
4「パーキングベンチレーション」
5「一回限りの出発時刻」または
「出発時刻」
6 希望の出発時刻を有効にしま
す。

エアコン ディスプレイの シンボ
ルにより、出発時刻が有効になっ
たことが通知されます。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

サン バイザーを下方または上方に
開きます。

バニティ ミラーはサン バイザーの
カバーの裏側にあります。カバー
を開くと、ミラー照明がオンにな
ります。

ソケットは、作動スタンバイまた
は走行スタンバイがオンになって
いるときに、電気装置用の電源と
して使用することができます。

表示

インテリア

車両装備

サン バイザー

日よけ

バニティ ミラー

ソケット

原理
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電源ソケットの全負荷が12V で
140W を超えないようにしてくだ
さい。
規格に合わないプラグを電源ソ
ケットに差し込んで損傷させない
ようにしてください。

カバーを引いて外します。

カバーを開けます。

一般事項

安全に関する注意事項

警告
エアバッグの膨張範囲にある装置と
ケーブル、例えばポータブル ナビゲー
ション機器などが、エアバッグの膨張
を妨げたり、膨張時に車内に飛び出る
おそれがあります。けがをするおそれ
および損傷が発生する危険があります。
機器やケーブルがエアバッグの膨張範
囲にないことを確認してください。

警告
車両バッテリー用のバッテリー充電装
置は高い電圧と大きな電流で作動する
ことができるので、12V バッテリー回
路が過負荷になったり、損傷したりす
るおそれがあります。けがおよび物的
損害のおそれがあります。車両バッテ
リー用のバッテリー充電器は、必ずエ
ンジン ルーム内のジャンプ スタート 
ケーブルに接続してください。

警告
電子インターフェースにソケットや
USB ポートなどの金属製のものを落と
したり差し込んだりすると、ショート
してインターフェースが破損する可能
性があります。けがおよび物的損害の
おそれがあります。金属製のものを電
子インターフェースに落としたり、差
し込んだりしないように注意してくだ
さい。ソケットを使用した後は、ソ
ケット カバーを再び取り付けてくださ
い。

注意
電源プラグを接続した機器（携帯電話
など）によりバッテリーが放電するお
それや、車両損傷の危険があります。
車両を離れるときは、使用中の電子機
器（携帯電話など）の電源プラグを抜
いてください。

センター トレイ

ラゲッジルーム
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操
作
方
法

USB 接続 (72ページ参照 ) のセ
クションのUSBポートへのモバ
イル機器の接続に関する注意事項
を確認してください。

USB ポートはセンター トレイに
あります。
特徴：
l USB コネクター タイプA
l 外部デバイスの充電用
l 充電電流：
最大1.5A（ワイヤレス充電非装着車）

最大2.1A（ワイヤレス充電装着車）

l データ転送用

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレス充電トレイにより、Qi 
規格よって認可されている携帯電
話やその他の携帯機器をケーブル
を使わずに充電することができま
す。

充電したい機器をワイヤレス充電
トレイに置く際には、機器とトレ
イの間に障害物がないことを確認
してください。

 充電中は、コントロール ディ
スプレイに充電インジケーターが
表示されます。

USBポート

一般事項

センター トレイ

安全に関する注意事項

警告
電子インターフェースにソケットや
USB ポートなどの金属製のものを落と
したり差し込んだりすると、ショート
してインターフェースが破損する可能
性があります。けがおよび物的損害の
おそれがあります。金属製のものを電
子インターフェースに落としたり、差
し込んだりしないように注意してくだ
さい。ソケットを使用した後は、ソ
ケット カバーを再び取り付けてくださ
い。

ワイヤレス充電トレイ★

原理

一般事項
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l 充電する機器はQi 規格に適合し
ていなければなりません。

l 作動可能状態がオン。
l 携帯電話の最大寸法に注意して
ください。

l 充電機能に悪影響を及ぼすおそ
れがあるため、保護ケースやカ
バーは、厚さが2mm 以下のみ
のものを使用してください。

l 充電する携帯電話がトレイの中
央にくるようにします。

1 LED
2 収納エリア

ディスプレイ面を上に向けて、携
帯電話をトレイの中央に挿入しま
す。
携帯電話のサイズが約 154.5 x 80 x 
18 mmを超えてはなりません。

安全に関する注意事項

警告
Qi 規格対応機器をワイヤレス チャージ
ング トレイで充電する場合に、金属物
質が機器と一緒にトレイ内にあると、
それが非常に高温になることがありま
す。チップ カード、磁気ストライプ付
カードや信号伝送用カードなどの電子
カードや記憶媒体が機器と一緒にトレ
イ内にあると、カードの機能に障害が
発生するおそれがあります。けがをす
るおそれおよび損傷が発生する危険が
あります。携帯機器を充電する場合は、
機器以外にはトレイ内に物体がないこ
とを確認してください。

機能の前提条件

操作方法

概要

携帯電話を挿入する

LED 表示

カラー 意味

青

携帯電話が充電されます。

挿入したQi 対応の携帯電話
が完全に充電されたとき、青
色の LED は引き続き点灯し
ます。

オレンジ

携帯電話が充電されません。

携帯電話の温度が高すぎる
か、充電トレイ内に異物が
入っている場合があります。

赤
携帯電話が充電されません。

トヨタ販売店に連絡します。
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置き忘れ警告が装備されている場
合、車両を離れるときにQi 規格対
応の携帯電話をワイヤレス充電用
トレイに置き忘れた際に警告を出
力することができます。
置き忘れ警告はメーターパネルに
表示されます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「システム設定」
3「ワイアレス充電トレイ」
4 リマインダーをオンにします。

次のような場合には、充電電流が
低減されたり、充電プロセスが一
時的に中断される可能性がありま
す：
l トレイや携帯電話の温度が高す
ぎるため。

l 携帯電話とワイヤレス充電用ト
レイの間に障害物がある。

l IC チップ付カードや磁気ストラ
イプ カードや信号伝送用カード
など記憶媒体や電子カードが、
携帯電話とワイヤレス充電用ト
レイの間にある。

l 保護カバーとケースの厚さが2 
mm 以上。

l 保護カバーとケースが、磁気を

帯びているなど不向きな素材か
らできている。

l 携帯電話にフィンガーリングな
どのアクセサリーが付いている。

l 携帯電話の充電などに関する設
定。コントロール ディスプレイ
と場合によっては携帯電話の説
明書の該当する注記を確認して
ください。

置き忘れ警告

一般事項

オンにする

システムの限界
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

次の収納場所が車内にあります：
l グローブ ボックス (241ページ
参照 ) 

l ドア ポケット (241ページ参照
) 

l 助手席足元スペースのネット

小物入れ

車両装備

収納場所

一般事項

安全に関する注意事項

警告
携帯電話などケーブルで車両と接続さ
れている機器や固定されていない物は、
走行中に事故が発生した場合や急ブ
レーキをかけた場合、または回避操作
を行った場合に、車内に投げ出される
おそれがあります。けがをするおそれ
および損傷が発生する危険があります。
ケーブルで車両に接続されている機器
や固定されていない物は固定します。

警告
グローブ ボックスなどのストレージ 
ボックスのフタが開いていると、車内
に突き出た形になり、エアバッグの作
動を妨げるおそれがあります。また、
開いているストレージ ボックスの中に
物品があると、走行中に事故が発生し
た際、急ブレーキをかけた際、障害物
の回避操作を行った際などに車内に投
げ出されるおそれがあります。けがを
するおそれがあります。ストレージ 
ボックスは、使用後すぐに閉じてくだ
さい。

警告
滑り止めマットなどの滑り止め付きの
敷物はダッシュボードを傷つけるおそ
れがあります。固定された物体が外れ
る可能性があります。けがをするおそ
れおよび損傷が発生する危険がありま
す。滑り止め付きの敷物は使用しない
でください。
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ハンドルを引きます。

カバーを閉じます。

グローブ ボックスは内蔵キーで
ロックできます。そうすることで、
グローブ ボックスを開けることは
できなくなります。
車両の駐車をバレー パーキング 
サービスの従業員に依頼する場合
などに、グローブ ボックスのロッ
ク後、内蔵キーなしで車両キーを
手渡すことができます。

ドアには収納ボックスがあります。

グローブ ボックス

開ける

閉める

ロック

ドア ポケット

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ガラス瓶やグラスなどの割れやすい物
は、例えば事故が起きたとき、ブレー
キをかけたとき、または障害物を回避
するステアリング操作を行ったときな
どに破損するおそれや、破片が車内に
飛び散るおそれがあります。けがを
負ったり、損傷が発生するおそれがあ
ります。走行中には割れやすい物を使
用しないでください。割れやすい物は、
必ず閉められる収納ボックスに入れて
ください。

ドリンク ホルダー
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

安全な走行を心がけ、交通法規を
遵守してください。

安全に関する注意事項

警告
ドリンク ホルダーに不適切な容器があ
ると、ドリンク ホルダーが損傷した
り、事故が起こったとき、あるいはブ
レーキ操作や障害物を回避するステア
リング操作を行ったときなどに車内で
飛ぶおそれがあります。液体がこぼれ
ていると交通状況から注意がそれ、事
故に至り、車両コンポーネントが損傷
するおそれがあります。熱い飲み物で
ドリンク ホルダーが損傷したり、火傷
をするおそれがあります。けがをする
おそれおよび損傷が発生する危険があ
ります。ドリンク ホルダーに物を無理
に押し込まないでください。容器がド
リンク ホルダーにしっかりと収まって
いることを確認してください。軽くて
破損しにくい、ふた付きの容器を使用
してください。こぼれた液体はすぐに
拭き取ってください。熱い飲み物は置
かないようにしてください。

ラゲッジ ルーム

車両装備

積載荷重

安全に関する注意事項

警告
車両重量が重くなるとタイヤが過熱し、
内部が損傷してタイヤ空気圧の低下を
招くおそれがあります。方向安定性が
低下したり、制動距離が長くなったり、
ステアリング特性が変化したりして、
走行特性に悪影響を及ぼす可能性があ
ります。事故、怪我、物的損害が発生
するおそれがあります。タイヤの許容
耐荷重に注意し、許容車両総重量を超
過しないでください。
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l 荷物の先の鋭い部分や角のと
がった部分は、カバーで覆いま
す。

l 重量物：できるだけ前方、ラ
ゲッジ ルームパーティション真
後ろの下部に積み込みます。

l 積載物を固定するための補助
ツールをラゲッジルーム内の固
定フックに取り付けます。

l 小さい荷物や軽い荷物：固定ベ
ルトで、また、装備によっては
ラゲッジ ルーム ネットまたは
ストラップで固定します。

l 大きい荷物や重い荷物：固定用
ツールで固定します。

荷物の固定には、固定ツール、固
定バンド、ストラップまたはラ
ゲッジ ルーム ネットなどの補助具
をラゲッジ ルームのフックに固定
します。

ラゲッジ ルームには、荷物を固定
するためのフックが4 個ありま
す。

警告
携帯電話などケーブルで車両と接続さ
れている機器や固定されていない物は、
走行中に事故が発生した場合や急ブ
レーキをかけた場合、または回避操作
を行った場合に、車内に投げ出される
おそれがあります。けがをするおそれ
および損傷が発生する危険があります。
ケーブルで車両に接続されている機器
や固定されていない物は固定します。

警告
不適切に積まれた物は、事故が起こっ
たとき、あるいはブレーキ操作や障害
物を回避するステアリング操作を行っ
たときなどに車内に滑り込んだり、飛
び出てくるおそれがあります。これが
同乗者にぶつかり、けがをするおそれ
があります。けがをするおそれおよび
損傷が発生する危険があります。物や
荷物は正しく積んで、固定してくださ
い。

注意
ラゲッジ ルームの液体漏れは損傷が発
生するおそれがあります。ラゲッジ 
ルームに液体が漏れ出ないように注意
してください。

荷物を積んで固定する

ラゲッジルーム内の固定用フッ
ク

一般事項

フック
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ラゲッジ ルームの左側と右側に
バッグ用フックがあります。

右側のサイド トリム パネルには小
物を固定するための固定バンドが
あります。

小物は左側のネットに収納できま
す。比較的大きな物を運ぶ場合は、
ネットを下方に移動します。その
ために、ネットの端をできる限り
縁の側、ホルダー脇でつかみます。
抵抗に逆らって動かすとスタート
します。

ラゲッジ ルームの右側には収納
ボックスが1 つあります。

右サイド トリム パネルのカバーを
ロック解除し（矢印 1）、開けます
（矢印 2）。

バッグ用フック

一般事項

安全に関する注意事項

警告
バッグ用フックが正しく使用されてい
ない場合、ブレーキ操作や障害物を回
避する操作などを行った際に、物が飛
んできて危険な状態となることがあり
ます。けがを負ったり、損傷が発生す
るおそれがあります。バッグ用フック
には買い物袋などの軽い物のみを掛け
てください。重い荷物は必ずラゲッジ 
ルームに適切に固定して運んでくださ
い。

固定バンド

ネット

右サイド収納ボックス

一般事項

開ける
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かさばった荷物を積むために、カ
バーを取り外すことができます。
1 トランクリッドからストラップ
を外します。

2 カバーをスライドし（矢印 1）、
後方へ引き出します（矢印 2）。

取り外すときの逆の手順で取り付
けてください。ラゲッジカバーが
正しい位置に取り付けられたこと
を確認してください。

ラゲッジカバー

取り外す

取り付ける
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4-1. ドライブのヒント

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

可動部品は互いになじませる必要
があります。
以下の注意事項は、車両の最適な
耐用年数と経済性を得るのに役立
ちます。
慣らし運転中はローンチ コント
ロール (134ページ参照 ) を使用
しないでください。

最高エンジン回転数を超えないよ
うにしてください：
4500rpm。
アクセル ペダルをいっぱいまで踏
み込んだり、キックダウンを行っ
たりすることは控えてください。

エンジン回転数と速度を徐々に上
げてください。

新しいタイヤのグリップ力は、製
造上の理由から、まだ最適な状態
にはなっていません。
最初の300km は控えめに走行し
てください。

ドライブ時に覚えておきた
いこと

車両装備

慣らし運転

一般事項

安全に関する注意事項

警告
新しい部品およびコンポーネントを取
り付けると、セイフティ システムおよ
びドライバー アシスタント システムが
遅れて反応する場合があります。事故、
怪我、物的損害が発生するおそれがあ
ります。新しい部品を取り付けた後ま
たは新車の場合は、控えめに走行し、
必要に応じて早期に介入してください。
部品およびコンポーネントの慣らし運
転の注意事項を確認してください。

エンジン、トランスミッショ
ンとファイナルドライブ

2000km 以下

2000km 以降

タイヤ
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ブレーキが騒音を出さないように
するために、ブレーキディスクと
ブレーキパッドの慣らし運転を行
う必要があります。最初の500 
km は控えめに走行します。

クラッチは、約500km 以降から
最適な機能に達します。この慣ら
し運転の間は、控えめにクラッチ
操作してください。

前述の部品を交換した場合、改め
て慣らし運転を行ってください。

ブレーキ システム

クラッチ

部品交換後

一般的な運転ガイド

ドアを閉める

安全に関する注意事項

警告
ドアを開いたまま走行すると、乗員が
車両から投げ出されるおそれがありま
す。また、不用意にドアを開くと、他
の通行車などとぶつかる危険や、事故、
けが、物的損害のおそれがあります。
ドアは必ず完全に閉じてください。ド
アを開くときは、周囲の安全に注意し
てください。

トランク リッドを閉める

安全に関する注意事項

警告
開いたトランク リッドは車両の上に突
き出た状態となり、事故の際やブレー
キを踏んだとき、急なハンドル操作を
行ったときに、乗員や他の道路利用者
に危険が及んだり、車両が損傷するお
それがあります。さらに、排気ガスと
水が車内に入り込む可能性があります。
けがをするおそれおよび損傷が発生す
る危険があります。トランク リッドを
開けた状態で走行しないでください。

ウィンドウ ガラスの氷結

注意
ドア ハンドルを引くと、ウィンドウが
少し下がります。霜が降りると、場合
によってはウィンドウが完全に氷結し、
下がらなくなり、損傷するおそれがあ
ります。ドア ハンドルを引く際は、
ウィンドウが下がるか注意してくださ
い。必要に応じてウィンドウについた
雪や氷を取り除きます。ドアを力任せ
に開かないこと。

高温になる排気装置

警告
走行中、排気装置などによってボディ
下が高温になることがあります。排気
システムに触れると、やけどやけがを
するおそれがあります。エキゾースト 
パイプを含む高温になった排気システ
ムには触れないでください。
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霧で視界が悪いときは、昼間でも
ヘッド ライトを下向きで点灯し、
周囲の車などに自分の存在を知ら

せてください。センター ラインや
ガード レール、前車のテール ライ
トなどを目安に走行し、速度を下
げて慎重に運転してください。

風を受けて車が横に流されるよう
なときは、速度を下げてステアリ
ング ホイールを、いつもよりしっ
かり握って運転してください。
トンネルの出口や切り通し、橋や
堤防の上を走行するときや、大型
車を追い越したり、追い越された
りするときは、特に横風の影響を
受けやすくなります。

l 雨天時や路面が濡れているとき
は、路面が滑りやすく、視界も
悪くなりがちです。状況に応じ、
ヘッド ライトを下向きで点灯す

警告
落葉、芝などの燃えやすいものが排気
装置の熱くなった部分に触れると、ま
た、燃え出すおそれがあります。火災
ややけどの危険があります。排気装置
に取り付けられた遮熱板を取り外した
り、アンダー ガードを施したりしない
でください。走行中、アイドリング中、
また駐車時に、燃えやすいものが熱く
なった車両部分に触れないように注意
してください。

車内の通信機器

注意
電気系統と携帯通信機器は互いに影響
する可能性があります。携帯通信機器
の送信動作によって電磁波が発生しま
す。けがをしたり、車両が損傷するお
それがあります。携帯電話などの携帯
通信機器を車内で使用するときは、で
きる限り外部アンテナに直接接続して
使用し、互いに妨害せず、車内に電磁
波が発生しないようにしてください。

天気が悪いときの走行

霧で見えにくいとき

風が強いとき

雨が降っているとき
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ると、周囲の車に自分の存在を
知らせる有効な手段です。いつ
もより車間距離を長めに確保し、
安全に支障がない限り急加速や
急ブレーキ、急なステアリング
操作を控え、速度を下げて運転
してください。

l ウィンドウ デフロスターやエア
コンを使用し、ウィンドウ ガラ
スの曇りを予防してください。

l わだちや深い水たまりでは、ハ
イドロプレーニング現象が起こ
りやすくなります。

水たまりのある路面を走行すると
きは以下に注意してください：
l アイドリングストップ機能をオ
フにします。

l 流れのない水たまりのみを通過
してください。

l 最高水位が25cm 以下の水たま
りのみを通過してください。

l 水たまりは、5km/h 以下の徐
行速度で通過してください。

車両にはアンチロック ブレーキ シ
ステムABSが標準装備されてい
ます。
必要な状況ではフル ブレーキを
行ってください。
出来るだけ最適に制動力を増強さ
せるため、フル ブレーキ中はブ
レーキ ペダルへの圧力を弱めない
でください。
その後も車両は、操縦可能な状態
を維持します。落ち着いてステア
リング操作をすることにより、障
害物を回避し易くなります。
ペダルが振動し、油圧の制御音が
聞こえたら、アンチロック ブレー
キ システムABS が作動していま
す。
特定のブレーキ状況下では、穴あ
きブレーキディスクがノイズの原
因になることがあります。ただし、
機能上の異音によりブレーキの性
能や作動安全性が損なわれること
はありません。

水の中を通過する

一般事項

安全に関する注意事項

注意
かなり水位のある水たまりを高速で通
過する場合、水がエンジン ルーム、電
装品、トランスミッションに浸入する
おそれがあり、損傷が発生するおそれ
があります。水たまりのある路面を走
行するときは、規定の最高水位と水た
まりを通過する際の最高速度を超えな
いようにしてください。

安全にブレーキをかける

一般事項
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濡れた路面、または融雪塩の撒か
れた路面や強い雨の中を走行する
ときは、数キロメートル毎に、短
時間軽くブレーキを踏みます。
その際、他の車の妨げにならない
よう注意してください。
ブレーキをかけたときに発生する
熱により、ブレーキ ディスクとブ
レーキ パッドが乾かされて、腐食
から保護されます。
必要なときに必要なブレーキ制動
力を得ることができます。

n 一般事項
長い、または険しい急勾配の道は、
ブレーキをかける必要が最も少な
いギアで運転してください。そう
しないと、ブレーキ システムが異
常過熱し、ブレーキの制動力が低
下するおそれがあります。
必要に応じて1 速まで手動でシフ
ト ダウンすることによって、エン
ジンのブレーキ作用をさらに強め
ることができます。
n 安全に関する注意事項

ブレーキ ディスクの腐食とブレー
キ パッドの汚れは、以下の状況で
起こりやすくなります：

ペダルの動作範囲に物を置かない

警告
運転席足元スペースに物があると、ペ
ダル ストロークが制限されたり、ペダ
ルを床まで踏み込むことが阻止された
りするおそれや、事故、怪我、物的損
害が発生するおそれがあります。

l車内では物を固定して、運転席足元
スペースに入り込まないように収納
してください。

lご使用の車両に適切な、フロアに確
実に固定することのできるフロア 
マットやカーペットを使用してくだ
さい。

l固定されていないフロア マットや
カーペットを使用することや、複数
のフロア マットやカーペットを重ね
ることは控えてください。

lペダル用のスペースが十分空いてい
ることを確認してください。

lフロア マットやカーペットは、清掃
などで取り外した後、再び確実に取
り付けるように注意してください。

濡れた路面

下り坂

警告
たとえわずかな踏力であってもブレー
キ ペダルに踏力を加え続けると、ブ
レーキ系統が過熱して、ブレーキ パッ
ド摩耗またはブレーキ システムの機能
停止を引き起こす場合があります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。ブレーキの過剰な負荷を
回避してください。

警告
アイドリング状態や走行スタンバイ オ
フ時には、安全関連の機能が制限され
たり、エンジンブレーキ作用またはブ
レーキ アシストやステアリング サポー
トなどが使用できません。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。
アイドリング状態や走行スタンバイを
オフにした状態で走行しないでくださ
い。

ブレーキ ディスクの腐食
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l 使用程度が低い場合
l 停車期間が長い場合
l 負荷が小さい場合
l 刺激性、酸性またはアルカリ性
のクリーニング剤

ブレーキディスクが腐食している
と、ブレーキを踏む際に振動がお
こることがあり、それは修理では
改善できない場合があります。

車両のエアコン内に結露水が発生
する可能性があります。車両の下
から結露水が流出するのは技術的
な理由によるもので、機能不良で
はありません。

レースコース走行における機械的
および熱的な大きな負荷により摩
耗が早まります。したがってこの
場合の摩耗は保証の対象とはなり
ません。車両はモータースポーツ
のレース用として設計されていま
せん。
レースコースでの走行の前後に、
車両の点検をトヨタ販売店に依頼
してください。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

車両には、燃費向上および排ガス
値低減のために総合的な技術が導
入されています。
燃料消費量はドライビングスタイ
ル、路面状態、整備あるいは環境
などのさまざまな要因によって変
動します。
適切な運転の仕方などのいくつか
の処置や定期的なメンテナンスに
よって、燃費を改善し、環境への
負荷を軽減させることができます。

積載物の重量が増えると、燃費も
悪化します。

停車した車両下の凝縮水

レースコースの走行

燃料の節約

車両装備

燃料消費量の低減

一般事項

不要な積載物を降ろす
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車両に取り付けたパーツは、エア
ロダイナミクスに影響を及ぼし、
燃費を悪化させます。

ウィンドウを開けていると、空気
抵抗が増加し、燃費を悪化させま
す。

タイヤは燃費にさまざまな影響を
及ぼすことがあり、例えばタイヤ 
サイズにより燃費が変わることが
あります。

タイヤ空気圧は少なくとも月2 
回、また長距離の運転を始める前
に点検し、必要に応じて調整して
ください。
タイヤ空気圧が低すぎると、走行
中のころがり抵抗が増加してエネ
ルギー消費量を悪化させ、さらに
タイヤの摩耗も増えます。

停車したままエンジンの暖機運転
を行わず、極端にエンジン回転数
を上げないようにしながら、発進
してください。
これにより、冷間時のエンジンを

最も効率よく作動温度にすること
ができます。

先読みする運転スタイルを心がけ、
安定した走行を維持することで燃
費が向上します。
不必要な加速やブレーキングを行
わないでください。
そのためには、前を走る車と自車
との間に適切な車間距離を保って
ください。

低いエンジン回転数で走行すると、
燃費が向上し、摩耗も少なくなり
ます。
必要に応じて車両のシフト ポジ
ション インジケーターを確認しま
す (146ページ参照 ) 。

赤信号に接近する際は、アクセル 
ペダルを戻して、車両の惰性を利
用してください。
急勾配の下り坂ではアクセル ペダ
ルを戻し、惰性で走行してしてく
ださい。
惰性走行中は、燃料供給がカット
されます。

使用後は取付けパーツを取り
外す

ウィンドウを閉める

タイヤ

一般事項

タイヤ空気圧を定期的に点検する

すぐに発進する

先を見越して運転する

高い回転数を避ける

惰性走行を利用する
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信号や踏み切り、または渋滞など、
長い時間停車する際は、エンジン
をオフにしてください。

車両のアイドリングストップは停
車中、エンジンを自動的に停止し
ます。
エンジンを停止し、再びスタート
すると、常にエンジンをかけ続け
る場合よりも燃料が節約され、排
気ガスが低減されます。エンジン
をわずか数秒停止させるだけでも
節約効果が表れます。

シート ヒーターやリア デフォッ
ガーなどの機能は多くのエネル
ギーを必要とし、燃料消費量を増
加させます。市街地走行や何度も
停止を繰り返す渋滞運転の場合は
特にそうです。
必要な場合以外では、これらの機
能のスイッチを切っておくように
してください。

車両の経済性を適切に維持し、車
両の寿命を最大限に確保するため、
定期的に車両のメンテナンスを実
施してください。点検整備は、ト

ヨタ販売店にご依頼ください。長い時間停車する際はエンジ
ンをオフにする

エンジンをストップする

アイドリングストップ

現在必要でない機能のスイッ
チをオフにする

点検整備を実施する
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5-1. メンテナンス

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

給油前に、燃料の種類についての
注意事項 (284ページ参照 ) を確
認してください。
ノズルが給油を最初にストップし
たとき、燃料タンクは満タンに
なっています。
給油の途中で給油ノズルを持ち上
げないでください。そうしないと、
給油が中断されてしまうことがあ
ります。
ガソリン スタンドに掲示されてい
る安全規定を遵守してください。

給油

車両装備

給油について

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ガソリンは危険物です。強燃性で、場
合によっては爆発します。火災の危険
およびけがをするおそれがあります。
次の注意事項を守ってください。

l給油時はエンジンをストップしてく
ださい。

lガソリンを扱っているときや周囲で
ガソリンの匂いがするときは、絶対
に火気を近づけないでください。

lガソリンがこぼれたときは、ふき
取ってください。

lセルフ給油式のガソリン スタンドで
は、掲示されている給油時の注意に
従ってください。

lフューエル キャップを開ける前に車
両の金属部分に手を触れ、身体に帯
電している静電気を逃がしてくださ
い。これにより、放電の火花を防ぎ
ます。

l給油しない人は給油口には近づかず、
給油する人は、給油が終わるまで車
内シートに座らないでください。給
油の途中でシートに座ると、再び静
電気を帯びることがあります。

l給油中、携帯電話など、電波を発生
するものは携行しないでください。
気化したガソリンとの間に火花が発
生し、爆発、引火する危険がありま
す。

l給油口からガソリンの蒸気を吸い込
まないでください。ガソリンの蒸気
は有毒です。
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1 フューエル リッドの後端を軽く
押します。

2 フューエル キャップを反時計回
りに回します。

3 フューエル キャップは、フュー
エル リッド裏のホルダーに差し
込みます。

1 キャップを給油口にはめて、時
計回りに「カチッ」という音が

警告
l車両の周囲や車内でガソリンの臭い
を感じたときは、直ちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。放置す
ると思わぬ火災の原因になるおそれ
があります。

注意
走行可能距離が50km 以下の場合は、
エンジンに十分な燃料が供給されなく
なるおそれがあります。エンジン機能
が保証されなくなります。損傷が発生
するおそれがあります。適切な時期に
給油してください。

注意
燃料は有毒で刺激性があります。燃料
タンクから燃料があふれ出ると、燃料
システムが損傷するおそれがあります。
塗装済みの表面と接触した場合は、表
面が損傷するおそれがあります。環境
が汚染されます。損傷が発生するおそ
れがあります。過度な給油を避けてく
ださい。

給油口

開ける

閉める

警告
キャップを回して閉める際にフューエ
ル キャップのストラップが挟まれた
り、押しつぶされるおそれがあります。
その場合、キャップを正しく閉めるこ
とができません。燃料や燃料の蒸気が
漏れる可能性があります。けがを負っ
たり、損傷が発生するおそれがありま
す。キャップを回して閉める際には、
ストラップが挟まれたり、押しつぶさ
れたりしないように注意してください。
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はっきり聞こえるまで回しま
す。

2 フューエル リッドを閉じます。

電気故障時などの特定の状況では、
フューエルリッドを手動でロック
解除する必要があります。
トヨタ販売店にフューエル リッド
のロック解除を依頼してください。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

タイヤの状態とタイヤ空気圧は以
下に影響を及ぼします：
･ タイヤの寿命
･ 走行安全性
･ 走行快適性
･ 燃費

フューエル リッドの手動ロッ
ク解除

ホイールとタイヤ

車両装備

タイヤ空気圧

一般事項
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タイヤ空気圧規定値は運転席ドア
のドア ピラーに記載されていま
す。
タイヤ空気圧は、車両メーカーに
よって該当車両タイプに適切であ
ると認められたタイヤ サイズおよ
び推奨されたタイヤ銘柄に有効で
す。特殊な装備との組み合わせで
のみ適切であるタイヤ サイズも記
載されている場合があります。
車両への使用が認められているホ
イールとタイヤに関する情報は、
トヨタ販売店にお問い合わせくだ

さい。
車両の積載荷重に応じて、それぞ
れの積載荷重に規定されたタイヤ
空気圧が適用されます。例：部分
的な積載荷重の車両の場合、規定
のタイヤ空気圧は部分的な積載荷
重の車両に対して最適なタイヤ空
気圧です。
ホイールとタイヤに関する詳細は、
トヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

装着されているタイヤについて、
現在のタイヤ空気圧をコントロー
ル ディスプレイに表示させること
ができます。
正しい表示のためには、タイヤ サ
イズがシステムに保存され、装着
されているタイヤ用に設定されて
いる (268ページ参照 ) 必要があ
ります。
現在のタイヤ空気圧の値はそれぞ
れのタイヤに示されています。

タイヤは走行時に温まります。タ
イヤ空気圧はタイヤの温度ととも
に上昇します。
タイヤ空気圧は自然に一定の量が
減ります。
空気圧測定装置は、最大で0.1bar 
低い値を表示することがあります。

安全に関する注意事項

警告
タイヤ空気圧が低くなりすぎた場合や
空気が抜けてしまった場合は、タイヤ
が非常に熱くなって損傷するおそれが
あります。ステアリング動作やブレー
キ動作などの走行特性が損なわれます。
事故、怪我、物的損害が発生するおそ
れがあります。タイヤ空気圧を定期的
に点検し、必要に応じて、例えば少な
くとも月2 回、または長距離走行の前
などに調整してください。

タイヤ空気圧の記載

ドア ピラー上

コントロール ディスプレイ上

タイヤ空気圧の点検

一般事項
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ドア ピラーのタイヤ空気圧ラベル
のタイヤ空気圧規定値は、冷えて
いるときのタイヤまたは周囲温度
と同じ温度のタイヤのみに関する
ものです。
タイヤ空気圧は、必ずタイヤが冷
えているときに点検してください、
つまり：
･ 走行距離が最大2km を超えて
いないとき

･ 走行後に最低2 時間車両を動か
していないとき

1 装着されているタイヤ用の規定
タイヤ空気圧を確認します 
(260ページ参照 ) 。

2 空気圧測定装置などを使用し
て、4 本全てのタイヤでタイヤ
空気圧を点検します。

3 現在のタイヤ空気圧と規定タイ
ヤ空気圧の間に値のずれが生じ
ている場合は、該当するタイヤ
のタイヤ空気圧を修正してくだ
さい。

4 タイヤ バルブに全てのバルブ 
キャップが取り付けられている
かを点検してください。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「タイヤ空気圧警報」

4 現在のタイヤ空気圧が規定タイ
ヤ空気圧からずれていないか点
検します。

5 現在のタイヤ空気圧と規定タイ
ヤ空気圧の間に値のずれが生じ
ている場合は、該当するタイヤ
のタイヤ空気圧を修正してくだ
さい。

現在のタイヤ空気圧の表示は、停
車時に制限されている場合があり
ます。短時間走行すると、タイヤ
空気圧が更新されます。

タイヤ空気圧警報（TPM）の場
合：
修正されたタイヤ空気圧が自動的
に適用されます。タイヤ設定が正
しく行われているか確認してくだ
さい。
コントロール ディスプレイでタイ
ヤ空気圧規定値を確認することが
できないタイヤの場合、タイヤ空
気圧警報（TPM）のリセットを行
います。

ドア ピラーのタイヤ空気圧規定
値による点検

コントロール ディスプレイのタ
イヤ空気圧規定値による点検

タイヤ空気圧の調整後

タイヤのトレッド

安全に関する注意事項

警告
タイヤ トレッド溝の深さが不足してい
ると、危険な状況において走行安全性
が制限されるおそれがあります。事故、
けが、物的損害が発生するおそれがあ
ります。タイヤの使用限界に関する法
的規定を遵守してください。



263

5

5-1. メンテナンス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

法律で定められたタイヤの使用限
界は、基本的にサマー タイヤ、
ウィンター タイヤおよびオール
シーズン タイヤで異なる可能性が
あります。最適な走行特性を維持
するため、例えば濡れた路面や雪
の場合は、法律で定められたタイ
ヤの使用限界に達する前にタイヤ
交換を行ってください。詳しい情
報については、トヨタ販売店にお
問い合わせください。

タイヤ大きさの全体に高さが1.6 
mm 以上の摩耗インジケーターが
タイヤ メーカーにより施されてい
ます。
摩耗インジケーターはタイヤ ト
レッドの摩耗を示すインジケー
ターです。
摩耗インジケーターは、タイヤ サ
イド ウォールの TWI、トレッド 
ウェア インジケーターの略語、と
刻印された位置にあります。

定期的にタイヤに傷、異物、摩耗
がないか点検してください。
タイヤ損傷またはその他の車両故
障の兆候：
･ 異常な振動
･ 異常な回転音または走行音
･ 左や右に強く引っ張られるよう
な異常な走行特性

･ タイヤのショルダー部分が特に
摩耗しているなど、摩耗状態が
均一でない場合。

例えば以下の状況によって損傷が
生じることがあります：
･ 縁石の角を乗り越える
･ 道路の損傷
･ タイヤ空気圧が低すぎる
･ 車両の積載超過
･ 不適切なタイヤ保管

タイヤの使用限界

摩耗インジケーター

タイヤの損傷

一般事項

安全に関する注意事項警告

警告
損傷したタイヤではタイヤ空気圧が低
下し、車両を制御できなくなるおそれ
があります。事故、怪我、物的損害が
発生するおそれがあります。走行中に
タイヤ損傷に関する注記が表示された
場合は、速やかに減速して停車してく
ださい。ホイールとタイヤの点検を依
頼してください。そのため、トヨタ販
売店まで慎重に走行します。必要に応
じて車両を牽引または搬送してもらっ
てください。損傷したタイヤは修理せ
ず、新しいタイヤに交換してください。
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タイヤは、タイヤ トレッド深さに
関わらず、少なくとも6 年毎に交
換してください。

タイヤの製造時期はタイヤ サイド 
ウォールにあります。

タイヤの取付けとバランス調整は、
トヨタ販売店に依頼してください。

車両や装備によっては、特定のホ
イールとタイヤの組み合わせしか
適していません。ホイールとタイ
ヤの組み合わせは、車両メーカー
によって次の基準に基づいて指定
されています：
･ タイヤ サイズ、タイヤ幅や偏平
比など

･ ホイールサイズ、リム直径やオ
フセットなど

車両および特殊装備に適している
ホイールとタイヤについては、ト
ヨタ販売店にお問い合わせくださ
い。

警告
縁石の角、道路の損傷やその他の障害
物を乗り越えると、ホイール、タイヤ
およびシャシーコンポーネントが損傷
するおそれがあります。タイヤが大き
いほど、タイヤ断面は小さくなります。
タイヤ断面が小さいほど、タイヤ損傷
の危険は増します。事故、怪我、物的
損害が発生するおそれがあります。縁
石の角、道路の損傷やその他の障害物
は、できるだけ迂回するか、または低
速で慎重に乗り越えてください。

タイヤの寿命

推奨

製造時期

記号 製造時期

DOT…38
20

2020 年第 38 週

ホイールとタイヤの交換

取付けとバランス調整

適性のあるホイールとタイヤ

一般事項

安全に関する注意事項

警告
車両に適していないホイールおよびタ
イヤを使用すると、車両コンポーネン
トが損傷する可能性があります。事故、
怪我、物的損害が発生するおそれがあ
ります。車両メーカーは、車両タイプ
に対する適性が認められたホイールと
タイヤのみを使用することを推奨して
います。

警告
取り付けられたスチール ホイールが車
両に適していないため、例えばホイー
ル ボルトの緩みやブレーキ ディスクの
損傷など、走行特性やシステム機能に
影響を及ぼすおそれがあります。事故、
けが、物的損害のおそれがあります。
スチール タイヤを取り付けないでくだ
さい。
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車両に応じて、それぞれの車両要
件に合わせて最適化されたタイヤ 
タイプが開発されています：
･ 走行特性
･ 快適性
･ 騒音特性
専用開発されたタイヤには、タイ
ヤ サイドウォールに星印が付いて
います。車両メーカーより、星印
が付いたホイールとタイヤを交換
する場合、星印が付いたタイヤを
使用するよう推奨されています。
同じメーカーと同一形状のタイヤ
の使用するよう、車両メーカーよ
り推奨されています。

新しいタイヤのグリップ力は、製
造上の理由から、まだ最適な状態
にはなっていません。
最初の300km は控えめに走行し
てください。

タイヤの許容最高速度は速度指標
によって示されます。
速度指標はタイヤ サイドウォール
の公式タイヤ記号に表示されてい
ます。

警告
ホイールとタイヤの組み合わせが車両
に適していないと、車両の走行特性と
アンチロック ブレーキ システムやダイ
ナミック スタビリティコントロールな
どの各種システムの機能が制限される
可能性があります。事故、怪我、物的
損害が発生するおそれがあります。車
両メーカーは、該当車両タイプに適切
であることが確認されているホイール
とタイヤを使用することを推奨してい
ます。タイヤ損傷の場合は、元のホ
イールとタイヤの組み合わせとなるよ
うなタイヤを取り付けてください。

推奨タイヤ

新しいタイヤ

再生タイヤ

警告
再生タイヤは、タイヤの内部構造が異
なることがあります。劣化の進行とと
もに耐久性が損なわれるおそれがあり
ます。事故、怪我、物的損害が発生す
るおそれがあります。車両のメーカー
は、再生タイヤの使用をお勧めしてい
ません。

最高速度

安全に関する注意事項

警告
取り付けたタイヤの許容最高速度を超
えると、タイヤが損傷する可能性があ
ります。事故、怪我、物的損害が発生
するおそれがあります。タイヤの許容
最高速度を超えないようにしてくださ
い。

速度指標
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冬期の路面の走行には、ウィン
ター タイヤの使用をお勧めしま
す。
ウィンター タイヤは、タイヤのサ
イドウォールに表記された山と雪
のマークとM+S マークで識別す
ることができます。
いわゆるM+S マークが付いてい
ても山と雪のマークが無いオール
シーズン タイヤは、サマータイヤ
よりも冬期用特性が優れています
が、ウィンター タイヤほどの性能
はありません。

ウィンター タイヤを取り付けた場
合は、タイヤの許容最高速度を必
ず守って、制限を超えないでくだ
さい。

ランフラット タイヤから標準タイ
ヤへの交換の際、タイヤ交換セッ
トが車内にあるか確認します。詳
しい情報はトヨタ販売店にお問い
合わせください。

記号 最高速度

Q 160 km/h 以下

R 170 km/h 以下

S 180 km/h 以下

T 190 km/h 以下

H 210 km/h 以下

V 240 km/h 以下

W 270 km/h 以下

Y 300 km/h 以下

(Y) 300 km/h 以上

ウィンター タイヤ

一般事項

ウィンター タイヤの速度制限

ランフラット タイヤの交換

警告
損傷したタイヤではタイヤ空気圧が低
下し、車両を制御できなくなるおそれ
や、事故、けが、物的損害のおそれが
あります。損傷したタイヤは修理しな
いで交換してください。

アクスル間のホイール交換

警告
フロント アクスルとリア アクスルで寸
法の異なるタイヤまたはホイールを装
着している車両の場合、アクスル間で
ホイール交換をするとタイヤの損傷や
車両損傷の原因となるおそれがありま
す。事故、怪我、物的損害が発生する
おそれがあります。フロント アクスル
とリア アクスルで寸法の異なるタイヤ
またはホイールを装着している車両の
場合、アクスル間でホイール交換をし
ないでください。



267

5

5-1. メンテナンス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

タイヤのサイド ウォールに表示さ
れている最大タイヤ空気圧を超過
しないようにしてください。

･ 取り外したホイールやタイヤは、
乾燥した冷暗所に保管してくだ
さい。

･ オイル、グリース、溶剤がタイ
ヤに付着しないように注意して
ください。

･ タイヤをプラスチック袋に入れ
たままにしないでください。

･ ホイールまたはタイヤから汚れ
を取り除いてください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ランフラット タイヤでは、タイヤ
空気圧が完全に低下した場合でも、
制限付きで走行を続けることがで
きます。

ランフラット タイヤは、セルフ サ
ポーティング タイヤと、場合に
よっては追加の特殊リムで構成さ
れています。
サイド ウォールの強化により、タ

イヤ空気圧が低下した状態でも制
限付きでさらに走行を続けること
ができます。
タイヤ パンク時の走行に関する注
意事項を守ってください。

タイヤ側面部分にRSC‒Runflat 

タイヤを保管する

タイヤ空気圧

保管

ランフラット タイヤ★について

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
ランフラット タイヤで空気が抜けてい
る場合またはタイヤ空気圧が非常に低
い場合は走行特性が変化し、例えばブ
レーキ時の方向安定性が低下したり、
制動距離が長くなったり、セルフステ
ア特性が変化したりします。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。慎重に走行し、速度が80km/h 
を超えないようにしてください。

警告
走行中に振動や異音が発生する場合、
タイヤが今後完全に機能停止するおそ
れがあります。タイヤ部品が外れる可
能性があります。事故、怪我、物的損
害が発生するおそれがあります。速度
を落として停車してください。引き続
き走行はせず、トヨタ販売店に連絡し
てください。

識別表示
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SystemComponent と刻印され
ています。

スノー チェーンを装着できませ
ん。スノー チェーンについてはト
ヨタ販売店にお問い合わせくださ
い。

このシステムは、取り付けられて
いる4 つのタイヤ空気圧をモニ
ターします。このシステムは、1
個または複数のタイヤでタイヤ空
気圧が低下した場合に警告を出し
ます。

エア バルブ内のセンサーがタイヤ
空気圧とタイヤ温度を測定します。
このシステムは取り付けられたタ
イヤを自動的に検知します。この
システムはコントロール ディスプ
レイで規定圧を表示し、実際のタ
イヤ空気圧と比較します。
車両のタイヤ空気圧規定値 (260
ページ参照 )に記載がないタイヤ、
例えば特殊用途のタイヤなどの場
合は、リセットによりシステムを
強制リセットする必要があります。
これにより現在のタイヤ空気圧が
規定圧として適用されます。
システムの操作については、タイ
ヤ空気圧 (260ページ参照 ) の章
のその他の情報や注意事項も参照
してください。

タイヤ空気圧の低下を正確に検知

警告
タイヤが損傷しているとタイヤ空気圧
が失われ、車両をコントロールできな
くなるおそれや、事故、けが、物的損
害のおそれがあります。損傷したタイ
ヤは修理せず、新しいタイヤに交換し
てください。

スノー チェーン

スノー チェーンについて

注意
nスノーチェーンの使用について

スノー チェーンを装着しないでくださ
い。スノー チェーンが車体にあたり、
走行のさまたげとなるおそれがありま
す。詳しくはトヨタ販売店にご相談く
ださい。

タイヤ空気圧警報（TPM）

原理

一般事項

安全に関する注意事項

警告
規定圧の表示は、車両のタイヤ空気圧
規定値に代わるものではありません。
タイヤ設定における間違ったデータは、
正しくない規定タイヤ空気圧の原因と
なります。タイヤ空気圧の低下を正確
に検知して通知することができなくな
ります。けがを負ったり、損傷が発生
するおそれがあります。取り付けられ
ているタイヤのタイヤ サイズが正しく
表示され、タイヤに記載されている
データとタイヤ空気圧規定値が一致し
ていることを確認してください。

機能の前提条件
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して通知することができなくなる
おそれがあるので、システムは以
下の前提条件を満たしていなけれ
ばなりません：
･ タイヤ交換またはホイール交換
の後、タイヤの取り付けがシス
テムによって検知、更新され、
少し走行するとコントロール 
ディスプレイに表示されます。

タイヤがシステムによって自動的に検知
されない場合は、タイヤ設定で取り付け
たタイヤのデータを入力します。
･ 数分走行すると、タイヤ空気圧
警報がオンになります：

･ タイヤ交換またはホイール交換後
･ リセット後、特殊用途のタイヤの場合
･ タイヤ設定の変更後
･ 特殊用途のタイヤの場合：
･ タイヤ交換またはホイール交換の後、
正しいタイヤ空気圧の状態でリセット
を行うこと

･ タイヤ空気圧を新しい値に調整した後、
リセットを行うこと
･ TPM ホイール エレクトロニク
ス付きタイヤ

タイヤがシステムによって自動的
に検知されない場合は、タイヤ設
定で取り付けたタイヤのデータを
入力することができます。
取り付けられているタイヤについ
てのタイヤ サイズは、車両のタイ
ヤ空気圧表示から、または直接タ
イヤから読み取ることができます 
(260ページ参照 ) 。
タイヤ空気圧を修正する場合は、

タイヤ空気圧規定値を再度入力す
る必要はありません。
サマーおよびウィンター タイヤに
対しては、それぞれ前回入力した
タイヤ データが保存されていま
す。これにより、タイヤ交換また
はホイール交換後、前回使用した
タイヤ セットの設定を選択するこ
とができます。

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「タイヤ空気圧警報」

Toyota Supra Command から：
1「タイヤ設定」
2 タイヤを選択する：
･「サマータイヤ」
･「スノータイヤ /オールシーズン
タイヤ」

3「現在のサイズ :」
4 リア アクスルに取り付けられて
いるタイヤ タイプを選択する：

･ タイヤ サイズ、例えば
245/45 R18 96 Y

･ 特殊用途のタイヤの場合：「その
他のタイヤ」

5 タイヤ サイズを選択した場合、
車両の積載状態を選択します。

6「設定を確定」
現在のタイヤ空気圧の測定が開始
されます。測定の進捗状況が表示
されます。

タイヤ設定

一般事項

メニューを呼び出す

設定を行う
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システムが作動しているかどうか
など、システムのステータスをコ
ントロール ディスプレイに表示さ
せることができます。
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「タイヤ空気圧警報」

現在のステータスが表示されます。

各タイヤについて、現在のタイヤ
空気圧が表示されます。
現在のタイヤ空気圧は、走行モー
ドまたは外気温度によって変わる
ことがあります。

モデルに応じて、現在のタイヤ温
度が表示されます。
現在のタイヤ温度は、走行モード
または外気温度によって変わるこ
とがあります。

コントロール ディスプレイには、
タイヤおよびシステムの状態がホ
イールの色とテキストによって表
示されます。

タイヤ空気圧の修正の際に、表示
された規定タイヤ空気圧に達しな
い場合は、既存のメッセージが削
除されないことがあります。

･ システムが作動しており、表示
された規定タイヤ空気圧に基づ
いて警告を行います。

･ 特殊用途のタイヤの場合：シス
テムが作動しており、最後のリ
セット時に保存されたタイヤ空
気圧に基づいて警告を行います。

表示されているタイヤがパンクし
ているか、タイヤ空気圧が大きく
低下しています。

タイヤ空気圧の低下を検知できな
い可能性があります。
考えられる原因：
･ 故障
･ タイヤ空気圧測定中、タイヤ設
定の確定後

･ 特殊用途のタイヤの場合：シス
テムのリセットが実施されてい
る

Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3「タイヤ空気圧警報」
4「タイヤ設定」

ステータス表示

現在のステータス

現在のタイヤ空気圧

現在のタイヤ温度

タイヤの状態

一般事項

全てのホイールが緑色

1 個～ 4 個のホイールが黄色

ホイールが灰色

タイヤ空気圧をリセットする
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5 タイヤを選択する：
･「サマータイヤ」
･「スノータイヤ /オールシーズン
タイヤ」

6「現在のサイズ :」
「その他のタイヤ」以外を選択し
ている場合：

7「車両積載状態」
8「設定を確定」
9 発進します。
「その他のタイヤ」を選択してい
る場合：

7「タイヤ設定」
8 走行スタンバイをオンにしま
す。ただし発進させないでくだ
さい。

9 タイヤ空気圧をリセットする：
「リセット実行」。
10発進します。
30km/h 以上での短時間の走行後
に、設定したタイヤ空気圧が基準
タイヤ空気圧として適用されます。
リセットは走行中に自動的に終了
します。
リセットが無事に終了すると、コ
ントロール ディスプレイではホ
イールが緑に表示されます。
走行はいつでも中断することがで
きます。走行を再開すると、リ
セットが自動的に再開されます。

タイヤ空気圧低下のメッセージが
表示された場合、必要に応じて

ビークルスタビリティコントロー
ル（VSC）とトラクションコント
ロールがオンになります。

n 通知
コントロール ディスプレイにシン
ボルと車両メッセージが表示され
ます。

n 対応
タイヤ空気圧を点検し、必要に応
じて調整します。

メッセージ：特殊用途以外の
タイヤの場合

一般事項

安全に関する注意事項

警告
標準タイヤが損傷してタイヤ空気圧が
低くなりすぎたり、空気が抜けてしま
うと、ステアリングおよびブレーキ動
作などの走行特性が損なわれます。ラ
ンフラット タイヤは制限付きで安定性
を維持することができます。事故・怪
我・物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両に標準タイヤが装備されて
いる場合は、これ以上走行を続けない
でください。ランフラット タイヤとラ
ンフラット タイヤでの継続走行に関す
る注意事項を守ってください。

タイヤ空気圧点検が必要な場合

シンボル 考えられる原因

タイヤに漏れが検出され
た。

空気注入が規定に従って行
われなかった。例えば充填
した空気が不十分な場合や
自然にタイヤ空気圧が一定
の量が減った場合。
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n 通知
コントロール ディスプレイにシン
ボルと車両メッセージが表示され
ます。

さらにコントロール ディスプレイ
にシンボルと車両メッセージが表
示されます。

n 対応
1 速度を下げます。速度が
130km/h を超えないようにし
てください。

2 できるだけ早く、ガソリン スタ
ンドなどで4 本全てのタイヤ空
気圧を点検し、必要に応じて調
整または修理してください。

n 通知

さらにコントロール ディスプレイ
にシンボルと該当するタイヤの車
両メッセージが表示されます。

n 対応
1 速度を落として、慎重に停車し
てください。急なブレーキ操作
やステアリング操作は行わない
でください。

2 車両にノーマル タイヤまたはラ
ンフラット タイヤのどちらが装
備されているか確認します。

ランフラット タイヤ (274ページ参照 ) 
のサイド ウォールには円形シンボルと
RSC の文字が付いています。

3 タイヤ パンク時の処置の説明を
確認してください。

タイヤ パンク時の処置 (274ページ参照
)

タイヤ空気圧低下のメッセージが
表示された場合、必要に応じて
ビークルスタビリティコントロー
ル（VSC）とトラクションコント
ロールがオンになります。

タイヤ空気圧が低すぎる場合

メーター パネルで黄色の警
告灯が点灯します。

シンボル 考えられる原因

タイヤ空気圧が低下してい
ます。

タイヤ空気圧が大きく低下した場
合

メーター パネルで黄色の警
告灯が点灯します。

シンボル 考えられる原因

タイヤがパンクしている
か、タイヤ空気圧が大きく
低下しています。

通知：特殊用途のタイヤの場
合

一般事項
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n 通知
コントロール ディスプレイにシン
ボルと車両メッセージが表示され
ます。

n 対応
1 タイヤ空気圧を点検し、必要に
応じて調整します。

2 システムのリセットを実施しま
す。

n 通知

さらにコントロール ディスプレイ
にシンボルと車両メッセージが表
示されます。

n 対応
1 速度を下げます。速度が
130km/h を超えないようにし
てください。

2 できるだけ早く、ガソリン スタ
ンドなどで4 本全てのタイヤ空
気圧を点検し、必要に応じて修
正してください。

3 システムのリセットを実施しま
す。

n 通知

安全に関する注意事項

警告
標準タイヤが損傷してタイヤ空気圧が
低くなりすぎたり、空気が抜けてしま
うと、ステアリングおよびブレーキ動
作などの走行特性が損なわれます。ラ
ンフラット タイヤは制限付きで安定性
を維持することができます。事故・怪
我・物的損害が発生するおそれがあり
ます。車両に標準タイヤが装備されて
いる場合は、これ以上走行を続けない
でください。ランフラット タイヤとラ
ンフラット タイヤでの継続走行に関す
る注意事項を守ってください。

タイヤ空気圧点検が必要な場合

シンボル 考えられる原因

空気注入が規定に従って行
われなかった、例えば充填
した空気が不十分な場合。

システムがホイール交換を
検知したが、リセットが行
われなかった。

タイヤ空気圧が前回のリ
セット値を下回った。

システムのリセットが実行
されなかった。システムは
最後のリセット時に保存さ
れたタイヤ空気圧を基準に
して警告を出します。

タイヤ空気圧が低すぎる場合

メーター パネルで黄色の警
告灯が点灯します。

シンボル 考えられる原因

タイヤ空気圧が低下してい
ます。

システムのリセットが実行
されませんでした。システ
ムは最後のリセット時に保
存されたタイヤ空気圧を基
準にして警告を出します。

タイヤ空気圧が大きく低下した場
合

メーター パネルで黄色の警
告灯が点灯します。
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さらにコントロール ディスプレイ
にシンボルと該当するタイヤの車
両メッセージが表示されます。

n 対応
1 速度を落として、慎重に停車し
てください。急なブレーキ操作
やステアリング操作は行わない
でください。

2 車両にノーマル タイヤまたはラ
ンフラット タイヤのどちらが装
備されているか確認します。

ランフラット タイヤ (274ページ参照 ) 
のサイド ウォールには円形シンボルと
RSC の文字が付いています。

3 タイヤ パンク時の処置の説明を
確認してください。

タイヤ パンク時の処置 (274ページ参照
)

1 損傷したタイヤを特定します。
タイヤ リペア セットのタイヤ空気圧イ
ンジケーターなどを使用して、4 つ全て
のタイヤの空気圧を点検します。

特殊用途のタイヤの場合：4 つ全てのタ
イヤの空気圧が正常な場合は、TPM が

リセットされなかった可能性が考えられ
ます。その場合はリセットを実行してく
ださい。

タイヤ損傷を特定できない場合は、トヨ
タ販売店に連絡してください。

2 タイヤ リペア セットを使用す
るか、ホイールを交換してタイ
ヤ パンクを修理します。

タイヤ リペア セットなどのシール
剤を使用すると、TPM ホイール 
エレクトロニクスが損傷すること
があります。その場合はエレクト
ロニクスをできるだけ早く交換し
てください。

n 安全に関する注意事項

シンボル 考えられる原因

タイヤがパンクしている
か、タイヤ空気圧が大きく
低下しています。

システムのリセットが実行
されませんでした。システ
ムは最後のリセット時に保
存されたタイヤ空気圧を基
準にして警告を出します。

タイヤ パンク時の処置

ノーマル タイヤ

ランフラット タイヤについて

警告
ランフラット タイヤで空気が抜けてい
る場合またはタイヤ空気圧が非常に低
い場合は走行特性が変化し、例えばブ
レーキ時の方向安定性が低下したり、
制動距離が長くなったり、セルフステ
ア特性が変化したりします。事故、怪
我、物的損害が発生するおそれがあり
ます。慎重に走行し、速度が80km/h 
を超えないようにしてください。

警告
走行中に振動や異音が発生する場合、
タイヤが今後完全に機能停止するおそ
れがあります。タイヤ部品が外れる可
能性があります。事故、怪我、物的損
害が発生するおそれがあります。速度
を落として停車してください。引き続
き走行はせず、トヨタ販売店に連絡し
てください。
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n 最高速度
損傷したタイヤでは、最高速度
80km/h 以下で走行することがで
きます。
n タイヤ パンク時の走行について
損傷したタイヤでの走行時は、以
下の点に注意してください：
1 急なブレーキ操作やステアリン
グ操作は行わないでください。

2 速度が80km/h を超えないよ
うにしてください。

3 次の機会に4 本全てのタイヤ空
気圧を点検してください。

特殊用途のタイヤの場合：4 つ全てのタ
イヤの空気圧が正常な場合は、タイヤ空
気圧警報がリセットされなかった可能性
が考えられます。その場合はリセットを
実行してください。

n 空気の抜けたタイヤで可能な走
行距離

積載重量および速度、路面の舗装
状態、外気温度などの車両の負荷
に応じて、総航続可能距離が変化
します。可能な走行距離はより短
くなったり、控え目に運転するこ
とで、さらに長くなったりするこ
とがあります。
中程度の積載状態で負荷が小さい
場合の可能な走行距離は80km 以
下です。
n 損傷したタイヤでの走行特性
傷したタイヤで走行すると、走行
特性が変化し、例えば以下のよう
な状況を招くおそれがあります：
･ 車両が急に振られる
･ 制動距離が長くなる
･ セルフ ステア特性が変化する

運転の仕方を状況に合わせてくだ
さい。急ハンドル、縁石や路面の
穴などを踏み越えるような走行は
避けてください。

タイヤ空気圧は、タイヤの温度に
左右されます。
例えば走行中に、または直射日光
によってタイヤの温度が上昇する
ことによりタイヤ空気圧は上昇し
ます。
タイヤ空気圧は、タイヤ温度が低
下すると減少します。
この特性によって、急激な温度低
下の場合は、警告限界があるため
に警告が発せられることがありま
す。
温度条件による警告の後は、短時
間の走行後に規定タイヤ空気圧が
コントロール ディスプレイに再び
表示されます。

外的な要因により突然タイヤが深
刻な損傷を受けた場合、システム
は警告を発することができません。

特殊用途のタイヤ：リセットが実
施されないと、システムは正しく
機能しません。例えば、タイヤ空
気圧は正常であるにもかかわらず、
タイヤのパンクが通知されます。

システムの限界

温度

突然のタイヤ空気圧の低下

リセットが実施されなかった
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･ エマージェンシー ホイールなど
のTPM ホイール エレクトロニ
クスなしのホイールが取り付け
られている：必要に応じてホ
イールの点検を依頼してくださ
い。

･ 機能障害：システムの点検を依
頼してください。

･ 同じ無線周波数を持つシステム
や機器による障害：障害エリア
から離れると、システムは自動
的に再び作動します。

･ 特殊用途のタイヤの場合：シス
テムがリセットを終了できませ
んでした。システムのリセット
を再度実施します。

･ タイヤ空気圧警報が機能停止し
ている：システムの点検をトヨ
タ販売店に依頼してください。

･ 車両をできる限り交通の往来の
ある場所から遠ざけ、堅い地面
に停車します。

･ ハザード フラッシャーをオンに
します。

･ パーキング ブレーキをかけて、
車両が動き出さないように車輪
を固定します。

･ ステアリング ホイールを直進位
置にしてロックします。

･ 全ての搭乗者を降車させて、
ガードレールの内側などの危険
領域の外に移動させます。

･ 必要があれば適切な距離をあけ
て非常停止表示板を置きます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

タイヤパンク応急修理キットによ
り、比較的小さなタイヤ損傷を一
時的にシールして、引き続き走行
することができます。

･ 注入したシール剤が、硬化する
過程で損傷を内側からふさぎま
す。

･ コンプレッサーおよびタイヤ タ
イヤ シール剤容器に記載のタイ
ヤパンク応急修理キットの使用
に関する注意事項を守ってくだ
さい。

･ タイヤパンク応急修理キットは、
損傷の大きさが直径約4 mm を
超える場合には効果がない可能
性があります。

･ 入り込んだ異物は、タイヤに
入ったままにしてください。タ

故障

通知

黄色の警告灯が点滅し、そ
の後点灯し続けます。車両
メッセージが表示されま
す。タイヤ空気圧の低下を
検知できない可能性があり
ます。

対応

タイヤのパンクを修理する

安全対策

タイヤパンク応急修理キット★

原理

一般事項
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イヤから異物が突出しているこ
とを確認することができる場合
のみ、異物を取り除いてくださ
い。

･ コンプレッサーはタイヤ空気圧
の点検に使用できます。

タイヤパンク応急修理キットはラゲッジ
ルームの右収納ボックス内にあります。

1 タイヤ シール剤容器
2 タイヤ シール剤ボトルの排出口
3 注入ホース
4 タイヤ シール剤ボトルの接続部
5 タイヤ バルブの接続部

1 コンプレッサー
2 タイヤ空気圧インジケーター
3 減圧バルブ ボタン
4 タイヤ シール剤容器ホルダー
5 電源ソケット用コネクタ
6 オン /オフ スイッチ

･ 車両をできる限り交通の往来の
ある場所から遠ざけ、堅い地面
に停車します。

･ ハザード フラッシャーをオンに
します。

･ パーキング ブレーキをかけま
す。

･ ステアリング ホイールを直進位
置にしてロックします。

･ 交通状況に注意して全ての乗員
を降車させ、ガードレールの内
側などの危険領域の外に移動さ
せます。

･ 非常停止表示板を車両から離れ
た場所に置きます。必要に応じ
て誘導棒を置きます。

･ 最高許容速度の警告ラベルをタ
イヤ シールから剥がし、車内の
よく見えるところに貼ります。

概要

収納

タイヤ シール剤ボトルと注入
ホース

コンプレッサー

安全対策
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1 タイヤ シール剤容器をコンプ
レッサーのハウジングのホル
ダーにはめ込みます。

2 タイヤ シール剤容器をストップ
位置まで時計回りに90°回し
ます。

3 注入ホースをタイヤ シール剤容
器の出口に接続して、ストップ
位置まで時計回りに90°回し
ます。

4 ホイールのバルブ キャップを外
し、注入ホースの接続ピースを
バルブにねじ込みます。

5 コンプレッサーをオフにした状
態で、コネクターを車内の電源
ソケットに差し込みます。

タイヤパンク応急修理キット
を準備する

シール剤を充填する

安全に関する注意事項

警告
エキゾースト パイプが塞がれている場
合や換気が十分でない場合は、有害な
排気ガスが車内に入り込むおそれがあ
ります。排気ガスは無色で無臭の有害
物質を含んでいます。閉じられた空間
では、車両の外側にも排気ガスが溜ま
るおそれがあります。生命の危険があ
ります。エキゾースト パイプが塞がれ
ないよう、また十分に換気するように
注意してください。

注意
作動が長すぎると、コンプレッサーが
過熱するおそれがあります。また、周
囲の物が損傷する危険があります。コ
ンプレッサーを10 分以上作動させな
いでください。
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1 作動スタンバイまたは走行スタ
ンバイがオンのときに、コンプ
レッサーをオンにします。シー
ル剤を注入し、タイヤ空気圧を
2.5bar に上げるためにコンプ
レッサーを最長10 分間作動さ
せます。
シール剤の充填時に、タイヤ空
気圧が一時的に約6bar に上昇
します。この段階でコンプレッ
サーをオフにしないでくださ
い。

2 コンプレッサーをオフにしま
す。

コンプレッサーのタイヤ空気圧イ
ンジケーターでタイヤ空気圧を読
み取ります。タイヤ空気圧は
2.5bar 以上でなければなりませ
ん。

タイヤ空気圧が高すぎる場合は、
コンプレッサーの減圧バルブでタ
イヤ空気圧を下げます。

タイヤ空気圧が2.5bar 以上に達
していない場合には、走行を続け
てはなりません。トヨタ販売店に
ご連絡ください。

1 車内のソケットからプラグを引
き抜きます。

2 タイヤ シール剤ボトルとホイー
ルのバルブからホースを外しま
す。

3 バルブ キャップを取り付けま
す。

4 タイヤパンク応急修理キットを
ラゲッジ ルームに収納します。

5 タイヤ内でシール剤が均等にい
きわたるように、すぐに10 
km 走行します。

許容最高速度の80km/h を超えないで
ください。

可能であれば、20 km/h 以上で走行し
てください。

初めてホイールを回転させる間に、シー
ル剤が損傷箇所から噴出するおそれがあ
ります。

1 適切な場所で停車します。
2 ホースを直接コンプレッサーに
接続し、カチッとかみ合う音が
するまで時計回り方向に90°
回します。

シール剤を充填する

タイヤ空気圧の点検

タイヤ空気圧が高すぎる

最低タイヤ空気圧に達していない

最低タイヤ空気圧に達している

タイヤ空気圧を調整する
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3 ホイールのバルブ キャップを外
し、ホースの接続ピースをバル
ブにねじ込みます。

4 コネクタを車内の車両内部の電
源ソケットに差し込みます。

5 コンプレッサーのタイヤ空気圧
インジケーターでタイヤ空気圧
を読み取ります。少なくとも
1.3bar のいずれかのタイヤ空
気圧が表示されない場合には、
走行を続けてはなりません。ト
ヨタ販売店にご連絡ください。

6 タイヤ空気圧を2.5bar に修正
します。

･ タイヤ空気圧を上げる : 作動ス
タンバイまたは走行スタンバイ
をオンにした状態でコンプレッ
サーをオンにし、最長 10 分間
作動させます。

･ タイヤ空気圧を下げる：コンプ
レッサーの減圧バルブ ボタンを
押します。

1 コンプレッサーをオフにしま
す。

2 車内のソケットからプラグを引
き抜きます。

3 コンプレッサーおよびホイール
のバルブからホースを外しま
す。

4 バルブ キャップを取り付けま
す。

5 タイヤパンク応急修理キットを
ホースと共にラゲッジルームに
収納します。

許容最高速度の80km/h を超えな
いでください。
走行距離が最大200km を超えな
いこと。
タイヤ空気圧警告システムを再度
初期化するか、タイヤ空気圧コン
トロールをリセットします。
異常のあるタイヤとタイヤパンク
応急修理キットのタイヤシール剤
容器は、できるだけ早期に交換す
るよう依頼して下さい。
詳しい情報：
タイヤ空気圧警報（TPM） (268
ページ参照 )

タイヤを走行可能状態にできない
場合は、トヨタ販売店にご連絡く
ださい。
タイヤ シール剤を使用すると、ホ
イール エレクトロニクスが損傷す
るおそれがあります。その場合は
電子回路をできるだけ早く交換し
てください。

タイヤパンク応急修理キット
を取り外して収納する

走行を続ける

システムの限界
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ランフラット タイヤまたはタイヤ 
リペア セットを使用する場合、故
障時のタイヤ空気圧低下時に必ず
しも直ちにホイールの交換を行う
必要はありません。
必要な場合、タイヤ交換用の適切
な工具はアクセサリーとして、ト
ヨタ販売店でお求めいただけます。

ホイール固定ボルトは特殊コー
ディングされています。ボルトは、
コーディングに適したアダプター
でのみ開くことができます。

盗難防止用ホイール ボルトのアダ
プターはツール キットの中または
ツール キット付近の小物入れの中
にあります。

･ ホイール ボルト（矢印 1）
･ アダプター（矢印 2）

1 アダプターをホイール ボルトに
差し込んでください。

2 ホイール ボルトを取り外してく
ださい。

3 ボルトを外した後はアダプター
を取り外してください。

1 アダプターをホイール ボルトに
差し込んでください。必要に応
じて、アダプターがホイールボ
ルトに合うまでアダプターを回
してください。

2 ホイール ボルトを締め付けま
す。締付けトルクは140Nm 
です。

3 ボルトを締め付けた後はアダプ
ターを取り外し、収納してくだ
さい。

ホイールの交換

一般事項

盗難防止用ホイール ボルト

原理

概要

ボルトを外す

ボルトを締め付ける
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この章では、モデルシリーズに提供される全ての標準装備、オプション装
備について説明しています。従って、選択されたオプション装備などの理
由により、お客様の車両では使用することができない装備および機能につ
いての説明も含まれています。このことは、安全関連の機能とシステムに
も当てはまります。該当する機能とシステムを使用する場合は、法律と規
定に従ってください。

1 ウォッシャー液のフィラーキャップ
2 ジャンプスタート、バッテリーマイナス端子
3 ジャンプスタート、バッテリープラス端子
4 エンジンオイルフィラーキャップ
5 補助冷却用冷却水タンク
6 エンジン冷却水タンク
7 車台番号

エンジンルーム

車両装備

概要
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1 レバーを引きます（矢印 1）。
ボンネットがロック解除されます。

2 レバーを一旦戻し、レバーをも
う1 度引きます ( 矢印 2)。

ボンネット

安全に関する注意事項

警告
エンジンルーム内で不適切な作業を行
うと、構成部品が損傷し、安全性に問
題が生じるおそれがあります。事故、
怪我、物的損害が発生するおそれがあ
ります。エンジン ルームでの作業は、
トヨタ販売店に依頼するよう、車両
メーカーより推奨されています。

警告
エンジンルーム内には可動構成部品が
あります。ラジエターファンなど、エ
ンジンルーム内の特定の構成部品は、
車両停止時にも動くことがあります。
けがをする危険があります。可動部品
の領域に手を差し入れないでください。
衣服や髪の毛を可動部品に近づけない
でください。

警告
ボンネットには、ロックフックなど、
内側に突き出している部品があります。
けがをする危険があります。ボンネッ
トが開いている場合、突き出している
部品に注意し、この部分を空けておい
てください。

警告
ボンネットが正しくロックされていな
いと、走行中に開いて、視野を遮るお
それがあります。事故、怪我、物的損
害が発生するおそれがあります。ただ
ちに停車して、ボンネットを正しく
ロックしてください。

警告
ボンネットを開閉する場合、身体の一
部が挟まれるおそれや、けがをする危
険があります。開閉時には、ボンネッ
トが動く範囲に身体の一部がないこと
を確認してください。

注意
ボンネットを開く場合、起こされてい
るワイパーが挟まれるおそれや、損傷
が発生するおそれがあります。ボン
ネットを開ける前に、ワイパーブレー
ドが取り付けられた状態でワイパーが
フロントウィンドウガラス上に載って
いることを確認してください。

注意
ボンネットを閉めるときには、完全に
かみ合わなければなりません。強く押
さえつけると、ボンネットが損傷する
おそれがあります。物的損害のおそれ
があります。ボンネットを再び開けて、
一気に閉めてください。強く押さえつ
けないでください。

開ける
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ボンネットが開きます。

3 ボンネットの突き出している部
品に注意してください。

ボンネットは、約50cmの高さか
ら一気に閉めます。
ボンネットは、両側を確実にロッ
クする必要があります。

この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

地域によりますが、多くの給油所
では冬期または夏期の条件に適合
した燃料が販売されています。冬
期に提供される燃料はコールド ス
タートなどの負担を軽減します。

最適な燃料消費量を得るために、
ガソリンは無硫黄または硫黄分の
少ないものを使用してください。
給油機に金属添加物の表示のある
燃料を使用しないでください。
エタノール濃度が25%以下の燃
料（E10 または E25 など）を給
油することができます。

閉める

燃料・油脂類

車両装備

燃料の種類

一般事項

ガソリン

一般事項
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エンジンは、ノッキング制御を装
備しています。そのため、さまざ
まな品質のガソリンを給油するこ
とができます。
RON 91品質の燃料またはエタ
ノール含量が10～ 25%の燃料
を使用すると、ノッキング音、走
行時の異常や異音が発生する可能
性があります。これらは、エンジ
ンの寿命には影響を与えません。

 SZおよびSZ-R
95 オクタン（リサーチ法）以上
の無鉛プレミアムガソリン（無鉛
ハイオク）を使用してください。
走行能力と燃費の定格値を達成す
るために、このガソリンを給油し
てください。
 RZ
98 オクタン（リサーチ法）以上
の無鉛プレミアムガソリン（無鉛
ハイオク）を使用してください。
走行能力と燃費の定格値を達成す
るために、このガソリンを給油し
てください。

無鉛レギュラー ガソリン (RON 
91)

安全に関する注意事項

警告
少量でも不適切な燃料や不適切な燃料
添加剤を使用すると、フューエル シス
テムおよびエンジンが損傷するおそれ
があります。さらにキャタライザーに
長期的な損傷が生じる可能性がありま
す。けがをするおそれおよび損傷が発
生する危険があります。ガソリン エン
ジンの場合、以下を給油または混合し
ないでください：

･ 有鉛ガソリン

･ マンガンや鉄などの金属添加物

不適切な燃料を給油した後は、スター
ト /ストップボタンを押さないでくだ
さい。トヨタ販売店に連絡します。

注意
RON91の品質に満たない燃料は、エ
ンジン機能を低下させたり、エンジン
損傷を引き起こすおそれがあります。
また、周囲の物が損傷する危険があり
ます。RON91の品質に満たない燃料
は給油しないでください。

注意
不適切な燃料を給油すると、フューエ
ル システムおよびエンジンに損傷が発
生するおそれがあります。推奨値より
高いエタノール成分を含む燃料を給油
しないでください。M5～M100 な
どのメタノールを含んだ燃料を給油し
ないでください。

ガソリンの種類

最低品質
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エンジンオイル消費量は運転スタ
イルと使用条件により異なります。
そのため定期的に、給油のたびに
詳細計測によりエンジンオイル レ
ベルを点検してください。
エンジンオイルの消費量は以下の
状況で増えることがあります：
･ スポーティな運転の仕方の場合
･ エンジンの慣らし運転の場合
･ エンジンのアイドリングの場合
･ 不適切なクラス・等級のエンジ
ンオイルを使用した場合

エンジンオイル レベルに応じて、
コントロールディスプレイに異な
る車両メッセージが表示されます。

電子機器によるオイル計測は2つ
の計測原理を用いています：
･ モニター
･ 詳細計測
頻繁に短距離走行を行う場合やす
ばやいコーナリング走行などのス
ポーティなドライビング スタイル
の場合は、定期的に詳細計測を
行ってください。

n 原理
走行中は " エンジンオイル " レベル
を電子モニターで監視し、コント
ロール ディスプレイに表示するこ
とができます。
エンジンオイル レベルが許容作動
範囲以下になると、車両メッセー
ジが表示されます。
n 機能の前提条件
最新の計測値は、約30 分の通常
走行後に提供されます。
n エンジンオイル レベルの表示
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「エンジンオイルレベル」
エンジンオイル レベルが表示されます。

n システムの限界
頻繁な短距離走行またはスポー
ティなドライビング スタイルの場
合は、計測値が算出されないこと

エンジンオイル

一般事項

安全に関する注意事項

注意
エンジンオイル量が不足するとエンジ
ン損傷を引き起こします。損傷が発生
するおそれがあります。直ちにエンジ
ンオイルを補給してください。

注意
エンジンオイルを入れすぎると、エン
ジンまたはキャタライザーに悪影響を
及ぼし、損傷が発生するおそれがあり
ます。過剰な量のエンジンオイルを充
填しないでください。エンジンオイル
量が多すぎる場合は、エンジンオイル 
レベルの修正をトヨタ販売店に依頼し
てください。

電子的なオイル計測

一般事項

モニター
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があります。この場合は、最後に
十分な時間を走行したときの計測
値が表示されます。

n 原理
エンジンオイル レベルは停止時に
点検され、目盛りで表示されます。
エンジンオイル レベルが許容作動
範囲以下になると、車両メッセー
ジが表示されます。
n 一般事項
計測中はアイドリング回転数が若
干上昇します。
n 機能の前提条件
･ 車両が平らな面に止まっている
こと

･ マニュアル トランスミッショ
ン：シフト レバーをニュートラ
ルに入れ、クラッチとアクセル 
ペダルから足を離している。

･ オートマチックトランスミッ
ション：セレクター レバーをN 
またはP に入れ、アクセルペダ
ルから足を離している

･ スタート /ストップ ボタンを押
し、走行スタンバイがオンに
なっている。

･ エンジンが作動し、暖機状態で
あること

n 詳細計測を実行する
Toyota Supra Command から：
1「車両情報 /設定」
2「車両ステータス」
3 「エンジンオイルレベル」
4「オイルレベル測定」
5「測定開始」

エンジンオイル レベルを点検し、
目盛りで表示します。

エンジンオイルは、メーター パネ
ルにメッセージが表示されてから
補給してください。補充量はコン
トロール ディスプレイにメッセー
ジで示されています。
必ず補給に適したエンジンオイル
の種類 (288ページ参照 ) を使用
してください。
エンジンオイルを補給する前に、
車両を確実に停止し、走行スタン
バイをオフにします。
過剰な量のエンジンオイルを充填
しないように注意します。

詳細計測
エンジンオイルの補給

一般事項

安全に関する注意事項

警告
オイル、グリース、クーラント、燃料
などの燃料・油脂類は健康に有害な成
分を含んでいる場合があります。けが
をする危険および生命の危険がありま
す。容器に記載された注意事項を遵守
してください。衣服、皮膚、目が燃
料・油脂類に触れないように注意して
ください。燃料・油脂類を別の容器に
入れ替えないでください。燃料・油脂
類は子供の手が届かない場所に保管し
てください。
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エンジンオイル フィラー キャップ
はエンジンルーム (282ページ参
照 ) 内にあります。

1 ボンネットを開けます (283
ページ参照 ) 。

2 キャップを反時計回りに回して
ゆるめます。

3 エンジンオイルを補給します。
4 キャップを閉めます。

エンジンオイルの品質は、エンジ
ンの耐用年数に大きく影響します。
記載された種類のエンジンオイル
は、補給専用に使用してください。
国によっては、入手できないエン
ジンオイルがあります。

次の仕様のエンジンオイルを補給
することができます：

適切なエンジンオイルが入手でき

注意
エンジンオイル量が不足するとエンジ
ン損傷を引き起こします。損傷が発生
するおそれがあります。直ちにエンジ
ンオイルを補給してください。

注意
エンジンオイルを入れすぎると、エン
ジンまたはキャタライザーに悪影響を
及ぼし、損傷が発生するおそれがあり
ます。過剰な量のエンジンオイルを充
填しないでください。エンジンオイル
量が多すぎる場合は、エンジンオイル 
レベルの修正をトヨタ販売店に依頼し
てください。

概要

エンジンオイルの補給

補給するエンジンオイルの種
類

一般事項

安全に関する注意事項

注意
オイル添加剤はエンジンを損傷するお
それがあります。オイル添加剤を使用
しないでください。

注意
不適切なエンジンオイルはエンジンの
機能障害を招いたり、エンジンを損傷
するおそれがあります。エンジンオイ
ルを選択する際には、エンジンオイル
のオイル仕様が適切であることを確認
してください。

適切なエンジンオイル種類

ガソリン エンジン

Toyota Genuine Motor Oil 
0W-20 Supra

BMW Longlife-17 FE+ 規格適合品

代替エンジンオイル
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ない場合は、1 リットル以内であ
れば、次の仕様のエンジンオイル
を補給できます：
n ACEA規格

n 粘度規格 (SAE)

粘度が高い粘度グレードの場合、
燃費が増えることがあります。
エンジンオイルの適切なオイル仕
様および粘度グレードに関する詳
細は、トヨタ販売店にお問い合わ
せください。

車両メーカーは、エンジンオイル
の交換をトヨタ販売店に依頼する
ことを推奨しています。

冷却水は、水と添加剤から構成さ
れています。
市販されている全ての添加剤がお
客様の車両に適しているとは限り
ません。車両メーカーは、仕様
BMW LC-18 のクーラントを使用
することを推奨しています。異な
るカラーの添加剤を混ぜないでく
ださい。水と添加剤の混合比が
50:50 であることに注意します。
適切な添加剤についての情報は、
トヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

ACEA A3/B4

ACEA C2

ACEA C3

SAE 0W-20

SAE 5W-20

SAE 0W-30

SAE 5W-30

SAE 0W-40

SAE 5W-40

オイル交換

注意
適切な時期に交換されなかったエンジ
ンオイルは、激しいエンジン摩耗、さ
らにはその結果としてエンジン損傷を
招くおそれがあります。車両で表示さ
れるサービス時期までに交換してくだ
さい。

冷却水

一般事項

安全に関する注意事項

警告
エンジンが熱い状態で冷却システムを
開くと、クーラントが漏れ出て、火傷
の原因となるおそれがあり、けがをす
る危険があります。冷却システムは、
必ずエンジンが冷えた状態で開いてく
ださい。

警告
添加剤は健康に有害で、不適切な添加
剤はエンジンを損傷するおそれや、け
がを負ったり、損傷が発生するおそれ
があります。衣服、皮膚、目が添加剤
に触れないよう、また添加剤を誤飲し
ないように注意してください。適切な
添加剤のみを使用してください。
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エンジン仕様に応じて、エンジン
ルーム内には最大2 つの冷却水タ
ンクがあります。冷却水レベルを
定期的に点検し、補給します。
車両の工場直接納車後、または
ワークショップ入庫後は、クーラ
ントが冷却水タンクに過剰充填さ
れている可能性があります。使用
期間が長くなると、目標冷却水レ
ベルに達します。
冷却水レベルは冷却水タンクの
フィラーネックにMAXマークで
示されます。
詳しい情報：
概要 (282ページ参照 )

1 エンジンを冷ましてください。
2 エアコンを切ります。
エアコン (227ページ参照 )

3 ボンネットを開けます (283
ページ参照 ) 。

4 冷却水タンクのキャップをわず
かに反時計回りに回して、余分
な圧力を抜いてください。

5 冷却水タンクのキャップを開け
ます。

6 冷却水レベルは、フィラー ネッ
クの中のMax マークのすぐ下
にある場合、正常です。

7 キャップを閉めます。

1 エンジンを冷ましてください。
2 エアコンを切ります。
エアコン (227ページ参照 )

3 ボンネットを開けます (283
ページ参照 ) 。

4 冷却水タンクのキャップをわず
かに反時計回りに回して、余分
な圧力を抜いてください。

5 冷却水タンクのキャップを開け
ます。

6 必要に応じて、適切なレベルま
でゆっくりと充填します。冷却
水がこぼれないように注意して
ください。

7 冷却水タンクのキャップを閉め
ます。

注意
水の割合が高すぎると、クーラントの
冷却特性および凍結防止特性が低下し
ます。また、周囲の物が損傷する危険
があります。水とクーラント添加剤の
混合比が50:50 であることに注意し
ます。

冷却水量の確認

一般事項

冷却水量の点検

補給
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このウォッシャー タンクから、全
てのウォッシャー ノズルにウォッ
シャー液を供給します。
水道水とウィンドウ クリーナー濃
縮液の混合液を使用し、また、必
要に応じてウィンドウウォッ
シャー用の凍結防止剤を添加して
使用します。
推奨する最小充填量：1 リットル

ウォッシャー液タンクはエンジン 
ルーム内にあります。

アルコール系のウィンドウ クリー
ナー濃縮液または凍結防止剤を薄
めずに使用した場合、温度が -15
℃以下になると誤った警告が表示
されるおそれがあります。

ウォッシャー液

一般事項

安全に関する注意事項

警告
いくつかの凍結防止剤は健康に有害な
成分を含んでいることがあり、引火性
です。火災の危険およびけがをする危
険があります。容器に記載された注意
事項を遵守してください。凍結防止剤
は火元から離してください。燃料・油
脂類を別の容器に入れ替えないでくだ
さい。燃料・油脂類は子供の手が届か
ない場所に保管してください。

警告
ウォッシャー液が熱くなったエンジン
部品に触れた場合、発火して火災が発
生するおそれや、けがを負ったり、損
傷が発生するおそれがあります。
ウォッシャー液は必ずエンジンが冷え
た状態で充填してください。充填後は
ウォッシャー タンクのふたを完全に閉
めてください。

注意
ウィンドウガラス上での撥水効果を得
るためにシリコンを含んだ添加剤を使
用すると、ウィンドウウォッシャーが
損傷するおそれがあります。シリコン
を含んだ添加剤をウォッシャー液に混
ぜないでください。

注意
異なる種類のウィンドウ クリーナー濃
縮液または凍結防止剤を混合すると、
ウィンドウ ウォッシャーが損傷するお
それがあります。異なる種類のウィン
ドウ クリーナー濃縮液または凍結防止
剤は混合しないでください。容器に記
載された注意事項と混合比を遵守して
ください。

概要

故障
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

点検整備システムは、お客様に必
要な点検整備についてお知らせし、
車両の走行安全性および作動安全
性を適切に維持できるようにサ
ポートします。
仕様に応じて、点検整備システム
の項目および間隔が異なる場合が
あります。交換作業、交換部品、
燃料油脂、摩耗素材は別料金とな
ります。詳しい情報はトヨタ販売
店にお問い合わせください。

コンディション ベースド サービス
CBS は、センサーと特殊なアルゴ
リズムにより車両の使用条件を考
慮し、メンテナンスの必要性を算

出します。
これにより、システムは、点検整
備の内容をお客様の車両使用状況
にあわせることができます。

コントロールディスプレイに、
サービス通知 (145ページ参照 )
についての情報を表示することが
できます。

車両バッテリーが取り外された状
態での停車時間が考慮されます。
燃料油脂類の交換などの時期に応
じた点検整備項目の更新は、トヨ
タ販売店に依頼してください。

点検整備と修理はトヨタ販売店に
依頼してください。

実施された点検整備は、点検整備
証明書と車両データに記録されま
す。この登録内容は、メンテナン
スノートと同様に、定期点検整備
の証明になります。

登録された点検整備内容をコント
ロール ディスプレイに表示します 
(145ページ参照 ) 。

メンテナンス

車両装備

点検整備システム

コンディション ベースド サービ
ス（CBS）

原理

一般事項

サービス インターバル

サービス履歴

点検整備および修理

登録

表示
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日本では道路運送車両法に基づき、
1 年毎に行う定期点検が義務づけ
られています。
トヨタ販売店では、お客様の車両
の状態に合わせた法定定期点検整
備を実施しています。是非、トヨ
タ販売店に作業をご依頼ください。
法定定期点検と車両点検整備シス
テムの実施に関する詳細について
は、別冊の「メンテナンスノート」
をご覧ください。

お客様の車両は、その生産方法か
ら使用する原材料の選択にいたる
まで、将来のリサイクル性を考慮
して開発されています。
使用済自動車のリサイクルは、日
本国内の法律により定められてい
ます。法に定められた適正なリサ
イクル処理を行うため、お乗りに

なられた車両を廃棄される場合に
は、各自治体に登録されている引
取業者へご連絡ください。

法定点検整備

エンジン警告灯

･ 警告灯が点滅した場合：

エンジンが故障している可
能性があり、触媒装置の損
傷を引き起こすことがあり
ます。緩やかに走行を続け
ることが出来ます。直ちに
トヨタ販売店で点検を受け
てください。

･ 警告灯が点灯した場合：

排気ガスの値が高くなって
います。走行を続けること
ができます。トヨタ販売店
で点検を受けてください。

車両のリサイクル
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

ツール キットはラゲッジルーム内
の右カバーの下にあります。
右サイド トリム パネルのカバーを
ロック解除し（矢印 1）、開けます
（矢印 2）。

1 交換を行うためにワイパーを起
こした状態 (127ページ参照 ) 
にします。

2 車両を停止状態にします。

部品の交換

車両装備

ツール キット

ワイパー ブレード

安全に関する注意事項

注意
ワイパー ブレードが付いていないワイ
パーアームがフロント ウィンドウガラ
スに倒れると、ウィンドウガラスが損
傷する可能性があります。車両が損傷
するおそれがあります。ワイパー ブ
レードの交換時は、ワイパー アームを
固定して、ワイパー ブレードが付いて
いない状態でワイパーを倒さないよう
にしてください。

注意
ボンネットを開く場合、起こされてい
るワイパーが挟まれるおそれや、損傷
が発生するおそれがあります。ボン
ネットを開ける前に、ワイパー ブレー
ドが取り付けられた状態でワイパーが
フロント ウィンドウ ガラス上に載って
いることを確認してください。

注意
ワイパー ブレードを交換するときは、
速やかに作業を行ってください。

フロント ワイパー ブレードの
交換
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3 ワイパーを持ち上げて、フロン
ト ウィンドウから完全に離しま
す。

4 ボタンを押し（矢印 1）、ワイ
パー ブレードを引き抜きます
（矢印 2）。

5 新しいワイパー ブレードをはめ
込み、かみ合う音がするまでホ
ルダーに押し付けます。

6 ワイパーを倒します。

ライト類は、自動車の保安部品の
一部です。
全てのヘッドライトとライト類に
は、LED 技術が採用されていま
す。
ヘッドライトおよびライトに機能

障害がある場合は、トヨタ販売店
に点検を依頼してください。

気温が低い場合や湿気がある場合
は、ヘッドライト ガラスの内側が
くもることがあります。ライトを
オンにして走行すると、曇りは短
時間で消えます。ヘッドライト ガ
ラスを交換する必要はありません。
ヘッドライトをオンにしていても
湿気が増す場合は（ライト内部の
水滴など）、ヘッドライトの点検を
依頼してください。

ラゲッジ ルームに搭載されている
バッテリーは、メンテナンスが不
要です。

ランプとライト

一般事項

安全に関する注意事項

警告
レーザー ビーム光は目の網膜を刺激し
たり、連続的に傷つけるおそれがあり
ます。けがをする危険があります。車
両メーカーは、ランプの交換を含む照
明装置の作業をトヨタ販売店に依頼す
ることを推奨しています。

警告
明るすぎると、目の網膜が刺激された
り、傷つくおそれや、けがをする危険
があります。ヘッドライトやその他の
光源を直接見ないでください。LED の
カバーを外さないでください。

ヘッドライト ガラス

車両バッテリー

一般事項
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バッテリーに関する詳細はトヨタ
販売店にお問い合わせください。
バッテリーの点検方法については、
別冊の「メンテナンスノート」も
ご覧ください。
バッテリーの耐用年数は、十分に
充電されている場合に限り保証さ
れます。短い距離を走行すること
が多い場合には、充電状態を頻繁
に点検してください。
お客様の車両のメーカーは、トヨ
タ販売店に、交換後の車両バッテ
リーの登録を依頼することをお勧
めしています。新たに登録するこ
とにより、全てのコンフォート機
能を制限なしで使用できるように
なり、コンフォート機能の車両
メッセージが表示されている場合
はそれが解除されます。

装着されているバッテリーは、本
車両の専用品です。適切なバッテ
リーをご使用いただかない場合、
バッテリー保護のためにアイドリ
ングストップの作動が制限されま
す。さらにバッテリーの早期劣化
や、最悪の場合にはエンジンが再
始動しなくなるおそれがあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談く
ださい。

以下の危険マークが車両バッテ
リーにあります：

バッテリーを交換するときは

安全に関する注意事項

警告
電圧のかかっている構成部品に触れる
と、感電のおそれがあります。けがや
生命の危険、または物的損傷が発生す
るおそれがあります。電圧のかかる可
能性のある構成部品には触れないでく
ださい。

警告
適切であることが確認されていない車
両バッテリーを使用すると、システム
が損傷したり、機能が実行されなくな
るおそれがあります。事故、怪我、物
的損害が発生するおそれがあります。
車両メーカーによって適切であること
が確認されている車両バッテリーのみ
を使用してください。適切な車両バッ
テリーに関する情報については、トヨ
タ販売店にお問い合わせください。

危険マーク

マーク 意味

禁煙、裸火禁止、火気禁
止。

保護ゴーグルを装着する
こと。

子供の手の届かないとこ
ろに保管すること。
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バッテリーの寿命をできるだけ延
ばすためには、バッテリーを常に
十分な充電状態に保つように注意
してください。

スタート出力が不十分な場合は、
バッテリーを充電します。
以下の状況では、バッテリーの出
力に悪影響を与える可能性があり
ます：
l 頻繁な短距離走行
l 1 ヶ月以上の駐車

負傷の危険：手袋をはめ、
バッテリーは傾けないで
ください。

酸がはねた場合はただち
に水で洗い流してくださ
い。目に入ったり、飲ん
だ場合は、ただちに医者
の診察を受けてください。

直射日光および凍結を避
けること。

取扱説明書に注意するこ
と。

爆発性混合ガス。バッテ
リーの開口部を閉じない
こと。

バッテリーを充電する

一般事項

バッテリーが消耗している
場合は、表示灯が赤色に点
灯します。

マーク 意味 安全に関する注意事項

警告
バッテリー上面の点検窓の色が黄色の
ときに充電すると、バッテリーが破裂
（爆発）するおそれや、けがをしたり、
車両が損傷するおそれがあります。点
検窓付きのバッテリー搭載車の場合、
充電する前に必ずバッテリー上面の点
検窓の色を確認してください。点検窓
の色が黄色の場合は、バッテリーの交
換が必要です。

点検窓がないシールド タイプ（密閉
型）バッテリー搭載車の場合、充電す
る際に14.8 ボルト（V）以上の電圧
がかからないようにしてください。

警告
電気系統の作業を行う際に、電圧が印
加されていると、ショートが発生した
り、火災につながるおそれやけがをす
るおそれがあります。電気系統の作業
を行う場合は、バッテリーのマイナス
側の配線を外してから行ってください。

注意
エンジン回転中にバッテリー配線を外
すと、過電圧が発生するおそれや、車
両損傷の危険があります。エンジン回
転中はバッテリー配線を外さないでく
ださい。
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必ずエンジンを止めて、エンジン 
ルームのジャンプ スタート ケーブ
ル接続部 (309ページ参照 ) から
充電してください。

電源の遮断が回復した後、一部の
装備は新しく初期化または個別設
定を更新する必要があります、例
えば：
l メモリー機能：位置を新たにメ
モリーします。

l 時刻：更新します。
l 日付：更新します。

バッテリー液で満たされている
バッテリーは直立状態で運搬して
ください。

内部はバッテリー液で満たされて
いるため、バッテリーを運搬、保
管する際には、必ず端子面を上に
して直立させておいてください。
運搬するときに倒れないように車
両バッテリーを固定してください。

ヒューズは車内の異なる箇所にあ
ります。

車内では、ヒューズが運転席足元
スペース内のカバーの裏にありま
す。

警告
車両バッテリー用のバッテリー充電装
置は高い電圧と大きな電流で作動する
ことができるので、12V バッテリー回
路が過負荷になったり、損傷するおそ
れがあります。けがおよび物的損害の
おそれがあります。車両バッテリー用
のバッテリー充電装置は、必ずエンジ
ンルーム内のジャンプ スタート ケーブ
ル接続部に接続してください。

ジャンプ スタート ケーブル接続
部

電源の遮断

バッテリーの廃棄

交換後の古いバッテリーの
処理方法については、お買
い上げの販売店にお問い合
わせください。

バッテリーには有害物質が
含まれています。家庭ゴミ
と一緒に廃棄することは法
律で禁止されています。

ヒューズ

一般事項

安全に関する注意事項

警告
不適切なヒューズや修理されたヒュー
ズを使用すると、電気ケーブルと構成
部品に過大な負荷がかかるおそれあり、
火災の危険、怪我の危険、物的損害の
危険があります。切れたヒューズは絶
対に修理しないでください。また、色
や容量（アンペア）が異なるヒューズ
で代用しないでください。

車内



299

5

5-1. メンテナンス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

固定具を外し（矢印）、カバーを開
けます。
ヒューズ ボックスは右前にありま
す。

ラゲッジ ルーム内の右側カバーを
外すと、ヒューズがあります。

右サイド トリム パネルのカバーを
ロック解除し（矢印 1）、開けます
（矢印 2）。

車両メーカーは、ヒューズの交換
をトヨタ販売店に依頼することを
推奨しています。

l BDC

ラゲッジ ルーム内
ヒューズの交換

ヒューズの配置
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l フロント

l リヤ
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l ヒューズの値

F: ヒューズ
[A]: アンペア数（ヒューズに対する値）
*: スペアスロット

F28

F28, F32

F3, F40, F204

F40

F231

F48, F52, F269, F271

F55, F56, F64, F65, F67, 
F68

F75

F1, F49, F57, F210

F215, F217

F59

F32, F36, F244

F34, F73

F36, F63
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F206, F244, F271

F20, F21

F3

F2

F2

F2, F29

F2

F1, F59, F60, F76, F204, 
F208, F209, F255

F4, F212, F214

F1, F32, F59, F212, 
F214, F215, F216, 
F217, F218, F220

F214

F39

F252

F32, F70, F209

F46, F273

F3, F254

F4, F5, F6, F244

F51

F4

F70

F51, F63, F70, F203, 
F206, F209

F1, F3, F39

F36, F61, F62, F67, F68, 
F71

F4

F67, F68

シンボル 意味

ビークルスタビリティコント
ロール（VSC）

パーキングブレーキ

オートエアコン

Blower motor, Interior 
ventilation

リアデフォッガー
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シートヒーター

Seat setting

Crash-security module

Switching center column, 
Light switch element, 
steering Operating panel 
Audio

HiFi amplifier, Video 
module TV

ルームミラー

Overhead function center, 
Exterior door handle 
electronics

メーターパネル

Additional battery: Dual 
Accumulator System 
(DSS)

Fuel pump control 
electronics, Natural 
Vacuum Leak Detection, 
Gas generator for battery 
safety terminal, Remote 
control receiver

パワーウインドウ

Heating and 
air-conditioning system

Vehicle's diagnostic port 
(interface)

シンボル 意味

Vertical Dynamic platform

Vertical Dynamic platform

Vertical Dynamic platform

Mono Camera (Kafas)

Head Unit

Active Sound Design

USB Hub

Body Domain Controller

Controller (Toyota Supra 
Command)

Electric fan (air cooler), 
Controlled differential 
lock

12 V socket, Cigarette 
lighter

トランク内ライト

Door lock, Exterior door 
handle electronics, 
Telematic 
Communication Box

Electronic gear box 
control

シンボル 意味
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

Telematic 
Communication Box, 
Exterior door handle 
electronics

Electric fan, Rear Power 
distributor

Engine control

Switching center column, 
Light switch element, 
Body Domain Controller

Control panels centre 
console, Interior light in 
the glove box, Interior 
light, Interior light in the 
sunvisor, Exterior mirror, 
Selector lever

Telematic 
Communication Box, 
Exterior door handle 
electronics passenger 
side

Switcher block driver's 
door, Exterior mirror

シンボル 意味 いざというときに

車両装備

走行中に異常を感じたとき

警告
走行中に異常を感じたときは、ただち
に安全な場所に停車してください。

表示灯や警告灯が点灯や点滅したり、
ディスプレイにメッセージが表示され
る場合等は、ただちに安全な場所に停
車してください。蒸気でやけどを負う
など、思わぬ事故に繋がるおそれがあ
りますので、ボンネットを開け点検す
ることは避けてください。ディスプレ
イに表示されているメッセージを読む、
または、取扱説明書の該当する説明を
お読みになり、適切に対処してくださ
い。
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警告
これらの表示は、車の機能やシステム
に異常が発生したことを警告していま
す。そのまま走行を続けると、突然エ
ンジンが止まったり、思わぬ故障や事
故の原因になるおそれがあります。ま
た、警告灯などが点灯しなくても、い
つもと異なる音やにおい、振動などを
感じ緊急停車したときも同様に、ボン
ネットを開け点検することは避け、ト
ヨタ販売店へご相談ください。

警告
走行中に床下で大きな音や衝撃を感じ
たときは、ただちに安全な場所に停車
してください。

安全な場所に停車後、車の下側をのぞ
き込み、ブレーキ液等の油脂類や燃料
が漏れていないか点検してください。
液体が漏れているときは、運転を中止
して最寄りのトヨタ販売店へご相談く
ださい。

床下にはブレーキ液や燃料などの配管
があります。これらを損傷するとブ
レーキが効かなくなったり、燃料が漏
れて火災が起きるおそれがあります。

警告
走行中にエンストすると、複数の警告
灯が同時に点灯します。一部の車種を
除き、ブレーキの倍力装置やパワー ス
テアリングのアシストが作動しなくな
り、ブレーキの効きが悪くなったり、
ステアリング操作が重くなったりしま
す。ブレーキが効かなくなったり、ス
テアリング操作ができなくなったわけ
ではありませんので、あわてずに通常
より強い力で確実に操作して、安全な
場所に駐車してください。

警告
走行中にタイヤがパンクしたり破裂し
たときは、あわてずにステアリング ホ
イールをしっかり支え、ゆっくり減速
して安全な場所に停車してください。
急なステアリング操作や急ブレーキ操
作は、車のコントロールを失うおそれ
があり、危険です。ゆっくり減速すれ
ば、安全に停車できます。

ランフラット タイヤ装備車の場合 :
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事故が起きたときは、あわてずに
以下の処置に従ってください。
1 ただちに乗員を安全な場所へ避
難させて二次災害を防ぎ、エン
ジンを止めて車両火災を予防し
ます。エアバッグが作動したと
きは、エアバッグ関連部品が熱
くなっていますので、手など身

体を触れないようにしてくださ
い。

2 けが人がいるときは、救急車を
要請すると共に、けが人を救護
してください。ただし、外傷が
なくても頭部にけがを負ってい
ると思われるときは、安易にけ
が人を動かさずに気道を確保し
てください。二次災害のおそれ
がある状況では、けが人を水平
に保ちながら安全な場所へ避難
させます。

3 警察に連絡します。事故の発生
場所や事故状況、けが人の有無
やけがの程度などをできるだけ
詳しく伝えてください。

4 事故の相手があるときは、相手
の氏名や住所、電話番号、加入
保険会社などを互いに確かめま
す。

5 お買い求めになられた販売店と
加入保険会社に、事故の状況を
連絡します。

1 安全な場所へ車を移動し、ハ
ザード フラッシャー（非常点滅
灯）を点滅させてください。

2 高速道路や自動車専用道路で
は、非常停車時には後続車によ

警告
ランフラット タイヤは、タイヤの側面
が補強されているため、タイヤ空気圧
が急激に減少したり、タイヤがパンク
しても、体感しにくい場合があります。
また、目視しても異常がわかりにくい
ことがあります。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合は、
急なステアリング操作や急ブレーキを
避け、80km/h 以下で安全な場所まで
慎重に走行してください。安全な場所
に停車してから、各タイヤの状態をで
きるだけ速やかにチェックしてくださ
い。詳細については、260ページをご
覧ください。タイヤが損傷している場
合は、最寄りのトヨタ販売店にご連絡
ください。

また、タイヤがバーストするなど、急
激に空気圧が低下した場合は、タイヤ
空気圧警告灯が点灯しません。

事故が起きたとき

路上で故障したとき



307

5

5-1. メンテナンス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

くわかるように停止表示板を車
の後方に置くことが義務づけら
れています。また、後続車に追
突されるおそれがありますの
で、車内の乗員を安全な場所に
避難させてください。

同乗者や付近の人に応援を求めて安全な
場所まで車を押してもらいます。車を移
動できないときは、ただちに乗員を安全
な場所へ避難させます。踏切警報機に設
置してある非常ボタンを押すか、発炎筒
を点火して、近づいてくる列車に踏切内
で車が止まっていることを知らせます。
発炎筒を使用するときは、製品に記載さ
れている取扱方法に従い、点火した発炎
筒を高く持ちながら、踏切から列車が来
る方向に数百メートル移動して列車に知
らせてください。

川や海に転落したり、洪水などで

車両が水没しても、窓が完全に閉
まっている場合は、しばらくは完
全に水没しません。落ち着いて
シートベルトを外し、上着や靴を
脱いで身軽になります。水没する
と、水圧によりドアが開かなくな
ります。パワー ウィンドウが作動
している間は、窓を開けて車内に
水を侵入させると、水圧が均等に
なり、ドアを開けやすくなります。
パワー ウィンドウが作動しない場
合は、ドアウィンドウを割って水
を侵入させます。ドアウィンドウ
は、脱出用の特殊ハンマーを使う
と簡単に割れます。

踏切内で動けなくなったとき

車両が水没したとき

車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

l詳しい注意事項などを以下のURL で
確認することができます。

URL：
https://www.toyota.co.jp/jpn/sust
ainability/social_contribution/tdrs
/emergency
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ボタンはセンター コンソールにあ
ります。
ハザード フラッシャーがオンに
なっている場合、ボタンの赤色の
ライトが点滅します。

1 カバーのロックを解除し（矢印
1）、開けます（矢印 2）。

2 非常停止表示板を取り出しま
す。

助手席側ダッシュボード下に収納
されています。取扱いについては、
本体に記載されている説明を参照
してください。

車両トラブルが発生した時に、
レッカー車などの救援車両を手配
するサービスです。
※上記サービス利用にかかる 料金
はお客様のご負担となります。
詳細はナビゲーションシステム取
扱説明書を参照。

ハザード フラッシャー

非常停止表示板

非常信号灯

ロードサイドアシスト

原理
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バッテリーがあがった場合は、他
の車両のバッテリーに2 本のジャ
ンプ スタート ケーブルを接続し
て、エンジンをスタートさせるこ
とができます。必ず完全に絶縁さ
れたクリップ付きのジャンプ ス
タート ケーブルを使用してくださ
い。

1 接続する他の車両のバッテリー
電圧が12 ボルト (V) であるか
確認します。電圧値はバッテ
リーに記載されています。

2 電源供給する車両のエンジンを
ストップさせておきます。

3 両方の車両の電装品のスイッチ
を、全てオフにします。

エンジン ルーム内に、ジャンプ ス
タート ケーブルを接続するための
バッテリー プラス端子がありま
す。
バッテリー マイナス端子としてエ
ンジン ルーム内のボディの専用接
続部を使用します。
詳しい情報：
エンジン ルームの概要 (282ペー
ジ参照 ) 。
バッテリー プラス端子のカバーを
開けます。

ジャンプ スタートを開始する前
に、電源を供給する側の車両と電
源を供給される側の車両でラジオ
などの不必要な電装品を全てス
イッチ オフにしてください。
1 ジャンプ スタート ケーブル接
続部のカバーを開けます。

2 ブースター ケーブルのプラス側
クリップ（赤色）を、供給側の

ジャンプ スタート

一般事項

安全に関する注意事項

警告
電圧のかかっている構成部品に触れる
と、感電のおそれがあります。けがや
生命の危険、または物的損傷が発生す
るおそれがあります。電圧のかかる可
能性がある構成部品には触れないでく
ださい。

警告
ジャンプ スタート ケーブルを端子に接
続する場合、手順を間違うとスパーク
が発生するおそれや、けがをする危険
があります。端子に接続する際には正
しい手順を守ってください。

警告
ジャンプ スタートを行っている最中に
両方の車両の車体が触れると、ショー
トが発生するおそれがあります。けが
をするおそれおよび損傷が発生する危
険があります。車体が触れないように
注意してください。

準備作業

ジャンプ スタート ケーブル接
続部

ジャンプ スタート ケーブルを
端子に接続する
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車両のバッテリー プラス端子、
またはブースター ケーブル接続
用のプラス端子に接続します。

3 ジャンプ スタート ケーブルの
もう一方のプラス側クリップ
を、バッテリーがあがった車両
のバッテリー プラス端子、また
はジャンプ スタート ケーブル
接続用のプラス端子に接続しま
す。

4 ジャンプ スタート ケーブルの
マイナス側クリップを、供給側
の車両のバッテリー マイナス端
子、または適切なエンジン グラ
ウンドかボディ グラウンドに接
続します。

5 ジャンプ スタート ケーブルの
もう一方のマイナス側クリップ
を、バッテリーがあがった車両
のバッテリー マイナス端子、ま
たは適切なエンジン グラウンド
かボディ グラウンドに接続しま
す。

エンジンをスタートさせる際に、
エンジン始動補助用スプレー剤な
どを使用しないでください。
1 供給側の車両のエンジンをス
タートさせ、アイドリング回転
数を少し高めにして、数分間作
動させておきます。

2 スタートさせる車両のエンジン
を、通常の要領でスタートさせ
ます。

エンジンがかからなかった場合は、ジャ
ンプスタート ケーブルを接続したまま数
分間待って、放電したバッテリーにある
程度充電させてからもう1 度エンジンを

スタートさせます。

3 両方の車両のエンジンを数分間
作動させておきます。

4 接続したときと逆の手順（マイ
ナス側から）でジャンプ スター
ト ケーブルを外します。

これは応急処置ですので、トヨタ
販売店でバッテリーの点検を受け
ていただき、必要に応じて再充電
を行ってください。

けん引中は2 台の車両の車間距離
を一定（5m以内）に保ち、ロー
プ中央に白い布（30×30cm以
上）を付けて、速度30km/h 以下
で走行してください。
けん引に関する法規を遵守してく
ださい。

エンジン スタート

けん引

一般事項

安全に関する注意事項

警告
Toyota Supra Safety システムまた
はクルーズ コントロールが有効になっ
ている状態でけん引すると、一部の機
能が誤作動するおそれがあります。事
故、怪我、物的損害が発生するおそれ
があります。けん引する前に、全ての
Toyota Supra Safety システムおよ
びクルーズコントロールをオフにしま
す。
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路上で動かなくなった車両を危険
領域から遠ざけるために、短い距
離だけ10km/h 以下の速度で移動
させることができます。
l ロービーム ヘッドライト、テー
ル ライト、ターン インジケー
ター、ワイパーを使用できるよ
うに、作動可能状態をオンにし
てください。

l ステアリングがロックされない
ため、後輪を持ち上げて車両を
牽引しないでください。

l エンジンが停止状態になってい
る場合は、パワーアシストは機
能しません。ブレーキやステア
リング操作に通常より強い力が

必要になります。
l そのため、通常より大きなステ
アリング ホイール操作が必要で
す。

l 牽引する車両の重量は、牽引さ
れる車両の重量よりも軽くては
いけません。車両のコントロー
ルができなくなるおそれありま
す。

l 牽引速度が50km/h を超えない
ようにしてください。

l 牽引距離が50km を超えないよ
うにしてください。

4 輪を接地して牽引する場合の法
定速度は、時速30km/h 以下で
す。
詳しい情報：
車両を動かすか、移動させます 
(128ページ参照 ) 。

車両は、レッカー車を使用し、い
わゆるアンダーリフトを使用する
か、荷台上で、またはけん引ド
リーを使用して移送してください。
けん引ドーリーを使用する場合は、
すべての車輪が地面に接触してい
ないことを確認してください。こ
の方法は、必ず走行距離が200 

マニュアル トランスミッショ
ン：車両を搬送する

安全に関する注意事項

警告
車両を持ち上げて固定する際に、車両
を損傷するおそれがあります。
けがをするおそれおよび損傷が発生す
る危険があります。

l車両は必ず適切な装置で持ち上げて
ください。

lけん引フック・ホイールリム・ボ
ディ部分またはシャシーコンポーネ
ントを支点にして車両を持ち上げた
り、固定したりしないでください。

l輸送する際は、専用のタイヤ固定ベ
ルトをタイヤトレッド表面に張り渡
して、車両を縦方向に固定してくだ
さい。

車両を動かす レッカー車
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km の場合に使用してください。
けん引ドーリーのメーカーより指
定されている負荷と速度を順守し
てください。

車両は荷台またはけん引用ドリー
を使用して運搬します。

路上で動かなくなった車両を危険
領域から遠ざけるために、約100 
m の短い距離だけ、最大10 
km/h の速度で移動させることが
できます。
車両を動かすか、移動させます 
(131ページ参照 ) 。

車両は荷台に載せて運搬するか、
またはけん引ドーリーを使用して
運搬します。
けん引ドーリーを使用する場合は、
すべての車輪が地面に接触してい
ないことを確認してください。こ
の方法は、必ず走行距離が最大
200 kmの場合に使用してくださ
い。けん引ドーリーのメーカーよ
り指定されている注記、負荷およ
び速度を順守してください。

必要に応じてハザード フラッ
シャーを点滅させます。

オートマチックトランスミッ
ション：車両を搬送する

一般事項

安全に関する注意事項

警告
車両を持ち上げて固定する際に、車両
を損傷するおそれがあります。
けがをするおそれおよび損傷が発生す
る危険があります。

l車両は必ず適切な装置で持ち上げて
ください。

lけん引フック・ホイールリム・ボ
ディ部分またはシャシーコンポーネ
ントを支点にして車両を持ち上げた
り、固定したりしないでください。

l輸送する際は、専用のタイヤ固定ベ
ルトをタイヤトレッド表面に張り渡
して、車両を縦方向に固定してくだ
さい。

車両を動かす

レッカー車

他の車両のけん引

一般事項
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けん引される車両とけん引する車
両のけん引フックは、同じ側に取
り付けてください。
やむを得ずバーに角度が付いた状
態で使用するときは、次の点に注
意してください：
l カーブを曲がるときに、動きが
制限されます。

l けん引バーに角度がつくことに
より、車両に横方向の力が加わ
ります。

けん引車両が発進するときには、
けん引ロープがピンと張った状態
になるようにしてください。
l スムーズなけん引を可能にする

ナイロン製ロープまたはナイロ
ン製ベルトを使用してください。

l けん引ロープは、ねじれないよ
うに固定します。

l けん引フックとけん引ロープが
固定されているか定期的に点検
します。

l けん引速度が50km/h を超えな
いようにしてください。

l けん引距離が5km を超えないよ
うにしてください。

l けん引車両が発進するときには、
けん引ロープがピンと張った状
態になるようにしてください。

けん引フックは、例えばけん引
ロープやけん引バーを安全に固定
するために、車両にボルトで固定
できるツールです。

ねじ込み式のけん引フックは、常
に車両に載せておいてください。
けん引フックは車両の前後どちら
にも取り付けることができます。

安全に関する注意事項

警告
けん引する車両の許容車両総重量がけ
ん引される車両の許容車両総重量より
軽い場合は、けん引フックが破損する
か、走行動作を制御できなくなるおそ
れがあります。事故、けが、物的損害
のおそれがあります。けん引する車両
の許容車両重量がけん引される車両の
許容車両重量より重いことを確認して
ください。

注意
けん引バーやけん引ロープを間違って
固定した場合、他の車両部分が損傷す
るおそれがあります。けん引バー /け
ん引ロープはけん引フックに正しく固
定してください。

けん引バー

けん引ロープ

けん引フック

原理

一般事項
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けん引フックは、ツール キット 
(294ページ参照 )の中にありま
す。

けん引フックを使用する場合は、
以下の注意事項を守ってくださ
い：
l 必ず車両に付属のけん引フック
を使用するようにしてください。

l けん引フックは、時計回りに少
なくとも5回転分、しっかりと
ねじ込みます。必要に応じて、
適切な物を使用して締め付けま
す。

l 使用後、けん引フックを反時計
回りに回して外します。

l けん引フックは固い路面でのけ
ん引にのみ使用してください。

l 車両をけん引フックで持ち上げ
るなど、けん引フック側面に高
い負荷がかからないようにして
ください。

l けん引フックが固定されている
か定期的に点検します。

取付け口を出すために、カバーの
縁のマーク部分を押してください。
マークの代わりに開口部があるカ
バーの場合、開口部からカバーを
引き出します。

車両のけん引によるエンジン ス
タートをしないでください。
必要に応じてエンジンをジャンプ 
スタートで始動してください 
(309ページ参照 ) 。
始動不良の原因と修理については、
トヨタ販売店にご依頼ください。

安全に関する注意事項

注意
けん引フックを指示に従って使用しな
ければ、車両またはけん引フックが損
傷するおそれがあります。けん引フッ
クの使用上の注意に従ってください。

けん引フックの使用

けん引フックのネジ

けん引によるエンジン スター
ト
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この章では、モデル シリーズに提
供される全ての標準装備、オプ
ション装備について説明していま
す。従って、選択されたオプショ
ン装備などの理由により、お客様
の車両では使用することができな
い装備および機能についての説明
も含まれています。このことは、
安全関連の機能とシステムにも当
てはまります。該当する機能とシ
ステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

ボンネットを開けてフロント ウィ
ンドウの下部領域から異物（木の
葉など）を定期的に取り除いてく
ださい。
特に冬期はこまめに洗車してくだ
さい。しつこい汚れや路面にまか
れた塩などが付着するため、車体
の損傷を引き起こす可能性があり
ます。

スチーム噴射器または高圧洗浄機
で洗浄する場合は、指定されてい
る温度と間隔を守ってください。

お手入れ

車両装備

洗車

一般事項

安全に関する注意事項

警告
エキゾースト システムやブレーキ、ラ
ジエターなどによって、走行中にボ
ディ下が高温になることがあります。
高温の構成部品に触れると、火傷やけ
がをするおそれがあります。高温に
なった構成部品に触れないでください。
高温になった構成部品付近での作業は、
必ず冷ました状態で行ってください。

警告
洗車する際にフューエル リッドを開け
たままにしておくと、損傷する可能性
があります。損傷が発生する危険があ
ります。洗車する前には、フューエル 
リッドを閉めます。フューエル リッド
後ろの汚れは、布で拭き取ります。

スチーム ジェット クリーナー
と高圧洗浄水

安全に関する注意事項

注意
高圧洗浄水を使用して清掃する場合は、
圧力が高くなりすぎたり、温度が高く
なりすぎたりすると、または接近しす
ぎたりすると、さまざまな構成部品が
損傷するおそれがあります。十分な間
隔を取り、洗浄水を一箇所に長く当て
ないように注意してください。高圧洗
浄水に対する操作注意事項を守ってく
ださい。

間隔と温度
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l 最高温度：60℃
次のコンポーネントまでの最小間
隔 30 cm：
l センサー
l カメラ
l シール
l ライト
l 車両前部のエア吸気
l ケーブル
l コネクター

ドライブスルー洗車機では車両が
自由に動けることが必要です。 
車両を動かすか、移動させます 
(128ページ参照 ) 。

n 安全に関する注意事項

n 一般事項
ドライブスルー洗車機では車両が
自由に動けることが必要です。
車両を動かすか、移動させます 
(131ページ参照 ) 。
一部のドライブスルー洗車機では、
車両から離れる必要があります。

自動洗車機またはドライブス
ルー洗車機

安全に関する注意事項

注意
高圧洗車機により、ウィンドウガラス
の領域に水が浸入することがあります。
損傷が発生するおそれがあります。高
圧洗車機を使用しないでください。

注意
自動洗車機の不適切な利用の場合、車
両に損傷が発生するおそれがあります。
以下の注意事項に注意してください：

l塗装の損傷を防止するため、布製ブ
ラシの洗車機、または柔らかい素材
のブラシ付きの洗車機を使用してく
ださい。

l車両寸法が自動洗車機または洗車機
に適していることに注意してくださ
い。

lボディの損傷を防止するため、ガイ
ド レールの高さが10cm より高い
自動洗車機は使用しないでください。

lタイヤおよびリムの損傷を防止する
ため、ガイド レールの最大タイヤ幅
を確認してください。

lドア ミラーの損傷を防止するため、
ドア ミラーを折りたたんでくださ
い。

lワイパー システムの損傷を防止する
ため、ワイパーおよび必要に応じて
レインセンサーを作動解除してくだ
さい。

マニュアルトランスミッション搭
載車を自動洗車機に入れる

オートマチックトランスミッショ
ン搭載車を自動洗車機に入れる

注意
作動スタンバイがオフになると、自動
的にセレクター レバー ポジションにP
切り換わります。ホイールがロックさ
れます。損傷が発生するおそれがあり
ます。自動洗車機内などで車両を動か
したい場合は、作動スタンバイをオン
のままにします。
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セレクター レバー ポジションがN
のとき、車両を車外からロックす
ることはできません。車両をロッ
クしようとすると、ブザーが鳴り
ます。

電子キーが車内にあることを確認
します。
走行スタンバイ (47ページ参照 ) 
をオンにします。

濡れたライトを乾いた布でこすっ
たり、研磨剤や溶剤、またはアル
コールを含むクリーニング洗剤を
使用しないでください。
昆虫などの汚れは、洗剤で洗って
水で流します。
凍結している場合は、解凍スプ
レーなどで溶かしてください。ア
イス スクレーパーなどの鋭利な器
具は使用しないでください。

洗車後は、ブレーキをかけて乾か
してください。そうしないと、ブ
レーキ作用が一時的に低下する可
能性があります。ブレーキをかけ
たときに発生する熱により、ブ
レーキ ディスクとブレーキ パッド
が乾いて、腐食から保護されます。
条痕による視認性の低下を防ぎ、
ワイパー異音やワイパー ブレード
の摩耗を低減するために、ウィン
ドウ上の残留物は完全に取り除い
てください。

定期的なお手入れは、安全性およ
びお客様のお車の価値を維持する
ことにつながります。空気汚染ま
たは樹木のヤニや花粉などの自然
による汚れが目立つ周辺環境では、
車両の塗装に悪影響が及ぶおそれ
があります。お手入れの頻度と程
度を環境条件に合わせて調整して
ください。
あふれ出た燃料、オイル、グリー
スまたは鳥の糞などの腐食性物質
が付着した場合は、塗装の侵食や
変色を防止するために、すぐに取
り除いてください。

お手入れは、次の項目を実施くだ
さい。

ドライブスルー洗車機から出す

ライト

洗車後

車両のお手入れ

カー ケア製品

安全に関する注意事項

警告
クリーナーには、人体に悪影響を与え
るおそれのある成分が含まれている場
合があります。けがをするおそれおよ
び損傷が発生する危険があります。車
内の清掃の際は、ドアまたはウィンド
ウを開けてください。各コンポーネン
トの清掃用以外のクリーナーは使用し
ないでください。容器に記載された注
意事項を遵守してください。

塗装

一般事項

つや消し塗装
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l 水を十分かけながら、車体・足
まわり・下まわりの順番に上か
ら下へ汚れを洗い落とす

l 車体はスポンジやセーム皮のよ
うな柔らかいもので洗う

l 汚れがひどいときは中性洗剤を
使用し、水で十分洗い流す

l 水を拭き取る
l ワックスや研磨剤などは絶対に
使用しない

定期的に布や掃除機でレザーのほ
こりを取り除いてください。
そうしないと、ほこりやちりがレ
ザーの細かい孔やしわをこすり、
表面を激しく摩耗させたり、通常
より早めに傷つけたりします。
衣服などによる色移りを防ぐため
に、レザーは約2 ヶ月ごとにク
リーニングおよびお手入れしてく
ださい。
明るい色のレザーは汚れが目立つ
ため、頻繁に汚れを落としてくだ
さい。
汚れや油分が付着すると、徐々に
レザー表面の保護膜を傷める場合
があるので、レザー保護剤を使用
してください。

安全に関する注意事項

警告
車両塗装に対し専門知識を欠いた不適
切な作業を行うと、レーダー センサー
の故障や異常を招き、安全性に問題が
生じるおそれや、事故の危険や損傷が
発生するおそれがあります。レーダー 
センサー装備車の場合、バンパーの塗
装または塗装の補修は、必ずトヨタ販
売店に依頼してください。

注意
n塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

次のことをお守りください。

l次のような場合は、ただちに洗車す
る

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

l塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修する

lホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管する

特に、つや消し塗装は次のことにもご
注意ください。

l塗装への付着物はできるだけ早く拭
き取る。ウォッシャー液やアルカリ
性の液体などが付着したまま放置す
ると、付着部分の塗装が変質し、跡
が残るおそれがあります。

lワックスがけやボデーコートをしな
い。ボデーの質感が変化したり、塗
装にムラができるおそれがあります。

レザーのお手入れ
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合成皮革は湿らせたマイクロファ
イバー製クロスで定期的に拭き、
掃除機でほこりやゴミを吸い取っ
てください。
ケアを怠ると、ほこりやゴミが合
成皮革の細かい孔やしわをこすり、
表面を激しく摩耗させ、通常より
痛みが早くなります。
しつこい汚れには、湿らせた柔ら
かいスポンジまたはマイクロファ
イバー製クロスと適切な車内ク
リーナーを使用してください。
日焼け止めクリームなどの腐食性
物質が付着した場合は、合成皮革
の変質や変色を防ぐために、すぐ
に取り除いてください。

飲み物のしみなどのしつこい汚れ
には、湿らせた柔らかいスポンジ
またはマイクロファイバー製クロ
スと適切な車内クリーナーをご使
用ください。
日焼け止めクリームなどの腐食性
物質が付着した場合は、クロスの
変質や変色を防ぐために、すぐに
取り除いてください。

定期的に掃除機でほこりを取り除
きます。
縫い目を含め全体の表面を掃除し
ます。強くこすらないようにして
ください。

軽い汚れを取るには、マイクロ
ファイバー製クロスを使用します。
布を水で軽く湿らせます。

車両の清掃には、必ず pH 値 5～
9 の中性のホイール クリーナーを
使用してください。粗いクリーニ
ング剤や60℃以上のスチーム 
ジェット クリーナーを使用しない
でください。メーカーの注意事項
を遵守してください。
腐食性、酸性、アルカリ性のク
リーニング剤は、ホイール リムの
表面、そしてブレーキなどの隣接
するコンポーネントの保護層を変

合成皮革のケア

織布のお手入れ

一般事項

安全に関する注意事項

注意
リベット、衣服などの外れたフック・
ループファスナー、ファスナーまたは
装飾部材は、車両のシートカバーやそ
の他のクロス、レザー・カバーを損傷
するおそれがあります。また、周囲の
者が損傷する危険があります。ロック
が閉じられているか確認してください。

布製部品のお手入れ

生地のお手入れ

専用部品のお手入れ

アルミホイール
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質させるおそれがあります。
清掃後、ブレーキをかけて乾かし
てください。ブレーキをかけたと
きに発生する熱により、ブレーキ 
ディスクとブレーキ パッドが乾か
されて、腐食から保護されます。

特に融雪塩がかかった場合には、
クロム メッキの表面をたっぷりの
水で、必要があれば洗剤を混ぜて
丁寧に洗浄します。

周辺環境の影響により、ラバー製
部品の表面が汚れたり、光沢が失
われたりすることがあります。清
掃する場合は、必ず水と適切な
カー ケア製品を使用してくださ
い。
特に負荷にさらされているラバー
製部品は、定期的にラバー ケア剤
でお手入れしてください。ラバー 
シールのお手入れには、シリコン
を含んだカー ケア製品は使用しな
いでください。異音が発生したり、
損傷するおそれがあります。

ワイパーブレードは、ワイパー
ウォッシャーシステムを使用する
と清掃することができます。
ワイパー効果の低下を防ぐために、
追加的に手作業でブレードを洗浄
しないでください。

ルーフ内張りを濡らさないでくだ
さい。

シート ベルトが汚れていると巻き
取りに支障をきたし、事故の際に
十分な効果が発揮できず、非常に
危険です。
必ず薄い石けん水で、シート ベル
トを取り付けたままの状態で清掃
します。
シート ベルトは必ず乾いた状態で
巻き取ってください。

クロム メッキの表面

ラバー製部品

ワイパー ブレード

プラスチック部品

注意
シンナー、コールド クリーナー、燃料
などのようなアルコールまたは溶剤を
含むクリーナーを使用すると、表面が
損傷するおそれがあります。手入れに
は、マイクロファイバー製の布をご使
用ください。必要に応じて布を軽く水
で湿らせてください。

シート ベルト

警告
合成洗剤はシート ベルトの素材を傷つ
けるおそれがあります。シート ベルト
の保護効果が低下します。けがをする
おそれ、および生命の危険があります。
シート ベルトの清掃には、薄い石けん
水のみを使用してください。
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車内を清掃する際は、フロア マッ
トを取り外してください。
フロア マットの汚れがひどい場合
には、マイクロファイバー製の布
と水か、繊維用クリーナーで汚れ
を落とします。フロア カーペット
が毛玉になってしまうおそれがあ
りますので、走行方向に向かって
前後にこすってください。

センサーまたはカメラ レンズを掃
除をする際は、ガラス クリーナー
で少し湿らせた布を使ってくださ

い。

お手入れには、乾いていて清潔な
帯電防止マイクロファイバー製ク
ロスをご使用ください。
ヘッドアップ ディスプレイの保護
スクリーン (151ページ参照 ) は
マイクロファイバー製の布と市販
の家庭用洗剤で清掃してください。

車両を3 ヶ月以上使用せずに長期
保管する場合は、特別な処置が必
要となります。詳しい情報はトヨ
タ販売店にお問い合わせください。

カーペット /フロア マット

警告
運転席足元スペースに物があると、ペ
ダル ストロークが制限されたり、ペダ
ルを床まで踏み込むことが阻止された
りするおそれがあります。事故、怪我、
物的損害が発生するおそれがあります。

l車内では物を固定して、運転席足元
スペースに入り込まないように収納
してください。

lご使用の車両に適切な、フロアに確
実に固定することのできるフロア 
マットやカーペットを使用してくだ
さい。

l固定されていないフロア マットや
カーペットを使用することや、複数
のフロア マットやカーペットを重ね
ることは控えてください。

lペダル用のスペースが十分空いてい
ることを確認してください。

lフロア マットやカーペットは、清掃
などで取り外した後、再び確実に取
り付けるように注意してください。

センサー /カメラ レンズ

ディスプレイ、画面およびヘッド
アップ ディスプレイの保護スク
リーン

注意
合成洗剤、液体や水気のあるものは、
種類を問わずディスプレイおよび画面
を損傷するおそれがあります。

lあまり強く力を入れないでください。
また傷が付きやすい素材のものは使
用しないでください。

lディスプレイの手入れには、乾いた
清潔な帯電防止マイクロファイバー
製クロスを使用します。

l操作エレメントと、装備に応じて
ヘッドアップ ディスプレイの保護ガ
ラスは、湿らせたマイクロファイ
バー製クロスと市販の家庭用洗剤で
清掃します。

長期保管
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6-1. 参考情報

この章では、モデル シリーズに提供される全ての標準装備、オプション
装備について説明しています。従って、選択されたオプション装備などの
理由により、お客様の車両では使用することができない装備および機能に
ついての説明も含まれています。このことは、安全関連の機能とシステム
にも当てはまります。該当する機能とシステムを使用する場合は、法律と
規定に従ってください。

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といい
ます）のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使
用ください。

メンテナンスデータ

車両装備

一般事項

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオ
ク）

52

エンジンオイル

指定銘柄

Toyota Genuine Motor Oil 0W-20 Supra

指定エンジンオイル規格

BMW Longlife-17 FE+ 規格適合品

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

4.3
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次の注記は、車両に搭載されてい
る無線通信機、車両情報統合シス
テムおよび通信デバイスに関する
ものです。
この車両の無線通信機はRE指令
2014/53/EUの基本要件と関連
条項に適合しています。詳しくは
トヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

認証情報

情報

ヘッドユニット

中央レーダーセンサー
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電子キー

側方レーダーセンサー

スマートキーシステム

テレマティクスコミュニケー
ションボックス

タイヤ空気圧警報 (TPM)
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五十音順さくいん
あ

RSC ランフラット タイヤ システム コン
ポーネント、ランフラット タイヤを参
照.......................................................267
ISOFIX チャイルド シート マウント
...........................................................112
アイドリングストップ.......................118
明るさ、コントロール ディスプレイ.63
明るさ調節、メーターパネル...........160
アクセサリーおよび部品.........................5
アクティブ ボンネット、ポップアップ
フードを参照 ...................................173
アクティブディファレンシャル.......200
ASSIST ボタン、レーダークルーズコン
トロールを参照................................206
足元マットのお手入れ.......................321
アダプティブ ヘッドライト..............156
アダプティブバリアブルサスペンション
...........................................................226
新しいホイールとタイヤ...................264
Apple CarPlay、車両との接続 .........74
圧力、タイヤ......................................260
アラーム システム................................90
アラーム、意図しない..........................92
アルミホイール、お手入れ...............319
安全な座り方.........................................94
安全なブレーキ操作 ..........................251
アンチロック ブレーキ システムABS
...........................................................196

い

イグニッション キー、電子キーを参照
..............................................................76
いざというときに ..............................304
位置測定、車両位置 .............................63
一般設定.................................................61
一般的な運転ガイド ..........................249

意図しないアラームを防止する..........92
インダクティブ充電、スマートフォン、
ワイヤレス充電トレイを参照 ........237
インテリア..........................................235
インテリアライト..............................160
インテリジェントキー .........................84

う

ウィンター タイヤ.............................266
ウィンター タイヤの速度制限..........266
ウィンドウ.............................................92
ウィンドウ ウォッシャー、ワイパー シ
ステムを参照 ...................................124
ウィンドウ ウォッシャー液、ウォッ
シャー液を参照 ...............................291
ウィンドウの曇り..............................231
ウィンドウの結露..............................231
ウィンドウの結露および曇りを取り除く
..........................................................231
ウェルカム ライト.............................156
ウォッシャー
タンク容量..............................................324

ウォッシャー タンク.........................291
ウォッシャー ノズル.........................127
ウォッシャー液..................................291
ウォッシャー液、ウォッシャー液を参照
..........................................................291
運転席および助手席用シート ベルト警告
..........................................................103

え

エア コンディショナー.....................229
エアバッグ..........................................162
エアバッグ作動..................................171
エアバッグ作動解除 ..........................171
ACC、レーダー クルーズ コントロール
を参照...............................................206
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ABS アンチロック ブレーキ システム
...........................................................196
越冬、車両の長期保管を参照...........321
LED の交換、ランプとライトを参照
...........................................................295
LED ヘッドライトの交換、ランプとライ
トを参照...........................................295
エンジン オイル フィラー キャップ287
エンジン オイル温度.........................144
エンジンオイル交換 ..........................289
エンジン オイルの補給 .....................287
エンジン スタート、ジャンプ スタート
...........................................................309
エンジン スタート、走行スタンバイを参
照..........................................................47
エンジン ルーム.................................282
エンジン、アイドリングストップ ...118
エンジンオイル
メンテナンスデータ..............................324

エンジンのスタート、走行スタンバイを
参照......................................................47
エンジンのストップ、走行スタンバイを
参照......................................................47
エンジン冷却水..................................289
エンジン冷却水温度 ..........................144
エンジンを切る、走行スタンバイを参照
..............................................................47

お

オイル レベルの電子的な点検..........286
オイル（エンジンオイル）.................324
オイル交換..........................................289
オイル交換周期、サービス時期の表示を
参照...................................................145
オイルの補給......................................287
AUTO プログラム、オートエアコン
...........................................................230

オート ライト コントロール............154
オートエアコン..................................228
オートマチック クルーズ コントロール、
レーダークルーズコントロールを参照
..........................................................206
オートマチックトランスミッション129
オートマチックハイビーム...............157
オートロック.........................................89
オールシーズン タイヤ、ウィンター タ
イヤを参照.......................................266
お客様の安全のために ............................5
オクタン価、ガソリンのグレードを参照
..........................................................285
お子様の安全について ......................108
お子様の正しい乗車位置...................109
お手入れ、洗車を参照 ......................315
お手入れ、ヘッドアップ ディスプレイ
..........................................................321
オプション装備、車両装備を参照.........4
重い荷物を積む..................................243
音声入力システム.................................57
音声認識システム.................................57
温度、エンジン オイル.....................144
温度、オートエアコン ......................229
温度インジケーター、外気温度を参照
..........................................................144

か

カー ケア ............................................317
カー ケア製品.....................................317
CarPlay、車両との接続......................74
カーペットのお手入れ ......................321
外気温度..............................................144
快適な温度調節..................................227
開閉 ........................................................76
鏡 .........................................................103
角度、バックレスト .............................97
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カスタマイズ設定、スポーツモードス
イッチを参照 ...................................135
加速アシスタント、ローンチ コントロー
ルを参照...........................................134
ガソリン..............................................284
ガソリンのグレード ..........................285
カップホルダー、ドリンク ホルダーを参
照.......................................................241
カメラ レンズのお手入れ .................321
カメラ、車両のセンサーを参照..........42
カメラ、リア ビュー カメラ ............220
カメラベースのアシスト システム、
Toyota Supra Safety を参照.....174
カメラベースのクルーズ コントロール、
レーダークルーズコントロールを参照
...........................................................206
換気、パーキング ベンチレーションを参
照.......................................................233
缶ホルダー、ドリンク ホルダーを参照
...........................................................241

き

ギア チェンジ、オートマチックトランス
ミッション .......................................129
ギア チェンジ、マニュアルトランスミッ
ション...............................................128
キー、機械式.........................................82
キーレス.................................................84
機器リストを表示する..........................75
機器を管理する.....................................74
機器を接続する.....................................71
キック ダウン、オートマチックトランス
ミッション .......................................129
機能障害、電子キー .............................81
希望速度、レーダークルーズコントロー
ルを参照...........................................206

キャタライザー、高温になる排気装置を
参照...................................................249
休憩の勧め、注意喚起アシスタントを参
照.......................................................194
給油 .....................................................258
メンテナンスデータ..............................324

給油口 .................................................259
緊急ブレーキ機能（クリアランスソ
ナー）、緊急ブレーキ機能を参照 ..218
緊急ブレーキシグナル ......................193

く

空気圧、タイヤ..................................260
空気圧コントロール、タイヤ空気圧警報
を参照...............................................268
クーラント..........................................289
クーラント温度..................................144
下り坂 .................................................252
クリアランスソナー ..........................214
グローブ ボックス.............................241
クロム メッキの表面、お手入れ......320

け

警告ウィンドウ、コントロール ディスプ
レイ......................................................63
警告メッセージ、車両メッセージを参照
..........................................................137
傾斜センサー.........................................91
携帯電話を接続する .............................71
けん引 .................................................310
けん引、けん引を参照 ......................310
けん引バー..........................................313
けん引用アイ......................................313
けん引用ナイロン製ロープ...............313
けん引用ロープ..................................313
けん引ロープ......................................313
検知物表示、リア ビュー カメラ ....222
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こ

高温になる排気装置 ..........................249
交差点の通行警告 ..............................223
後方車両への接近警報.......................192
コーナリング ライト.........................157
故障表示、車両メッセージを参照 ...137
故障メッセージ、車両メッセージを参照
...........................................................137
個人情報保護、設定 .............................64
個人設定、ドライバー プロファイルを参
照..........................................................65
個人データの削除 .................................65
個人データを削除する..........................65
個人プロファイル、ドライバー プロファ
イルを参照 ..........................................65
固定バンド、ラゲッジ ルーム..........244
固定ベルト、ラゲッジルーム内の固定用
フックを参照 ...................................243
固定用ツール、ラゲッジルーム内の固定
用フックを参照................................243
誤報、意図しないアラームを防止するを
参照......................................................92
ゴム製部品のお手入れ.......................320
小物入れ..............................................240
コンディション ベースド サービスCBS
...........................................................292
コントローラー.....................................52
コントロール ディスプレイ.................52
コントロール ディスプレイ、設定.....61
コントロール ディスプレイの設定.....61
コントロール ディスプレイの表示言語を
設定する..............................................62
コンビ スイッチ、ワイパー システムを
参照...................................................124
コンビスイッチ、ターン インジケーター
を参照...............................................123
コンプレッサー..................................277

さ

サービス、ロードサイドアシストを参照
..........................................................308
サービス時期、コンディション ベースド 
サービスを参照 ...............................292
サービス時期の表示 ...............145, 292
再生タイヤ..........................................265
最大冷房..............................................230
サイド エアバッグ.............................162
サイド ブレーキ.................................121
サイドミラー......................................103
再利用、リサイクル ..........................293
坂道発進アシスト、ヒルスタートアシス
トを参照...........................................197
下げる、助手席側ドア ミラー、リバース
連動機能を参照 ...............................105
サスペンション設定、スポーツモードス
イッチを参照 ...................................135
作動 / 作動解除..................................171
作動スタンバイ、停止状態、走行スタン
バイ......................................................45
サラウンド ビューなしの横方向パーキン
グエイド...........................................219
サン バイザー.....................................235

し

シート バック レスト...........................95
シート ヒーター.................................107
シート ベルト........................................98
シート ベルトのお手入れ .................320
シート、メモリー機能を参照...........106
シートおよびヘッドレスト..................94
GPS 位置測定、車両位置...................63
CBS コンディション ベースド サービス
..........................................................292
シール剤、タイヤパンク応急修理キット
を参照...............................................276
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時刻 ........................................................62
自動洗車機..........................................315
自動防眩ドア ミラー.........................104
自動防眩ルーム ミラー .....................105
自動ロック.............................................89
自動ロック解除.....................................89
シフト ポジション インジケーター.146
車間距離コントロール付きクルーズ コン
トロール、レーダークルーズコント
ロールを参照 ...................................206
車間警告、クリアランスソナーを参照
...........................................................214
シャシー番号、車台番号参照..............14
車線逸脱警告......................................184
車線制限、警告..................................184
車線はみだし警告 ..............................184
車台番号.................................................14
車中泊が必要なときは.......................307
車内検知機能.........................................91
車内の通信機器..................................250
車両位置、車両位置測定......................63
車両キー、電子キーを参照..................76
車両故障、いざというときにを参照304
車両ステータス..................................151
車両装備....................................................4
車両塗装..............................................317
車両のお手入れ..................................317
車両の確認シグナル .............................89
車両のセンサー.....................................42
車両の長期保管..................................321
車両の電子キー、バッテリーの交換 ..80
車両バッテリー..................................295
車両メッセージ..................................137
車両ロック時の車外ライト..................79
車両ロック時のルーム ライト.............79
ジャンプ スタート.............................309
ジャンプ スタート ケーブル接続部.309

ジャンプ スタート、ジャンプ スタート
を参照...............................................309
充填圧力、タイヤ..............................260
収納 .....................................................240
収納スペース......................................240
収納場所..............................................240
出発時刻、パーキング ベンチレーション
..........................................................234
出力表示、スポーツ表示を参照.......150
手動操作、フューエル リッド..........260
手動調節、送風口..............................231
手動の送風口調節..............................231
Joystick、オートマチックトランスミッ
ション...............................................129
省エネルギー、シフト ポジション イン
ジケーターを参照............................146
使用済みのバッテリーの廃棄...........298
衝突被害軽減ブレーキ ......................194
照明 .....................................................154
照明、車内..........................................160
照明、メーター パネル.....................160
初期化する、タイヤ空気圧警報 (TPM) 
..........................................................270
除湿、エア コンディショナーを参照
..........................................................229
助手席エアバッグ、表示灯...............172
助手席エアバッグ用キー スイッチ..171
助手席側ドア ミラーを下げる、リバース
連動機能を参照 ...............................105
シンボルと表示........................................4

す

推奨する燃料......................................284
推奨タイヤの識別..............................265
推奨タイヤ銘柄..................................265
スイッチ、運転席まわりを参照..........38
スクリーン.............................................52
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スクリーン ミラーリング、接続.........74
スタート、走行スタンバイを参照 ......47
スタート /ストップ ボタン..............117
ステアリング ホイール、ボタン.........38
ステアリング ホイール、メモリー機能を
参照...................................................106
ステアリング ホィールのシフト パドル
...........................................................129
ステアリング ホイールの調節..........105
ステアリングのボタン..........................38
スノー チェーン.................................268
スパナ、ツール キットを参照..........294
スピーチ コントロールシステム.........57
全てのメッセージのリスト..................61
スポーツ サスペンション、アダプティブ
バリアブルサスペンションを参照.226
スポーツ プログラム、オートマチックト
ランスミッション............................129
SPORT、スポーツモードスイッチを参
照.......................................................135
スポーツ表示......................................150
スポーツモードスイッチ...................135
スマートエントリー .............................84
スマートキーシステム..........................84
スマートフォン用充電トレイ、ワイヤレ
ス充電を参照 ...................................237
スマートフォン用ワイヤレス充電トレイ
...........................................................237
スマートフォンを充電する、ワイヤレス
充電トレイを参照............................237
スマートフォンをスピーチ コントロール
で操作する ..........................................60
スマートフォンを接続する..................71
スモール ライト.................................155
3 ターン シグナル.............................123
座り方.....................................................94

せ

清掃、ヘッドアップ ディスプレイ..321
セーフティ システム、エアバッグを参照
..........................................................162
セーフティ システム、Toyota Supra 
Safety を参照.................................174
積載重量..............................................242
接続、スクリーン ミラーリング.........74
接続する、モバイル機器......................71
設定、ロック /ロック解除..................88
設定可能な速度制限、マニュアルスピー
ドリミッターを参照........................200
SET ボタン、レーダークルーズコント
ロールを参照 ...................................206
セレクター レバー、オートマチックトラ
ンスミッション ...............................129
セレクター レバー、マニュアルトランス
ミッション.......................................128
旋回予想線、リア ビュー カメラ ....222
センサーのお手入れ ..........................321
洗車 .....................................................315
洗車機 .................................................316
センター コンソール............................40
セントラル ロック システム...............84

そ

走行 .....................................................117
走行快適性..........................................226
走行スタンバイ、エンジン スタート.47
走行スタンバイ、停止状態、作動スタン
バイ......................................................45
走行ダイナミクス用スイッチ、スポーツ
モードスイッチを参照....................135
走行モード、スポーツモードスイッチを
参照...................................................135
送風口 .................................................232
速度制限、手動..................................200



334 五十音順さくいん

速度制限装置、マニュアルスピードリ
ミッターを参照................................200
ソケット..............................................235

た

ターン インジケーター、ターン インジ
ケーターを参照................................123
ターン インジケーター、表示灯......142
ターン インジケーター、ヘッドライト、
パッシング ライト ..........................123
ターン インジケーター、ランプの交換、
ランプとライトを参照....................295
タイヤ シール剤、タイヤパンク応急修理
キットを参照 ...................................276
タイヤ トレッド.................................262
タイヤ パンク、走行.........................274
タイヤ パンク警告灯、TPM............272
タイヤ パンク時の走行について......274
タイヤ パンクのメッセージ、TPM 272
タイヤ空気圧......................................260
タイヤ空気圧警報 (TPM).................268
タイヤ交換..........................................281
タイヤ修理キット、タイヤパンク応急修
理キットを参照................................276
タイヤ状態表示..................................270
タイヤ設定..........................................269
タイヤの交換......................................264
タイヤの寿命......................................264
タイヤの使用限界、タイヤ...............263
タイヤの損傷......................................263
タイヤのパンクを修理する...............276
タイヤの保管......................................267
タイヤパンク応急修理キット...........276
タコメーター......................................143
単位 ........................................................63

ち

チェーン..............................................268
チャイルド シート、お子様の安全につい
てを参照...........................................108
チャイルド シートのクラス、ISOFIX、
適切な ISOFIX チャイルド レストレイ
ント システムを参照 ......................112
チャイルド レストレイント システム、
お子様の安全についてを参照 ........108
チャイルド レストレイント システムの
取付け...............................................110
注意喚起アシスタント ......................194
注意事項....................................................4
駐車時の緊急ブレーキ機能、緊急ブレー
キ機能（クリアランスソナー）......218
中性クリーナー、アルミホイール...319
超音波センサー、車両のセンサーを参照
.............................................................42
長期保管、車両..................................321
調節、シートおよびヘッドレスト......94
調節、メーターパネルの明るさ.......160
直接選択ボタン、プログラマブル ボタン
を参照..................................................51

つ

2 ステージ ブレーキ ライト、緊急ブ
レーキシグナルを参照....................193
通信機器、車内..................................250
ツーリスト機能、右側通行 /左側通行を
参照...................................................159
ツール .................................................294
ツール キット.....................................294
つや消し塗装......................................317

て

デイ ランニング ライト....................156
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停止状態、作動スタンバイ、走行スタン
バイ......................................................45
停車した車両下の凝縮水...................253
ディスプレイ.........................................52
ディスプレイ、画面 ..........................321
ディスプレイ、画面のお手入れ.......321
ディスプレイ、画面の清掃...............321
ディファレンシャル ロック..............200
手入れ..................................................317
データ、個人データを削除するを参照
..............................................................65
テール ゲート、トランク リッドを参照
..............................................................87
テール ライトの交換、ランプとライトを
参照...................................................295
適切な使用................................................5
適切な仕様のために ................................5
デフロスト、ウィンドウの結露を参照
...........................................................231
添加剤、エンジン オイルの種類......288
電球の交換、ランプとライトを参照295
点検周期表示、サービス時期の表示を参
照.......................................................145
点検整備..............................................292
点検整備時期、コンディション ベースド 
サービスを参照................................292
点検整備システム ..............................292
電源ソケット、ソケットを参照.......235
電源の遮断..........................................298
電子キー.................................................76
電子キー、機能障害 .............................81
電子キー、追加.....................................81
電子キー、内蔵キー .............................82
電子キー、紛失.....................................81
電子キーによるコンフォート オープン
..............................................................78
電子キーによるコンフォート クローズ
..............................................................79

電子キーによるトランク リッド操作.79
電子キーによるロック .........................78
電子キーによるロック解除..................78
電子キーの故障.....................................81
電子的なオイル計測 ..........................286
電話を接続する.....................................71

と

ドア キー、電子キーを参照 ................76
ドア ポケット.....................................241
ドア ミラー ........................................103
ドア ミラー、機能障害.....................104
ドア ミラー、リバース連動機能......105
ドア ミラーの警告灯、ブラインドスポッ
トモニターを参照............................188
ドア ミラーの警告灯、リヤクロストラ
フィックアラートを参照................223
ドア ミラーのライト、ブラインドスポッ
トモニターを参照............................188
ドア ミラーのライト、リヤクロストラ
フィックアラートを参照................223
凍結した路面、外気温度警告を参照144
凍結防止剤、ウォッシャー液を参照291
盗難防止装置、盗難防止用ホイール ボル
トを参照...........................................281
盗難防止装置、ロック .........................78
盗難防止用ホイール ボルト .............281
登録、モバイル機器、接続を参照......71
塗装 .....................................................317
Toyota Supra Command................49
Toyota Supra Commandの操作原理
.............................................................49
Toyota Supra Safety....................174
ドライバー アシスト、Toyota Supra 
Safety を参照.................................174
ドライバー プロファイル ....................65
ドライバー、ツール キットを参照..294
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ドライブのヒント、慣らし運転.......248
トラクションモード ..........................199
TRACTION、ダイナミック ドライビン
グ.......................................................199
トランク リッド....................................87
トランスミッション ロックを電子的に
ロック解除 .......................................133
トランスミッション、オートマチックト
ランスミッションを参照................129
トランスミッション、マニュアルトラン
スミッションを参照........................128
ドリンク ホルダー.............................241
トルク表示、スポーツ表示を参照 ...150
トレッド、タイヤ ..............................262

な

内気循環モード..................................230
内装 .....................................................235
内蔵キー.................................................82
慣らし運転..........................................248

に

荷物の固定..........................................243
荷物の積込みと固定 ..........................243
荷物を積んで固定する.......................243

ぬ

布製部品のお手入れ ..........................319

ね

ネット、ラゲッジ ルーム .................244
燃料 ..........................................284, 324
種類.........................................................324
容量.........................................................324

燃料計..................................................143
燃料の種類..........................................284

燃料の節約..........................................253

の

NORMAL、スポーツモードスイッチを
参照...................................................135
飲み物用ホルダー..............................241

は

パーキング ブレーキ.........................121
パーキング ベンチレーション..........233
パーキング ライト.............................156
パーキングヘルプライン、リア ビュー 
カメラ...............................................222
パーツ交換..........................................294
廃棄、車両バッテリー ......................298
排気装置..............................................249
ハイビーム..........................................124
ハザード フラッシャー.....................308
はさみ込み防止、ウィンドウ..............93
バック レスト角度................................97
バック レスト幅....................................98
バックミラー......................................103
バッグ用フック..................................244
パッシング ライト.............................124
発進補助、ヒルスタートアシストを参照
..........................................................197
バッテリー、車両..............................295
バッテリーの交換、車両の電子キー..80
バッテリーの廃棄..............................298
バニティ ミラー.................................235
パワー ウィンドウ................................92
パンク、タイヤ空気圧警報を参照...268
ハンド ブレーキ.................................121
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ひ

ビークルスタビリティコントロールとト
ラクションコントロール.....196, 197
非常信号灯..........................................308
非常停止表示板..................................308
非常ロック解除、トランスミッション 
ロック...............................................133
非常ロック解除、フューエル リッド
...........................................................260
左側通行、ヘッドライト調節...........159
日付 ........................................................62
フューエル キャップ.........................259
フューエル リッド.............................259
フューエル リッドの手動ロック解除
...........................................................260
ヒューズ..............................................298
表示 .....................................................136
表示警告灯..........................................164
表示単位.................................................63
表示灯と警告灯..................................139
標準装備、車両装備を参照.....................4
標準表示、ヘッドアップ ディスプレイ
...........................................................152
日よけ、サン バイザーを参照..........235
ヒルスタートアシスト.......................197
VIN、車台番号参照..............................14

ふ

VSC ....................................................197
フィルター、マイクロ フィルターを参照
...........................................................232
風量の手動調節..................................231
風量、オートエアコン.......................231
フック、ラゲッジルーム内の固定用フッ
クを参照...........................................243
フット ブレーキ.................................251
部品およびアクセサリー.........................5

部品の交換..........................................294
ブラインドスポットモニター...........188
プラスチック部品、お手入れ...........320
プリクラッシュセーフティ...............176
プリクラッシュセーフティ（対歩行者・
自転車）.............................................180
プリクラッシュセーフティ（対歩行者・
自転車）.............................................176
ブリッジ、ジャンプ スタートを参照
..........................................................309
Bluetooth 接続 ...................................70
ブレーキ アシスト.............................196
ブレーキ システム.............................249
ブレーキ ディスクの腐食 .................252
ブレーキ ディスクを慣らし運転する、ブ
レーキ システムを参照...................249
ブレーキ パッドを慣らし運転する、ブ
レーキ システムを参照...................249
ブレーキ操作の注意事項...................251
フロア カーペットのお手入れ..........321
フロアマット......................................321
フロアマットのお手入れ...................321
プログラマブル ボタン、Toyota Supra 
Command .........................................51
プロファイル、ドライバー プロファイル
を参照..................................................65
ブロワ、風量を参照 ..........................231
フロント ウィンドウでの表示、ヘッド
アップ ディスプレイを参照...........151
フロント エアバッグ.........................162
フロント シート....................................95
フロント フォグ ライトの交換、ランプ
とライトを参照 ...............................295
フロント ヘッドレスト.....................103

へ

ヘッドアップ ディスプレイ .............151
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ヘッドアップ ディスプレイ、お手入れ
...........................................................321
ヘッドアップ ディスプレイ、標準表示
...........................................................152
ヘッドアップ ディスプレイ、メモリー機
能を参照...........................................106
ヘッドライト......................................124
ヘッドライト ウォッシャー システム、
ワイパー システムを参照...............124
ヘッドライト ガラス.........................295
ヘッドライト内の湿気、ヘッドライト ガ
ラスを参照 .......................................295
ヘッドライトの交換、ランプとライトを
参照...................................................295
ヘッドレスト、フロント...................103
ヘッドレストおよびシート..................94
ベルト、シート ベルトを参照.............98
ベルト着用、シート ベルトを参照.....98

ほ

ホイールクリーナー、アルミホイール
...........................................................319
ホイールとタイヤ ..............................260
ホイールとタイヤの交換...................264
ホイールの交換.......................264, 281
方向指示、表示灯 ..............................142
方向指示灯..................................29, 123
方向指示レバー..........................29, 123
ホーム ライト.....................................156
ホーム ライトをオンにする.................80
ホーン.....................................................38
保管、車両の長期保管を参照...........321
補給するエンジン オイルの種類......288
補給するオイルの種類、エンジン ...288
歩行者保護、アクティブ...................173
保護機能、ウィンドウ、はさみ込み防止
を参照..................................................93

保証 ...........................................................5
補足テキスト メッセージ .................138
ポップアップフード ..........................173
ボトル ホルダー、ドリンク ホルダーを
参照...................................................241
ホルダー、ドリンク ホルダーを参照
..........................................................241
ボンネット..........................................283

ま

マイクロ フィルター.........................232
マスター キー、電子キーを参照.........76
マニュアル モード、オートマチックトラ
ンスミッション ...............................129
マニュアルトランスミッション.......128
マフラー、排気装置を参照...............249
マルチファンクション ステアリング ホ
イール、ボタン ..................................38

み

右側通行、ヘッドライト調節...........159
水、停止した車両下の凝縮水を参照253
水の中を通過する..............................251
ミラー .................................................103
ミラー、メモリー機能を参照...........106

め

メーター パネル.................................136
メーター パネル照明.........................160
メーター パネルの選択リスト..........146
メッセージ.............................................61
メッセージ、車両メッセージを参照137
メニュー、メーター パネル、選択リスト
を参照...............................................146
メニューの操作、Toyota Supra 
Command を参照.............................49
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メモリー機能......................................106
メンテナンス、サービス時期の表示を参
照.......................................................145
メンテナンス時期の表示...................292

も

MODE ボタン、レーダークルーズコン
トロールを参照................................206
文字と記号を入力する..........................55
モバイル機器を管理する......................74
モビリティシステム、タイヤパンク応急
修理キットを参照............................276

ゆ

USB ポート ..........................................72
USB ポート、車両での位置 ............237

よ

横方向交通、警告 ..............................223

ら

ライト..................................................154
ライトのお手入れ ..............................317
ライトの交換、ランプとライトを参照
...........................................................295
ラゲッジ ルーム.................................242
ラゲッジ ルーム、収納スペース......244
ラゲッジ ルームの収納スペース......244
ラゲッジ ルームに積み込む、荷物を積む
を参照...............................................243
ラゲッジルーム内の固定用フック ...243
ラバー製品のお手入れ.......................320
ランバー サポート................................98
ランプスイッチ..................................154
ランプとライト..................................295
ランフラット タイヤ.........................267

ランフラット タイヤ、タイヤ..........267
ランフラット タイヤ、ランフラット タ
イヤを参照.......................................267
ランフラット タイヤの識別表示......267

り

リア デフォッガー.............................232
リア ビュー カメラ............................220
リア フォグ ライト............................159
リア フォグ ライトの交換、ランプとラ
イトを参照.......................................295
リサイクル..........................................293
RES CNCL ボタン、レーダークルーズ
コントロールを参照........................206
リセット、タイヤ空気圧警報 (TPM) 
..........................................................270
リセットする、タイヤ空気圧警報 (TPM) 
..........................................................270
リバース連動機能、ドア ミラー......105
LIM ボタン、マニュアルスピードリミッ
ターを参照.......................................200
リモート コントロール........................76
リモコン キー、電子キーを参照.........76
リヤクロストラフィックアラート...223

る

ルーフ内張り.........................................41
ルーム ライト.....................................160

れ

冷却水 .................................................289
冷却水温度..........................................144
冷却水の充填量..................................290
冷却水レベル......................................290
レイン センサー.................................125
レースコースの走行 ..........................253
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レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）..................................206
レーダー センサー、車両のセンサーを参
照..........................................................42
レーン ディパーチャー ウォーニング
（車線逸脱警告システム）................184
レザーのお手入れ ..............................318

ろ

ロードサイドアシスト.......................308
ロードサイドアシスト、ロードサイドア
シストを参照 ...................................308
ロービーム..........................................155
ローンチ コントロール .....................134
ロック、設定.........................................88
ロック、ホイール ボルト .................281
ロック解除、自動 .................................89
ロック解除、設定 .................................88
ロック解除時のウェルカム ライト.....78
ロック解除時のシグナル、確認シグナル
を参照..................................................89
ロック解除時の車外ライト..................78
ロック解除する、開閉を参照..............76
ロック解除ボタン、オートマチックトラ
ンスミッション................................129
ロックする、開閉を参照......................76
路面凍結警告、外気温度警告を参照144
RON、ガソリンのグレード .............285

わ

ワイパー、ワイパー システムを参照
...........................................................124
ワイパー システム.............................124
ワイパーブレードの交換...................294
ワイパーを起こす位置.......................127
ワイヤレス充電、スマートフォン、ワイ
ヤレス充電トレイを参照................237
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